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は しが き

この報告書は，北海道の委託により，当協会内に設置された野付風蓮道立自然公

園調査委員会が行った調査結果を取りまとめたものである。

野付風蓮道立自然公園は，北海道の東端部に位置し，その区域は北の野付崎区域

と南の風蓮，温根，長節の3湖沼区域に分れる。面積11,700haにおよぶ区域には，

野付崎の鈎状砂噴， トド原，春国岱の砂丘系アカエゾマツ林，風蓮川河口部をはじ

めとする湿原植生，水鳥の一大集結地， タンチョウ，シマフクロウ，オジロワシ，

オオワシ， カラフトルリシジミ ，アイヌキンオサムシなどが承られ，すぐれた自然

的特色を持つ自然公園である。今回の調査は，今後における野付風蓮道立自然公園

の保護と適正な利用に資するために，公園域とその周辺域の自然環境の現況等につ

いて調査したものである。

この調査にあたっては，多くの関係各位，関係機関の御協力をいただいたoここ

に心から謝意を表するとともに， この報告書が野付風蓮道立自然公園の保護と適正

な利用に貢献することを期待する次第であるo

昭和62年3月

社団法人北海道自然保護協会



I 調査の概要

1．調査の目的

指定年次が古いことなどから， 自然環境に係る基礎データが不足している野付風蓮道立自然公園につ

いて，当該地域の地形・地質,.動植物等自然環境の現況調査及び既存資料の収集等を総合的に実施し，

今後における当該公園の保護と適正な利用に資することを目的とする。

2．対象地域

野付風蓮道立自然公園区域及びその周辺地域

3．調査の期間

昭和61年4月30日～昭和62年3月20日

4．調査の実施・分担

調査にあたっては， （社）北海道自然保護協会内に次の分野の調査員をもって構成する野付風蓮道立

自然公園調査委員会を設置して，調査を実施した。報告書の取りまとめは，各分野について，地質・地

質は岡崎由夫，植物は辻井達一，長谷川榮，動物の哺乳類は近藤憲久，鳥類は高田勝，昆虫類は遠

藤雅広が，それぞれ分担しているo

野付風蓮道立自然公園鯛査委員会

地形・地質 岡崎由夫北海道教育大学釧路分校教授

植 物 辻井達一北海道大学農学部付属植物園長

長谷川榮北海道大学農学部研究生

動 物 近藤憲久根室市教育委員会学芸員

高田 勝財団法人日本野鳥の会会員

遠藤雅広別海町立野付小学校職員
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’

’ Ⅲ地形・地質

岡崎由夫
はしがき

野付風蓮道立自然公園は，海岸に造形された狭長で低い地形と海に面する大小の水域からなる。その

地域は北の野付崎と南へ38町離れた風蓮，温根，長節の3湖沼に分れる。地形的にゑると，北部の野付

崎は低い台地の陸域から突出し，南部の3湖沼群は陸域内に湾入しており，その水域は長節湖を除いて

湖面は海水面に続いている。狭長の造形地は標高5m以下と低く，湾，湖沼を囲む陸域も10～50Wzの起

伏が乏しい平坦な段丘地形を呈している。

地質的には，南部が古い岩盤地層（白亜紀層）であるが，岩盤層は北へ向って沈み，代って若い軟か

い洪積層が露われる。この両地層は根釧台地の平坦な段丘地形を構成している。本公園地域の主要造形

地や低湿地は，最新の所産で沖積層からなる。

本公園地域は地形・地質的な観点からゑると，地質的には特色をもったものはほとんどない。しかし，

地形的にはスケールの大きい水平的な広がりと，原始的自然を残した景観を見せるとともに，特徴ある

地形一分岐砂騎，砂州をもつ汽水湖，台地に抱かれた湖沼など－とそれらの形成過程を知る上で，

標徴的な地形であるといえよう。

第1章研究小史

本地域の地形・地質の調査研究は，野付崎，春国岱を除いてきわめて少ない。このうち野付崎はその

特異な地形から，近年その形成発達についての調査が進められている。春国岱は風蓮湖の外海側の砂州

の一部で， ここに道路建設の構想と根室市の野鳥公園化の計画が打ち出されたため，最近になって調査

の手が入った。地質的には，道立地下資源調査所及び道開発庁による5万分の1地質図幅の作製で，全

域の調査が行われている。

第1節野付崎

1． 地 形

野付崎は「野付岬」や「野付半島」とも呼ばれているが，古くから地形の教科書に広く紹介されてい

る。

この地形学的な調査研究は， まず中野（1951）によってはじめられている。中野は「野付岬」を9つ

の分岐した分岐礫噛とし,･分岐する弧に対する協和関係からI , Ⅱ群及びⅢ群に区分し, 3回にわたる

間欠的な海面昇降から侵食，堆積で形成されたと述べている。その形成過程については，標津の海岸が
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形成された直後に，北から運搬された礫砂でI群（西のエキタラウス）が作られ，次いで2回の地盤の

沈下でⅡ群（トド原）とⅢ群（キマキから先端部）ができたが，各群の形成後に地盤の小隆起でI, I

群の前面がそれぞれ侵食されて，現状を呈したと述べている。

松下ら（1967）は5万分の1地質図幅調査で野付崎をとりあげている。この砂職はa～iの9尖岬

（図3－2，3）を有し，野付湾内の島々は尖岬の延長上に配置しているとみなした。砂噴の形成につい

ては， まず同崎の根元の陸域が岬状の地形をつくり， これを足がかりにして発達し， 2期にわたって形

成したと述べた。 1期はb～d3尖岬をもつ砂職， Ⅱ期は前の砂噛の外海側を切って， トド原以南のe

～iの5尖岬を有する砂嚇群をそれぞれ形成した。またポンニッタイのa尖岬のものは, I期より古い生

成の可能性があるとしている。その根拠として, I期の砂膳はⅡ期のものに比べて森林が多く，標高が

高く, I期砂噛の外海側が切られていることで, I期では海水準が現在より高かったとみている。

降旗（1974）は，野付崎について地形の分類や野付湾内のアサリ瀬， トツカリ瀬の澪（ミオ）筋を

明らかにしている。野付崎では骨格をなす浜堤と湾に突出する砂噛の尖岬についての微地形一浜堤およ

び砂噛上のridge轍高堤列),湿地一や，つけ根に当たる陸域の地形についても調査をしたほか，外

浜の礫についても調べた。野付崎の形成については， まず外海側の浜堤と内湾に分岐する砂崎に分け，

前者が4期にわたる形成とみなした。浜堤はつけ根から東へ順次のびた後， 4期はキマキから南へ発達

し，竜神湾から外海側へ3列の浜堤が付加して行ったとしている。砂囑の尖岬のｿ鍼ま親日の3形成期が

あり，基部aから中間部のb～eへと形成したが, a～eの外海側浜堤は, 3期目の先端部f～iの形

成時に侵食されたと述べている。

畷岡（1978）は野付崎の地形と地質を調査し，分岐砂噛を構成する砂，礫と砂丘状地の分布のほか，

湿沼地，森林地を図示した。砂噴については，尖岬の小さいものを加えてA, B, C,Dの4群, 13尖

岬を認めている。その形成は4群に応じた4期にわたったとし，大局的には松下ら（1967）と同様な

見解をとっている。

橋本（1978）は，野付崎の外海に面する浜堤の砂礫や露頭地質を調査したほか，沿岸流の流向を調

べている。野付崎の形成については松下らとほぼ同じ見解を示した。

高野（1978）は，野付崎の形成発達に視点を当てた調査を行っている。高野はその形成営力を，北

東の波浪がこの北方20肋の海食崖をつくり， ここからの砂礫を北西の卓越風による沿岸流で野付崎に運

んで堆積させるとともに，砂崎を南東方向へとのばしたと述べている。分岐砂隣の区分は松下らと同じ

くa～iの9尖岬とし，その発達は中野と同様に海水準の変化によったが，その海水位は砂噛を構成す

る浜堤の高度に対応し，現在の海水準でできた最南端(i尖岬）の浜堤高度1.3mを基準にした。野

付崎の形成年代については，上下2枚の火山灰層（図3－5）の分布とその年代一下位層は2,500年前，

分布はオソニクル湾以北，上位層は500年前でi尖岬を除く全域→砂噛の浜堤高度などから，次のよ

うな発達史をまとめている。即ち，西の砂噛bは3,000年前の低海水準期にでき， 2,500年前の高水準

期（＋1.1祝）にはb岬の外海側浜堤を侵食し, c, d両岬の砂噛を形成し，次の低水準期(+0.3m)

にはトド原e岬を, 1.000年前の高水準期(+O.8wz)にはトド原の外海浜堤を侵食し，南のf,g,h

岬の砂噛をつくり，最南のi岬は500年前以後で，現在の低水準期で形成したものである。

小池（1985）は野付崎の砂腐地形をステレオ空中写真によって示し，その発達を述べているが， こ

れは高野の論文と同じである。
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堀（1980）は空中写真と地形図を対応させて，野付崎について解説を述べている。

2． 地 質

野付崎周辺の地質については松下ら（1967）によって調査されている。

これによれば，野付崎は野付砂礫層を主に，浜堤間には泥炭層が横たわる。砂礫層は外海に面する骨

格の浜堤を構成している。その岩礫は円磨の安山岩が優勢で，粒径は最大36”，多くはこぶし大以下で

基部から先端に向って小さくなることを明らかにした。

礫については降旗（1974）と鷹岡（1978）も調査している。降旗は10地点での測定から，岩質は

安山岩を主体とし，粒径は標津の18q"から南先端の3mと漸小化すること明示した（表3-1,図3－

4）。畷岡は礫種について，安山岩75冊，流紋岩18筋，軽石3冊,深成岩2冊,堆積岩2筋などであるとした。

第2節風蓮湖

1． 地 形

三谷ら（1962）は「厚床」地質図幅の調査で，風蓮湖について触れている。本湖は根室湾の沿岸流

でつくられた砂州で，湾の一部が閉鎖されてできた閉鎖湖としている。湖のまわりはほぼ平坦な低い

（高度20祁以下）台地にとりまかれ， これを刻んで発達した低地が本湖の源と述べている。

（1）風蓮湖

風蓮湖についての調査は，漁業との関連でのみ行なわれている。元田（1950）はそれまでの本湖に

ついての調査をとりまとめて，その地形的性状，水質などや幅300mほどの澪筋について述べている。

佐々木・矢沢（1977）は水質について，湖内3地点と流入5河川6地点で採水し,分析した(図3－

12） 。その結果，汽水質を示す湖内水と流入川水とも汚染はなく，水産2級ないし3級の水質としてい

る。 （表3－3） 。

秋山（1977）は本湖の干潟とその底質について調査したが，その底生動物についても明らかにして

いる。この結果，干潟は走古丹一槍昔を結ぶ線の以南東の地に，主に砂州と陸岸の近くに約350Jcが発

達している。その底質では砂質が春国岱の外海側と中央潮口付近などに，泥質は春国岱の湖側の沿岸を

主に，それぞれ分布することを明らかにしている（表3－2，図3－1の。

（2）春国岱砂州

山田・根室高校（1983）は，風蓮湖の砂州のうち春国岱の地形的現状とその変遷を明らかにする目

的で，調査した。春国岱には長軸方向に並ぶ3列の砂丘があり，湖側の2列は森林，外海側1列は潅木

がおおうが，その形成年代を3．000年前と推定している。この砂州の輪郭の変化は, 1922年測図と1979

年測図の5万分の1地形図を比較した。その結果外海，湖面側と開口部から縮小し，面積で30筋以上，

幅で股大700mが縮小，後退したことを明らかにした。縮小の原因は，石塚(1977)の資料が示す年
6”内外の地盤沈降が主であり，ほかに漂砂の減少も一因とみなした。後者は知床半島から根室湾に至

る5カ月間の沖出しのサケ定置網130力統（1979）によって，砂の運搬を阻害しているのではないか

というのである。

八木・吉元(1984)による春国岱の地形・地質の調査は，根室市の野鳥公園基本計画の策定のため
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に行われたもので，地形変化とその原因，表層地質，火山灰について調査をしている。地形の変化は

1897年製版図から197奔改測・1977年編集図までの過去85年間の5万分の1地形図「厚床」5幅の検

討と現地調査で,全体が年々縮小していることを明らかにした。これは山田らとほぼ同様な結果である。

その原因は山田らと同じく沈降現象によるとし， また砂丘を構成する砂の供給減少も一因と述べている。

その形成については春国岱砂州の表層地質と火山灰層の調査から， 3砂丘列は140～200年前以前にで

き，外海側（第1砂丘）の西半部はそれ以降の最新期の所産とみなした。

黒沢(1985）は春国岱の砂州の形成が4,000年前からであるとし，石塚和雄(1977)の地質柱状図から

上位の火山灰層をカムイヌプリ系の200年前とみて，第Ⅲ砂丘（湖側）は4,000～1.000年前，第Ⅱ砂

丘は400年前，外海側の第1砂丘は200年前にそれぞれ形成されたと述べている。

2． 地 質

風蓮湖の周辺の地質については， 5万分の1地質図幅「厚床および落石岬」， 「別海」， 「姉別」及

び「西別」の5地域で調査が行われている（表1－1） 。

三谷ら(1962)の「厚床」図幅では，風蓮湖南部は高度10～50mの平坦な低位台地に接し，その台地の

地質は風蓮湖層（洪積層）であり，その上面にはヤリムカシ，厚床両火山灰層（洪積層）と沖積世の軽

石質火山灰層（蕊表1－1の対比表で「摩周火山灰層」と統一した。以下豪印で略す）が広くおおって

いるとしている。

斉藤・松井（1963）の「別海」図幅には風蓮湖の北部が含まれる。湖の東には砂州が発達し，湖の北

に接する台地は標高10m内外の低い丘陵地形であり，その地質は恐らく洪積層の「薫別層」 （表1－1

の対比表で「風蓮湖層」に統一した） ，丘陵表面は床丹浮石層（※「摩周火山灰層」）でおおわれるこ

とを示した。

石山（1973）の「姉別」図幅は風蓮湖の北隅を含む。湖岸は標高40m以下の低い台地に接し，地質的

には， この台地が洪積層の風蓮湖層と上位の「茶志骨層」 （豪豪表1－1対比表で「段丘堆積層」と統

一した。以下澱※印で略す）からなり，台地表面は「新期火山灰層」 （※「摩周火山灰層」）がおおっ

ているとしている。

石山（1973）の「西別」図幅には風蓮湖の北西隅が含まれる。石山によれば，地形的には湖は低湿地

と高度10～20疵の低い平坦台地に接し，台地の基盤は風蓮湖層，戸春別層と「茶志骨層」 （蕊※「段丘

堆積物」）からなり，表面を「新期火山灰層」 （豪「摩周火山灰層」）におおわれるという。

石塚・庄司・辻井ら（1963）は風蓮川下流の低湿地の泥炭について調査し， 2．5祝のボーリングで泥

炭の柱状と泥炭に挾在する2枚の火山灰などを報告している（図3－16） 。
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表1－1 野付風蓮道立自然公園地域の地質層序対比表

l

①

I

地
質
時
代

5万分の1地質図幅

厚床・落石

三谷ら

1962

別 海

斉藤・松井

1963

標津・野付崎

松下ら

1967

根釧原野地域

北川・松下

1969

5万分の1地質図幅

姉 別

石山

1973

西 別

松井

1973

20万分の1地質図幅

標 津

佐藤・山口

1971

根 室

山口・佐藤

1975

本 篇

岡崎

1986

沖
積
世

氾濫原 。
湿原堆積物

軽石質火山灰層

現河川氾濫原
堆積物

海浜堆積物
砂丘堆積物

泥炭層

床丹浮石層

現河川氾濫原
堆積物

野付砂礫層

泥炭層

新期火山灰層
摩周火山灰層
摩周ローム層

河川氾濫原
堆積物

新期火山灰層

現河床堆積物

段丘堆積物

湿地堆積物

新期火山灰層

沖積層

砂丘・海浜砂

摩周火山灰層

氾濫原堆積物

砂丘・海浜砂

湿原堆積物

摩周火山灰層

氾濫原
堆積物

砂丘･海”

湿原堆積物
(泥炭層） ’
摩周火山灰層

沖
積
層

洪
積
世

厚床火山灰層
ヤリムカシ火
山灰層

段丘堆積物

風蓮湖層
蕪別層

茶志骨層

戸 春別層

河岸段丘礫層Ⅲ

赤褐色軽石質
ローム層

河岸段丘礫層Ⅱ

床丹浮石層

西春別層

､矢臼別層〃

茶志骨層

風蓮湖層

剛矢臼別層〃

茶志骨層

浮石流

戸春別層
一一-一・？－

風蓮湖層

河麹丘…

別海火山灰層

戸 春別層

河韓…

段丘堆積物Ⅱ

段丘堆積物I

戸 春別層

風蓮湖眉

河岸段丘堆積物

段丘堆積物

戸 春別層

風蓮湖層



第3節温根沼及び長節湖

両湖沼についての調査は，風蓮湖と同様に水産に関連した水質調査が主体である。このうち温根沼に

ついては高安（1933），高安・近藤（1934），高安（1937）の調査があり，本沼の水質について報告し

ており，元田(1950)はこれらをまとめている。これらによれば，温根沼には流入するオンネベツ川の

川筋に当たる最深6．7mの澪筋があり，塩分は澪筋下層や沼口に向って増加することなどを述べている。

長節湖は温根沼の東1肋にある公園内で最も小さい淡水湖で，その調査は水産的な観点から，高安

（1933），高安・近藤（1934），高安（1937）らによって行われ，元田(1950)がこれらを簡単にまと

めている。

三谷ら(1958)は5万分の1地質図幅「根室南部」で，両湖沼の周辺の地形・地質について明らかに

している。これによれば両湖沼は高度40Wl以上の段丘性台地と20～30mの台地に囲まれ，その地質は上

部白亜系・根室層群である。

また，松本（1970）もこの付近の根室層群とその層序区分を発表している。

福野ら(1980)と岡崎(1980)は釧路市立博物館の道東海岸線総合調査の一環として長節湖をとりあ

げている。前者は同湖の水深を調査し，最深7.5祝と2筋の河跡を明らかにした（図3－22） 。岡崎は

同湖と周辺の地形・地質を調査したが，同湖は氷河期末の河川を源にしたと述べている。

第4節全域にわたる地質調査

本自然公園地域の地質については，上述のように主に5万分の1地質図幅の調査で明らかにされたが，

地層名，層序などに混乱がゑられた。これらを統一的に整理したのは20万分の1地質図幅の調査である。

佐藤・山口（1971）は「標津」20万分の1図幅で，段丘性台地をつくる地質は, 5万分の1の「標津」

と同様に戸春別層と「茶志骨層」とし，台地表面は摩周火山灰層におおわれているとした。野付崎は浜

堤を砂丘，海浜層と低湿地の沖積層に区分し，沖積層は河川沿いの湿地にも及ぼしている。

山口・佐藤（1975）の「根室」20万分の1図幅では，風蓮湖周辺の台地の地質を風蓮湖層と上位の戸

春別層とし，表面は摩周火山灰層が分布していると述べている（表1－1）。

また南部では，風蓮湖南西部と温根，長節両湖沼はドレライトに貫入された根室層群がとり囲んでい

ることを明らかにした。

第2章調査方法及び調査地点

野付風蓮道立自然公園地域は，地理的には北部の野付崎と南部の風蓮湖，温根沼，長節湖の2つに分

かれる。地形・地質的には洪積層の台地に囲まれ，海に面する低く広大な野付崎，風蓮湖と，白亜紀層

のやや高い台地のなかに横たわる温根沼，長節湖に分かれる。

地形・地質の現地調査は， これらをふまえて，次のような日程をとった。
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調査方法は車と徒歩で，現地をできるだけ広範囲に踏査することを試み，調査日程と調査経路を配分

した。

9月8日 釧路→標津→野付崎

9月9日 標津→野付崎→尾岱沼

9月10日 標津→春別→本別海→走古丹→根室

9月11日 根室→槍昔→春国岱

9月15日 釧路→根室→春国岱

9月16日 根室→温根沼→長節湖→釧路

本報告書に使用した根室海岸の「一等水準点変動図」の資料は国土地理院から提供を受けたものであ

る。ここに明記して深く謝意を表する。また，長谷川榮氏（北海道大学農学部林学科）は同上の「変動

図」資料について整理をしていただいた。深く感謝を申し上げる。本調査に当たっては，甲斐智晴君

（北海道教育大学釧路分校地学教室）の援助を受けたもので，感謝を表する。

第3章調査結果及び考察

第1節海岸の台地地帯の地形と地質

1． 地 形

野付風蓮道立自然公園は根室海峡，根室湾に面し，その海岸は野付崎のつけ根からほぼ直線状に北西

一南東方向に約45肋走り，温根沼でL字状に東に折れて根室半島につながる。海岸から内陸には台地が

広く展開するが，河川の河口には低地が発達する。

野付崎は海岸から斜めに東方に突出して半島状を呈するが，南の風蓮湖など3湖沼は台地に湾入して

横たわる。

台地はその高度から低位と高位の両段丘に区分される。低位段丘は高度10～25加の平坦な海岸段丘で，

野付崎から風蓮湖までの北部の地域に分布する。ここでは全体として内陸の西部から東の海岸にゆるく

傾き，海，湖岸では10～20mの高さの急崖をつくっている。

高位の段丘は高度30m以上80mに及ぶ，表面が平らな海岸段丘で，風蓮湖の南部から温根，長節両湖

沼の地域に分布するが，その延長は根室半島から両湖沼を経て西方の太平洋の海岸に沿ってゑられる。

低位段丘との境は，風蓮湖に流入する東流の別当賀川である。

低位段丘は北川・松下（1969）の茶志骨面に，湊ら（1975）のT1及びT2面に対応する。高位の段

丘は詳しくみると3段からなり，湊らのT3 (高度30～40wz) , T4 (同40～50wz)及びT5 (同60~

90m）に対応し，最も高いT5面は根室段丘に対比できる。このT5面は太平洋岸に平行した東西に走

る高まりで,これが分水界をつくっている（図3－1） 。

北部の低位の段丘を刻んでいる河川は比較的大きく，その流路には特徴がある。河川には北の標津川

から当幌，春別，床丹，西別，風蓮，別当賀などの諸川があるが， これら河川は大局的には海岸に直交
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図3－1 野付風蓮道立自然公園地域の地形復元図及び地質図
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して，東北東方向に平行した流路をとっている。これに対し，南部の高位段丘地帯では河川はきわめて

小さい上，太平洋岸近くの分水界で南と北に分れて流れる。南流川は太平洋に注ぎ，北流の川は風蓮湖

に入る東流の別当賀川へ合流するか，温根沼に流入する。

2． 地 質

上述した高低の段丘の分布は，地質の違いにも表われている。高位の段丘が分布する南部の根室半島

から西の延長部では，白亜系・根室層群の古い基盤地層である。これに対し北部の広い低位の段丘地域

では，根室層群が地表下に沈んで，代って上位の若い第四系・洪積層が広く分布露出する（図3－’）。

このような地形・地質の分布状況は，明らかに地盤の動きを反映したものである。

低位の段丘地域は，大局的には南の太平洋岸と北方の知床半島とその延長部の両隆起帯の間にあって，

沈降しているところである。南北の隆起帯は地形的には高く，地質的にはより古い基盤地層が盛り上っ

て露出している，背斜地質構造地帯である。公園地帯の南部で高位段丘をつくり，基盤の根室層群を露

出するのはこのためである。これに対し沈降地帯は地形的には低く，低位段丘をつくり， より新しい洪

積層が分布している向斜地質構造地帯である。野付崎のボーリングによると，深さ140Wz以上が洪積層

であり， これを裏付けている（図3－6）。

このような隆起，沈降の地質地盤運動は，洪積層が堆積した時代までさかのぼることを示唆している。

この沈降運動は後述のように，最近の水準測壁でも認められている（図3－19） 。

第2節野付崎

1． 地 形

野付崎は標津町南部から南東にのびる延長26町,幅4恥の日本最大の規模をもつ，典型的な鈎状の分岐

砂噴で野付湾を抱いている。外海側は単調で直・曲線の平滑な海岸線を描くが，湾側へは鈎状部が大き

くは3つ,先端部ではⅢ瀞9～13に分れて突出している。野付湾底は水深1疵未満の泥質の平坦地が広が

るが， これを刻む2筋の澪が発達する。また，湾に分岐する砂噛の基部や先端の岬付近では潮汐低地

（干潟）がみられる。

澪筋（潮切り）は新所の島で2つに分かれ，西はアサリ瀬（または大潮切） ，東はトッカリ瀬と呼ば

れ，それぞれ枝を出して樹枝状を呈している。この澪は水深1～4mで，平坦底面を谷状に切刻した形

をなしている。

湾内には中央西寄りの新所の島をはじめ，東側には尖岬の近くに低平で小さい島が散在している。こ

れらの島は尖岬の延長上に配列し，狭長な岬の一部が浸水で島になったものである（図3－2， 3－3)。

野付崎の地形は，外海の根室海峡に面して発達する竜骨部と，内湾への分岐部からなり，それぞれに

は1列以上の堤防様の高まり－浜堤一が発達し，分岐部の浜堤列間には湿地状の堤間低地が承られ

る。

（1）砂噴の区分

野付崎はその形態から4群（地区）に分かれ，内湾への分岐砂噛の各尖岬は松下ら（1967),高野（

1978）の区分，名称を用い，岬名は主に降旗（1974）に従った（図3－2， 3－3）。すなわち1群は

－10－



’標

戦

唾神崎

鋤

‐

一

１
一
一

０
』

knl

~」

図3－2野付崎及び野付湾の地形図

西部のa :ポンニッタイ岬, 2群は中央部のエキタラウスではb :エドチ岬, C :オンネオンニクル岬，

d :ポンオンニクル岬の3尖岬, 3群は東部のキマキのe : トド原・キナチヤウス岬, 4群は南部のf

：ポッコ沼岬, g:一本松岬, h :喜楽岬, i :荒浜（ノテット）岬の4尖岬で, 4群9尖岬である。

（2）浜堤

分岐砂噛の浜堤は，竜骨部に沿って図示（図3－2）のように1列から4列まで発達する。標津町か

らエキタラウスまでの直線部は幅90～200加の中に1～3列が，高度4～5mでぶられるが，ポンニツタ

イから2mnの間では侵食で欠け，砂囎の幅も90祝と最狭幅を示している。エキタラウスから弩曲する竜

神崎にかけての浜堤列は3～4列が発達するが， トド原基部では1列となる。竜神崎から西に曲って発

達した浜堤は，小刻象に平行した形でみられる。

内湾に突出する砂職上の浜堤はやや低い高度を示して，それぞれ尖岬の方向に1列以上やや不連続的

に発達しているが，古い形成のつけ根側ほど崩れて不明瞭になっている。

各尖岬の浜堤はそれぞれ発達するが，古く形成したものほど崩れ，また森林におおわれて不鮮明にな

っている。a岬は先端部の大部分が侵食によって失われた残存とぶられ，浜堤はない。各尖岬の浜堤の

配列は図示（図3－2）のようで，その高度はほとんどが2．5～3mで, i岬が最も低く1.377L (高野

1978)である。各岬の外海側浜堤に対する角度は各群で異なる。b～d3岬は50度j eトド原岬は90~

100度を示し, f～i 4岬は融合体で先端で4分裂し，各岬は骨格部の延長に平行して発達している。
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図3－3野付崎の地形・地質区分図

2． 地 質

野付崎はその骨格基盤は礫，砂とし，浜堤の表面は砂，内湾側の低湿地では泥と泥炭からなる（図3

－3） 。

（1）野付崎の構成堆積物

1）礫

野付崎は骨格は礫砂からなり，厳密には分岐礫砂噛である。この礫について，つけ根から外海に沿う

地での調査（松下ら1967,降旗1974）によると，礫の大きさは最大で36～46”で，粒径の変化はつけ

根から先端へ向って小さくなる傾向にある。礫はよく円磨された円礫が主で，扁平を示すものが多く，

これら両性状の度合は先端ほど大きい（表3－1） 。

表3－1 礫についての計測値（”）

－12－

測点 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

礫の大きさ 18．1 10.1 9.3 7.1 8.1 8.1 6．9 8.6 6.4 3.2

最大礫 46.0 15.5 15.3 12．3 12.3 17．5 20.2 16.0 12.3 7.6

扁平度 0．56 0.57 O.46 0.57 0.53 0.58 0．64 0.56 0.68 0．62



8 図3－4海浜礫の計測調査
地点

礫種については大部分が安山岩で75筋を占め，他に火成岩類（流紋岩，玄武岩，石英セン緑岩， ピン

岩，軽石など） ，輝緑岩，堆積岩畷灰岩，チャート，粘板岩，砂岩など）がある（麿岡1978)。

この礫の主な供給源は，標津町の北方，伊茶仁から崎無異までの海岸崖一扇状地台地の海食崖一

で，沿岸流で運ばれてきたとみられる。海食崖は南北の海岸から2Mも後退し，円磨礫を主体とする崖

で，高さ20～40mで連ねている（岡崎1982)。この海崖は，知床半島と国後島の間の根室海峡を南西へ

向う沿岸流が海岸に衝突し，扇状地台地を削ってつくったものである。沿岸流は海崖の円礫を含む岩屑

を運びながら流向を南東に直角に転じて分散し，野付崎で流速を弱めて堆積したものとみられる。

2）露頭地質

外海に沿う浜堤の比高1～2mの海食崖の露頭の地質は，図示（図3-5)のような柱状図で示した。

これによると表土は砂からなり，火山灰をはさんで下位に砂と礫が横たわる。

火山灰層は2層が認められる。地表近くの上位層は，深さ数”から5m"に厚さ3～5mで挾在し，白

～灰褐色を呈するが腐植質のものもあり, i荒浜岬を除いて広く分布する。下位火山灰層は厚さ20m以

下の黒色の腐植質で，直径1～3”大の褐色軽石粒を含朶，オソニクル湾か.ら北部に分布する（高野

1978,隠岡1978)。

火山灰の降下年代については，高野（1978）は上位をカムイヌプリ系血－2a,下位をm－1fとし，

腿岡（1978）は摩周系のMaとMbに対比した。筆者の観察と中標津町茶志骨の土層断面（北海道火山

灰命名委員会1979).の対比から，それぞれ雌阿寒系のMe-a(500年BP)と矢臼別層(2,280i90年

BP)とした。

3）地表下の地質

野付崎の地表下の基盤地質は，竜神崎灯台付近の深さ140凧のボーリングで知ることができる。ボー

リングは放牧牛馬の飲料水を目的とし， 1961年に掘削された伽削時ストレーナーは深さ30疵まで, 2977f

／日）礪岡1978)。その柱状図は図3－6に示した。
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柱状で深さ7祝までの礫層は，砂職の基盤構成層で沖積層である。 7加以深部はその岩質と層位から，

陸地の台地を構成する洪積層に対比される。このうち27.5mまでの砂層は戸春別層，その下位は風蓮湖

層に対応できる。このことは野付崎の地は，かつては陸地の台地であり，海食で海になったあと礫の堆

積で砂職が形成されたことを示唆している。

3． 野付崎の形成

1）従来の見解

野付崎の形成については，中野（1951），松下ら（1967)，降旗（1974)，高野（1978)，畷岡（1978)，

橋本(1978），小池（1985）などによって述べられている。それらの多くは各尖岬の森林植生の発達，

上下の火山灰層の分布，浜堤などの微地形の残存状態などから，次のようにまとめられている。

①供給砂礫は北方の海岸を削った砕屑物で，沿岸流で運搬されて堆積。②砂噛の形成はつけ根から先

端に及んだ。③形成過程は間欠的で2～4期にわたっていた。④新しい砂噴は古い砂噴の外海側の骨格

部を侵食し，内湾にのびる鈎状先端を残した。

高野（1978）は更にこれに新しい見解を加えた。⑤間欠的な形成の原因は海水面の間欠的変化による。

⑥海水準の昇降は砂噌を構成する浜堤の高度に対応する。⑦また，火山灰の年代から砂噛の形成は3,000

年前以降である。

2）野付崎の発達

以上の諸点をふまえ，その形態，浜堤高度とそれに対応する海水準もしくは地盤の変化，火山灰の分

布と年代などから，野付崎の発達をまとめると次のようである（図3－7） 。

“
３
２
１
０

商
度

A

8

3,000 22500 2'000 2"500 1'000 500 0年舸

、

図3－7野付崎の海水準変化に基づく発達模式図

上:A各尖岬の浜堤列の高度

Bそれに対応する海水準の変化

下： 分岐砂騎の形成過程の模式図
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海水準の上昇もしくは地盤の沈下は，古い砂騎の鈎状の先端尖岬部を残して外海側の浜堤を侵食し，

新しい砂噛を侵食部の内側と残存尖岬の先につくって分岐砂溌を形成する。一方，低海水準もしくは地

盤の隆起では侵食はなく，前の砂噛の先端に新しい鈎状尖岬を付加することになる。これらの形成では

その海水準へ応じた高低の浜堤をつくり，現在の海水準では浜堤高度は1．3加で， これはi荒浜岬で形

成中の浜堤の高度がこれに当たる。

高野（1978）の浜堤高度は実測だが，基図は昭和31年測図（2万5千分の1地形図）で，新しい同年

測魁，昭和59年改測図では高野の実測値より低い値を示しているので，修正した。

火山灰の年代については，上述のように，火山灰名の混乱はあるものの,年代的には大きな違いはない。

この地域の地形が定着したのは，縄文海進から海退して現海水準内外になった3,000年前ごろであり，

野付崎の形成もこのころからはじまったことは明らかである。

①a岬は3.000～2,500年前ごろの形成で，浜堤がなく海水準は不明だが，恐らく低海水準であった。

②2,500年前ごろ，海水面の上昇（地盤の沈下）観海水準上1.5'7z)でa砂職の外海側浜堤を侵食し，

新しくb岬，次いでc岬をもつ砂噛を形成した。このあと下位火山灰（矢臼別層：2,280士90年前が

降下した。③海水面が0.5mほど降下し, d岬の砂職が追加形成した。④2,000年前，海面が更に低下

した低位海水準（現海水準上0.5wl)のときD eトド原岬の鈎状尖岬がd岬の先に付着的にできたが，

内湾への角度は弱い沿岸流のため, b,c,d岬と違って開いた。⑤1.500年前，海面は上昇に転じた

ため外海側を侵食し，内側にf岬をもつ新しい砂噴を形成したが，鈎状尖岬の方向は沿岸流が強くなっ

てe岬より弩曲した。⑥更に上昇した高水準（現海水準上1.5～2.5祝）でf砂噛の外海側の侵食とg

砂噴の形成があった。⑦海面の微低下でh尖岬が付着形成した。500年前の上位火山灰Me-aが降下

してきた。⑧現海水準まで低下して最後のi尖岬が先端に追加形成された。

i尖岬の形成年代については，降旗（1974）は嘉永，安政年間（1848～1859）以後のもので, h尖岬

と分ける水域，荒浜沼の南部300mは1924年以降に堆積したと述べている。

これを要するに，野付崎の発達は外海側浜堤の侵食によって新砂噛を形成した2回の高位海水準とい

う変革期で分けられ， 3期の過程にわたっている。即ちa岬の砂噛の形成期, bcd+e各岬の砂噴形成

期及びfgh+i各岬の砂噛形成期の3期である。

3）砂職の形成営力

砂噴の発達方向を支配する重要な作用は波である。野付崎付近の卓越風は北西～北風で， この風でで

きる波は国後島に当たって南西へ向う沿岸流を発生させる。沿岸流は知床・国後間の根室海峡に進んで

半島基部の海食崖を削って，野付水道で直角に折れて南東へ流れ，野付崎付近から広く分散する。この

ため扇状地台地の海食崖から運んだ岩屑を，野付崎で堆積することになる。

野付崎付近の海底地形（図3－8）をみると，竜神崎の沖1恥から南東延長に，最浅部が水深1．1Ⅷ

で，水深2～5祝の細長い砂堆一水神堆一が発達している。これは今後の砂噴がこの方向に進むこ

とを示唆しているものである（松下ら1967）。
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図3－8野付崎周辺の海底地形（松下ら1967原図）

4． 野付崎の地形変化

野付崎はどのように変わってきたかは，将来の地形変化を推定する上で重要である。そこでその変化

の状況を知るため，次のような新旧の地形図と空中写真で比較検討した。

（1）資料

地形図

a)大正13年(1924)測麓5万分の1地形図「野付咽(図3-9)。

b)昭和31年(1956)測量，昭和46年(1971)編集5万分の1地形図「野付崎」

c)昭和31年測量2万5千分の1地形図「野付崎」

d)昭和31年測量，昭和59年(1984)改測2万5千分の1地形図「野付崎」

空中写真

e)昭和27年(1952)撮影（アメリカ軍）

f)昭和45年(1970)撮影(Ho-70-4x)

ここでは主として鰻も古い大正13年測量図と最新の昭和59年改測図とを比較した。
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図3－9野付崎の地図（大正13年測量「野付岬」， 「標津」）

（2）地形の変化

砂職の輪郭の変化は図3-10に示したようである。野付崎の外海側では竜神崎付近で侵食がみられる

が，他はほとんど変化がなく， また南の先端の荒浜岬では，西に延長拡大している。これに対して内湾

側では， トド原付近をはじめ南部などの浸水，縮小が大きい。

l)変化のない砂噴

大局的に変わらないのは中央西部のa,b, c,dの各尖岬と南部のg, h両尖岬の砂噛である。これ

らは詳細にゑると，各尖岬を分ける入江の奥の基部が若干浸水しているほか，尖岬で僅かに後退してい

る。

2）縮小した砂崎

トド原とその北側が最大で，ポッコ沼のまわりでも著しく，先端は島に分離し，狭長な岬状に分裂し

ている。このような侵水･縮小傾向は昭和31年測図にも現われ， 59年改測図で一層進んでいる。トド原とこ

れに接する北側地は,大正13年の元の地積に対して号,約204"が姿を没したことになる。
竜神崎付近の縮小は，海岸線が北から南西に曲がる突出部でおこったもので，現在の屈曲突出地は前

－18－



より北へ250771移動し，最大100m幅，長さ1町にわたって侵食されている。

蕊“歸雪1tﾝニツタイ Iり24年測峻 r野付筒』 弓〃分“1地形I訓
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図3－10野付崎の地形変化図（1924-1984）

3）拡大した砂噴

南のi荒浜岬では最前縁に2列の小浜堤が付加され，最大で幅20077zの砂浜が前進し，西方に70077z

のびている。大正13年及び昭和31年の両測量図では同じ地形で，この延長が昭和31年以降に形成された

疑いがある。

4）変化の原因

竜神崎の外海側の縮小は，ここが沿岸流の方向転換地であるため削られたものである。内湾ではトド

原を中心として縮小している。後者の原因は沈降によるもので， トド原と新所の島を結ぶ東西方向のト

ツカリ瀬沿いがその中心をなしている。この沈降は1924年以前から現在まで続いているもので， この

結果徐々に浸水を許して， トド原ではトドマツの塩水による立ち枯れ現象を招いたのである。
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第3節風蓮湖

1． 地 形

（1）風蓮湖

風蓮湖は北西一南西にのびた周囲58町，面積52.1城を有する広い湖で，汽水湖では日本で第5位，道

内では佐呂間，能取両湖に次ぐ大きさである。湖の北東側は直線状の約201伽走る砂州で根室湾に面する。

湖の内陸側は低い平坦な段丘性台地に囲まれる。

湖に流入する河川は大小17川があるが，大きな川は北からボンヤウシュベツ川，ヤウシュベツ川，風

蓮川，別当賀川の4川である。これら河川の河口では三角州が形成されている。

風蓮湖は不規則な細長い形を呈し，長軸方向は約23mn,幅は北，中央部で最大の4mnだが，槍昔の半

島で1町となって湖がくびれた形をつくるが，東部では2Mnから0.3mnへと急速に幅を縮めている（図

3－11）。

図3－11 風蓮湖周辺の地質図
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1）干潟

本湖の干潟は走古丹一槍昔線から南東部に分布している。規模の大きな干潟は温根沼橋から北西に

のびる春国岱の前浜（外海側）にみられ，約1354αである。また中央の開口部付近にも広く発達し，湖

内に中州状にみられ， これらの合計は350“で北海道では最も大規模な干潟をもつ湖である。

燕調査測点は図3－12に示した

干潟の底質は表示（表3－2）と図示（図3－12）のようである。春国岱の前浜の底質は中粒砂質だ

が，開口潮口の近く(地点20)では粗く極粗粒砂を示す｡いずれも有機物量は含泥量よりも少ない。湖側

干潟の底質は砂州近くで砂質だが，南岸部（地点17, 18）では腐植質の泥で，有機物の含有はきわめて

高い。このような調査と地形から，泥質地は図示のように湖の湾入部に分布している。

2） 水深

本湖の水深は開口の潮口では11.377z (元田1950)ないし8～9.571z(海図25号1962)と深いが,湖内は1

m未満と浅く，潮切りの澪筋を除いて大部分は干潮時に露出する。澪筋は幅300m内外で，中央の潮口

から湖の延長の反対方向に2つに分れてのびているが，流入川に向って小枝を出している（図3－13)。

澪筋の深さは1WZ以上5.6m,多くは2～4疵であるが，槍昔近くでは0.1～0.5mと浅化する。

－21－

測 点 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21

中央粒径(mm') 0.275 0.300 0．230 0.220 0.300 0.300 0.460 1.390 0.3”

強熱減量総O~2”深 3.70 1.55 1.33 2．99 2．01 1．81 31.63 42.42 1．78 1.19
2．05

8～10c沈深 5.83 0.63 1．60 2．19 2．71 2．61 21.80 48.87 1.70 1．43 2.05

粒子組成

(妬）

＞2.00”

1．00

0．50

0.25

0.125

0.0625

〈0.0625

0.16

2.19

16.53

34.69

8.70

4.70

33.23

0.14

0．91

2.68

75.66

18.37

0

2．24

0．01

0.24

1．56

33.71

46.36

0．68

17．44

0．61

0．66

3．29

26.22

61.94

0．51

6.77

0．14

0．88

4．36

33.06

55.46

0．77

5．33

0．33

3．25

13．54

53.93

23.99

0．33

4．63

0.36

6．82

35.83

49.25

3．28

0．32

4．14

26.28

37.01

14．89

11.35

3．04

0．05

7．34

1．32

3．94

19.19

60.23

10.05

0．32

4．95

底生貝類定量湿重量'/7ff

ア サ リ
一 － － 3605.4 825.1 78.9

_ 一 ■■■■■■ 一 q■■■■■

イソシジミ
一 － _ － － 15.2

■■■■■ ー － － I■■■■■

オオノガイ － 一 － _ ー 41．0
－ － － 一 －

ホソウミニナ 308.3
一 －

一 _ 640.2 212.5
ー － － 965.3

クロタマキビ 18．0
一 ■■■■■■ 一 － 0.8

_ ー _
－ 5.4

微小腹足類 3.4
－ _ － 一 9.0 －

一 <0.1 1■■■■■ 14.9

計 329.7
一 ー 3605.4 825.1 785.1 212.5

－ <0.1
_ 985.6
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図3－13風蓮湖及び温根沼の澪筋
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3）水質

本湖の塩分は，春季に潮口付近で表面がCfl4.6f/4,水深8.5疵の深部で18.21/Z,湖奥では7.6

1／必と低下する（元田1950）とされていた。最近の佐々木・矢沢（1977）による水質分析（表3－3）

では，“12.0～3.8'／必と汽水質である。溶存酸素は6．78～10.69"/Z,水溶性成分は海水に似て

多いが，特に問題にはならないという。また，汚染はなく，水産2級ないし3級の水質と述べている。

表3－3風蓮湖及び河川の水質分析結果

（佐々木，矢沢1977；1974年6月6～7日調査）

※採水場所は図3－12に示した

水産庁・根室支庁（1969）の調査によると，透明度は3.2～6.Om,溶存酸素4.39～8.35CC/Z,

リン酸塩量は0.033～0.092ppmで富栄養化の状態は顕著に進んでいないという。これは多くの流入川と

潮位の影響で，水の交換や循環がよいためで，夏季の顕著な成層の発達が妨げられ，底層の無酸素層も

存在しないと述べている。
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試水
礎
採水場所 流 域

採水時
水温℃

pH
蒸発残査
”／必

水溶性成
分”／必

浮遊物含
鐘”／必

1 走古丹5番地 風 蓮 湖 9 7．1 33588 23774
－

2 走古丹一本木 風 蓮 湖 9 7.1 7772.5 7519.5
－

3 万 年 橋 ヤウシュベツ川 7 6.8 85.5 72.0 13．5

4 奥 行 臼 木 村 川 8 6.7 72.5 47.5 25.0

5 風 蓮 川 8 6.8 80.0 41．0 39.0

6 斎 藤 宅 ライベツ川 7 6,7 63.0 51.0 12.0

7 川 口 別当賀川 11 6.9 617.0 545.0
I■■■■■

8 槍 昔 風 蓮 湖 16 7.6 23724 18601
ー

9 サケーマス捕狸場 風 蓮 川 11 6.9 124.5 84.5 40.0

試水
礎

溶存酸
素
”／必

電気伝導
度
“ぴ／”

KMnO4消
費量(N/10)
秘／100秘

水溶性無機成分

Ca

秘／必
雌
秘／必

Na

減／必

K

”／必

CZ

m@/Z

SO 4

m@/4

1 6.78 3.48×10
そ

397.9 1412.2 595 142 11984.5 250.2

2 9.62 1.24×10
冬

1羽.8 444.8 410 74 3829.4 148.1

3 8.88 1．20×10
2
7.03 11.5 1.65 21.0 1.5 124.1 0.74

4 9.46 5.60×10
2
10.75 9.2 1.65 12．4 1.4 70.9 21.4

5 9．91 6.75×10
2
14.05 13．8 12.5 1.7 63.4 0

6 8．71 6.25×10
2
2.48 12.6 0.82 12.9 1．3 88.6 0.74

7 10.08 1.10×10
3

20.7 ".11 146.0 10.5 255.3 4.65

8 10.69 2.83×10
4

315.1 1122.8 565.0 132.6 9502.5 136.1

9 9.54 0．82×10
4

11.5 1.65 16.7 2.0 106.4 0.74



（2） 湖の周りの地形

風蓮湖は外海側は低い砂州，他の内陸側は台地が取り巻き，湖岸には低地が発達する。台地は高度20

～40m， ときには10加まで低下し，表面がゆるい起伏の海岸段丘で，台地が湖に直接接するところでは，

5m以上20祁に及ぶ急崖をなしている。

低地は河口付近によく分布し，風蓮川では河口が泥砂からなる三角州，それに続く上流部には泥炭湿

原・ 「風蓮泥炭地」が広がる（図3－13）。この泥炭湿原は中心部にミズゴケ主体の高層泥炭，周囲が

ヨシ・スケの低層泥炭からなる（石塚ら1963） 。

（3）砂州

砂州は西別川河口の本別海から直線状に東梅まで発達する。砂州は中央部と南東部端の2カ所で切れ，

北西側が半島状砂州，南東側は島状の春国岱に分けられる。中央の開口幅は550加，東梅では100~200

ml最小50mの幅だが，後者には橋がかけられて陸地につながっている。

半島状砂州の延長は12.5町で，外海側の海岸線は平滑であるのに対して，湖側は鋸（のこぎり）歯状

を呈し，付け根から先端に向かって次第に幅を縮めている。その幅は湖北岸の1．9肋から160～50mと

堤防状になるまで縮める。砂州には延長方向に沿って砂丘が走るが， これに斜行する砂丘もあって， こ

れが湖への突出部をつくる（図3－14） 。
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春国岱には，浜堤状の砂丘が3列，島軸にそれぞれ平行して発達している。砂丘は外海側から第I,
Ⅱ，湖側を第Ⅲ砂丘と呼ぶが，高度3m以下，比高l.5～2腕で，砂丘間の低地には湿地や小川，沼が
あり，北西では沈水して3分裂している（図3－14） 。

2． 地 質

風蓮湖周辺の地質は，上述の地形と密接に関係している。低地は砂州を含めて沖積層からなり，台地

は高度40m以下のものは河岸段丘を含めて洪積層， これより高い台地は根室層群（白亜紀層）からそれ

ぞれ構成されて，地形的に高いところほど古い地質時代の地層からなる（図3－1'） 。台地表面には厚

さ2m未満の摩周火山灰層（沖積世）が広くおおっている（図3-11では摩周火山灰層は省略）。

（'）根室層群（白亜紀層）

別当賀川以南の高度40m以上の高位の段丘には，根室層群（根室層）が露出分布する。同層群は釧根

地方の最古の基盤岩地層で，泥岩，砂岩，角礫凝灰岩，礫岩などからなる。南へ20度内外で傾斜し， ま

た北へ沈んでいる。

（2） ドレライト （粗粒玄武岩）

ドレライトは根室層群に貫遜入した火成岩体で，随所に露出している。 ドレライトは花咲岬の天然記

念物.｢車石」をつくるもので，根室層群が海底で堆積中， もしくは堆積後の火成活動でもたらされたも
のである。

（3）洪積層

洪積層（第四系）は台地のうち河岸段丘と低位の海岸段丘を構成するもので，その段丘地に分布する。

その岩質はいずれも未凝固の比較的軟かい堆積物である。

河岸段丘はボンヤウシュベツ川及びヤウシュベツ川沿いに分布し，礫を主に砂を伴う河岸段丘堆積物

から構成される。

低位の段丘は別当賀川から北部に広く分布している。ここでは泥，砂，礫，火山灰・軽石などからな

り，その岩質と層序から上位の戸春別層と下位の風蓮湖層（表1－’）の2地層で構成される。この両

地層は海水一汽水一淡水成の未凝固な水平層で，厚さは数10疵以上である。

（4） 沖積層

低地に分布する沖積層は，その堆積地と構成物の岩質から湿原（泥炭） ，海浜・砂丘および氾濫原・

三角州の3つの堆積物に区分できる。これらの分布地は図示（図3－11）のようで，それらの表層の構

成物は湿原堆積物は泥炭を主とし，海浜・砂丘堆積物は砂州に分布して砂からなり，氾濫原・三角州堆

菰物は風蓮川河口をはじめ，河川の氾濫原地にゑられ，泥を主に砂をまじえるが，上流では砂が主にな

る。

1）風蓮泥炭地の地質

ここの地質は石塚ら（1963）によってボーリング調査が行われている。これによれば泥炭の厚さは

270～300”で，そのうち上・下部がスケ・ヨシ泥炭（低層泥炭)で,中部にミズゴケ泥炭(高層泥炭)か

らなる。その間に薄い火山灰層が2鬮はさまるが，上位層は20～40”の深さの間に，下位火山灰層は深

さ175～215mの間に厚さ10～15mでそれぞれ認められる（図3-16, 24)。

上位の火山灰は4枚に分かれ，上からAs-a(旭岳) ,Me-1a,-2a雌阿寒）及びKm-2a("
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ムイヌプリ）に，下位はMa-f(摩周火山）にそれぞれ対比している（石塚ら1963)。しかし最近の調

査（北海道火山灰命名委員会，佐々木龍男1979）や筆者の今回の調査では，上位火山灰はMe-aに,下

位は矢臼別層にそれぞれ対比できる。Me-aについては八木・吉元(1984)も春国岱でこれを認めている。

これら火山灰の年代については野付崎の項で述べた。矢臼別層の年代(2,280年前)と泥炭の厚さ(175

~200""")から，泥炭が1年で堆積する割合は0.8～0.9wwになる。この堆積速度は一般的な1"/年
の値によく近似している。

これとともに，風蓮泥炭地が泥炭の全層厚から， 3,000年前ごろに形成しはじめたことを示して注目
される。

2）砂州の地質

砂州の地質については，春国岱で石塚（1977）と八木・吉元（1984）によって調査されている。石塚

は春国岱の中央部を湖側から根室湾に横断して，砂丘と低湿地の6地点で深さ1mのボーリングを実施
している（図3－15）。
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図3－15春国岱を横断(X-Y)する

地質柱状図（石塚1977，黒沢1984）

八木・吉元は第1 , 1, 11の砂丘で，それぞれ2～3地点，計8地点で調査し，地質柱状を示した

(図3－16)。
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（八木・吉元1984，石塚・庄司・辻井ら1963による）馳点は図3－14に示した）

これらによれば，春国岱は粗粒砂を基盤として，その上に砂丘では火山灰，腐植土，風成の砂丘砂が

のり，砂丘間の低湿地には泥炭が重なっている。粗砂は春国岱をつくる砂州を構成するものである。

砂丘では，砂州の粗砂の上に白～灰白色の火山灰層惇さ2～8cwI) (Me-a)がのり，更に表面

の風成細粒砂を30c77z以上，もしくは2m以上おおっている。砂丘斜面では，砂州の上に黒色の腐植土が地

表までおおっている。腐植土は湖側ほど厚く，火山灰をはさゑ，外海側では火山灰を基底において腐植

土も薄い。このことは砂丘化は湖側から外海側へと進行したことを示唆する。

砂丘間の堤間低地では湿地をなして，泥炭を堆積している。泥炭の厚さは第Ⅲ, 1両砂丘間で62cwzで，

火山灰層をはさむ。第Ⅱ, 1両砂丘間では泥炭は薄く27cm, しかも火山灰が泥炭の基底にあって， より

新しい所産であることを示す。

3． 砂ﾘIIIIの形成発達

春国岱の砂州と砂丘の形成過程は，上記の地形，地質から次のようにまとめることができる。

①砂州は，野付崎と同一歩調と年代で，海岸浜堤を基礎にして3期にわたって形成され，湖側から外

海側へと進み，砂丘化も浜堤の高まり地形から移行した。

②3期の過程は，野付崎で述べたような初期形成（第1砂丘下の浜堤砂州） ， 2回の高位海水準期の

形成礫1, m砂丘下のもの）に対応し，その形成年代も対応している。

③これらの形成年代については，野付崎の分岐砂噛の主要形成の年代と同じで，はじめの湖側の砂州

－27－



浜堤は3,000年前ごろにできた。これは前述のように，風蓮泥炭地の形成が3,000年前－既に湖側の

砂州ができ，風蓮湖が生まれていた－であったことと矛盾しない。次の第Ⅱ砂丘下の浜堤は2,500～

2,000年前に，外海側の浜堤は1.500～1.000年前にそれぞれ形成されたとみることができる。

④砂丘化は砂州の砂の上にのる火山灰（500年前）から，それ以降の形成を思わせる（図3－16）が，

第m-U砂丘間の泥炭は，火山灰降下より早く堆積し，恐らく700年前から堆積していた。

⑤砂丘化は腐植土の厚さ，火山灰の層位，高低木の植生の発達状況などから，湖側から外海側へと進

行し，その年代は最も早い第Ⅲ砂丘は700年前より前，恐らく外海側の砂州浜堤ができた1,000年前ご

ろであったと思われる。

北西の半島状砂州については，春国岱砂州と同じ過程で形成された。砂州を基盤としている砂丘は，

半島状地では外海沿いのものにそれぞれ斜交するが，先端部を含めて4列が数えられ（図3-14) ,

これらは春国岱の3列の砂丘には，最北西側1列（本別海から分岐）を除いて，それぞれ対応している。

先端部の砂丘は春国岱の第1砂丘に，ハルタモシリ島北の砂丘は同じく第1砂丘に，走古丹から走る砂

丘は同じく第Ⅲ砂丘に，それぞれ対応する。従って，それらの形成は春国岱砂州と同じようであり，両砂

州は一続きであった。しかし，その後に中央が開口し，更に澪の発達で大きく分れたものと思われる。

最北西の1列は最も速く，海退が既にはじまっていた4,000～3,500年前の生成とふられ，西別川河口

の本別海からのびた砂騎として発達したに違いない。

4． 砂州の地形変化

砂州の変化については山田ら（1983），八木・吉元（1984）が春国岱の縮小とその原因を発表してい

る。ここでは全砂州についてその変化を検討するため，主に新旧の地形図を比較した。

（1）資 料

5万分の1地形図

a)大正11年(1922)測図（昭和19年部分修正図） 「厚床」， 「別海」 （図3-17)

b)昭和52年(1977)編集図「厚床」，同46年(1971)編集図 「西別」

2万5千分の1地形図

c)昭和31年(1956)測麓，昭和59年(1984)改測図 「本別海」

d)昭和25年(1950)測量，昭和59年(1984)改測図 「東梅」 ， 「風蓮」

e)昭和25年(1950)測量図 「東梅」， 「風蓮」，昭和31年(1956)改測図 「別海」

（2） 1922（大正11）年から1984 （昭和59）年までの62年間の変化

1922年と最も新しい1984年の両地形図を比べると，砂州全体は湖側で幅を縮めるとともに切りこゑ

（湖水の湾入）も多くなり， また中央の開口部に向って外海側から湖側にゆるく弩曲している（図3－

18） 。

北西側の半島状砂州では湖側の切りこみが増し，半島先端部の3.3hは湖側にゆるく曲がり，開口部

では外海側で最大約200祝後退.している。春国岱砂州では全体にわたって，湖側が幅200狐ほど縮小し

ている。中央潮口側では砂丘間の浸水湾入が深く， また幅広くなり，潮口に近い先端2恥では湖側に折

れ，外海側砂州は200～300肌ほど後退し，開口の幅を300mから500mまで広げている。また，東梅

近くの外海側や潮口の侵食も認められる。
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なお，湖内の大きな変化は拡大で，槍昔の半島先端部の北東側に幅500m,長さ1.8血の低地が付け

加っている。

（3）変化の原因

約60年間の砂州の縮小の原因については，山田ら（1983），八木・吉元（1984）はこの付近の沈降現

象が主で，漂砂の減少（山田ら）とか砂丘砂の供給減少（八木・吉元）があげられている。

沈降現象については，石塚（1977），笠原（1976）によって報告されている。これらによれば標津一

本別海一東梅の一等水準点の変動量は， 1903（明治36）年から1955(昭和30）年までの52年間で21～34

”の沈降があり （石塚） ， 1952～1961年から1967～1972年までの10～20年間では最大1"腕の沈降が

ある（笠原）としている。

1903年から1955年（風蓮湖海岸線は内陸へ路線を変更）～1976 （昭和51）年までの52～73年間にお

ける沈降状態をみると，上記の沈降傾向と同じく，その沈下量は40～63mに及び平均で7～8"I/年の

割合で沈下していることになる（図3－19）。

湊・陶山（1950）は地形・地質的な観点から『概括的には……根室半島は上昇的である。そして風蓮

湖附近には一つの沈降区が認められる』 （図3－20）と指摘している。これは年数が4桁以上のタイム

スケールの地質地盤運動である。
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図3－20東部北海道最近の地殻運動（湊原図） 。

Aアバシリ地方。B知床地方。 Cクナシリ島オホーツク海岸。

Dクナシリ島太平洋岸。E風蓮湖地方。F根室半島。

G厚岸地方。
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地質･地形的には上述したように， この付近では太平洋岸が隆起して高く，地層も古い基盤層が露出

し，風蓮湖周辺では沈降して低い台地になり，地質は基盤層が沈んでより新しい洪積層がみられる。数

十万年前の洪積世の時代から現在まで， こうした運動が続いていることを示している。

このような沈降運動のため，湖水域が拡大し，砂州の湖側を縮小させてみることができる。中央開口

付近における湖側への湾曲と外海側砂州の侵食の理由は必ずしも明らかでない。考えられる原因として

は，沈降による海面の相対的上昇と漂砂の減少，湖への潮流が強くなったことなどである。

砂州縮小を漂砂の減少とみることについては，山田ら（1983）は知床半島基部から根室湾の130力統

（1979年8月～12月）の1.340m(平均）沖出しのサケ定腫網で，砂を運ぶ沿岸流の速度を弱め，運搬

力を低下させるのがその原因としている。しかし春国岱の縮小は定圃網設置以前の時から起っている。

しかし，上述のように沈降のための海水面の相対的上昇で，漂砂も相対的に少なくなっていることも

事実である。

また， この付近の海図（図3－13）をゑると，走古丹の外海側から砂州に接して温根沼口までに，水

深2m以浅の砂堆が400m以上の幅で分布発達している。これは将来の砂州の形成方向を推定させるも

のである。

いずれにしても，漂砂の減少が直接的原因でないようである。ここの砂の主な供給地は，砂を運んで

くるこの北の春別，床丹，西別などの諸河川である。この砂を沿岸流で運搬する力を定置網が阻害して

いるのかどうか，不明である。

第4節温根沼及び長節湖

1． 温根沼

（1）地 形

1）温根沼

温根沼は根室半島の基部に横たわり，沼口を根室湾に開く汽水湖である。本沼は出入りが少ない枕(ま

くら）状を呈し，南北に4.4mと長く，東西幅が1m内外と狭く, 4.9肺の面積を有する。沼口は東側

から約1mnの砂鱈がのびて狭くし幅500祝である。ここには国道44号の温根沼橋がかかっている。

温根沼の南奥には，流入する川のうち最大のオソネベツ川があるが， この河口から蛇行する1本の澪

があって，根室湾へ抜けている。澪筋は幅50～100疵，最深は6.7m(元田1950)であるが，ほとんど

は2～3mの水深である（図3-13) 。澪筋を除く水深は浅く，干潮時で深さO.2～0.5Wzの浅瀬をな

し，満潮では1mほどの水深となる。

流入川は6川があるが，オソネベツ川以外は細流で，泥炭地を流れて褐色水を注入する。このため沼

水は褐色を帯び，透明度は2mである（元田1950)。塩分は干満に応じて変化するが，海湾に近い北の

表層でCZ17f/必から中央で10f/Z,沼奥のオンネペツ川河口の1g/4と低下し，澪筋下層で17

3／‘内外と海水に近くなる。

2） 沼周辺の地形

温根沼は東西が台地に囲まれ，南北は低地に面している。台地は高度30～50mの平坦な海岸段丘で，

湖岸で高さ5～10疵のやや急な斜面で接している。台地にはこのほか， より低い高度5～20疵の海岸段
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丘があり，根室湾岸に沿って幅狭く分布する（図3－1）。

標高30m以上の高位の段丘は，根室半島から風蓮湖南部の太平洋岸に発達するもので，湊ら（1975），

岡崎（1979, 80）のT4(高度40～50m)とT3 (同30～40m)に対比され, 20祝以下の低位段丘はT2

（同17～25m),T, (同10～15m)に当たり，風蓮湖のまわりの低位段丘へと続いている。

低地は沼口付近は砂噛，沼奥はオンネベツ川河口の三角州様の低湿地である。

（2）地 質

温根沼周辺の地質は台地は根室層群（白亜紀層） ，低地は沖積層である（図3－21）。台地の根室層

群は泥岩，砂岩などからなり， ドレライトが貫遜入している。この地層は北東一南西の走向で，南東へ

14～20度で傾斜する。 ドレライトは堅硬な火成岩体で，沼の北部と中央東部に露出する。

＃
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図3－21温根沼及び長節湖周辺の地質図
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台地の表面には洪積世の薄い砂礫層幟丘堆積物）と，沖積世の摩周火山灰層がおおっている。

低地の沖積層は泥を主として砂をまじえるもので，一部には泥炭地をなす。その分布は湖岸をとり巻
くが，特にオンネペツ川の河口や沼口付近で広く発達する。

2． 長節湖

（1）地 形

本湖は小さい淡水湖で，温根沼の東1hに尾根を隔だてて横たわる。湖はほぼ南北方向にのびただ円
形を呈し，南北に1.3町，幅0.4m内外で，面積は0.5ﾙ㎡である。

本湖の透明度は0．7mで，水質は微酸性を呈し，チッ素，燐酸，可溶性有機物などに富ゑ,･富栄養化
している（元田1950）。

本湖の湖面高度は2疵，最深は7．5醜で湖底は海面より低い。福野・角田ら（1980）の水深調査によ

ると，本湖には東西両端側に2筋の河跡の深象がある。西縁部が主で流出口から湖奥まで続き，ほぼ3

～4祁で広がり2祝まで浅化する。東縁部のものは最深4.3mで，全体はほぼ3加の等深線でたどられ，

流出口近くで西縁部の主要河筋と合流する形をとっている（図3－22） 。

耐

3－22長節湖の水深分布図

（福野ら1980）

湖のまわりは高度30～40加の台地(T3段丘）で囲まれ，湖とはやや急な斜面で接しており，その北

が開いて海岸低地に面し, 400m離れた東の太平洋に流出している。

（2）地 質

本湖のまわりの地質は，上述した温根沼のそれに似ている。台地は白亜紀層の根室層群（根室層及び

長節層）で， ドレライトが貫註入している。低地は沖積層である(図3－21）。
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根室層群は湖を縦断する断層で，西は根室層，東の海岸側は長節層に分れる。根室層は温根沼南部か

ら分布し，泥岩，砂岩，礫岩，角礫凝灰岩，凝灰岩などからなる。長節層は泥岩を主に砂岩を従とする

互層で，スラソピソグ構造（層間摺曲）を示し，近くの長節海岸ではアンモナイトNbopんy〃o“7通ふ

んefo71c""､eを産している（三谷ら1958)。これらは南東へ20度内外で傾斜している。

ドレライトは根室層群に入っている火成岩体で，長節湖の西岸に沿って露出する。

台地表面には沖積世の摩周火山灰層がおおっている（地質図では省略） 。

沖積層は湖の北岸から太平洋岸の低地に分布し，砂からなる。このほか湖奥にも泥質堆積物が僅かに

みられる。

第5節風蓮湖，温根沼及び長節湖の形成

道立自然公園の南部の上記3湖沼の形成については，長節湖を除いて調査や報告はない。

1． 長節湖

岡崎（1980）による長節湖の発達史は次のようである。

長節湖の湖底は海水面より1呪以上，最大5.5疵も低く，本湖は海面が現在の海水準より低下してい

たときの河跡を源として形成したことを示している。海図（第25号, 10万分の1, 1962)では，長節湖

の海岸から沖合に延長24h以上，水深80祝までたどれる河跡が認められる。この陸上への延長に長節湖

の沢がある。これは海面が現在より80腕以上低下した時代の陸上の河谷で，その形成は約2万年前の最

後の氷河期であった。

その後，海面が徐々に上昇して縄文海進，次いで海退し， 3,000年前ごろに現在の海岸線に定着した

経過があった。海進期には陸上の長節湖の近くまで海水が浸水したが，海退で現海岸に後退したとき，

長節湖の沢を砂でふさぎ， ここに水がたまって湖を形成したというものである。その後，地盤の隆起で

同湖は海岸から離れたものである。

2． 温根沼

岡崎（1980）は温根沼にも触れ，最新の地質時代の根室湾側の沈降が，本沼の直接の生因であるとし

ている。

温根沼の形をみると，南端から流入するオンネベツ川の河谷が，海水によるおぼれ谷状を呈している。

しかし，沼幅は川幅以上に広く，本沼が更に沈降したことを示唆する。

本沼はオンネベツ川を源として，縄文海進から海退を経たあと，沈降によって海水の浸水を許してで

きたものである。オンネベツ川の発達については， どこの河川でも2万年前の氷河期の海面降下期に，

その原形ができたもので，現在の海水面より深い河谷底をもち，海岸の河谷は縄文海進で浸水を受けて

いる。当然オンネベツ川もこの海進をうけたものと思われる。

3． 「南高北低」型の地盤運動に基づく地形

上述したように，南の長節湖は隆起，北の温根沼は沈降で現状がもたらされたが， これは「南高北画
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の地盤の動きである。長節湖はこのため，太平洋岸から400mほど離れ，湖面高度は2mであるのに対

し，温根沼は根室湾の海に直接接続している。この地盤運動量の隆起，沈降量はそれぞれ2醜ないしそ

れ以上になる。

根室半島では， このような「南高北低」型の地盤運動で形成された湖沼が，他にもゑられる。根室湾

側ではこの東方のトーサムポロ沼，南の太平洋側ではタンネ，オンネ両沼があり，前者は沼口が海に続
き，後2者は海から350～400m離岸している。

「南高北低」運動による地形の違いは段丘にも承られる。根室半島やその西方延長部における分水界

は高度40～90mの地形面であるが， これは高位の海岸段丘(T4,T5 )で，太平洋岸側の南に偏って

分布している（岡崎1979）。根室半島の分水界は半島幅のり/§ほど南にずれて走っている。

これは「南高北低」型の地盤運動が，河川の原形を形成した2万年前より以前に始まったことを教え

る。だが，新旧の地質の分布露出からは， この運動がもっと古く，数十万年前の洪積世時代までさかの
ぼることを示している。

4． 風蓮湖

風蓮湖には,北西にボンヤウシュベツ川，ヤウシュベツ川，風蓮川，南に厚床川，別当賀川が流入し
ているが，湖外の北には西別川がある。これらの諸河川は， 2万年前の氷河期の海面低下の時代から台

地を切刻してきたもので，下流には低地をつくり， これが風蓮湖の源となったのである。

縄文海進には上記の諸川の下流部の低地が浸水をうけ，最終的には現湖域の輪郭に近い形の浅い海湾

を形成していた。風蓮川，別当賀川などの河口近くや槍昔の半島での10加以上の高い崖，ボンヤウシュ

ベツ川東の数mの崖は当時の海食崖と承ることができる。

その後海退しはじめて浅くなった4,000～3,500年前ごろ，西別川の河口付近から砂噛を南へのばし

た。海が更に浅くなるとともに，北西では走古丹へ走る砂噛が春国岱の第Ⅲ砂丘下の砂州へと発達し，

浅い海湾をとじこめる最内部の湾口砂州をつくった。これは3,000年前ごろで，外海から分れて風蓮湖

の原型ができたものと思われる。砂州の形成については, .既に述べたようにその後2列ができたが，外

海側の最後の砂州はl.500～1,000年前にできた｡その間砂州の中央部が破られ， また澪の発達で2分
され，一方，内海の水質は海水から汽水へと変えていった。

風蓮湖が生まれてからは， ここは徐々に沈降して湖域を広げ，現状に至ったものである。この沈降に

ついては，風蓮泥炭地の調査（石塚ら1963)から知られる。泥炭地での泥炭の基底は深さ2．7～3.Om

で，約3,000年前から形成されたが，基底の標高は泥炭地表面が標高l加であるため，現海水面より2

mほど低い｡泥炭はいま,海水準がそれ以上の高度のところで堆積しているので， 泥炭は堆積中に徐々に

沈承，沈下量が2WZに達したことになり，当然風蓮湖も沈下したことになる。この沈下量2mは，上述

した温根沼の沈下量2mに一致する値であり， これらは一連の地盤運動と関係したものである。

風蓮湖が形成された背景には，地盤運動と海岸地形にあった。

地盤運動は「南高北低」型のもので，古くは数十万年前からで，新旧の地層を南北に分け，近くは

3,000年”､らで，温根沼の沈下・沈水による形成と同じである。

風蓮湖を含む北部は侵食に弱い洪積層で，大きな河川が発達して低地をつくり， これが海進を許して

風蓮湖の下地をなしたものである。また，河川は多くの砂を海へ運び，平滑な砂浜や砂州をつくる原因
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をなしている。

海岸地形は風蓮湖の砂州と根室半島でほぼ直角に折れ曲るL字の形をしている。南の根室半島は海食

に抵抗し，崖と屈曲の岩石海岸で，南東流してきた沿岸流を転向させる、防壁〃をなしている。このた

め流速を弱めて砂を堆積させ，砂州形成に寄与している。
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物Ⅲ植

長谷川榮・辻井達一

第1章調査にあたって

野付風蓮道立自然公園は北海道の東端に近いところに位置し，根室半島の基部にある風蓮湖とその周

辺，そのやや北にあって根室水道に突出する野付半島の二つの区域から成る。この自然公園は，道立自

然公園の中でももっとも気候的，地形的ならびに生物的な特徴を備えたものといってよく， しかもその

自然に原始的な要素を持つことで知られている。風蓮湖は湖岸線の延長約65Km,面積5,219"の潟湖で，

北海道の潟湖ではサロマ湖に次ぐ広さを持ち，海を境いする砂丘・砂州の発達はこの種の潟湖における

もつとも代表的な例とされる。

すなわち，その砂州上にはアカエゾマツ， トドマツを主とする森林がよく発達しており，中でもアカ

エゾマッ林は砂丘系アカエゾマツ林としては他にほとんど例を見ない存在として学術的意義が高く評価

されるものである。

これらの森林を核として，海岸草原，海岸砂原，塩湿地の群落がそれぞれの特徴を見せて配列し，全

体として景観的にもよく整ったものをつくりあげている。

湖に流入する幾つかの河川は，それぞれの河口に湿原を形成し，中でも風蓮川には一部に特徴的な高

層湿原の群落および典型的な河口砂州上のヨシ・スケ類群落が発達する。また，湖の南端に接する温根

沼に入る河川に沿っては湿原系のアカエゾマツ林を伴う湿原があり，砂州上の森林と対照的な存在とな

っている。

野付半島は先に述べたように根室水道に突き出した長い砂州だが，その鉤形の形状と，それに囲いこ

まれた尾岱沼と呼ばれる浅い湾入の地形的特徴で著名なところである。この長い砂州にはよく森林が発

達しており，かつては現在に増して大きな部分を占めていたと言われるが，海岸の沈降が進行した結果，

先端部からの森林の退行が進み，現在のような枯木林の一種異様な風景を現出するようになった。 トド

マツの枯木原をトドワラ（原） ， ミズナラの枯木原をナラワラ（原）と呼びならわしている。

砂州は数列あって，その低い部分にはヨシ，ガマ，スケ類を主とする湿地の群落があり，その高い部

分にはいわゆる原生花園と称する海岸草原の群落が発達する。汀線に近くは砂原の群落があり， ことに

砂州の内側にかけては塩湿地の群落が発達する。つまり， ここでは海岸のほとんどの植物群落のタイプ

が揃っていることになり， しかもその発達段階ならびに退行段階が観察されることで有数の場所という

ことができる。

根室地方は，北海道におけると同時に日本のもっとも寒冷な地方でもある。すなわち，気候的に

は亜寒帯に含堂れることになり，先に述べたアカエゾマツ林を始めとして，亜寒帯性針葉樹林が平地に

広く出現し，その占める割合が大きい。針葉樹以外にもダケカンバ， ミヤマハンノキなど亜高山要素の

海岸部での出現や，多くの高山・寒地系草本・低木が現れるのである。
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気候的条件に加えて， ことに海霧の襲来など夏の気温低下は海岸断崖上にも湿原の成立をもたらし，

特異な群落と景観を形成している。その中には落石岬におけるサカイツツジや，西別のヤチカソバなど，

氷河期に由来する隔離的分布の特異な種も含まれるなど， きわめて興味ある問題を持つものも含まれる

ところとして注目される。

これらの特徴を持つ地域であるが，そのなだらかな地形は古くから農業的利用適地と目されて開拓が

進められてきた。しかし，その自然の特徴を支える気候環境は，農業的にはマイナス要因となるところ

が少なくなく，生産性からはより大規模な農地が求められ，森林の伐採を含む大きな改変が行われてき

たのである。その中にあって， この自然公園の持つ原始性は特に貴重なものとなりつつあるが，一方で

は周辺の改変が与える影響も懸念されている。今回の調査では，やや広い範囲を対象とし，将来の問題

点を検討する材料とした。

第2章高等植物研究小史

1． 植 生

野付風蓮道立自然公園は，それぞれ位腫的に独立しているので，本項では野付地区，風蓮湖地区，温

根沼・長節湖地区および公園区域外の落石岬に分けて述べる。

a・野付地区

舘脇･辻井(1956)は北海道とくに東部北海道を中心に,牧野の植物学的な研究を行ない,その構成

を明らかにするとともに，推移と利用について言及した。

伊藤（ 1959）は，植物景観から野付崎の植物群落を海浜群落，塩湿地群落，沼沢群落，海岸草原群

落，森林群落に区分し，各群落を記政した。

伊藤（1961）は，野付岬の塩湿地群落を調査して， 4純集を認め，各純集の分布と塩分との関係を明

らかにした。

また伊藤(1963b)は植生を概観するとともに，植物目録をまとめている。さらに伊藤(1970)は，森

林群落を主体に詳細な調査を行ない， 17群落を記職するとともに，半自然植生と結論づけた。

伊藤・鮫島（1973）は，野付崎の植生を概説するとともに，その学術的価値， 自然および景観保存に

ついて，必要な措置について言及している。

長谷川・狩野（1977）はミズナラの枯損に着目し，枯死部から健全な林分にかけて帯状区調査を行な

い，枯損の状態と植生から，塩水の影響と考えた。

b・風蓮湖地区

舘脇（1944）は春国岱のアカエゾマツを砂丘系アカエゾマツ林と位置づけ，群落学的な調査を行ない，

その構造を明らかにするとともに，アカエゾマツがトドマツに侵入される傾向にあることを明らかにし

た。

Sohmaand lshizuka(1960)は花粉分析を行ない，表層にゆくほどトウヒ属の花粉が増加し，沈降

による湿性化の結果と考えた。

伊藤(1963a)は風蓮湖の塩湿地植物群落を調査し，分布とその特徴を明らかにした。

小林ほか（1980）は，風蓮湖とその周辺で群落調査を行ない，植物群落を11に区分して，組成を明ら
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かにするとともに，植生図と植物目録を付した。

春国岱原生野鳥公園計画策定のための総合的な自然環境調査の一環として，辻井ほか（1984）は草本

群落について調査し，新たな資料を追加するとともに，海岸線に直角方向での植生の配列をスケッチし

た。さらに植物の開花時期，植物目録を付した。また，鮫島・黒沢（1984）は，森林群落を対象に帯状

区調査を行なって，林分構造を明らかにするとともに，春国岱における砂丘形成後の森林の推移を検討

した。

c・温根沼・長節湖地区

舘脇（1944）は温根別川河畔の湿原系アカエゾマツ林を調査し，河畔から丘陵にかけて4群のアカエ

ゾマツ林を区分した。

舘脇・三角（1957）は，温根沼周辺の丘陵上で， トドマツーエゾスズタケ群落を記載し， さらにエゾ

スズタケの東限について報告した。

伊藤(1963a)は温根沼の塩湿地植物群落を調査し，その分布と特徴を明らかにした。

新庄（1980, 1984)は，長節湖周辺の植生を明らかにし， さらに各樹種の樹齢を推定するとともに，

植生図を付した。

d・落石岬

舘脇（1944, 1951, 1952）は,落石および落石岬のアカエゾマツの群落学的研究を行ない，その構造を

明らかにするとともに，群落型の区分を行なった。

田中(1975a)は，サカイツツジ自生地の植生調査を行ない，サカイツツジの分布状態を明らかにし，

さらに植物目録をまとめた。

また田中(1975b)は，サカイツツジの自生地を含めた植生の概要を述べるとともに，北海道東部の

湿原での動・植物の隔離分布について検討した。

新庄（1980, 1984）は，落石湿原の植生を概説するとともに， アカエゾマツの樹齢を明らかにした。

2． 植物相

根室地方の植物相の特徴として，樺太・大陸とあるいは千島と密接な関連性をもち，隔離分布あるい

は南限となっている植物が多い。

サカイツツジは1915年に樺太の当時の国境付近で見いだされ，宮部・三宅により和名を与えられた

（1915)。その後MiyabeandTatewaki (1933)は，落石に所産することを明らかにした。

舘脇（1937）は落石岬でのサカイツツジの自生地を概説するとともに，隔離分布の一例で，南限とし

ての意義を評価している。

三好（1937）はサカイツツジ自生地の植生を概説し，植物分布学より，保存することの必要性を強調

している。

ヤチカンバは，十勝地方の更別泥炭地で1958年に採集され， ヒメカンバ類の一新種として,Be""

"tez"""7zcM・Ohki et S・Watanabe,ヤチカンバとし命名された（渡辺・大木, 1959)｡1974

年に別海町西別原野で採集され，我が国で2番目の分布地であることが確認された。なお，北村・村田

（1979）は大陸に分布するBef"jcoひα‘娩虎aRupr と同一のものと扱っている。
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第3章調査の概要と調査方法

1． 調査地域

調査の対象となった地域は野付風蓮道立自然公園全域で，総面積は11.692“である。その地域は，

200,000分の1地勢図「根室」 「標津」に含まれている。なお公園地域は図3－1に示すように野付半

島全域と対岸の尾岱沼を含む海岸線一帯（野付地区） ，春国岱を含む風蓮湖周辺（風蓮湖地区） ，温根

沼周辺（温根沼地区） ，長節湖周辺（長節湖地区）の4地区に分かれている。各地区は以下の卵,000分

ノ
ー
い
、
ｆ
９
ｏ

皇
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｏ
Ｉ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
４ｐｅａ■

楠 海

水

“

、､●

里-.,,や｡

帝
ｕ 簿
〆》

域

~～

熱
a､

メ
「之

今

弱
《

‘
‘ ．、

~一■

■一つ一

ー

~菱

Ｉ
ｊ
Ｉ
Ｉ
Ｉ

芦・←.~’

亀へニミー
恥町

､

？？

、一一一一一

弄戸

〆〆

蒋琴 ■ ■ 1画

付
Q町

声
や
皿

殴
熱

■
Ｕ
４
“
Ⅱ
Ｕ
●
ｗ
，
』
茸

〃1

割
、

｡､I
●
唖
山
“抑
○
鋸
》鐸ー 〕

、

P f

影ロセ員

、
１
猫
●
．
｝
痕
、
；

の
６
℃

“
Ｐ

ニマヂゴ

7三

図3－1 調査地域および調査経路
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の1地形図に含まれている。

野付地区： 「標津」 「野付崎」

風蓮湖地区： 「厚床」 「別海」 「姉別」

温根沼地区： 「厚床」 「根室南部」

長節湖地区： 「根室南部」

以上の公園地域とともに，それに近接し，植物学上貴重な地区である西別のヤチカソバ林，落石岬の

サカイツツジを含む高層湿原とその周辺のアカエゾマツ林をも対象とした｡西別のヤチカンバ林は50,000

分の1地形図「別海」に，落石岬は「根室南部」に含まれている。

2． 調査日程と調査経路

調査日程は表3－1に示すとおりである。調査は， 1986年6月30日～7月7日および8月30日～9月

7日の2回にわたり実施された。

表3－1 調査日程

札幌→根室

根室→落石岬

根室→落石岬→長節湖

根室→春国岱

根室→春国岱

根室→春国岱

根室→春国岱

根室→札幌

日
日
日
日
日
日
日
日

０

３
１
２
３
４
５
６
７

月
月
月
月
月
月
月
月

６
７
７
７
７
７
７
７

札幌→根室

根室→落石岬

根室→西別

根室→野付

根室→走古丹→ヤリムカシ

根室→温根沼

根室→温根沼

根室→落石岬→春国岱

根室→札幌

日
日
日
日
日
日
日
日
日

０
１
３
３
１
２
３
４
５
６
７

月
月
月
月
月
月
月
月
月

８
８
９
９
９
９
９
９
９

本調査にあたっては，以下に示す調査支援者の協力により，調査を支障なく終了することができた。

また調査にあたっては，北海道根室支庁林務課，根室市教育委員会，別海町役場，根室営林署，根室

湾中部漁業協同組合の皆様に，いろいろとご配慮をはかっていただいた。地元の高田勝氏と御家族，

宿泊者の皆様からは，調査を円滑に進める上で大きな力となっていただいた。さらに，伊藤浩司，鮫島

惇一郎，三浦二郎，小林秀雄，新庄久志，岡崎由夫，八木健三の各氏からは，有益な資料を使用させて
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いただいた。

以上の諸氏に対して，

調査員

辻井達一

長谷川 榮

原口 昭

調査支援者

五十嵐八枝子

三木 昇

甲斐智晴

西尾正人

心からの謝意を表する。

(北海道大学農学部附属植物園）

(北海道大学農学部林学科）

(京都大学理学部植物生態研究施設）

(北海道大学理学部地質鉱物学科）

(社団法人北海道自然保護協会）

(北海道教育大学釧路分校）

（ 〃 ）

3． 調査方法

植物の現地調査は，大きく植生調査と植物相調査に分けらえる。植生調査は，植物群落の組成と構造

を解明しようとするもので，今回は方形区調査と帯状区調査によって行なった。さらに植物群落の分布

を明らかにするために，現存植生図を作成した。また本公園地域の植物相を把握するために，植物相調
査を行なった。

なお調査地域が距離的に離れ，面積が広く，調査期間が短いため，既存の資料を積極的に収集・引用

し，今回の調査では，既存の調査が少ないが重要と考えられる地域あるいは項目を重点的に行なった。
以下各調査の方法について述べる。

（1）方形区調査(Quadratmethod)

方形区調査の対象となったのは，草本類が優占する群落で，今回の調査では，春国岱の第1砂丘にお

いて植生の変化を把握することを目的に，方形区を連続的に設ける連鎖方形区を設定した。方形区の大

きさは（5×5）㎡とした。各方形区において，群落高・全体の植被率を測定し，ついで全出現種につ

いて種名と優占度・群度(Bram-BIanquet, 1964)を記録した。さらに調査地の傾斜・方位あるいは
周辺の植生等も記録した。

優占度(Dominancy)は，調査区におけるある種の被覆の割合（被度）と個体数を組朶合わせた群落

の測度で，群落構成種の量を示し，優占性の尺度となる。優占度は以下の6段階で示される。

5 ：被度が3／4以上で，個体数は任意

4 ：被度が1／2～3／4で，個体数は任意

3：被度が1／4～1／2で，個体数は任意

2：非常に多数（被度が1/10以下) ,あるいは被度が1/10～1/4 (個体数は任意）

1 ：多数であるが被度は低い，あるいは少数であるが被度はやや高い

＋：個体数は少なく，被度は非常に低い

群度(Sociability)は，ある種の調査区内での分布の状態を示す測度で，集合状態により，以下の
5段階で示される。

5 ：大群生する
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4 ：大きな斑状または芝状に生育する

3 ：小斑状に生育する

2 ：叢状または株状に生育する

1 ：単生する

方形区調査の結果は，組成表としてまとめた。組成表では，調査区の面積・方位・傾斜・群落高・植

被率・出現種数とともに，出現種の優占度・群度を併記して示した。

（2）帯状区調査(Belt transectmethod)

帯状区調査は長い帯状の調査区により行なうものである。帯状区には2種類あり，その1つは植生の

連続的な変化あるいは群落の広がりを把握することを目的として，全植生にわたって設定する帯状区（全

植生帯状区）で，他は一定の単位群落を代表するように設定する帯状区（単位群落帯状区）とがある。

今回の調査では，複雑な構造をもった森林群落において，後者の目的で帯状区調査を行なった。さらに

春国岱と落石岬においては，湿原から森林にかけて桑られる植生の変化を明らかにするために，全植生

帯状区を設定した。なお春国岱でもっとも海側の第1砂丘の草本群落については，方形区を連続的に設

ける連鎖方形区調査を行なったが，今回の調査では帯状区と呼ぶ。帯状区の大きさは，幅5mとし，長

さは単位群落帯状区で30m,全植生帯状区では群落の配置により決定した。森林群落は階層構造をもっ

ているので，全体を高さにより，原則として2.0加以上の木本層と1.3加未満の草本層に区分した。

木本層では，樹高1．3腕以上の全木本類を対象に種名・帯状区内の位置・樹高・胸高直径・枝張りを測

定した。さらに樹形をスケッチして，樹冠投影図および側面図を作成した。樹高2m未満の木本類およ

び草本類は林床植生として，帯状区（5×5）㎡の小方形区に区切り，各小方形区で，全体の植被率．

出現種の種名と優占度・群度を測定・記録した。なお優占度・群度の基準は，方形区調査と同様である。

なお，稚樹の存在とさらに調査地の方位と傾斜・周辺の植生等も記録した。

帯状区調査の結果は，樹高階別本数表・胸高直径階別本数表・林床植生一覧表としてまとめた。この

うち，胸高直径階別本数表には，胸高断面積合計[Basal area:BA(㎡/ha) ]と相対優占度

[Relative dominancy :RD(%)]を示した。胸高断面積合計は，高さ1.3祝の部位で測定した

胸高直径から求めた断面積を合計したもので，木本類の存在量の尺度となり，今回は生立木のみについ

て集計した。また相対優占度は，帯状区内の全胸高断面積に占める各種の割合で，木本類の優占性を測

る尺度として示した。林床植生一覧表では，帯状区を5mごとに区切った各小方形区での植被率と出現

種数とともに，各出現種の優占度・群度を併記して示した。また各出現種の帯状区内での分布を明らか

にするために，出現頻度(Frequency :F)を示した。出現頻度は，ある種の出現した小方形区の割合

を示し，以下の5段階に区分した。

V:80冊以上の出現頻度

Ⅳ：60～80妬の出現頻度

Ⅲ：40～60筋の出現頻度

I :20～40冊の出現頻度

I :20兜未満の出現頻度

さらに，森林群落の階層構造と樹木の分散様式を明らかにするために，樹冠投影図および側面図を示

した。
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（3）現存植生図の作成

現存植生図は，ある地域の現在の植生の空間的な配列を図示したものである。現存植生図の作成範囲

は，野付風蓮道立自然公園地域全域とし，縮尺は50,000分の1とした。まず現地での調査と既存の資料

により群落の区分を決定した。その上で，現地踏査の結果と空中写真の判続により，各群落の広がりを

図示した。

（4） 高等植物相調査

植物相を明らかにするためには，植物の全生育期間にわたって，詳細な調査を必要とするが，今回の

調査は短期間であったので，植生調査の際に確認できた種を記録した。現地で種名を決定できなかった

ものについては，採集して持ち帰り，謄葉標本により同定した。さらに調査の不備を補うために，既存

の文献を整理して，高等植物目録を作成した。

第4章調査結果および考察

第1節植生調査

1． 野付地区

（1）植生の概況

野付崎の植生に関しては，伊藤(1959,1970)の詳細な研究がある。以下その結果にもとづいて，野

付崎の植生について述べる。

野付崎の植生は1）海岸砂浜植生， 2） 塩湿地植生， 3） 沼沢植生 4） ミズゴケ湿原または泥炭地

植生， 5） 海岸砂丘植生， 6）森林に区分される。

1）海岸砂浜植生

海岸砂浜植生は主として根室水道側に発達している。代表的な植生景観としてはハマベソケイ群落と

ハマニンニク群落があげられる。

ハマベソケイ群落は砂礫の移動の活発な不安定帯に成立しており，ハマベンケイのほか， オカヒジキ

・ハマハコベ・ウソラン・シロヨモギ・ハマニガナ・エゾオグルマ・ザラバソモソモ・エゾノコウポウ

ムギ・コウポウスケなどによって構成されている。

ハマニンニク群落は前記群落より内陸によった部分に生育しており， しばしば広大な純群落を形成す

るが，野付崎ではあまり発達していない。

2）塩湿地植生

塩湿地植生はアッケシソウ・シバナを主体とする植生で，内湾側に発達する。とくにポンノウシーエ

キタラウスートドワラにかけて発達している。塩湿地植生の構成種としては， アッケシソウ・シバナを

はじめとして，ナガバハマミチヤナギ・ホソバノハマアカザ・ウシオツメクサ・エゾハコベ・エゾツル

キンパイ・ウミ ミドリ ・チシマドジョウツナギ・ヒメウシオスケ・ドロイなどがあげられる。

3） 沼沢植生

沼沢植生の代表的な群落は，竜神岬からナカシペツにいたる間，ほぼ東西に平行に走る砂丘間の低凹
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地のプールにみられる。このプールは淡水で，スケ類を主体とする沼沢植生が生育する。群落のタイプ

としては，水の深さに対応してサジオモダカースギナモ群落， フトイ群落，オオヌマハリイーヒメハリ

イ群落およびスケ類群落が認められる。野付崎の沼沢植生では浮葉植物を欠き，オオミゾソバ．チシマイ

トキンポウケ･クロバナロウケ・ナガポノシロワレモコウ・エゾミソハギ・ ミツガシワ．ホソバノヨツ

バムグラ・エゾノタウコギ・ガマ・サジオモダカ．ハクサンスケ．クリイロスケ．ヤチカワズスケ．オ

オカワズスケ･ヤラメスケ・オニナルコスケ・ヒメハリイ・フトイ・クシロホシクサ・スギナモなどに

より構成されている。

4） ミズゴケ湿原または泥炭地植生

ミズゴケ湿原は竜神岬からナカシベツ方向先端部の砂丘間の低湿地の泥炭地に発達しているが，面積

が小さいとともに， ヨシ湿原の要素を含んでいる。本植生はツルコケモモーミズゴケ群落，ヤチカワズ

スケーモウセンゴケーミズゴケ群落， ムジナスゲーミズゴケ群落， ヒメシダーミズゴケ群落の4群落に

よって代表される。

ツルコケモモーミズゴケ群落は典型的なミズゴケ群落で， ムラサキミズゴケ．イポミズゴケなどがミ

ズゴケ堆（ブルト）を形成し，モウセンゴケ・ツルコケモモ．ヤチスケ．ワタスケなどが多い。

ヤチカワズスケーモウセンゴケーミズゴケ群落は， イポミズゴケを主とするミズゴケの上層にモウセ

ンゴケやヤチカワズスケが多く，ほかにサワギキョウ・コケモモ・ホソバノヨツバムグラ・コガネギク

・イワノガリヤス・ヒメハリイ・シカクイ・ノハナジョウプなどがみられる。

ムジナスケーミズゴケ群落は，上層にムジナスケをはじめイソツツジ．イワノガリヤス．チシマガリ

ヤスが多く，下層にはミズゴケ類・ウマスギゴケなどをみる。ほかにコウヤワラビ．ヒメシダ． ミズオ

トギリ ・サワギキョウ･ヤチカワズスケ・オニナルコスケ・ドロイなどによって構成されている。

ヒメシダーミズゴケ群落は， ミズゴケ湿原の終末期の群落で，上層にはヒメシダがめだち，下層では

これにシロツメクサ・イワノガリヤス・チシマガリヤス・オオウシノケグサ．ススキ．タチコウガイゼ

キショウなどが加わる。

5）海岸砂丘植生

海岸砂丘植生は砂丘頂部から後面にかけて発達する植生で，野付崎での面積は広く，ハマナス．コ

ヌカグサ・シロツメクサ群落とセソダイハギ群落に代表され，放牧などの影響下で形成された植生であ

る。構成種としてはほかにナワシロイチゴ．アイヌキンポウケ．オオヤマフスマ．キンミズヒキ．エゾ

クサイチゴ・ダイコンソウ・アカツメクサ･エゾフウロ・スミレ・ハナイカリ ・ナミキソウ．オオバコ

・ヅリガネニンジン・エゾタンポポ・ヌカポ・エゾヌカポ．エゾカモジグサ．オオウシノケグサ．ウシ

ノケグサ・ザラバソモソモ・ナガハグサ・ネムロスケなどがみられる。

6）森林

野付崎の森林群落は以下のようにまとめられる。

A1.広葉樹林景観を有す。

B・高木層（8疵以上）に達する群落である。

C･低木層（2～8m)を欠くか，あるいは低木層の発達は微弱である。

D・林床型はツル型で代表される。……

ダケカンバーツタウルシ群落
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D・林床型はシダ型で代表される。……

ヤチダモークサソテツ群落

c・低木層の発達は顕著，通例一定の優占（勢）種が存在する。

D，低木層優占（勢）種は広葉樹。

El． 林床はツル型で代表される。……

ダケカンバーエゾイタヤーツタウルシ群落

E2.林床はシダ型で代表される。……

ダケカンバーナナカマドーシラネワラビ群落

E3.林床は広葉草本型で代表される。……

ヤチダモ．ハンノキ類一ヤチダモ．ハンノキ類一オオミゾソバ群落

D・低木層優占（勢）種は針葉樹。

E、 林床はツル型で代表される。……

ダケカンバーエゾマツーツタウルシ群落

B・低木層群落である。

C・林床優占（勢）種は双子葉類。

D・林床型はツル型で代表される。……

ミズナラーツタウルシ群落

D・林床型は広葉草本型で代表される。……

ミズナラーエゾクサイチゴ群落

c・林床優占（勢）種は単子葉類。

D.林床型はスケ型で代表される。……

ヤチハソノキーオニナルコスケ群落

D・林床型はササ型で代表される。……

エゾイタヤーアイヌミヤコザサ群落

A2. 針葉樹林景観を有す。

B・低木層は発達する。林床型は木本型。……

トドマツートドマツートドマツ群落

B・低木層は不顕著。林床型はシダ型。……

エゾマツーシラネワラビ群落

A3. 混交林景観を有す。

B・低木層は不顕著。林床型はツル型。……

エゾマツ・ ミズナラーツタウルシ群落

B・低木層は発達する。

C・低木層優占種はトドマツ。

D.林床優占種はただ1種，針葉樹。……

トドマツ・ダケカンパ・ ミズナラートド．

D・林床は共優占種を有す。……

ドーマツート ドマツ群落
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ダケカンバ・ ミズナラ・ （ トドマツ）－トドマツーツタウルシ．マイヅルソウ群落

c・低木層優占種はエゾマツ。林床型は広葉草本型

ダケカンバ・エゾマツーマイヅルソウ群落

A4. トドマツ幼齢樹群

森林群落での出現種としては以下のようなものがある。

高木類： トドマッ，エゾマツ， イチイ， ダケカンバ，ハンノキ， ミズナラ，ヤチダモ，キタコプシ，

エゾヤマザクラ， ミヤマザクラ， ヒロハノキハダ，ハリギリ

低木：ノリウツギ，エゾスグリ， ツリバナ， ネムロブシダマ， カンポク

草本：シラネワラビ，エゾクサイチゴ， ツタウルシ， アイヌミヤコザサ，マイヅルソウ， クサソテツ，

オオミゾソバ， オニナルコスゲ

野付崎でまとまった森林が発達しているのは，野付崎中央部のオンネオンニクリとポンオンニクリの部

分で，主としてダケカンバ・ ミズナラよりなり’針葉樹は少なく，あっても残存的な存在である。一方

トドワラでは全体的に針葉樹が主体の森林を承るが，規模の点では前二渚にはおよばない。竜神岬より

先端の部分では，水湿地にハンノキ・ヤチダモの小林が発達し，ポッコ沼周辺にはダケカソバ林がみら

れる。

以上の野付崎の森林は人間の影響を受けた半自然植生となっている，すなわち，半自然植生としての

特徴は’林床植生に著しく，全体をとおしてキンミズヒキが広範に分布するほか， ツタウルシなどのツ

ル類の優越性，エゾオオバコ，オオバコのような過放牧指標植物の混入，チシマフウロ，エゾカモジグ

サなどの家畜の不食野草の増加， ウマノミツバなどのような動散布種子植物の生起などは放牧の影響である。

(2)枯損林分について

野付崎はトドワラが独特な植生景観を形成している。 トドワラではおもにトドマツが枯死している。

＆‘ノ

0 0．5 1K■
l b n ■ ■ I 且 ■ ■ ■ I

図3－2野付崎における枯損林分の分布
（長谷川・狩野， 1977）
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その枯死の状況あるいは進行は，伊藤・鮫島（1973）に写真で如実に示されている。その枯損は野付崎

全体でゑるとトドマツに限定されるものではなく，水面に近い森林では枯損が進み， ミズナラ・ダケカ

ソバ・ヤチダモなどと，特定の樹種に限定されない。本項では長谷川・狩野（1977）にもとづいて， ミ

ズナラの枯損の状況とその原因について検討する。

野付崎中央部のオソネオンニクリ ．ポンオソニクリにおける森林および枯損林分の分布を図3－2に

示す。野付崎の中央部ではミズナラ・ダケカソバを主体にエゾイタヤ・ハリギリ ・ トドマツなどが混生

し，一部にはヤチダモ林もみられる枯損林分はいずれも森林の外縁部に分布しており，現存植生図で明

らかなように塩湿地と森林が接する部分に位置しており，この分布の状態は， トドワラでみられるように

全面的に枯損林分が広がっているのとは異なっている。さらに枯損樹種はトドワラはトドマツからなる

のに対して，中央部ではミズナラ・ダケカソバ・ハリギリ ・ トドマツ・ヤチダモなどと多様である。こ

れは枯損が特定の樹種に限定されるものではなく，ある特定の立地に生育していた樹木はすべて枯死す

るもので， トドワラではトドマツが優占する林分，中央部では広葉樹林であったことの結果であろう。

枯損の発生状況を明らかにするために，野付崎中央部のオソネオンニクリの北西端で帯状区調査を行

なった。枯損林分から砂丘上の健全な林分にかけて帯状区（'0×'40)㎡を設定した。帯状区での模式断

面図を図3－3に示すb枯損林分のはじまる起点付近は，すぐ近くまで海水が流入している。起点から

80疵まではほぼ平坦で, 80mからは砂丘となり，簡易測量の結果起点より1.4呪程度高くなっている。

終点付近の最高点から西側は緩い斜面で, 180Wzで内湾と接している。

2m

｛
0

1

図3－3帯状区模式断面図

地形と樹木の枯損状況，植生の違いから，帯状区を以下の3区に区分した。A区： 0～50m, B区：

50～80m, C区:80～140m

各区での直径の分布を表3－2～4に示す。なおA区, B区では地際直径, C区では胸高直径で示し

た。A区俵3－2）ではすべてが枯損木で，ほとんどが樹皮ははげており，樹幹が折れ，杭状のもの

が多い。立木密度は6,200本／“で， ミズナラが20本, 65妬を占めており，ついでダケカソバが多い。

地際直径が100mに達するミズナラがみられた。 B区（表3-3)では，生立木と枯損木が象られ，生

立木でも，一部にわずかな葉をつけたの永の半枯損木も認められた。健全木は2本， 6妬にすぎず，

いずれもミズナラで，地際直径は2”未満であった。一方総本数のうち24本， 77冊は完全に枯死してお

－51－



り，枯損の状況をゑると樹皮をつけており，本来の樹形を保っているものが大半であった。立木密度は

1,0卯本／犯αとA区より高い。C区（表3－4）では，本数の上ではナナカマド・エゾイタヤ・エゾヤ

マザクラが多いものの，樹高8m以上の上層木はミズナラのみからなり，また胸高直径も大きく，相対優

占度は83妬とミズナラが優占している。以上の結果から，帯状区全体をとおしてミズナラが多く，直径

の分布にも大きな差は認められなかった。

表3-2 A区(0～50m区間） 地際直径階別本数表

RD(Cm)

Smcies

０
～
釦

０
０

２
～
５

釦
～
皿

０
２

０
～
０

１
１ 計

ミズナラ

ダヶカンパ

不 明

２
３
３

１ ５
４
１

2 1

● ●

● ●

即
７
４

計 18 10 2 1 31

すべて枯損木である。

表3－3 区（50～80m区間） 地際直径階別本数表

生立木

0 20 50

1 1 1 計
20 50 70

2(1) 。(1) 。 (1) 2(3)

● ● ● ●

。(1) 。 。 。(1)

● 。(1) 。 。(1)

● ● ● ●

2(2) 。(2) 。(1) 2(5)

RD(C" 枯損木

０
～
釦

釦
〃
～
釦

０
０

５
～
７
計

Species

ミズナラ

ダヶヵンバ

ナナカマド

ハリギリ

不 明

計

５
９
３
●
７
４２

１
。
。
。
。
１

１
１
●
●
１
３

３
８
３
・
６
０２

生立木と枯損木に分け，生立木の（ ）内は半枯損木を示す。
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表3-4 C区(80～140祝区間） 胸高直径階別本数表

DBH(cm)

Species

90

1 計
92

記
～
鋤

釦
～
犯

帽
～
卵

２
４

６
～
６

“
～
妬

師
～
粥

８
～
、

、
～
哩

副
～
妬

妬
～
記

６
～
８

０
～
２

２
～
４

４
～
６

25

18

14

9(2)

10

4(1)

4 2 1ナナカマド

エゾイタヤ

ェゾヤマザクラ

ミズナラ

ハリギリ

ダヶカンバ

10 7

15 1

。 3

4(1)1

7 2

1

1 1

7 2 2

． ． ．(1) 1 1 ・ 1 1

1

3 1 ． ．(1)

2 3劇1)14 14 5 3(1) ．(1) ・ 1 1 1 1 ． 1 1 80(3)計

（ ）内は枯損木を示す。

林床植生については, A区の10wz, 30m,B区の7017z,C区の115m, 120mの各地点に(5×5) ''f

の方形区を設定した。方形区調査の結果を表3－5に示す。

表3－5 林床植生

方形区礎

起点からの距離(頑）

２
鋤

３
ｍ

5

120

4

115

１
ｍ

４
３
４
２

。
・
・
＋
・
＋
＋
＋
＋

４
３
３
１

４
３
２
２

．
．
．
．
＋
・
・
。
。
・
・
・

４
３
１
１

シバナ

ウミ ミドリ

エゾツルキンバイ

アッケシソウ

スケSp､1
ホソバ'､マアガサ

ハマイ

スケsp､2
エゾ'、コペ

ヤマアワ

ド ロ イ

ツタウルシ

キンミズヒキ

エゾイタヤ

アイヌミヤコザサ

マィヅルソゥ

エゾクサイチゴ

オニツルウメモドキ

ャブニソジン

ェゾカヮラマッバ

エゾフユノ′､ナワラピ

アキノキリンソウ

イネ科Sp.
ハリギリ

スズラン

●

2．3

●
●
●

●

２
５
２

●
●
●
●

１
５
１

４
２
１

．
．
・
・
・
＋
＋
＋
＋
＋
＋
＋
＋
＋
＋
＋

４
１
１

４
２
．
。
＋
＋
＋
＋
＋
＋
＋
＋
＋
＋

４
１

●
●
●

●
●
●

●
● ●

●

起点からの距離は

図3－3と対応す

る。

●

●
●
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A区ではシバナが優占し，ウミミドリも多く，エゾツルキンパイ・アッケシソウ・ヒメウシオスケなど

が出現する。B区ではヤマアワが優占し，エゾツルキンパイ・エゾハコベ・ドロイなどがゑられる。健全

な林分のC区では， ツタウルシが優占し，キンミズヒキ・エゾイタヤ・アイヌミヤコザサ・マイヅルソ

ウなどがゑられる。ツタウルシは野付崎での恒常的な優占種であり，キンミズヒキなどが多いことから

も，放牧などの影響を受けた半自然植生（伊藤， 1970）と位置づけられる。各区の境界は,A-B区間

は明瞭であるが, B-C区間は不明瞭で，セソダイハギが多くみられた。

以上の結果から，現在枯死している部分は，かつてミズナラの優占した林分で，樹種構成・直径の分

布から，砂丘上の健全な林分と同様なものであったと考えられる。しかし林床植生はまったく異なり，

健全な林分ではツタウルシが優占するが, A区, B区では塩湿地植生となっている。とくにA区でふら

れるシバナ・ウミ ミドリ ・アッケシソウからなる塩湿地植生は，満潮時には海水をかぶる立地に成立す

るとされている（宮脇， 1977） 。

伊藤(1963a)によると，野付崎の塩湿地植物群落は， シバナ群落からチシマドジョウツナギ群落あ

るいはヒメウシオスケ群落， さらにヤマアワ群落へと下部から上部に向かって空間的に配列しており，

これが時間的には塩湿地植物群落の遷移過程を示している。A区からB区にかけての変化は塩湿地群

落の変化を示している。

A区, B区の枯損木の調査結果から， ミズナラを主体とする森林であったことは明らかであるが，現

在稚樹の侵入・定着は認められず，塩分を含んだ立地への侵入・定着は困難であろう.。すなわち，枯損

林分もかつては塩分の侵入のない中性の立地に侵入・定着し，森林を形成したものと考えられる。

さらに植生が，砂丘に向かってシバナ・ウミ ミドリーヤマアワと塩湿地植物群落の下部から上部への

配列を示しており， また枯損の状態からA区よりB区に枯損が進行したものと考えられる。これは伊藤

(1963a)の述べた塩湿地植物群落の遷移過程を逆に進むものであり，退行遷移の例といえる（石塚，

1977)。この原因としては，野付地区では地盤の沈降が顕著で，対岸の尾岱沼の一等水準点の沈降量は，

1903～1976年の73年間に54m1に達しており （第Ⅱ部参照) ,海水準の上昇による塩湿地化の結果と考

えられる。

2． 風蓮湖地区

（1）植生の概況

風蓮湖は砂州によって閉鎖された閉塞湖で，根室側の砂丘は春国岱と呼ばれ，国後島の古釜布ととも

に砂丘系アカエゾマツ林が分布している(舘脇, 1944)o別海側の走古丹付近の砂丘は低く，海岸草原とと

もに風衝樹形を示すミズナラ林がみられる。周辺の平坦な丘陵性の台地には広葉樹林が広がっている。

農地の開発や伐採，放牧の影響を受け，大半の樹林が二次林的な林相を示しているが，風蓮湖縁の段丘

斜面や小河川沿いの谷間には，やや原始性を保った広葉樹林が認められる。白鳥台から別当賀川にかけ

ての国道沿いには， トドマツ林が認められる。風蓮川，ヤウシュベツ川，別当賀川などの河川の河口部や

流域には湿原が広がる。さらに風蓮湖は根室水道に2ケ所で開口し，汽水化しているため，河口付近や

風蓮湖畔には塩湿地植生が発達している。
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以下小林ほか（1980），辻井ほか（1984），鮫島・黒沢（1984）にもとづいて，各群落の構成につ

いて述べる。風蓮湖周辺の植生は，海岸草原，塩湿地植生，低湿地，林地に区分される。

1）海岸草原

海岸草原は根室湾側の砂州，砂丘上に展開している。春国岱側は海岸沿いに幅が狭いが，走古丹側で

は幅が広い。本群落はハマニンニクーコウポウシバ群落とハマナス群落に大別される。

ハマニンニクーコウポウシバ群落は，海岸草原の海側の不安定な立地に形成される。ハマニンニクは

純群落を形成しており，その間にコウポウシバ・ハマニガナ・エゾノコウボウムギが混入している。そ

のほかの構成種としてはオカヒジキ・ハマエンドウ・シロヨモギ・ハマポウフウ・ウンラソ・ハチジョ

ウナなどがあげられる。

ハマナス群落はハマニンニクーコウポウシバ群落の背後に展開し，砂丘上に純群落を形成している。

走古丹側では砂丘の基部から，集落にいたる間に広く分布しており， ところによってはススキ群落もゑ

られる。春国岱側ではハマナス群落がエゾノコリンゴを随伴し，帯状にのびている。ハマナス以外の構

成種は，木本類のナワシロイチゴ・エゾノコリソゴ・ズミ ・エゾヒョウタンポク・チシマヒョウタンポク

・ガンコウラン・コケモモなど，草本類ではエゾカワラマツ（・マルバトウキ・オオヤマフスマ・ナミ

キソウ・シコタンタンポポ・ハマフウロ・ヒメイズイ・ツルキジムシロ・ハイキンポウケ・ヒロハウラ

ジロヨモギ・ススキ・センダイハギ・ツルフジバカマ・エゾカワラナデシコ・エゾカンゾウ・エゾスカ

シユリ ・ハマハタザオ・エゾオオバコ・スミレ・ウシノケグサ・オオウシノケグサ・コウボウシバ・ハ

マニソニク・ヤマアワ・ハマエソドウなどである。

2）塩湿地植生

塩湿地植生としては， シバナーウミミドリ群落とフトイ群落があげられる。

シバナーウミ ミドリ群落は風蓮湖岸の内側，河川の河口付近などに分布しており， アッケシソウは走

古丹の分岐点や先端部の湖側，春国岱の海側砂丘の凹所などにみられる。本群落の構成種はシバナ・ウ

ミ ミドリ ・エゾツルキソパイ・エゾハコベ・ハマイ・ホソバク、マアガサ・ハチジョウナ・アッケシソ

ウ・ハマシオソ・ハマアカザ・フトイ・チシマドジョウツナギなどである。

フトイ群落は潮の干満等により海水が侵入すると思われる立地に現われる。風蓮湖では10～15”程度

の水深の所に群生し， とくに風蓮川河口付近の水路には，壮大な群落を形成している。本群落の構成種

は貧弱で， フトイのほかには，エゾハコベ・ヤチスケ・ヨシ・シロハリイなどがわずかに混入するのゑ

である。

3）低湿地

低湿地は，風蓮湖に流入する河川の流域，砂丘や砂州の間の低地に広がっている。

湿原のうち丘陵に近い所には，ハンノキ林が分布している。大部分がハンノキーノリウツギーヨシ群

落で，ホザキシモツケ・エゾニワトコ・ヤマ.ドリゼソマイ・ヒメシダ・オオアマドコロ・ ミゾソバ・オ

オマルバノホロシなどがみられる。

走古丹の基部から集落にかけての湿原や北部の河口部ではハンノキーノリウツギーイソツツジ群落が

分布している。林床にはミズゴケのブルトが形成され，他の構成種はヨシ・ヤチヤナギ・ナガポノシロ

ワレモコウ・ナガバツメクサ・タチギポウシ・ワタスケ・サギスケ・ヤナギトラノオ・ヒオウギアヤメ

・ヒメシダ・ヤラメスケなどである。
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風蓮川流域にはヨシ群落が分布し，ほかにヤチヤナギ・クロミノウグイスカグラ・ホロムイツツジ・

コケモモ・ヤラメスケ・アカネムグラ・ナガポノシロワレモコウ・ヌマゼリ ・ドクゼリ ・エゾミソハギ

・ヒメカユウ・ヒメシダなどが構成している。別当賀川河口部，春国岱の中央砂丘や湖側，走古丹には

ガンコウラソーコケモモ群落の高層湿原が分布しており， ミズゴケ類のブルトをともなっている。

4）林地

風蓮湖周辺の林地はミズナラーシラカンパ群落， ケヤマハンノキーヤチダモ群落， トドマツ林，アカ

エゾマツ林に区分される。

ミズナラーシラカンパ群落は，風蓮湖周辺の丘陵地に分布し，場所によってはミズナラ純林となり，

林床ではミヤコザサが多い。全体としては二次林的な林相を示している。本群落の構成種は，木本類のダ

ケカソバ・エゾイタヤ・ケヤマハソノキ・ハリギリ ・ナナカマド・エゾヤマザクラ・キハダなどがあり，

低木類ではヒロハノツリバナ・ノリウツギ・ベニバナヒョウタソポク・エゾヒョウタンポク・エゾヤマ

ハギ・オオタカネイバラ・タラノキ・エゾイチゴなど， ツル性木本ではヤマブドウ・ ミヤママタタビ・

ツタウルシなどがみられる。草本類としてはエゾミヤコザサのほかエゾクサイチゴ・マイヅルソウ・ ミ

ミコウモリ ・オオバナノエソレイソウ・エゾノヨロイグサ・サラシナショウマ・アキカラマツ・オオ

アマドコロ・アカミノルイヨウショウマ・キンミズヒキ・オククルマムグラ・オオヤマサギソウ・コガ

ネギク・オオヨモギ・ヨブスマソウ・ワラビ・シラネワラビなどが出現する。

ケヤマハソノキーヤチダモ群落は，湖畔周辺部や小河川沿いに分布している。立地は湿潤で，林床は

ミヤコザサ・ホザキシモツケ・バイケイソウなどが占めているが，所によってはギョウジャニンニク・

ミズバショウ・オオバナノエンレイソウが優占する。本群落の構成種は，高木類ではミズナラーシラカ

ンパ群落の構成種のほかにハンノキ・カツラ・アオダモ・オヒョウ・ トドマツ・ハルニレ・オニグルミ

など，低木類ではヤマグワ・ホザキシモツケ・ノリウツギ・エゾスグリ ・ トガスグリ ・エゾニワトコ・

エゾヒョウタソポクなど，草本類ではエソコウソウ・ ミ ミコウモリ ・ヨブスマソウ・キツリフネ・サワ

アザミ ・エゾイラクサ・ノブキ・ハエドクソウ・エゾトリカプト ・フクジュソウ・エゾエソゴサク・キ

バナノアマナ・オオウバユリ ・ヨシ・ヤマドリゼンマイ・オシダなどである。

トドマツ林は白鳥台から別当賀川までの国道沿い，春国岱の砂丘上に発達している。林床ではマイ

ヅルソウ・ トガスグリが多く， フッキソウあるいはツタウルシが優占することもある。木本類ではダケ

カンバ・ ミズナラ・ケヤマハンノキ・ナナカマド・イチイなどが混生し，低木類ではトガスグリ ・ツル

ツケ・エゾヒョウタソボクが，草本類ではマイヅルソウ・ヒメイチケ・コミヤマカタバミ ・ トウケシバ

・ ミヤマタニタデ・ ミヤマスミレ・アカミノルイヨウショウマ・ジソヨウ･イチヤクソウ・エゾオオサク

ラソウ・コケイラソ・オシダなどが構成している。

アカエゾマツ林は，風蓮湖周辺では春国岱のみに分布している。立地的には湿原系と砂丘系のアカエ

ゾマツ林が認められるが，前者の面積は小さく，砂丘系アカエゾマツ林が発達している。林床は暗く，

草本相の発達は貧弱である。春国岱でのアカエゾマツ林あるいはトドマツ林については次項で検討する。

（2）春国岱の森林の構造

植生とくに森林の構造の変化を明らかにするために，第1砂丘，第2砂丘，第3砂丘に帯状区を設定

した。なお本項での砂丘の名称は，地形学的な名称ではなく，湿原によって隔てられた3つの砂丘を海

側から第1砂丘，第2砂丘，第3砂丘と呼ぶことにする。調査区の位置を図3－4に示す。
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図3－4 風蓮湖地区調査区位置図

伽は風蓮湖北部、⑧は南部の春国岱を示す。
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a)Belt SY-1 (5×65)㎡ 〔表3-6,図3-5]

本帯状区は， もっとも海側の第1砂丘に設定した。帯状区は汀線から約5m離れ，植生のはじまる地

点を起点とし，終点の60-65m区間には細い水路が入り込んでいる。

Belt SY-1の結果を表3-6に示す｡さらに主要な出現種について，地形と出現種の量との関係

を図3－5に示す。

表3-6 Belt SY-1 調査結果

方形区番号 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13

Species

２
３
．
．
＋

２
３

1．1 ・ 。 。 。

2．22．22．2 1．1 1．1

4．4

1．2

2．2

1．1

＋

５
１
３
２

●
●
●
●

５
１
３
＋

ノ、マニソニク

エゾノコウポウムギ

コウポウシバ

ハー寺エンドウ

ハマニガナ

ウソラン

コヌカグサ

ノ、マナス

エゾカヮラマッバ

ハマポゥフゥ

ナミキソウ

シロバナスミレ

ダイコンソウ

オオヤマフスマ

チャシバスゲ

スズメノヤリ

ヤマアワ

チシマフウロ

ハマムギ

オオウシノケグサ

ハマイ

テリノ､オオバコ

セソダイハギ

エゾツルキソバイ

シバナ

ウミ ミドリ

ヒメウシオスゲ

ェゾハコベ

ク､チジョウナ

クロヌマハリイ

十 十

３
４

十
・
・
＋
十

３
４

1．2 1．2

・ 2．2

・ 2．2

・ 1．1

・ ＋

３
３
２
１

．
．
・
十
・

３
３
２
１

2．3

4．4

1．1

３
５
．
．
＋

３
５

3．3

5．5

十

＋

１
１
１
２
１

．
＋
・
＋
＋
＋
＋
＋
・
・
＋
＋
・
＋

１

１

１
２
１

１
。
＋
＋

１ ●

２
２
１

。
＋
・
＋
・

２
１
１

1．1

＋

2．3

1･1

1．1

1．2

●●

●

1．2十・2

1．1

１

５
２

●
●
●
●
●

も
■
ユ

５
１

４
１
２
５
３

●
●
●
●
●

３
１
２
５
２

3．4

＋

2．3

4．5

1．1

4．4

＋

2．3

3．4

＋

2．3

＋

1．2

4．4

１
２

●
●
１
＋

＋
チシマドジョウツナギ

80 90 80 90 95 90 90 95 90 95 95 95 100

5 5 8 7 7 11 13 18 9 6 5 6 3
植被率（兜）

出現種数

方形区番号は図3－5と対応する。
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図3-5 Belt SY-1主要出現種と地形の関係

高さは水平距離の2倍

砂丘の海に面した斜面ではハマニソニクが優占し，エゾノコウポウムギ・コウポウシバなどが多い。

砂丘の頂部から背後の斜面にかけてはハマナスが優占しており，区間によっては優占度5を示し，ほか

にコヌカグサ・エゾカワラマツ（などがみられる。このハマナスが優占する部分は，砂丘背後の低地の

うち，砂丘側のやや高い部分を占めている。34祝から低地となり, 40m付近の道路を隔てて，終点に近

い62祁付近には水路がある。道路の風蓮湖側の低地の標高は，簡易測量の結果海面と大きな差はなく，

ヒメウシオスケあるいはエゾツルキンパイが優占し， ウミ ミドリ ・エゾハコベが多く，塩湿地植物が出

現している。これは水路に塩水が流入している結果である。

出現種は，ハマニソニク群落， ヒメウシオスケ群落では10種以下と少ないが，ハマナス群落では10種

以上と多くなっている。

以上の結果から，砂丘の海側斜面のハマニソニク群落，砂丘頂部から後斜面のハマナス群落，低地の

ヒメウシオスケ群落という明瞭な帯状分布が認められた。

b)Belt SY-2 (5×260)77f [図3－6～10]

本帯状区は第2砂丘上に設定し，砂丘前後の低地をも含んでいる。図3－6～10にBeltSY-2に

おける樹冠投影図を示す。図から，砂丘とその前後の低地での森林の発達の程度がまったく異なること

がわかる。そこで帯状区を0～70醜区間（第2砂丘の海側の低地） ， 70～160m区間（第2砂丘上) ,

160～260wz区間（第2砂丘背後，風蓮湖側の低地）の3区間に区切り，各区間での樹高階別本数（表

3－7， 10， 13） ，胸高直径階別本数（表3－8， 11， 14)，林床植生（表3－9， 12， 15）を示す。
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図3－7 BeltSY-2 (5×260) 77f 60～110m区間

樹高4m以上の個体の樹冠を示す。
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図3-8 Belt SY-2 (5×260) 77f llO～160m区間

樹高4皿以上の個体の樹冠を示す。
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図3-9 Belt SY-2 (5×260) 77f l60～210m区間

樹高4祝以上の個体の樹冠を示す。
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図3-10Belt SY-2(5×260)㎡160～260祝区間

i ) 0～70m区間〔表3-7, 8, 9]

木本層では， アカエゾマツが5本， 63妬を占めており，相対優占度は96.8妬を占めている。樹高は10

~12mと低い。立木密度は230本/"と低く，分布をゑるときわめて疎で, 20汎前後にゑられる凸地

に比較的まとまって分布している。低地ではアカエゾマツが2本出現するのゑである。低地内に根上り

のアカエゾマツが1個体認められたが，帯状区外の凸地にもアカエゾマツの根上りがゑられた°草本層

では凸地でマイヅルソウが優占し，エゾゴゼンタチバナ・センダイハギなどがゑられるが，大半を占め

る低地ではヤラメスケあるいはイワノガリヤスが優占し， ヨシ・ウスイロスケ・ ミズゴケ類などが出現

し，湿地になっている。

表3-7 Belt SY-2 0～70m区間樹高階別本数表

Height伽）

Species

1

1

2

２
１
３

３
１
４

４
１
５

５
１
６

６
１
７

７
１
８

８
１
９

９
１
ｍ

、
ｉ
ｎ

11

I Total
l2

1(1)アカエゾマツ

トドマツ

ハリギリ

ケヤマハソノキ

ｊ
ｊ
ｌ
ｌ

〃
〃
８
、
夕
″
１
Ｋ

●
●
●
■
＆
●
口
込

5(2)
1(1)
1

1

1 1 2

1

Total 2(2) 1(1) 1 2 8(3)1 1

（ ）内は枯死木を示す。

表3-8 BeltSY-2 0～70m区間胸高直径階別本数表

DBHtm)

Species

８
１
ｍ

記
Ｉ
釦

認
Ｉ
妬

６
１
８

０
１
２

４
１
６

０
１
２

１
１

２
１
４

１
１

４
１
６

１
１

妬
１
羽

６
１
８

１
１

型
Ｉ
配

２
１
４

Total BA RD

676'鮎）㈹

アカエゾマツ 。 6 1 ． ・

トドマツ ． ． ． (1) 。 1

ハリギリ 1 ． ・ ・ ・

ケヤマハンノキ 1 ． ． ． ．

･(l) ．(1) 1 1 ･ 1. 1 5(2) 6.96 96．8

● ● ● ● ● ● ● 1(11 0.22 3.1

● ● ● ● ● ● ● 1 0.00 0．1

● ● ● ● ● ● ● 1 0．00 0．0

2 ． 1（1） ． 1 ． ． (1) 。(1) 1 1 ． 1 1 8(3) 7.18 100.0Total

－62－



表3-9 BeltSY-2 0～70呪区間林床植生

Distance(771)

Species

０
～
５

５
～
叩

０
～
５

１
１

巧
～
鋤

釦
～
弱

奉
～
”

釦
～
調

弱
～
蛆

釦
～
弱

帥
〃
～
錨

㈹
～
妬

妬
～
卵

弱
～
㈹

術
～
、

１
１
．
＋
・
＋

１
１

マイヅルソゥ

コミヤマカタバミ

イワッッジ

ツタウルシ

チシマアザミ

センダイハギ

トドマツ

エゾリソドウ
エゾクサイチゴ

ヤナギトラノオ

〃､マフウロ

キソミズヒキ

マルバトウキ

エゾシロネ
イヌツルウメモドキ

ヤマ〃、′、コ

エゾゴゼソタチバナ

キジムシロ

ガンコウラン

イ

シコタンタンポポ

シロツメクサ

シコタンキソポウケ

ノリウツギ

コガネギク

ミ ミコウモリ

ナナカマド

ヤマドリゼンマイ

イワノガリヤス
ヨシ

ツマトリソウ

ナガポノシロワレモコウ

ヤマアワ

オオウシノケグサ

ヤラメスケ

アカネムグラ

ノ、クサンスゲ

ヒメハリイ

ホソバノヨツバムグラ
エゾノレンリソウ

ヒメシダ

ヒオウギアャメ
ウスイロスケ

ツルスゲ

ナミキソウ

ツルコケモモ

ホザキシモツケ

ェゾイヌゴマ

５

．
．
．
．
．
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
＋
＋
・
・
・
・
。
＋
＋
＋
＋
・
・
・
・
＋
・
・
・
・
・
・

５

１
１
５

．
．
．
．
．
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
＋
・
＋
＋
＋
＋
＋
・
・
・
＋
・
・
・
・
・
・

１
１
５

１
１
５
２

．
．
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
。
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
＋
・
＋
＋
＋
＋
・
・
・
・
＋
＋
ｏ
・
・
・
・

１
１
５
１

３
１
３
１
１

．
．
．
．
．
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
＋
・
＋
＋
・
＋
・
・
・
＋
・
＋
・
・
・
・
＋
＋
・
・
・
・

３
１
３
１
１

４

＋
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
＋
＋
・
＋
。
＋
＋
＋
＋
・
・
＋
＋
・
・
・
・
＋
・
＋
＋

４

１
１
１
１
５
２

＋
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
。
。
・
・
・
＋
・
＋
・
・
・
＋
・
・
＋
＋
＋
・
・
・
・
・
＋
・
＋

１
１
１
１
５
＋

２
２
３

．
．
．
＋
・
＋
・
＋
ｒ
＋
・
ｏ
ｒ
＋
・
・
・
・
。
。
・
・
・
＋
・
・
・
・
。
＋
・
＋
・
・
。
・
・
・
・
・
・
＋
・
・
ｒ
・
・
・
。
。

２
２
３

４
２
２

。
・
・
＋
＋
・
＋
・
＋
＋
＋
＋
＋
・
＋
・
・
・
・
。
＋
＋
＋
＋
＋
・
・
・
・
＋
ｒ
＋
＋
＋
＋
・
・
・
・
・
・
＋
・
・
＋
・
＋
・
・
・

４
１
２

４
２
２

。
・
・
＋
＋
・
＋
＋
＋
・
＋
。
＋
・
・
＋
・
＋
＋
・
・
・
・
＋
＋
＋
＋
・
＋
・
・
＋
＋
・
・
・
・
・
・
・
ｒ
＋
・
・
＋
・
・
・
・
。

４
２
１

ヶ

３
２
１
１

．
．
．
＋
＋
＋
＋
・
・
＋
・
・
＋
・
・
・
・
・
・
＋
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
＋
・
・
・
・
・
・
・
・
＋
＋
・
・
・
・
＋
・
・
・

３
２
１
１

１
３
１
１

＋
＋
・
＋
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
。
＋
・
・
・
・
・
・
・
＋
・
＋
＋
・
・
・
＋
＋
・
．
。
＋
・
＋
・
・
・
・
・
・
・
・

●

１
３
１
１

＋

1．1＋
＋
＋

＋
＋
＋ ＋

５
＋
・
＋
＋
＋
＋

５ ３
１

＋
・
・
・

３
１

５
＋
・
＋
＋

５

＋ ＋

● ＋

＋ ＋
＋

３
２

●
●
３
２

1．2
皇筌三ケspR
藤苔類

植被率(殉維管束植物
辞苔類

出現種数

60 80 95 95 85

15 15 23 26 25

妬
３
喧

帥
２
皿

85

13

80 85 90

5

10 8 11

帥
２
ｕ

０
０
６

７
５
１

卯
８
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ii)70～160肌区間〔表3-10, 11, 12]

この区間は第2砂丘上で，簡単な地形測量の結果，低地よりも最大で約2汎高くなっており， 2つの

ピークをもっていた。

立木密度は3,500本／“と非常に高い。本数ではトドマツが116本， 74妬を占めており， アカエゾマ

ツが29本， 19冊とついで多い。樹高の最大はアカエゾマツの21疵で,樹高15祁以上はいずれもアカエ

ゾマツからなる。樹高の分布では， アカエゾマツは樹高18～19m階にモードをもつのに対してトドマツ

は，樹高15祝以下の広い範囲に分布している。相対優占度では，本数とは逆にアカエゾマツが70.5鉛と

高く，ついでトドマツの27.1妬で，オガラバナ・ケヤマハンノキ・ナナカマドなどはいずれも2妬以下である。

林床植生では，林縁部を除き植被率が低く，区間によっては無植被型の林床となっている。出現種を

みると，全体をとおして酵苔類が優占し，林縁部ではマイゾルソウあるいはイワツツジ・ゴゼンタチバ

ナが多く，ほかにコミヤマカタバミ ・ツルツケなどが出現し，半陰地植物によって構成されていた。ま

た， トドマツの稚樹も多い。

表3-10 Belt SY-2 70～160m区間樹高階別本数表

釦
〃
～
劃

８
〃
～
四

１ 旧
〃
～
鋤

21

1 To'al
髭

浦
〃
～
Ⅳ

咽
〃
Ｉ
Ｍ

巧
〃
～
肥

lO

I
lI

２
～
３

１
１

Ｍ
豚
～
喝

８
Ｆ
～
９

９
“
１
ｍ

５
〃
～
６

６
〃
～
７

７
〃
～
８

11

1
12

Heighl(") 1

，

Species 2

２
～
３

３
１
４

４
～
５

⑥
伽
②

四
略
５
２
２
１
１
１

１

，
色
ゆ
●
●
缶
●
●
●

の
色
●
●
●
●
●
●
●

○
日
＆
●
●
●
●
◆
●
●

Ｐ
局
哩
●
●
●
●
●
●
●

●
■
且
◆
●
●
●
Ｄ
●
●

。
■
＆
●
●
●
●
●
●
●

へ
壬
》
Ｃ
Ｏ
■
●
●
Ｄ
●
●
●

1(1) 2

6 4

】 。

3,(2)2 1 1(1) ･ 2 ･(1) ･

15(2) 10(5)14(9)8(4)9(2) 11(1)7(1) 13

｡ 。 。 。 ・ ・ 2 1

． ｡ ・ ・ 1 ． 1 ・

1 ・ ・ ・ 。 。 1 ．

・ 1 ｡ 。 。 ｡ ｡ 。

’ （1） 。 。 （1） 。 。 。 。 。

1 ． 。 。 。 。 ． 。

】(1) 1 ・

7 7 4

・ ・ 1

アカエゾマッ

トドーマツ

オガラバナ

ケヤマハソノキ

ナナカマド

ミズナラ

タラノキ

ハリギリ

21(5)13(5)15009(51 10(2)13(1)11(2)14 8(1) 6 8(1) 8 5 4 1 1 5 1 2 2 157"Total

（ ）内は枯損木を示す。

表3-11 Belt SY-2 70～160m区間胸高直径階別本数表

“桁

1 1

幅将

輯

1 ‘IblaI BA RD

釦 （7〃Hg） （尋）

濁謁

1 1

弼組

扣偲

1 1

樫判

６
〃
１
略

Ｉ 18 鋤

1 1

鋤空

割
〃
～
溺

塑
９
１
割

溺劉

1 1

露弱

DBH(”）

S〆cies

吃
り
～
側

、
．
～
吃

４
～
応

１６
～
８

８
“
～
川

ｚ
Ｆ
１
４

４
．
１
６

０
〃
１
２

５
１
７
５
２
０
０
０

毎
・
ａ
Ｄ
Ｂ
■
。
■

０
７
１
０
０
０
０
０

７
２

42.42

1746

1．04

0．32

0．09

0．00

0．00

0．00

。 （1）2 1 1 1 2 ・ 2 4(1) 1 1 1 1（1） ”161

1 3 。 ｡ ・ ・ ・ ・ 。 。 。 。 ・ 11“、

● ■ ■ ■ ● ● ● ｡ ｡ ● ● ● ● 5

● ● ● G ● ● ● ● ■ ● ■ ● ■ 2

● ● ● ● ､ ● ● ● ■ ● ｡ ● ● 2

● ● ● ● ■ ● 己 ● ● ｡ ● ● ● 1

● ● ● ■ ● ● ● ｡ ● ● ● ● c ll21

e ■ ● ■ ● ● ● ● ● ● ｡ ● ● 】

●
免
邑
》
８
且

Ｉ１１●
■
＆
旬
回
り
●

。
■
且
ワ
０
●

。(1) 4 51】） 。 ・ 1

10 1判、24002劃2） I5In9

。 。 ｡ 】 2 1

。 。 ・ 1 ・ 1

1 。 。 1 ・ ．

】 ・ ・ ・ ・ 。

】 （2） 。 ･ ･ ･ ．

I 。 。 。 。 。

アカェゾマツ

トドマツ

オガラバナ

ケヤマハソノキ

ナナカマド

ミズナラ

タヲノキ

ハリギリ

1413)18011290112612} 1711)12 8 8(11 4 1(1) 5 1 1 1 2 ･ 2 4(1) 1 1 1 1(1) 15m61.33 100.0Total
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表3-12 Belt SY-2 70～160"区間林床植生

Distance(Wl)

Species

l45

I

150

150

イ

155

155

1

160

135

1

140

140

1

145

100

1

105

105

1

110

120

1

125

125

1

130

130

1

135

顕
Ｉ
卯

95

1

100

110

i

115

115

1

120

布
Ｉ
帥

帥
ｉ
顕

卯
Ｉ
妬

、
ｌ
だ

マイ”ﾚソウ 2．2

トドマツ 1．2

コミヤマカタバミ 1．1

イワツツジ 2．2

ツタウルシ 2．2

ツルツゲ ＋

シラネワラピ ＋

オガラパナ ・

ミミコウモリ ＋

ナナカマド ＋

ジソヨウイチヤクソウ ＋

ミヤマスミレ ・

ニッコウシダ ・

ミズナラ ＋

コイチヤクソウ ・

タニギキヨウ ・

ヒメイチケ ・

ノリウツギ ・

ツルアジサイ ＋

ハリギリ ・

コケモモ ・

コガネギク ＋

ミヤママタタピ 。

．ヨウラクツツジ ・

ゴゼンタチバナ ・

アカエゾマツ ・

ヤマドリゼマイ 1．2

イワノガリヤス ＋

ツリバナ ＋

ウスイロスケ ＋

ヨシ ＋

ツマトリソウ ･

ナガポノシロワレモコウ◇

ヤマアワ ・

チシマウスバスミレ ＋

ヒオウギアヤメ ＋

ミズゴケSpp. 1．1

醇苔類 5．5

３
３

．
＋
。
。
＋
・
。
。
・
・
。
。
。
。
。
。
。
。
・
・

３
３

３
１
３

。
・
・
・
＋
。
。
・
・
・
・
。
。
。
。
。
。
。
。
・

３
１
３３

１
１
１

。
。
＋
・
十
・
・
・
。
。
十
・
。
。
・
・
。
。
。
。

３
１
１
１

郷
十
十
十
十
・
十
・
ｏ
ｒ
・
・
＋
・
。
。
・
・
・
・

２
２

。
＋
・
・
◇
十
＋
＋
。
。
＋
・
＋
ｒ
・
。
。
。
。
・

２
２

１
１．
．
＋
・
＋
＋
＋
・
・
十
。
。
・
・
・
＋
。
。
◇
＋

１
１１

十
・
＋
。
。
＋
・
＋
・
ｒ
＋
・
・
。
。
。
。
。
。
・

１

１
１
１

１

．
。
。
。
ｒ
・
。
。
ｏ
ｒ
＋
ｒ
。
。
。
。
。
。
・
・

１
１
１

１

２
１
１
１
１

◇
・
・
・
・
・
＋
・
＋
・
＋
。
。
。
．
。
・
・
Ｏ
＋
・

２
１
１
１
１

３
１
２
１
１

。
。
＋
＋
ｒ
＋
。
。
。
。
＋
＋
・
・
。
。
・
・
。
。

３
１
２
１
１

１
１
１
１

＋
・
＋
・
＋
・
＋
＋
◇
ｒ
＋
＋
＋
。
。
。
。
＋
・
◇

１

１
１
１

１

１

＋
・
＋
ｒ
・
＋
・
＋
・
ｒ
・
十
・
。
。
＋
・
◇
＋
・

１

１

１
１
１

１

１

。
。
・
＋
・
・
＋
＋
心
。
＋
＋
・
・
＋
・
＋
・
＋
＋

１
１
１

１

１

１
１
１

１

。
。
・
ｒ
。
。
＋
＋
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帥
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lii) 160～260m区間〔表3-13, 14, 15]

本帯状区は第2砂丘の背後で，第3砂丘（もっとも風蓮湖側の砂丘）との間の低地のほぼ中央部の水

路までである。途中の200m付近に凸地が横切っている。

枯死木を含めた密度は1,480本/"で，海側の低地部の230本/"と比較するとはるかに高い。木本

層では枯死木が非常に多く，全本数の72妬が枯死している。とくにアカエゾマツでは82妬を枯死木が占

めている。

樹高の最大は枯死木でアカエゾーマツの14m,生立木でアカエゾマツの12wzである。胸高直径も同様に

アカエゾマツが大きく， アカエゾマツの相対優占度は95.2妬に達している。枯死木の樹高あるいは胸高

直径の頻度分布についてみると，いずれも枯死木のほうが大きい。枯死木では年数のたったものでは腐

朽が進行し，幹折れを生ずるため，樹高では2m未満の個体がもっとも多いが，胸高直径では6～12”

の枯死木が多い。

図3-9, 10より樹木の分布をみると，生立木は凸地部のみに分布が限られ，上層をアカエゾマツが

占め，下層にトドマツが多い。低地ではすべてアカエゾマツの枯死木であった。さらに枯死木は帯状区

の終点（低地中央部）に向かうにつれて密度が低下している。

林床植生では凸地でイワツツジが優占し，騨苔類・マイヅルソウなどが多い。低地部のうち，凸地

と第2砂丘の間ではヨシが優占し，ヤマアワ・ヤラメスケなどが出現する。一方凸地から低地中央部に

かけての部分では200～220m区間まではヤラメスケが優占し， ヨシ・オオウシノケグサなどが多いが，

220～260汎区間ではヒメウシオスケが優占し，エゾハコベ・ヤマアワ・ヨシなどがゑられる。以上の

ように低地部の植生は区間によって異なり， とくに220～260WZ区間ではヒメウシオスケ・エゾハコ

ベ・シバナなどの塩湿地植物が出現し，優占している。しかし現在アカエゾマツの枯死木の分布する第

2砂丘と凸地の間では塩湿地特有の植物の出現は認められなかった。

表3-13 Belt SY-2 160～260Wz区間樹高階別本数表
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３
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９
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６
～
７

４
グ
ー
５

３
～
４

２
グ
ー
３

1

1

2

・ 9(1)

･(1) 116D
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ハ
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』
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2⑮
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8⑱2⑫3(7) 1(4) 2(5) 。(1) 1(2) 。(3) ･ 2(1) 1(1) 1 。 。(1)21Total

（ ）内は枯損木を示す。

－66－



表3-14 Belt SY-2 160～260m区間胸高直径階別本数表

認
～
釦

30

I TbblBARD
32 “/紛紛

胆
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釦

釦
～
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羽

DBHt"
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吃
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皿

皿
～
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頤
～
咽

、
～
⑫

８
～
、

６
～
８

４
～
６

０
～
２

２
～
４

トドマツ 2 5 1(1) 1 。 。 ． 。 。 ． ． ． 。 。 9(1)4.7895.2

アカエゾマツ ・ 2(6) ．(4) 300 1(8) ･00 1(3) 。(4) ･(3) 。 2 1(2) ．(1) ．(1) 11600.19 3．9

ナナカマド 。(1) 。 1 ・ ・ ・ ． 。 ． 。 。 ． ． 。 1(1)0.04 0.9

2(1) 7(6) 2(5) 4⑩1(8) 。側1(3) 。(4) ．(3) 。 2 1(2) ．(1) ．(1)21"5011".0Total

表3-15 Belt SY-2 160～記0汎区間林床植生
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森林の構造を検討するために， アカエゾマツとトドマツについて距離と胸高直径との関係を図3－11

に示す。低地部では大半がアカエゾマツの枯死木で，幹折れしているものが多かったので，図では胸高

直径を示した。さらに図では生立木と枯死木を区別しなかった。

図からアカエゾマツとトドマツの分布についてみると， アカエゾマツは帯状区全体に分布しているの

に対して， トドマツでは第2砂丘上に大半が分布している。砂丘前後の低地にみられるトドマツは，い

ずれも凸地に分布が限定されている。胸高直径に注目すると， アカエゾマツでは，砂丘上のほうが湿原

部よりも胸高直径は大きい。また両種を比較すると， アカエゾマツはトドマツよりく高く，上層をアカ

エゾマツが，中・下層をトドマツが占めている。両種の胸高直径の差が大きいことから， アカエゾマツ

の立木密度の低下にともない，林床の稚樹が伸長し， アカエゾマツと置き換わりつつあるものと考えら

れる。中・下層でのアカエゾマツの分布をゑると，砂丘の下部の低地と接する部分でわずかに出現する

が砂丘上ではきわめてまれとなる。以上の結果は，砂丘上に成立したアカエゾマツは再度更新することが

できず， トドマツに置き換えられるものと考えられる。
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図3-11 Belt SY-2における距離と胸高直径の関係

アカエゾマツ(P#ceα咋航流）とトドマツ(46#es

8αc“"邦e73sj8）のみを示す。生立木と枯損木は区別

していない。

c) Belt SY-3 (5×55)77f[図3-12,表3-16, 17, 18]

本帯状区は低地から第3砂丘にかけて設定した。帯状区の基点はほぼ林分のはじまる地点で，終点は

第3砂丘の頂部の平均的な標高に達し，第3砂丘での標準的な林分にあたる。簡易測鼠の結果，帯状区

内の比高は2肌程度である。

Belt SY-3全体での立木密度は6,400本/",枯死木を加えると8,000本/"と非常に高い。図

から， とくに帯状区中央部の20～30肌付近での立木密度が高い。木本層での出現種は10種と多く，本数

ではトドマツが91本， 52冊を占め，ほかにナナカマド30本， 17妬， アカエゾマツ27本， 15冊が多い。相

対優占度ではトドマツが67.5妬で優占し， アカエゾマツも30.2%と高い。
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林床植生では，帯状区中央部の基点から25疵までの低地ではマイヅルソウあるいはイワノガリヤス・

イワツツジが優占し，ほかにツタウルシ・ヨシ・イワノガリヤスなどが出現し, Belt SY-2の湿地

の組成と比較すると，乾燥化が進んでいるものと考えられる。一方25mより上部の砂丘上では，騨苔類

が優占度4～5とほぼ林床を覆っており，ほかにヤマドリゼソマイ・コミヤマカタバミ ・イワツツジな

どが出現している。またトドマツ・アカエゾマツの稚樹（樹高1.3m未満）も比較的多い。

表3-16 Belt SY-3樹高階別本数表
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（ ）内は枯損木を示す。

表3-17 BeltSY-3胸高直径階別本数表
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表3-18 Belt SY-3林床植生
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・
・
・
＋
＋
・

３
１
１
１
２

１
１

１

。
・
・
・
・
・
・
十
・
・
・
＋
・
十
・
＋
・
・
・
・
・
・
・
＋
・
十

１
１

１

１

１

１

＋
十
・
・
・
・
・
＋
＋
・
・
＋
・
ｒ
。
＋
ｏ
ｒ
・
・
・
・
・
・
・
＋

１

１
１

２

１
１

１

１

１

十
・
・
・
・
・
・
・
＋
・
・
・
・
十
・
・
・
・
・
・
・
＋
・
ｏ
ｒ
。２

１
１

１

１

１

１
１
１
１
１
１

．
・
・
・
・
・
・
・
＋
・
＋
・
・
・
・
ナ
。
。
＋
ｒ
・
＋
・
十
十
・

１
１
１
１
１
１

２
１
１
１
１
１

＋
＋
・
・
・
十
・
・
・
・
・
・
ｒ
＋
・
・
＋
＋
・
・
＋
・
・
＋
・
・

２
１
１
１
１
１

２
１
２
・
１
１
１
２

＋
・
・
・
・
。
＋
・
・
・
十
・
・
＋
・
十
・
・
＋
・
＋
。
。
・
・
・

２
１
１
１
１
１
２

１
２
２
１
１

。
。
＋
・
十
十
十
十
・
＋
十
十
・
＋
・
・
・
＋
＋
・
・
・
＋
＋
・
・

１
２
１
１
１

３
１
３
１

．
．
＋
・
＋
十
十
十
・
十
＋
十

３
１
３
１

1．1

3．3

＋

1．2

1．1

1．1

＋

2．2

1．1

＋

1．2

1．1

十

十

1．1 2．2

＋
＋r

ｒ
ｒ

＋ ＋ ＋

＋
＋
＋
＋
＋
＋
＋

＋

＋

1．1

＋
十
十 r

＋
十 ＋

ｒ
・
・
・
＋

・
・
ｒ
ｒ
・
＋

。
。
ｒ
ｒ
・
＋１

。
ｒ
・
・
十
・１

＋

十
・
＋

十
十
十 ＋

＋ ＋

● ＋

＋

1．1 1．1 1．1 5．5 4．4 5．5 5．5 5．5 5．5 5．51．1
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樹高4m以上の個体の樹冠を示すb

Belt SY-3における距離とアカエゾマツとトドマツの胸高直径の関係を図3-13に示す。 Belt

SY-3ではアカエゾマツは砂丘上には分布せず，上層もトドマツにより構成されている。春国岱での

砂丘の形成は，風蓮湖側から進行し， より古いものと考えられており， もはやトドマツに置き換わった

状態と考えられる。
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（3） ハンノキ林

風蓮湖の湖畔あるいは河川流域の森林群落としては，ハンノキ林があげられる。ハンノキ林は湖畔お

よび各河川の流域一帯に広く分布しているが，公園内に限定するとその分布は少ない。今回はヤリムカ

シ付近（位置は図3－4）に帯状区を設定した。

a) Belt YR-1 (5×釦)77f (図3-14,z3-19,20,21)

本帯状区は風蓮湖の西岸につきだした半島の先端部ヤリムカシで，風蓮湖湖畔に位圏している。

総本数25本のうち，ハンノキが12本， 48冊を占めており，ほかにヤチダモ・ノリウツギが出現する。

相対優占度ではハンノキが83.3筋と高い値を示している。樹高の分布では樹高7腕以上の上層はハンノ

キとヤチダモからなり，下層をヤチダモ・ノリウツギが構成している。

林床植生では，いずれの区間ともヨシが優占度5と完全に林床を覆っており， ミゾソバ・イワノガリ

ヤスの優占度・出現頻度が高い。ほかにエゾシロネ・オオマルバノホロシ・ヤチダモなどが出現してい

る。

表3-19 BeltYR-1樹高階別本数表

Height(77z)

Species

２
～
３

３
～
４

４
～
５

５
〃
～
６

６
～
７

８
～
９

７
～
８

９
～
叩

Total

ギ

キ
モ
ッ

ノ
ダ
ウ

ソ
チ
リ

ハ
ヤ
ノ

｡(1) 。 3

● ● ●

12(1)

7

6

５
４
●

4

●

●

2

●

1

6 ● ●

Total 6 2 1 ・(1) 。 3 9 4 25(1)

（ ）内は枯損木を示す。

表3－釦BeltYR-1 胸高直径階別本数表

DBH(cm)

Species

２
～
４

４
～
６

６
～
８

８
～
蛆

０
～
２

１
１

２
～
４

１
１

６
～
８

１
１

昭
～
卯

４
〃
～
６

１
１

釦
～
型

配
〃
～
型

配
～
詔

型
～
妬

Total BA

（旅/花α）
RD

(妬）

。(1)

1

●

12(1)

7

6

4

●

83.3

17.6

1．1

4●

2 ．

● ●

の
色
１
斗
●

20.28

4．39

0．27ギ

キ
モ
ッ

ノ
ダ
ウ

ソ
チ
リ

ハ
ヤ
ノ

1 ． 1●

● ● ● ●

●
ロ
Ⅱ
４
●

●
●

１
１

１
５

6 2 ・ 1(1) 1 2 4 4 3 ・ 1 ・ 1 25(1) 24.93 100.0Total
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表3-21 BeltYR-1 林床植生

Distance(m)

Species

０
～
５

５
～
、

、
～
喝

釦
～
躯

５
～
０

１
２

躯
～
鋤

F

Ｖ
Ｖ
Ｖ
Ｖ
Ｖ
Ｖ
Ｖ
Ｖ
Ｖ
Ｖ
Ｖ
Ⅳ
Ⅳ
Ⅳ
Ⅳ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ｉ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅲ
Ⅱ
１
１
１

５
３
２

．
．
・
＋

５
３
２

５
３
２
１

。
・
・
＋
・
＋
＋
＋
十

５
３
２
１

５
３
２

．
．
・
・
＋

５
３
２

５
３
３
１

。
。
・
・
＋
＋
＋
＋
＋
＋
＋
＋
＋
＋
＋

５
３
３
１

５
３
２
１

．
・
・
＋
＋
・

５
３
２
１

５
３
３

．
．
．
＋
・
＋
・
・
＋
十
・
。
。
十
十

５
３
３

ヨシ

ミゾソバ

イワノガリヤス

ナガバツメクサ

エゾイラクサ

オオマルバノホロシ

エゾシロネ

ハソゴソソゥ

ミ ミコウモリ

ニッコウシダ

オカトラノオ

セリ

ザゼソソゥ

キツリフネ

チシマアザミ

ヤチダモ

ハソノキ

マイヅルソウ

スケsp･

コウライテンナンショウ

オオヤマフスマ

オオバタチツボスミレ

キクムグラ

エゾニワトコ

タチギポウシ

エゾリンドウ

シロネ

ヤマドリゼンマイ

エゾメシダ

ヒオウギアャメ

ノリウツギ

ナガポノシロワレモコウ

ウマノミツバ

ェゾイヌゴマ

マルバトウキ

１

＋
＋
。
。
＋
＋
＋
＋
＋
＋

１

１

１

．
＋
＋
＋
＋
＋
＋
＋
＋
＋
・
＋
＋
＋
十
十
・
・
＋
＋
十

１

１

＋
＋
＋
十＋

＋

＋

１
．
＋
＋
・

１

＋

●

●

●

。
＋
十

● ●

●

＋●

●

＋

十・2 ● ●

●
●
●

● ● ●

●

１

．
．
十
・
・
＋
・
・

１

●

＋
＋
＋

。
＋
＋

●

●
●

1．1

＋

●
●

＋
＋

●

＋● ● ●

植被率（筋）

出現種数

95

15

５
３
９
２

95

17

95

19

95

17

95

13
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図3-14 BeltYR-1 (5×30)旅ハンノキ林

（4） ミズナラ林

他の広葉樹林としては， ミズナラを主体とする二次林的な森林が広く分布している。今回は海岸地域

の森林として特異な景観を呈している風蓮湖北部の走古丹付近で帯状区調査を行なった。

a)Belt HS-1 (5×30)'7f [図3-15,表3-22,23,24]

本帯状区は走古丹の集落の手前付近で，海岸沿いの道路の内陸側に広がる樹林のうち，海側のへりに

近い位置に設定した。

BeltHS－lでの立木密度は3,800本／孔αと高い。構成樹種は8種と多く，本数ではミズナラが23

本， 40冊ともっとも多く，ほかにダケカンバが15本， 26妬と多く，エゾイタヤ・シラカソバなどが出現

する。相対優占度ではミズナラが59.8冊と優占しており，エゾイタヤ・シラカソバ・ダケカンバの順で

大きい。

樹木の大きさをみると，最大の値は樹高が9m,胸高直径が24"Iと比較的小さい個体から構成されて

いる。海側林縁にあたる起点付近では樹高がやや低く， カンパ類が多いのに対して，終点付近では， ミ

ズナラが多くなるとともに，樹高も増大している。

林床植生では，全区間でホソバヒカケスケ・ ミヤマザクラ・エゾイタヤなどが比較的多い。区間ごと

に承ると基点付近（もっとも海側の部分）ではススキが多く，帯状区の海側のススキ草原に連続してい

る。
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表3-22 BeltHS-1 樹高階別本数表

Height(m)

Species

２
１
３

３
１
４

４
１
５

５
１
６

６
１
７

７
１
８

８
１
９

Total

ミズナラ

エゾイタヤ
シラカンバ
ダケカンバ

エゾヤマザクラ

ミヤマザクラ

エゾノコリンゴ

エゾノバッコヤナギ

１１１●
○
日
且
●
の
〃
』

ｊｌｉ３
８
７
５
１
１
１
１

２
１

８
３
１
０１

2 ４
１
２
１

６
２
３
２

2

1

。
■
＆
●
○
日
ユ

１
１

１
１

Total 4 3(1) 10 22 13 3 2 57(1)

（ ）内は枯損木を示す。

表3－躯BeltHS-1胸高直径階別本数表

DBHb"

Species

０
１
２

２
１
４

４
１
６

６
１
８

８
１
ｍ

０
１
２

１
１

２
１
４

１
１

４
１
６

１
１

６
１
８

１
１

８
１
０

１
２

釦
ｌ
配

22

I Total BA
24 (77f/絶α）

RD

(％）

ミズナラ

エゾイタヤ

シラカンバ

ダケカンバ

エゾヤマザクラ
ミヤマザクラ

エゾノコリンゴ

エゾノパッコヤナギ

１
２
１
１
１
１

２
１
１
９

1 ４
３
１
１

１１く３
８
７
５
１
１
１
１

２
１

１１１４
．
２
４

3 2 2
● ● ●

1 1●

2 1 ・ 1

1 ． 1 ・

15.44

4．80

2．83

2．17

0．05

0．02

0．26

0．26

59．8

18．6

10．9

8．4

0．2

0．1

1．0

1．0

１
１

Total 1 7 13 12(1) 9 3 3 3 3 1 1 1 57(1) 25.83 100.0
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表3-24 BeltHS-1 林床植生

Distance (77z)

Species

０
～
５

５
〃
～
、

、
〃
～
巧

５
～
０

１
２

釦
～
躯

記
～
釦

F

ホソバヒカゲスケ

アキカラマツ

イワノガリヤス

ツリガネニンジン

ノハナショウブ

ナガボノシロワレモコウ

エゾイタヤ

ミズナラ

コガネギク

ツマトリソウ

コケモモ

エゾノコリソゴ

ネムロブシダマ

ミヤマザクラ

オオヤマフスマ

イヌツルウメモドキ

ススキ

ヤナギタソポポ

'、マナス

フタバハギ

タチギポウシ

エゾトリカブト

ヨブスマソウ

チシマアザミ

エゾカワラマツバ

ハリギリ ‘

エゾタツナミソウ

カシワ

スギナ

ェゾォォャマハコベ

エゾカワラナデシコ

キソミズヒキ

ヒロハゥラジロヨモギ

オトギリソウ

エゾフユノハナワラビ

エゾヤマザクラ

クロミサソザシ

マルバトウキ

エゾゴマナ

オオバセソキュウ

コマユミ

イチヤクソウ

ダイコソソウ

ノコギリソウ

ラン科印．

３
１
１
２
１

．
＋
・
・
・
・
＋
＋
＋
＋
＋

３
１
１
２
１

３
２
１
２
１
１
２
１
１
１

．
．
＋
・
・
・
＋
＋
・
＋
．
＋
十
・
＋
＋
・
＋
＋
＋
＋
十
・

３
２
１
１
１
１
＋
１
１
１

３
１
２
２
２
１
１
２

．
．
．
＋
・
＋
。
＋
・
＋
＋
・
＋
・
十
・
・
＋

３
１
１
１
２
１
１
２

３
２
２
１

．
＋
・
十
・
・
＋
・

３
２
＋
１

４
２
１
２
１
１
２
１
１
１

．
＋
・
・
・
・
。
＋
＋
＋
・
・
・
・
・
＋

４
１
１
１
１
１
．
＋
１
１
１

Ｖ
Ｖ
Ｖ
Ｖ
Ｖ
Ｖ
Ｖ
Ｖ
Ｖ
Ｖ
Ｖ
Ｖ
Ｖ
Ⅳ
Ⅳ
Ⅳ
Ⅲ
Ⅲ
Ⅱ
Ⅲ
Ⅱ
佃
Ⅱ
Ⅲ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ

４
１
１
１
１

．
．
＋
・
・
＋
＋
・
＋

４
１
１
１
１

＋

＋

1．1

1．1

2．2

●

＋

２
３

。
＋
・

＋
３

３

．
．
＋
十
・
＋
＋
・

３

＋

＋
・
・
＋
＋
＋

●
●
● ．

・
・
＋
・
十
・
＋
＋
・

＋
・
・
＋
・
・
・

●

●

●

＋

●

●

●

＋ ＋

十
・
十
・
・
＋
＋
＋
＋
十
・
・
・
・
・

＋

●

●

●

0

●
●
●
●

＋
＋

●
●

●

●
● ●

●

●

●

●

＋

。
＋
＋

●

●
●
●

。
。
＋
＋
＋
＋
・
・

●

●
●
●
●
●
●
●

●
●
●
●
●
●
●

●

。
。
＋
＋
＋
＋

●

●
●

●
●

●

植被率（冊）
出現種数

90

23

80

14

90

19

90

30

80

20

90

23
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3． 温根沼・長節湖地区

（1） 植生の概況

本地区は温根沼・長節湖を取り囲む形で公園地域が設定されており，それぞれ独立している。

温根沼一帯では，標高が低いにもかかわらず，針葉樹林が発達しており，林床ではササ類の発達が悪

い。この針葉樹林はアカエゾマツ林とトドマツ林に区分される。アカエゾマツ林は温根沼湖岸と河川の

流域の低地に分布し， とくにオソネペツ川本流一帯によく発達しており，公園外まで広くのびている。

舘脇（1944）によると， これらアカエゾマツ林はアカエゾマツーヨシ群，アカエゾマツーコケモモ群，

アカエゾマツーミズバショウ群に区分され，湖畔から丘陵に向かって配列している。 トドマツ林は丘

陵地に分布している。一般的には林床は，ササ類を欠き辞苔類や半陰地植物をみるが，スズに覆われて

いる部分もゑられ，公園内では温根沼の北東部の丘陵地に分布している（舘脇・三角， 1957）。

草原は湖畔一帯に分布しており， ヨシを主体とする湿原となっている。塩湿地植生は，湖口部付近，

オンネペツ川河口部でその規模が大きく，シバナ群落， ヒメウシオスケ群落が認められる。

一方長節湖周辺では広葉樹の比率が高くなり，丘陵地は針広混交林に覆われている。海岸線沿いの段

丘にはミヤコザサからなる海岸草原とミズナラの風衝林分が分布している。湖畔はヨシースケ類群落と

なっており，湖水の流出部付近にはヤラメスケーツルコケモモ群落が分布し， ミズナラのプルトが認め

られる（新庄， 1980, 1984）。

（2） 帯状区調査

今回は湖畔とそれを取り囲む丘陵部で帯状区調査を行なった。調査区の位置を図3－16に示す。

夢

､ 粥

、

鑿
、

紗

図3－16温根沼地区調査区位置図
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a) BeltON-1 (5×釦)'7f [図3-17,表3-25,26,27]

本帯状区は温根沼の南東側の丘陵の末端部，標高約10mの地点である。調査地一帯は国有林で，温根

沼周辺では平地の針葉樹林の比較的残されている地域で，針葉樹の混交比率が高く，蓄積も大きい地域

であるが，近年部分的に伐採がなされている。

BeltON-1での総本数は"本（立木密度は1.600本/fc)で， トドマツが10本, 42%,アカエゾ

マツが7本， 29妬とぬきんでて多い。相対優占度についてみるとトドマツ52.8妬， アカエゾマツが36.9

妬で， トドマツ・アカエゾマツ林である。両針葉樹をあわせると相対優占度は89.7妬と大半を占めてい

る。樹高の分布をみると，樹高の最大はアカエゾマツの22腕で， トドマツとアカエゾマツでは樹高の分

布に大きな差はないが， アカエゾマツでは樹高20～21WZ階にモードがあり，樹高15m以上の上層個体が

多く，中・下層の発達が悪い。また胸高直径では，アカエゾマツで大きな個体の多い傾向がある。

林床植生では，植被率が30～90筋と幅が広く，区間により降苔類の優占する区間もあるが，決定的な

優占種を欠く場合も多い。騨苔類のほかには， シラネワラビ・ヤマドリゼンマイ・ツルツケ・マイヅル

4

ソウ・ツタウルシなどが比較的多い。
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図3-17 BeltON-1 (5×30)㎡ トドーマツ・アカエゾーマツ林
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表3-25 Belt ON-1 樹高階別本数表

2021

1 リ

21 22

22

I Total

24

18 19

リ リ

1920

７
～
８

１
１

５
～
６

１
１

６
～
７

１
１

４
～
５

１
１

０
～
１

１
１

２
～
３

１
１

３
～
４

１
１

Height(m)

Species

７
～
８

８
～
９

９
～
、

１
㎡
１
２

１
１

６
～
７

５
～
６

３
〃
～
４

４
〃
～
５

ｊｌく０
７
１
３
２
１

１。
■
ふ
○
日
４
●
●
●
●

１
且
●
●
●
●
●

⑰
色
Ｑ
Ｊ
●
●
●
●

●
●
↓
日
ユ
●
●
●

《
記
》
●
●
●
●
●

勺
０
《
●
●
●
●
●

１
▲
●
●
●
●
。
Ⅱ
《

●
口
且
●
●
●
●

●
●
●
●
●
●

●
１
△
●
●
の
〃
』
●

●
●
●
●
●
●

●
●
●
●
●
●

●
●
●
●
●
●

１１く
●
●
●
●
●
●

●
●
●
●
●
●

も
■
４
●
●
●
●
●

●
●
●
●
●
●

●
●
●
●
●
●

●
●
●
つ
日
晶
●
●

●
ロ
■
＆
●
の
〃
色
●
●

ツマ
ｆ
、

ッ
ゾ
シ
モ
ラ

跨
奉
劫
封
恋
毒

卜
ア
ダ
イ
ア
ミ

3 。 1 2 1 3 1 5 1 2 24(1)3 1 。 。 1 ． ．(1) 。Total

（ ）内は枯損木を示す。

表3-26 Belt ON-1 胸高直径階別本数表

DBH@mO

Species

36

I TotalBARD

38 （?'"絶α)(冊）

型
～
妬

2628

1 1

2830

釦
～
犯

詑
～
認

釦
～
理

2224

リ 1

2426

昭
～
釦

8 10

1 1

10 12

14 16

1 1
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１
１

６
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２
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７
１
３
２
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７
５
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０

①
●
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●
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２
６
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２

５
３
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1．39
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４
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〃
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●
１
４
●
●
●

ハ
ク
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●
●
●
●
●

●
●
●
●
●
●

●
１
▲
●
刊
且
●
○
Ｏ
４

ｊｌｉ
●
Ｃ
■
ユ
●
●
●
●

Ｑ
日
＆
●
●
●
勺
０
《
●

●
●
●
●
１
ユ
●

●
●
●
。
■
ユ
●
●

●
●
●
●
●
●

■
１
且
●
●
●
●

●
●
●
こ
■
ユ
●
●

ツマ
ｆ
、

ツ
ゾ
シ
モ
ラ

マ
エ
カ
イ
ダ
ナ

ド
カ
ケ
チ
オ
ズ

ト
ア
ダ
イ
ア
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● ● ●

●

● ●

1 1 ・ 1 1 2 1(1)3 ． 2 3 ・ 2 2 1 ・ 1 3 24(1) 67.51100.0Total
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表3-27 BeltON-1 林床植生

Distance(m)

Species

０
～
５

５
～
皿

０
～
５

１
１

巧
～
釦

釦
～
あ

溺
～
釦

F

ツタウルシ

解苔類
シラネワラビ

ツルツゲ

ヤマドリゼソマイ

ツルアジサイ

マイヅルソゥ

コミヤマカタバミ

トドマツ

トガスグリ

チシマアザミ

ミ ミコウモリ

アオダモ

イワノガリヤス

コヨウラクツツジ

地衣類
イワツツジ

ナナカマド

オシダ

イチイ

エゾオオサクラソウ

オガラバナ

コガネギク

ノリウツギ

トウケシバ

ルイヨウショウマ

ヤマブキショウマ

ダヶヵソバ

ミヤママタタビ

ヒロノ、ノツリバナ

ハリギリ

ミヤマタニタデ

スケSp･
タラノキ

ゴゼンタチバナ

ミヤマワラビ

エゾイチゴ

ケヤマグ、ソノキ

クルマバツクバネソウ

アカエゾマツ

ャブニソジン

レソプクソウ

ザゼンソウ

ミヤマスミレ

ヒメイチゲ

ヒメミヤマウズラ

１
２
２
２
１
２
１

．
．
．
．
＋
＋
＋
＋
＋
◇
＋
＋
＋
＋
＋
・
＋
。
＋
＋
＋
＋
＋
＋
＋
十
・

１
１
２
２
１
＋
１

1．1

1．2

2．2

1．2

1．2

十

1．1

＋・2

＋

●

十

Ｖ
Ｖ
Ｖ
Ｖ
Ｖ
Ｖ
Ｖ
Ｖ
Ｖ
Ｖ
Ｖ
Ｖ
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Ｖ
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Ⅳ
Ⅳ
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Ⅲ
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Ⅱ
Ⅱ
Ｉ
Ｉ
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１
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１
２
１
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．
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・
・
＋
＋
＋
＋
・
＋
十
十
十
・
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・
・
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１
３
２
１
１
１
＋
＋

２
４
３
１

●
●
●
●

２
４
３
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１
３
２
２
１
１
２

．
．
．
＋
・
・
・
＋
＋
＋
＋
＋
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＋
＋
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・
＋
＋
＋
・

１
２
２
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１
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＋
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．
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十
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１
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＋
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十
・
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＋
＋
＋
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＋
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＋
・
・
・

１

＋

＋
＋

２
＋
・
＋
・
・
・
・
。
＋
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＋
＋
・

十

●

＋

＋

＋
＋
＋

＋

● ＋
・
＋

１

十
十
・１

●
●

＋

●

＋

＋
＋
＋

＋・2

●

●

＋

●

＋
＋ 十・2

●十 ●

．
＋
＋
・
・

●

＋

●

．
・
・
＋
＋
＋
＋
＋
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＋

＋
十
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●
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●
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●
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●

●

●

植被率（妬）
出現種数

50
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釦
配

40

19

70

22

90

27

30
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－80－



b) BeltON-2 (5×釦)''f [図3-18,表3-28,29,"]

本帯状区は, BeltON-1を設定した丘陵の下部の湖畔沿いの低地で，丘陵よりの比較的発達した

林分に設定した。

総本数33本位木密度は2,200本／鋤のうちアカエゾマツが本数で23本, 70%を占めており， さら

に相対優占度では96.8冊と高く， トドマツ・ナナカマド・イチイが出現するものの，ほぼアカエゾマツ

からなっている。樹高の最大は19疵で， 10戒以上の上層をアカエゾマツが構成し， トドマツの最大樹高

は8mである。 5m以下の下層ではトドマツの方が多くなる。胸高直径では一層その差が大きくなり，

トドマツはいずれも胸高直径1"耐以下とアカエゾマツよりも小さい。

林床植生では騨苔類を含めた植被率はいずれの区間も95妬と完全に林床を覆っている。騨苔類がいず

れの区間とも優占度5となっており，ほかにミズバショウ・ゴゼンタチパナ・ヤマドリゼンマイ・コヨ

ウラクツツジなどが多い。
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図3-18 BeltON-2 (5×30)㎡ アカエゾマツ林
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表3-28 BeltON-2樹高階別本数表

Height伽）

Species

８
～
９

咽
～
四

６
～
７

７
～
８

７
グ
ー
８

１
１

四
～
釦

２
～
３

３
～
４

４
～
５

５
〃
～
６

９
〃
～
加

、
～
、

５
～
６

１
１

６
～
７

１
１

２
～
３

１
１

３
～
４

１
１

４
～
５

１
１

１
～
２

１
１

Total

2 1(1)3●

● ● ● ●

● ● ● ●

● ● ● ●

23(5)

7(2)
1

2

ツ

マ
ド

ゾ
ッ
マ

エ
マ
カ
イ

カ
ド
ナ
チ

ア
ト
ナ
イ

2(1)3
3 ・

1(1)1(1)1 3 1

3(1) 。(1) 。 1 ．

。 。 1 ． 。

1 ． 2 。(1)1 1●

● ● ● ● ● ● ●

1 ・ 1 ● ● ●

Total 6(1)3 5(2)1(2)2 4 1 ・ 1 ° 2 ・(1)1 1 ・ 2 1(1)3 33(7)

（ ）内は枯損木を示す。

表3-29 BeltON-2胸高直径階別本数表

DBH")

Species

42

I Total BA
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鋤
～
躯

記
～
鋤

記
～
調

記
～
㈹

８
～
０

１
２

釦
～
理

湖
～
配

配
～
鍋

鋤
～
犯

蛇
～
割

弧
～
調

８
～
加

４
～
６

１
１

６
～
８

１
１

理
～
割

６
～
８

０
～
２

１
１

２
～
４

１
１

２
～
４

４
～
６
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“）

1 ． 2 1 23(5)

。 ｡ 。 。 7(2)

。 。 。 。 1

・ ･ ・ ・ 2

８
０
８
６

ｑ
●
●
■

妬
２
０
０

52.17

1．05

0．42

0．24

3 ．（1） 。(1) 2 3 ｡ 1 ・ 】 。 。(】）ツ

マ
ド

ゾ
ツ
マ

エ
マ
カ
イ

カ
ド
ナ
チ

ァ
ト
ナ
イ

・ 5(1) 1(1) 3

3 1 2(2) 1

・ ・ 。 】

1 ・ 1

Total 4 6(1) 4(3) 5 3 ．(1) 。(1) 2 3 ． 1 。 1 ． 。(1) 。 。 】 ・ 2 1 33(71 5388 1”.0

表3－釦Belt ON-2林床植生

Distance(m)

Species

記
～
犯

５
～
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釦
〃
～
溺

０
～
５

０
～
５

１
１

巧
～
釦
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Ｖ
Ｖ
Ｖ
Ｖ
Ｖ
Ｖ
Ｖ
Ｖ
Ｖ
Ｖ
Ⅳ
Ⅲ
Ⅲ
Ⅲ
Ⅲ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ｉ
Ｉ

５
２
２
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●
●
●
●

５
２
２
１

５
３
２
１
２

．
．
．
．
＋
＋
＋
＋
＋
・
・
・
・
・
十
・
＋
＋

５
３
２
１
２

５
１
１
１
１
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２

．
．
．
＋
・
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＋
＋
十
・
・
・
・
＋
＋
＋
・
・

５
１
１
１
１
１
２

５
２
１
１
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２

．
．
・
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・
＋
＋
＋
＋
＋
・
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５
２
１
１
１
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1．1

2．2

＋
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＋

●
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十

５
３
１
１
１

．
．
．
．
十
・
十
十
十
十
・
＋
＋
＋
・
・

５
３
１
１
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辞苔類
ミズバショウ

ゴゼンタチバナ

イワシツジ

ツルツゲ

アカェゾマッ
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マイヅルソウ

トドマツ

地衣類
コヨウラクツツジ

ヤマドリゼソマイ

スケsp･
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イチイ

ヒメイチゲ

ケヤマハソノキ
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＋ ●
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95
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4． 落石岬

（1）植生の概況

落石岬ではサカイツツジの自生地が天然記念物に指定されており，それを囲むようにアカエゾマツ林

が分布しており，それらが一体となって独特な植物景観を形成している。落石岬については田中(1975),

新庄（1984）による調査例があり，以下その結果にもとづいて述べる。

サカイツツジはホロムイスケーミズゴケ群落を中心に自生している。サカイツツジのほかにはヤマド

リゼンマイ．イソツツジ．ツルコケモモ・モウセンゴケ●ホロムイツツジ・ヤチヤナギ・クロミノウグ

イスカグラ．マルバシモツケ．ヌマガヤなどが混生し， ワタスケが叢株を形成する。さらに大きなミズ

ゴケのブルトの上にはハナゴケ・スギゴケ・ガンコウラン・コケモモ・エゾゴゼンタチバナ・クロマメ

ノキなどをともなう。

アカエゾマツ林では解類型， シダ型， スケ型， ヌマガヤ型， ミズバショウ型，低木類型が認められ

る。藤類型あるいはミズバショウ型の林床ではタカネナナカマド・ハイイヌツケ･コヨウラクツツジ

などの低木類とともに， コケモモ・ツルコケモモ・マイヅルソウ・イチヨウラン・ リンネソウ・イワツ

ツジなどがゑられる°

アカエゾマツ林の周囲は，ダケカソバ林， ミヤマハンノキ林あるいはシラカンバーケヤマハンノキ林

が点在し，台地のへりにかけてはミヤコザサに覆われた海岸草原となっている。

（2）帯状区調査結果

今回はサカイツツジの自生地である湿原からアカエゾマツ林への植生の変化を明らかにするために2

帯状区を設定した。調査区の位置を図3－19に示す。
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蕊 十
沙

O l km

石
”

図3－19落石岬調査区位置図
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a) BeltOC-1 (5×100)''f [図3－釦,21 ,表3-31 ,",33]

落石岬の植生は，サカイツツジの自生地である高層湿原をアカエゾマツ林が西に開いた馬蹄形に取り

囲んでいる。 （現存植生図参照）本帯状区は北側の部分で林帯にほぼ直角に，湿原からアカエゾマツ林

にかけて設定した。

BeltOC-1全体での樹種構成を象ると，総本数139本のうち， アカエゾマツが108本, 78妬を占

め， ノリウツギ・ナナカマドがそれぞれ12本， 11本とついで多い。相対優占度ではアカエゾマツが88.4

妬と優占している。本数では2本しか出現しないトドマツは，相対優占度10.8妬とアカエゾマツについ

で多く， これﾙまトドマツはいずれも帯状区の終点に近い位置に出現する大径木からなっていることによる。

BeltOC-1の樹冠投影図を図3-20, 21に示す。図より，森林の構造が帯状区内で大きく変化し

ていることが認められる。すなわち，起点から5～10mと27m付近には樹高2加前後の小さなアカエゾマ

ツが小島状に分布している。35加付近からは密度が高くなり，相観的にアカエゾマツ林となる。このう

ち35～60加区間では樹高4～8mと低いアカエゾマツが高密度で，中・下層を欠き，樹高のそろった林

分となっている。さらに周辺部に向かうとともに樹高が増加し，最大14沈に達する。この樹高は落石岬

での発達したアカエゾマツ林の樹高の平均的な値である。70加付近からは立木密度が著しく減少すると

ともに下層が形成され， とくに65～85"区間では上層林冠を欠き，樹高2疵程度のアカエゾマツが高い

密度で認められる。

林床植生をぷると， 0～30加区間は小島状にアカエゾマツが分布しているが，相観的には草原であり，

ホロムイツツジ・ホロムイスケ・ヌマガマ・ヤチヤナギ・ ミズゴケ類がゑられ，サカイツツジはこの区

間のみに出現する。30～45淋区間ではコケモモ・ガンコウランの量が多くなり， 45沈からは蘇苔類が優

占し，ほかに森林性のオオミズゴケやホソスケ・ ミズバショウが多く出現するようになり， さらに70m

からはシラネワラビ・マイヅルソウが多くなる。

0 釦、

図3-20 BeltOC-1 (5×100) 77f O～50m区間
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50 100m

図3-21 BeltOC-1 (5×100)㎡50～100況区間

表3-31 Belt OC-1 樹高階別本数表

Height(17z)

Species

２
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５
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６

３
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７
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８
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２

４
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６
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９
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０
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１
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１
１

皿
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１
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皿
～
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●

9

4

9(3) 6(2)17 17 11(1) 6
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３
４
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３
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●
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●

Total 33 26(5)11(3) 7(2)17 17 11(1) 6 3 4 2 2 139⑪

（ ）内は枯損木を示す。

表3-32 BeltOC-1 胸高直径階別本数表
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表3-33 Belt OC-1 林床植生

Distance(m)

Species
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以上の変化は，全体として密接に関連しているので，木本層については帯状区を10疵ごとに区切り，

各区間における最大樹高・最大胸高直径・立木密度・胸高断面積合計および樹高の頻度分布を，草本層

については帯状区を5皿ごとに区切り （ただし0～5疵の区間はO～2m, 2～5mに区切った) ,主

要な出現種の優占度を示す。
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図3-22 BeltOC-1における森林の変化
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b) BeltOC-2 (5×30）"f 〔図3-23,表3-34,35,36]

本帯状区はアカエゾマツ林のうち南側の部分である（図3－19）。

立木密度は2,300本／“で，すべてアカエゾマツのみからなっている。樹高の最大は8mとBeltOC

-iより低いとともに，広い範囲に分布している｡胸高直径の最大は20mで，樹高と同様に広い範囲に分

布している。図3－23でゑるように，林冠の欠けている部分の面積が広く， また上層木での枯死や先端

部の枯損が顕著である。

林床植生では，全体をとおしてワタスケが優占しており，酵苔類も多い。ほかにはヌマガヤ・ホロ

ムイスケ・ ミズバショウ・コケモモなどがよく出現する。組成的には, BeltOC-1での湿原部とア

カエゾマツ林の林床植生の中間的な組成を示している。

落石岬のアカエゾマツ林は,BeltOC-1でみたように一層林となる場合が普通であり, BeltOC-

2はまれな例である。帯状区全体では，樹高30～200”の稚樹が4,900本／他の密度で認められ，なん

らかの原因で破壊を生じ，再生しつつある林分と考えられる。
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図3-23 Belt OC-2 (5×30) ??f

表3-34 BeltOC-2樹高階別本数表

Height(wa)

Species

２
～
３

７
～
８

３
〃
～
４

４
～
５

６
～
７

５
～
６

Total

アカエゾマツ 3 5(1) 10(1) 6(1) 6 4(1) 34(4)

（ ）内は枯損木を示す。
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表3-35 BeltOC-2胸高直径階別本数表

DBHb2)
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～
８

８
～
、

０
～
２

１
１

２
～
４

１
１

４
～
６

１
１

６
～
８

１
１

咽
～
卯

ntal BA

67f/"

アカエゾマツ 5 5(2) 4 8(1) 6 1 4 1(1) 34(4) 22.43

表3-36 BeltOC-2林床植生

Distance(m)

Species

０
～
５

５
～
、

０
～
５

１
１

巧
～
釦

釦
～
弱

お
～
鋤

F

３
１
２
２
２
３
２
２

．
．
．
．
．
・
・
・
＋
・
＋
＋
＋
＋
＋
＋

３
１
１
２
１
３
１
＋

ワタスゲ

ヌマガヤ

ホロムイスゲ

ミズバショウ

コケモモ

酵苔類
イソツツジ

ゴゼンタチバナ

ツルツケspp.
ミズゴケ

コヨウラクツツジ

ツルコケモモ

チシマアザミ

マイヅルソゥ

コガネギク

ナガポノシロワレモコウ

アカエゾマッ

ミヤマナナカマド

ウスバスミレ

地衣類
ヤマドリゼソマイ

ミヤコザサ

モゥセンゴヶ

ケヤマハソノキ

ヒオウギアャメ

ヨシ

"、ソノキ

スケsp･
ノハナショウブ

イワノリガリヤス

スノキ

ヒロハノツリバナ

ミ ミコウモリ

フタバラン

ナナカマド

ガンコウラン

ヤチヤナギ

４
２
２
２
２
３
２
１
２

。
・
・
・
・
・
・
・
＋
＋
＋
＋
＋
＋
＋
＋
十
十
十
・
＋
＋
＋
十
・

４
＋
１
２
１
２
１
１
１

３
２
２
１
２
２
２
１
１
２

．
・
・
・
・
・
・
・
・
・
＋
＋
・

３
１
１
１
１
２
１
１
１
１

Ｖ
Ｖ
Ｖ
Ｖ
Ｖ
Ｖ
Ｖ
Ｖ
Ｖ
Ｖ
Ｖ
Ｖ
Ｖ
Ｖ
Ｖ
Ｖ
Ｖ
Ｖ
Ⅳ
Ⅳ
Ⅳ
Ⅳ
Ⅲ
Ⅲ
Ⅲ
Ⅲ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ｉ
Ｉ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ

３
２
２
１
２
３
２
１
１
２
１
２

。
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
＋
＋
＋
＋
＋
＋
＋
・
・

３
１
１
１
１
２
２
１
１
１
１
１

３
３
２
１
２
３
２
１
２
２

．
．
．
．
．
・
・
・
・
＋
＋
・
＋
＋
＋
＋
十
十
＋

３
２
１
１
１
２
１
１
＋
１

４
２
３
１
２
３
３
１
２

．
・
・
・
・
・
・
・
＋
・

４
１
２
１
１
２
２
１
＋

１

２
２
３
１
２

．
＋
＋
＋
＋
＋
＋
・
・
・
＋
＋
・
＋
・
＋
＋
＋
・
・
・
・

１

＋
＋
２
１
１

十

＋
＋

２

十
十
・１

１
．
．
＋
１ ＋

＋
・
・
＋
＋
・
・

２
．
．
＋
・

＋

●

＋

＋

＋
＋

＋●

●
●＋

＋

●

●
●
●

＋
＋
＋
十
・

●

●
●●

＋

●

●

●

1．2●

●
●

●

＋

植被率（妬）
出現種数

95

24

95

26

95

21

95

21

95

24

95

29
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5． 西別ヤチカンバ林

今回調査の対象としたのは，別海町西別原野で，ヤチカンバの我が国での2番目の分布確認地である。

現在別海町の天然記念物に指定されている。西別原野のヤチカンバ林については，粟野による調査例は

あるが（三浦， 1977），公刊されたものは見ていない。

a) Belt BK-1 (2×20)77f [図3-24,表3-37,38,39, 40]

本帯状区は保存状態の良好な天然記念物指定地内で行なった。調査では，株を単位として扱い，各株

内での最大の幹の地際の直径と樹高および幹の本数を測定した。

Belt BK-1での総株数は52株で， 他あたり6,500株である。さらにヤチカンバの全幹数は208本で，

他あたりに換算すると52,000本と非常に斜bノリウツギ・ハンノキ。シラカンパが出現したが， ヤチカ

ンバが株数の79妬を占めていた。樹高の最大は1.98祝で，全体に分布している。地際直径の最大は4.0

”で, 2.5cm以下の幹の本数が多い。なお今回の調査では，各株で最大の幹を測定の対象としたので，

株を単位とした樹高・地際直径の分布では小さな個体は少ないが，幹についてぶれば，小さい幹ほど多

いことが観察された。

各株での幹の本数について承ると（表3－39）最大で23本で，他の出現種に比べ，ヤチカンバでの株

立の割合が非常に高い。株あたりの幹数をゑると， ’0本以上の株は少なく， ’本立の株がもっとも多く，

平均5.’本である。 1本立ちの個体では地際直径あるいは樹高が小さい傾向があることから，株あたり

の本数が株の樹齢を反映しているものと考えることができる。すなわち， ’本立ちの株が多いというこ

とは，現在も新しい個体の定着が進行しているものと考えられる。

林床植生では， ヌマガヤが多いものの，決定的な優占種とはいえず，他にミズゴケ類が多く， イワノ

ガリヤス・ヨシ・イソツツジなどが認められる。一部ではわずかではあるがミヤコザサが出現しており，

やや乾燥化が進んでいるものと思われる。

今回調査の対象となった天然記念物と道路をはさんだ反対側にもヤチカンバが分布している。この部

分でのヤチカンバは相対的に小さく，密度が疎で，谷地坊主上に生育していることが認められた。しか

しBelt BK-1では,凸部に分布する傾向は認められるが，顕著ではなかった。

20m0

図3-24 Belt BK-1 (2×20)㎡ヤチカンバ林
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表3-37 Belt BK-1 樹高階別本数表

ILightt"

Species

０
０

８
～
０

１
２

140

1
160

釦
～
伽

蛆
～
釦

釦
～
帥

80

1
100

100

1
120

120

1
140

160

1
180

Total

ヤチカソバ

ノリウツギ

'、ソノキ

シラカンバ

７
１
１

6

●

7

●

5 3

●

１
５
５
１

４５
１
３

5 ２
２

１
１

１
１

●

● ●

9 7 9 4 2 6 7 5 3 52Total

樹高は各株での最大の値を測定した。

表3-38 Belt BK-1 地際直径階別本数表

DotwD

Species

0．0

1
0．5

2.0

1
2．5

2.5

1
3．0

3.0

1
3．5

3．5

1
4．0

4.0

1
4．5

0.5

1
10

０
～
５

１
１

l.5

リ
2.0

Total

ヤチカソバ

ノリウツギ

ハンノキ

シラカンバ

８
２
２

9 4 2 2 2

1 。 。 ・ ・

● ● ● ● ●

● ● ● ● ●

１
５
５
１

４7 ６
１
１
１

１
１

2

Total 2 9 9 12 10 4 2 2 2 52

地際直径は各株での最大の値を測定した。

表3-39 Belt BK-1 株立ち本数表

1株あたりの
幹数

Species

釦
～
配

８
～
、

喝
～
釦

22

I Total
24

２
〃
～
４

４
～
６

６
～
８

、
～
⑫

２
～
４

１
１

４
～
６

１
１

６
～
８

１
１

1

バ
ギ
バ

ン
ツ
キ
ン

カ
ウ
ノ
カ

チ
リ
ン
ラ

ヤ
ノ
ハ
シ

8

1

●

１
５
５
１

４勺
０
ユ
●
●
●

勺
■
且
●
●
●

つ
■
且
●
●
●

つ
■
ユ
●
●
●

○
日
ユ
●
●
●

●
●
●
●

○
０
４
●
●
●

“
哩
呈
●
●
●

、
垂
』
●
●
●

Ｐ
ｎ
Ｊ
⑥
〃
』
●
●

５
２
５
１

１

●

Total 23 9 7 3 4 1 ． 1 1 1 1 1 52
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表3-40 BeltBK-1 林床植生

Distance(m)

Species

０
～
５

５
～
、

０
～
５

１
１

お
～
釦

F

ヌマガヤ

ヨシ

イソツツジ

イヌスギナ

イワノガリヤス

ウマスギゴケ

ミズゴケspp・
ナガポノシロワレモコウ

ニッコウシダ

コガネギク

ヤチヤナギ

クロミノウグイスカグラ

'､ナゴケ

エゾゼンテイヵ

タチギポウシ

ミヤコザサ

3．2

1．1

1．1

1．1

1．1

1．2

２
１
１
１
２
１
２
１
１
１

。
。
・
・
。
。
・
＋
＋
＋
＋
・
。
。

３
１
１
１
１
１
２
１
１
１

3．2

1．1

1．1

1．1

1．2

1．1

1．3

＋

3．2

1．1

1．1

1．1

1．2

４
４
４
４
４
３
３
４
３
３
３
２
１
１
１
１

３
。
＋
＋
＋
＋

２

1．1

1．1

十
十

1．1

＋

十

出現種数 14 11 12 9

ヤチカンバは1958年8月に，十勝の更別原野で採集され， ヒメカンバ類の一新種としてBe"jq

mte"α〃j"1αM・Ohki etS､Watanabe,ヤチカンバとし命名された（渡辺・大木, 1959)。なお北

村・村田（1979）は大陸に分布する此""o"α"/b〃αRupr．と同じものとして， ヒメオノオレの和名

をあてている。

種の取り扱いの問題はあるものの，いずれにしても腰性のカンパで，氷河期の遺存種であることは興

味深い。Tabata(1966)によると， ヤチカソパの属するヒメカンバ節(Subsect・Nanae)は根元に萌芽

器官(suclcringparts)をもっており， これは他のカンパ類では本来もっていた萌芽能力を維持してい

るのとは異なり，新しい器官として形成されたもので，特殊化の進んだグループとしている。この性質

により，厳しい自然条件の中で萌芽を行ないながら倭性の樹形で個体を維持しているものと考えられる。

6． 考察

（1）野付風蓮道立自然公園の植生の概況

野付風蓮道立自然公園は，地形的には平坦で，変化に乏しいが，植生の面からは，非常に変化に富ん

でいる。すなわち，海岸線沿いには砂丘の不安定帯から安定帯にかけて，海岸砂浜植生，海岸砂丘植生，

海岸草原が配列し，ハマナス群落の発達が顕著であり，いわゆる「原生花園」を形成している。それに

接して湖あるいは内湾側には塩湿地植生あるいは湿原が発達し， さらに丘陵の樹林に連なっている。樹

林としては，広葉樹林とともに，平地としてはめずらしい針葉樹林の発達が顕著である。このうち，丘

陵地ではトドマツを主体とするが，低湿地ある.いは砂丘上にはアカエゾマツ林が分布している。
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このように植生に大きな変化があり，多くのタイプの植生が狭い範囲に存在することが，本公園地域

の大きな特徴としてあげられる。

（2） 針葉樹林， とくにアカエゾマツ林

野付風蓮道立自然公園地域は, j臨道の東端に位置している。さらに寒流の影響も加わるため，気温

が低く，森林帯区分の上でめやすとされる温量指数をみると，冷温帯と亜寒帯を区切る45℃・月を平地

でも切っている。

この低い温避指数との関係で，本地域の植生の特徴として，平地での針葉樹林の発達があげられる。

この典型的な例は，温根沼周辺の丘陵地でみられる。 トドマツ主体の針葉樹林で，純林といえる林分も

多い。林床ではササ類の発達が貧弱であるが，部分的にはスズが覆っていることもあり，スズの東限地

帯として貴重である｡(舘脇・三角, 1957）。

針葉樹林に関しては，さらにアカエゾマツ林があげられる。今回は春国岱，温根沼と公園区域外の落

石岬で調査を行なった。

ｱｶｴゾﾏﾂ(PZceαルル冗湿Masters)は,我が国においては岩手県の早池峰山に隔離分布し,

周辺地域では樺太・南千島に分布するものの，比較的分布は狭く,その中心は北海道であり，北海道の

木と言ってよい。

アカエゾマツ林は特異な立地に純林を形成する場合が多く，舘脇（1944）は，その育地の生態的特性

にもとづいて6系に区分した。このうち，野付風蓮道立自然公園地域では，湿原系アカエゾマツ林が温

根沼・落石岬で顕著に発達し，春国岱においても認められる。もう一つのタイプとして，砂丘系アカエ

ゾマツ林が春国岱に分布している。この砂丘系アカエゾマツ林は，春国岱のほかには,国後島中部の古

釜布のゑに認められる特殊型とされている（舘脇， 1944）。古釜布のアカエゾマツ林は，湿潤な草原を

隔てて古釜布大谷地の湿原系アカエゾマツ林と接している。この古釜布の砂丘系アカエゾマツ林の概要

を，舘脇・平野（1936）にもとづいて述べる。アカエゾマツ林は，幅30m，延長500mの間に分布し，

海に面する部分ではほとんど詞筒状を呈するものもゑられるが，内陸側では樹高10m程度に発達する。

林型としてはアカエゾマツ純林型とアカエゾマツートドマツ林型が認められる。下生植物としてはミ ミ

コウモリ ・マイヅルソウが多く， ミ ミコウモリを除けば，春国岱のアカエゾマツ林と類似している。春

国岱・古釜布とも，砂丘系アカエゾマツ林が直接湿原系アカエゾマツ林と接しているという共通性をも

っている。

今回の調査結果から，アカエゾマツ林の後退は明らかで，第3砂丘（第2砂丘よりも形成された年代が

古いと推定される）では，上層，中・下層ともトドマツからなっているのに対して，第2砂丘ではアカ

エゾマツの大径木が疎な上層林冠を形成し，中・下層はトドマツによって占められていた。第2砂丘の

風蓮湖側の斜面では，上層林冠を欠き， トドマツの象からなる部分もぶられる。これはトドマツのほう

が林床に多くの稚樹を生じ，林冠の破壊後，すゑやかに上層木化しうるためと考えられる。生育立地，

林冠疎開の原因は異なるが，雄阿寒岳山麓の岩礫地系アカエゾマツ林では，風倒後アカエゾマツ林に推

移せず， トドマツ林に推移するものと推定されている（長谷川・辻井, 1987)。

春国岱のアカエゾマツ林の成立に関して鮫島・黒沢（1984）は，砂丘が水面上は現われた時に，

砂丘が低いため湿原状となり，湿原にも生育できるアカエゾマツが侵入したものと推定した。またSohma

andlshizul"(1960)が春国岱で行なった花粉分析の結果では,表層にむかってPjceαが増加す
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るのに対して,"62"は逆に減少していた。表層でのPiceaが優勢となることは，アカエゾマツが湿潤

地に生育しうることから，地盤の沈降を支持するものと推定した。しかし砂丘の柱状図では，いずれも

火山灰層が挾在しており，その上下は砂の承からなり，泥炭などの湿原の存在を示すものは認められな

い（石塚, 1977,八木・吉元, 1984)｡ Sohmaand lshizuka(1960)の花粉ダイアグラムからは，火

山灰の降下後Pjceαが増加したとみることも可能である。すなわち，地盤の沈降による湿原の拡大にと

もなうアカエゾマツの増加もあったであろうが，それ以上に，火山灰の降下により砂丘上にアカエゾマ

ツ林が成立した結果と考えることもできる。この火山灰は，雌阿寒岳に由来するMe-aで，この火山灰

は220年BP(Me-a2), 140年BP(Me-al)に降下したとされており（山田ほか, 1963),北海

道東部地方で広く認められる。

この火山灰の降下と森林の成立については，伊藤（1970）は野付崎の森林の成立に関して，火山灰の

降下による森林被害によって，開放されたところに侵入したものであろうと推定している。また落石岬

についても，ホロムイスケ・ワタスケなどの優占する高層湿原内に島状にアカエゾマツがみられ，また

稚樹も多い。しかしそれらの生長はきわめて緩慢である。さらに湿原内には，スケ類に覆われてはいる

が，杭状の古株が多数認められ，これらはアカエゾマツと考えられる。以上の観察からは，高層湿原内

では侵入・枯死をくりかえし，直接周辺をとりかこんでいるアカエゾマツ林に推移するとは考えがたい。

一方火山灰の降下を考慮すると，鉱物質の供給がアカエゾマツの定着・生長を促し，アカエゾマツ林の

成立の可能性が高くなると考えられる。さらに雄阿寒岳山麓（長谷川・辻井， 1987）あるいは然別湖の

南に位置する東ヌプカウシヌブリ（長谷川， 1985）の岩礫地系アカエゾマツ林の成立についても，火山

灰降下が重要な役割を果たしたものと推定されている。

以上に述べたように，アカエゾマツ林の成立・推移を考えるときに，火山灰の降下が重要な鍵であり，

その帰結として，育地から6系に区分されているアカエゾマツ林をより統一的に理解できるのではない

であろうか。

春国岱のアカエゾマツ林は，我が国で唯一の砂丘系アカエゾマツ林として貴重であるとともに，アカ

エゾマツ林の成立・推移を考える上で重要な存在であるといえる。

（3）枯損林分の分布

野付風蓮道立自然公園の植物景観の特徴の一つとして， 「トドワラ」があげられる。 「トドワラ」と

して有名なのは野付崎で， トドマツの枯損木が独特な景観を形成している。この現象はトドマツのみに

限定されたものではなく，他の樹種でも同様に生じており，今回は野付崎でミズナラの枯損林分をとり

あげた。さらに枯損林分の分布は，野付崎のふに限定されず，風蓮湖周辺，温根沼周辺でも広く認めら

れた。その例として，今回の調査では春国岱のBeltSY-2の第2砂丘の風蓮湖の湿原部はアカエゾマ

ツの枯損林分で， とくに終点付近ではヒメウシオスケが優占する塩湿地植生となっていた。踏査の結果，

春国岱ではアカエゾマツ林のほか，ハンノキからなる枯損林分が認められ，風蓮湖北部に流入するヤウ

シュベツ川の河口から約2町上流の万年橋周辺でも，ハンノキの枯損林分が確認された。また温根沼で

は， アカエゾマツの枯損林分が象られた。巻末に添付した現存植生図では，直接確認できた枯損林分の

桑を図示したもので，詳細に踏査すれば， さらにその分布地は増すものと思われる。

以上の枯損林分の原因は， 「H地形・地質」で述べられたように，本地域では地盤の沈降が著

しいためと考えられる。地盤の沈降による海水の侵入により枯損が生じたもので，結果として，低標高
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あるいは水面に近い低地の林分で枯損が発生するため，特定の樹種に限定されることはなく， この点で

ハンノキ林や湿原系アカエゾマツ林で発生しやすい。野付崎のミズナラ枯損林分での調査結果では，枯

損林分の林床は塩湿地植生となっており， ヒメウシオスケ群落からヤマアワ群落へと配列し，健全な林

分に連続していた。また枯損木の状態から，徐々に枯損が進行したもので，退行遷移の例としてあげら

れる（石塚， 1977）。

（4）塩湿地植生

野付風蓮道立自然公園の海岸地域での植生の特徴として，塩湿地植生の発達していることがあげられ

る。これは地形が平坦で， 日本海面と異なり相対的に海が穏やかなため，泥土が堆積しやすいことによ

ると考えられる。

本公園地域で塩湿地植生が発達しているのは，野付崎の野付湾に面した一帯，風蓮湖のハルタモシリ

島・弁才泊・春国岱南西岸，温根沼の湖口部の東西両岸・オンネベツ川河口部や小川の河口部などに分

布している。

塩湿地植生は，北海道東部地方の海岸でよく発達している。塩湿地植生の最下部は満潮時に冠水し，

アッケシソウ群落とシバナ群落が認められる。伊藤（1963）によると，アッケシソウ群落はオホーツク

海側で，シバナ群落は野付海峡一太平洋側で顕著に発達している。

本地域でのアッケシソウの分布は，各所に認められるものの，小群落を見るのゑで，能取湖でぶられ

るような純度が高く，面積の広いアッケシソウ群落は認められない。厚岸湖岸においても，アッケシソ

ウはヒメウシオスケ・シバナ群落の間隙の裸地の部分にゑられた（辻井ほか， 1986）。今回の調査では，

春国岱の基部で比較的多くのアッケシソウがゑられたが，純群落を形成しているとはいいがたい。これ

はアッケシソウが一年草であるのに対して，シバナは多年草で，叢生株を形成するという生育形の違い

によると考えられる。すなわち，野付海峡一太平洋側では干満の差が大きく，一年草で種子の小さいア

プケシソウの定着する場は限定されるが，シバナでは一度定着すると團枝を伸ばして株を拡大すること

により，群落を維持できるためと考えられる。

（5）植物相の特徴

植物相については，今回十分な調査はなされなかったが，本地域の植物相の特徴として，隔離分布あ

るいは分布の南限を示す植物の存在があげられる。

北海道の植物の分布経路としては， 3経路が考えられる。このうち北方からの経路としては，千島列

島を経て太平洋側を南下するものと，樺太から南下するものとがある。前者の分布を示すものはコハマ

ギク型，後者の分布を示すものはカラクサキンポウケ型といわれている（伊藤， 1981）。

コハマギク型の分布の例としては， コハマギクのほかトモシリソウ・キヨシソウがあげられ，太平洋

に面した海岸の岩地や岩崖地に生育している。

一方カラクサキンポウケ型の分布の例としては，エゾウスユキソウのように樺太からオホーツク海沿

いに北見一釧路にかけて分布する種もあるが，多くは稚内から網走の間には分布せず，網走付近から釧

路，根室地方の湿原に分布する種で， カラクサキソポウケ・ハナタネツケバナ・サカイツツジ・クシロ

ハナシノブがあげられる。

さらに後述するヤチカソバは，独立種B."te山α此Zα邦αとする見解（渡辺･大木, 1959)と，大陸に

分布するB.""枕〃αの隔離分布とする見解（北村・村田, 1979)があるが，いずれにしても大陸
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と密接な関連をもった種である。またケショウヤナギは，大陸に広く分布しているが，最近北見の渚滑

川流域で分布が確認され（伊藤， 1986），これは人為的に導入されたものと推測されているものの，長

野県上高地と梓川下流，十勝地方の諸河川とくに十勝川支流に分布が限られて，同様な分布を示してい

る。

以上の植物相の特徴は，北海道東部地方の自然条件の反映であり，地史的な視点で理解することが必

要である。

（6） ヤチカンバ林

ヤチカンバの存在も，北海道東部地方の特徴を示すものであり，貴重な存在であるといえる。

ヤチカソバは， 1958年に十勝の更別原野ではじめて採集され，渡辺・大木（1959）により,Bef"jc

"fez""Zα刀αM・Ohki etS・Watanabe,ヤチカンバと命名された。

その後，粟野武夫（当時別海町立西春別小学校，現在別海町立豊原小学校長）が植物スライド作成の

撮影中に当該植物に疑問をもち，ヤチカンバの我が国第2の自生地と確認された（三浦， 1972）。

ヤチカンバは後氷期に隔離され， コウアンヒメオノオレ(B./流"co")の系統と考えられたが（渡

辺･大木， 1959),北村･村田(1979)は,大陸に分布するB.0"αj批彪aRupr.と同種としてあ-劫､い, ヒメ

オノオレの和名をあてている。種のとりあつかいに問題はあるものの，氷河期の遺存種であることは興

味深い。現在，西別原野周辺でのヤチカンバの分布は確認されていないが，かつては広範に分布してい

たものが，開拓により消滅したものと推定される。

ヤチカンバを含むヒメカンバ節(Subsect・Nanae)のカンパ類は，倭性なカンパで，根株に特殊化し

た萌芽器官をもち，この器官は成木になるにつれて形成され，厳しい条件の中で生活を維持する上で生

態的に役立つとされている(Tabata,1966)。

日本ではヤチカンバのほかにはアポイカソバ(B・apode7zs"Nakai)の承であるが，周辺では， ヒ

メカソバ節に属する多くのカンパが分布しており，以下それらの分布について述べる。

1942年に行なわれた大興安嶺探検の中で吉良竜夫・川喜田二郎は，これらカンパ類の分布と生態につ

いて詳細に観察している（今西， 1952）。北部大興安嶺中央部には潅木湿原「湿性イエルニク」が広く

分布し，これらはマメカンバ(B. e"遊ぶ）とコウアンヒメオノオレ(B.介秘〃“，α)からなっている。

カンパのまばらな部分には，ホザキシモツケ・キンロバイ・サカイツツジなどを交える。湿原のタイプ

としては谷地坊主湿原とミズゴケ湿原とがある。この「湿性イェルニク」はまた「湿性ツンドラ」ともよ

ばれ，東シベリアの針葉樹林（タイガ）の中でもとくに低温な立地に分布している。一方山腹にはカラ

マツ林が分布し，林床ではコケモモ・イソツツジが翠られる。カラマツ林には空き地が多く，そのよう

な空き地にはマメカンバが密生し，わずかにムラサキツツジ・コウアンカンバを交えた潅木原， 「乾性

イェルニク」を形成している。この原因は，気象条件が悪いためカラマツが更新できないことによると

考えられる。中国東北部でのヒメカンパ節の分布をみると（匡・李， 1979）， 4種が記職されている。

B.0〃αj枕〃αRupr.（油梓）はヤチカンバと同種とされている種で，黒竜江南部および南東部，吉林

長白山の湿原， ミズゴケ沼沢地，河畔にふられ，周辺ではソ連極東地方，朝鮮北部に分布している。B.

方u"cosQPall． （紫梓)は前述したコウアンヒメオノオレで，黒竜江北部の森林地帯の湿原,河畔に分

布し， ソ連極東地方，シベリア，朝鮮北部に承られる。B.9me〃冗湿Bge．（砂生梓）は内蒙古錫林浩

特，遼輯上部，黒竜江北部の砂丘あるいは砂地に認められる。B."ddelzdo?qffijTrautv・etMey.
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（扇叶梓）は黒竜江大興安嶺の森林下にゑられ，東シベリアおよび極東地方に分布している。樺太では，

ポロナイカンバ(B. 77zidde7zdo7が"Trautv.etMey. ) , ヒメカンバ(B. e"玩ぶSukatch.)が

記載されている（菅原， 1980）。

一方北米対堕に関しては，小島（1978）によると, subalpine/subarctic zone(森林限界上部か

ら潅木帯の上限までを包括する）では，相観的にB.gj@7zdujosaの密生した潅木原が極盛相と考えら

れる。B.9j@7zdzLjoJ,αは南向きの乾性あるいは適潤な斜面に分布し，湿潤に傾くとヤナギ類が侵入し，

山麓部の鯵水の豊富な育地では，ヤナギ類の純叢におきかわる。

以上のように，ヤチカンバを含むヒメカンバ節のカンパは，もっとも北方に分布し，腰性となり， ツン

ドラのような厳しい環境条件下に生育している。更別原野での立地は泥炭地とされているが，西別原野

のヤチカンバ林の観察では，腐植質まじりのシルトからなっており， また前述したように日本周辺での

各種の立地は一様ではなく，北海道東部地方でのヤチカンバの分布のもつ意味については，分布の中心

部での生態の解明，形態の比較による種の検討により，はじめて明らかになるであろう。
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写真－1 野付崎のミズナラ枯損林分

手前は塩湿地で，海水が侵入している。 （1976.9）
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写真－2春国岱第2砂丘上のアカエゾマツ林

手前は塩湿地。 （1986.7）
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写真－3春国岱第3砂丘上のトドマツ林（1986.7）

、

写真－4温根沼湖畔のアカエゾマツ林

BeltON-2付近 (1986.9)
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写真－5落石岬高層湿原の小島状のアカエゾマツ

BeltOC-1の基点付近。 (1986.7)
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写真－6落石岬のアカエゾマツ林

高層湿原より望むb (1986.7)
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写真－7落石岬アカエゾマツ林の林内 （1986.7）

写真－8落石岬BeltOC-2付近のアカエゾマツ林

写真－7とは相観上著しく異なる。 （1986.9）
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写真－9西別原野ヤチカンバ林 （1986.9）

写真－10アッケシソウとシバナ

シバナの叢株の間の裸地にアッケシソウが

みられる｡(春国岱基部湖口付近, 19867)
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第2節現存植生図

現地踏査と空中写真の判読により, 50,000分の1現存植生図を作成した。なお落石岬については，公

園区域外であるが，同様に現存植生図を作成した。

なお既存の現存植生図として，野付崎（伊藤・鮫島， 1973） ，春国岱（辻井ほか， 1984） ，風蓮湖周

辺（小林ほか， 198の，落石岬（田中， 1975）を参考とした。

その結果，野付風蓮道立自然公園の現存植生は，相観にもとづいて森林，草原，その他に大きく区分

された。さらに以上の大区分は，森林6，草原7，その他5の計18に細区分され，それらの分布を図示

した。本地域の現存植生図の凡例は以下のとおりである。さらに現存植生図には，本地域の植生の特徴

の一つである枯損林分の分布もあわせて示した。

なお現存植生図は巻末に添付した。

野付風蓮道立自然公園現存植生図凡例

森林 自然林 トドーマツ林………･……………………･･1

アカエゾ･マツ林……･……………･…･…2

針広混交林………･……………．．………3

ミズナラ・エゾイタヤ林………………4

ハンノキ林………………………………5

人工林 針葉樹人工林･…………………………･･6

草原 湿原 塩湿地群落…………･………………．．…7

ヨシ群落･……………………………･…･8

スケ類一ミズゴケ群落…………………9

海岸草原 ハ･マニソニク群落………………………10

海岸草原…………………………………11

ササ草原…………………………………12

海岸段崖植生･…………………………･･13

その他 農耕地…………………………………14

宅 地…………………………………15

人工裸地…･……………………･…･……16

自然裸地……･…………………･……･…17

開放水面…………………………………18

枯損林分…………………………………（斜線部）

以下各群落の特徴について述べる。

1） トドマツ林

春国岱の砂丘上，風蓮湖南西岸の丘陵地，温根沼周辺の丘陵地，野付脚

2） アカエゾマツ林

野付崎などに分布している。
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春国岱の湿原から砂丘にかけて，温根沼周辺の低地，落石岬に分布している。春国岱では南東側に分

布し，風蓮湖側の第3砂丘では，中央はトドマツ林が占められている。

3）針広混交林

温根沼周辺および長節湖周辺の丘陵地などに分布している。

4） ミズナラ・エゾイタヤ林

中性の立地に成立する広葉樹林を一括してミズナラ・エゾイタヤ林として，図示した。多くの樹種か

ら構成されているが，野付崎では， ミズナラ林， ダケカンバ林，風蓮湖周辺のミズナラ林， ミズナラ・

シラカソバ林，走古丹・春国岱のミズナラ林，落石岬のダケカンバ林などの純林をも含む。

5） ハンノキ林

湿原林で，野付崎，風蓮湖湖畔に広く認められる。

6）針葉樹人工林

野付崎の基部付近にカラマツ人工林と海岸林造成地が認められるのみである。

7）塩湿地群落

野付崎・風蓮湖周辺・温根沼周辺に分布しており，野付崎では内湾側に認められる。

8） ヨシ群落

湿原植生において， もっとも広い面積を占めており， とくに風蓮湖周辺，河川の流域に発達している。

9） スゲ類一ミズゴケ群落

落石岬の台地上のサカイツツジ自生地の高層湿原とともに，野付崎に分布している。

’0） ハマニソニク群落

海岸草原のうち，砂丘の外洋に面した不安定帯につねに認められるが，現存植生図では面積の広いも

ののゑを示した。

’1）海岸草原

ハマナス群落より内陸側に分布する草原を一括して示した。

12） ササ草原

落石岬の台地上のミヤコザサからなる海岸草原として図示した。

13）海岸段崖植生

落石岬の台地のへりの急斜面に分布し，厚岸から根室半島にかけて広く認められるが，野付風蓮道立

自然公園では，分布しない。

14）農耕地

農耕地の分布はわずかで，多くが牧草地である。

’5）宅地

道立自然公園内の尾岱沼・走古丹の集落と，海岸線沿いに点在する漁家を示す。

16）人工裸地

道立自然公園内では，図示する程のものは認められなかったが，落石岬でのコンブ干し場を人工裸地

として図示した。

17） 自然裸地

野付崎先端部，春国岱と走古丹間の開口部付近では，砂の移動・堆積が顕著で， 自然裸地が形成され

-105-



ている。また海岸線沿いには砂浜が認められるが，幅の広いもののみを図示した。

’8）開放水面

湖，海面，河川と砂丘間の沼を示す。

’9）枯損林分

野付崎，春国岱，温根沼において，確認されたものを図示した。枯損林分は，群落としてあつかわず，

上記の区分にかさねあわせて，斜線で別にした。

参考現存植生図

伊藤浩司・鮫島惇一郎． 1973．野付崎植生調査報告書別海町．

小林秀雄・伊藤昭・渡辺雅彦・新庄久志． 1980．風蓮湖及びその周辺の植生． 「野鳥生息環境調査報

告書一風蓮湖一」 （北海道） ， 75－117．

田中瑞穂． 1975．落石岬のサカイツツジ自生地植物調査報告書・根室市教育委員会・

辻井達一・小林秀雄・三木昇． 1984．春国岱の植生一草本． 「春国岱原生野鳥公園基本計画報告書」

（財団法人日本野鳥の会)． 82－114．

第3節高等植物相

野付風蓮道立自然公園の植生は非常に変化にとんでおり， とくに，樺太あるいは千島と結びついた植

物の隔離分布・分布の南限を示す植物も多い。

今回の調査では，植生の解明を主目的としたため， また調査期間が短かかったため，植物相の把握に

おいては不十分であったが，以下の既存文献を含めて高等植物目録を作成した。なお目録には落石岬を

含めた。

学名および和名はおもに田川基二：原色日本羊歯植物図鑑，保育社．北村四郎ら：原色日本植物図鑑

草本編（上)， （中)， （下） ，木本編(I), (H),保育社．長田武正：原色日本帰化植物図鑑,保育社

によった。

伊藤浩司． 1963．野付半島の植生，林， 130：54-58．

小林秀雄・伊藤昭・渡辺雅彦・新庄久志． 1980．風蓮湖及びその周辺の植生． 「野鳥生息環境実態調

査報告書一風蓮湖一」 （北海道） ．75－117．

田中瑞穂． 1975．落石岬のサカイツツジ自生地植物調査報告書． （根室市教育委員会）

辻井達一・小林秀雄・三木昇． 1984．春国岱の植生一草本． 「春国岱原生野鳥公園基本計画報告書」

（財団法人日本野鳥の会)． 82-114.
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野付風蓮道立自然公園の高等植物目録

PTERIDOPHYTA シダ植物

LYCOPHYTA ヒカケノカズラ門

Lycopodiaceae ヒカケノカズラ科

Lyepcd虹況@""4γIJJ7zL. マンネンスギ

Lycopo血泌加se7-mtz"zThunb. ホソバノトウケシバ

CALAMOPHYTA トクサ門

Equisetaceae

スギナ

トクサ

ミズドクサ

イヌスギナ

トクサ科
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PTEROPHYTA シダ門

Bortrychiaceaeハナワラビ科

Sce〆γjdj弘加加拠〃砿｡拠況(Gmel.)Nishidavar. 7･o"‘fIL77z(Ruplz)Nishida エゾフ
ユノ′､ナワラピ

Osmundaceae ゼンマイ科

OJ7'zzbndc"po7zZc"Thunb. ゼンマイ

Osmwzd"tγ秘加c…αwzome",7z (L.)Pr. var.jb"…e (Copel.)Tagawa ヤマドリゼ
ソマイ

Pteridaaceae イノモトソウ科

"d"7zZz4加peda趣,加L・ クジヤクシダ

Ptef-jdju,加α9"虎沁払加(L､)Kuhnvar. jα湿払“拠jIL77z (Desv.)Und・ ワラビ

Aspidiaceae オシダ科

4銃”泌加〃e"MonsNakai エゾメシダ（メシダ）

Dγ･yopteTZJ,α拠死元cc (Jacq. )Woynar ｼﾗﾈﾜﾗピ

D7･yopteT"cT-"鈍祁jzo刀zcNakai ｵｼダ

L"treα冗jppo7zicc (Fr・etSav.)Copel・ ニツコウシダ

Lα蛇γe@"ejypfeffs (L.)Bory ﾋﾒｼダ
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』ん鉈eILcc""γ秘t"OpteTts (L､)Todaro クサソテツ

07zocje@J,e72死玩〃sL・var．"few･"ptzMaxim・ コウヤワラピ

Pん“Opfe7jspojypodjoZdesFee ミヤマワラビ

Polypodiaceae ウラポシ科

座が"γz"､秘鋸払γ字Ze7z"s(Reg.)Chingvar.d"tα九J, (Makino)Tagawa ﾐﾔﾏﾉｷｼﾉブ

ANTHOPHYTA顕花植物門

GYMNOSPERMAE 裸子植物亜門

CONIFEROPSIDA マツ綱

Pinaceae マツ科

丑戊""c""7ze7z"s (Fr.Schmidt)Masters トドマツ

Lαγjおんaem攪允7･j (Lamb.)Carriere カラマツ

Pjcezgjeん乃誕(Fr.Schmidt)Mast・ アカエゾマツ

Pjceαjezoe7z"s (Sieb.etZucc.)Carriereエゾマツ

P""s蛇γo"3L・ ストローブマツ

Cupressaceae ヒノキ科

Jz"z,ipeγ私Sc雌祁e7z"JL・Var．sαγ9e7z"jHenry ミヤマピヤクシソ

Jz6'zjpe7zbs co況加泌堀sL・var． sα"α“〃sPallas リシリビヤクシソ

Taxaceae イチイ科

Zh""、 czLspid"@Sieb. etZucc・ イチイ （オンコ）

ANGIOSPERMAE 被子植物亜門

MONOCOTYLEDONEAE 単子葉植物綱

Typhaceae ガマ科

乃pんajaf枕〃αL. ガマ

Sparganiaceae ミクリ科

Spa"yα九加加‘刀ze""77zRehmann・ エゾミクリ
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Alismataceae オモダカ科

“”7刀αcα冗α〃cILJ"泌加A・Br・etBoucheヘラオモダカ

Gramineae イネ科

47℃'錘。 α必αL・ コヌヵグサ

〃γ“#”“α"γαWilld・ エゾヌカポ

"jopeczLTI"、 ce9zLcj"Sobol・var． q""e7@s'8(Komar.)Ohwi スズメノテツポウ

Brac"ypod"77z Jyj"α堀cwE(Huds.)Beauv・ ヤマカモジグサ（エゾヤマカモジ）

Bγyj〃伽"8cLm"#"Ohwi ホガエリガヤ

Cqjα加"To""cα泌αde7zsis (Michx.)Nutt.var． ‘α施9sdo7ガ"(Link) Inman イワノガ
リヤス

Ca“泥《zg7･os"J, epdgefos (L､)Roth ﾔﾏｱﾜ

Ch“7刀αgγり""んαﾙ07ze7z"J,Fr・ etSav， ヒメノガリヤス

“jα加αgTos"J, 7zegjec"(Ehrh.)Gaertner var. "czjjeojc"(Hackel)Miyabeet

Kudo チシマガリヤス

DGc#yj"9jO77ze7･"@L・ カモガヤ

αα7,7力e刀ajapo九iccFr. etSav. タツノヒケ

Ejy77zzLsdαん弘γjc",Turczaninowハマムギ

EJy加秘377zo""Trinius ハマニンニク

Fe"z"Ge""o7･L、 ヒロハノウシノケグサ

Festz"co"九αL、 ウシノケグサ

F",t秘“γ秘‘γαL、 オオウシノケグサ

圧e7･oc"oc odom"(L､)P・ Beauv・var． ""6"ce7zsKrylov. コウポウ

Ⅲ2“α兄雌拠s死沁e7z"sAnderss・ ススキ（エゾススキ）

〃o〃”αjapo"c@Hackel ヌマガヤ

PMjαγ"αγ"7zd"α“αL・ クサヨシ

P""77zpT@te7zseL. ￥ オオアワガエリ （チモシー）

Pんγα9沈錘““､加拠乃"Trinius ヨシ（キタヨシ）

Poαα冗冗秘αL、 スズメノカタビラ

PCα泥αc7･occly"Trautv･ etMey・ var. sccjγガZoγαOhwi ザラバソモソモ

Po@p7@te""sL･ ナガハグサ

PzL""e〃加地γ〃e7z"s (Takeda)Hondaチシマドジヨウツナギ（エゾノドジョウツナギ）

ScJwcんαγ"ce@ (Makino)Makino オオクマザサ（エゾミヤコザサ）
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Sas@7zjppo7"c@MakinoetShibata ミヤコザサ

Sasase祁α凡g犯"s (Fr・etSav.).Rehder クマイザサ

S@sd"07pんα6orec"s (Hack.)Nakai スズタケ

Cyperaceae カヤツリグサ科

Cb7･ezαγe7zicoj@Fr・Schmidt クロカワズスケ

Caγe”α弘9必""o8"Zcz"MeinshexKorshinsky ヒラギシスケ

Caγe錘cQpd〃αce@Boott ハリガネスケ

Caγe"cαγyop"y"ecLatour. subsp・加j”0tγ海hα(Franch.)T,Koyama ﾁﾔｼバｽｹ

Caγe”c秘γ#@Goodenough ハクサソスケ

Caγezdl9ospe777zcMichx・ subsp．”唾娩j"7･e7z"sT・Koyama ホロムイクグ

Caγe"""m"",Less・ subsp、九α九a(Ohwi)T・Koyama ホソバヒカケスケ

Caγe"/ed"Neessubsp. ,,ziy""(Franch.)T・Koyama ビロウドスケ

Caγe"y77ze""HookeretArnott ネムロスケ

Caγe"JQsdocαγp@Ehrh， subsp． occ""7zs (Franchet)T.Koyama ムジナスケ

Caγe"jy7z96yejHornem， ヤラメスケ

Caγe""cc70cepんajqWilld・ エゾノコウポウムギ

Caγe錘加jdde7zdoγガ"Fr・ Schmidt クロスケ（ホロムイスケ）

Caγe錘0配虹祁aFranchet ヤチカワズスケ

Caγe錘pc"ZdaC.A.Meyer ウスイロスケ

Caγe"p3eudo-ctw･"cGFr・ Schmidt ツルスケ

Caγe鉈p皿加泌aThunb・ コウポウシバ

Caγe錘γemo"z",c"jGWahlenb・ イトキンスケ

Caγezs"pzf@Muhlenberg オオカワズスケ

Caγezs"6sp"んαce@Wormskj・ ヒメウシオスケ

Caγe"""'zbe7･"Steud.forma"pe7zdic"j"@(Ohwi)T・Koyama オオアゼスケ

Caγe錘〃e"caγZaL． オニナルコスケ

Ejeocんa7-jsdipんy"oid"Makino シロミノハリイ

Ejgocんαγj$ルα疵tscんα“cα恥marov クロハリイ

EJeocんα元sp@I拠死γ"， (L.)RoemeretSchult・ subsp．”fe7wZtc (G・Zinserl.)

T.Koyamaクロヌマハリイ

Eγ"pんoγ払加9γαc"eKochsubsp．“γeα邦a(Palla)T・Koyama サギスケ

E7･jopんoγ叫加"9Z7zct"77zL・subsp･允払γZeZ (E.G・Camus)T・Koyama ワタスケ

Fj"b7･jstyjsdゆんy"ofdesMakino ｸﾛﾃﾝﾂｷ

ScjTPzLs Iqc""γ恋L・ subsp． cT･e6e7･ (Fern.)T.Koyama フトイ

Scirpus加αγj湿加秘J,L・ コウキヤガラ（エゾウキヤガラ）
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Araceaeサトイモ科

4γ”αe刀zaJapo7@jc払加Blumevar． @f7.op2"ｧ秘γefj,,@ (Engler)Kitamuraコウライテソナ
ソショウ

cα“apal"""sL・ ヒメヵュゥ（ヒメヵィゥ）

Ly"c"to7zc@mtJwc"feense (L､)Schott ミズバショウ

Sympjocαγp秘‘,ブoctid秘sNutt. var. j@""加秘' (Makino)Haraザゼソソウ

Juncaceae イグサ科

Wi"'"J､L.var.decjpfe7zsBuchen. イ （イグサ， ヒメイ）

‘刀，〃｡〃秘sWikstr. ミクリゼキショウ

リγα""j刀zus(Buchen.)VbKrecz・ etGontsch． ドロイ

ルαe泥んejMeyer ハマイ

ルγαmeTjFr・ etSav. タチコウガイゼキショウ

pαが"oJ,"sFr・ etSav. アオコウガイゼキショウ（ホソバノコウガイゼキショウ）

pTo"7ze7zs (Buchen.)MiyabeetKudoセキショウイ

fe7z"$Willd・ クサイ

c@pi""(Miq.)Miq. スズメノヤリ
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Liliaceae ユリ科

4""""cfo7･jcj"L･ subsp．p""""""mHultenギヨウジヤニンニク

Cb7odjoc7･Z7z拠況c07･dctum(Thunb.)Makino オオウバユリ （エゾウバユリ）

COれり“Jαγjα加”α〃sL. スズラン

F7･j〃〃αγjα、α呪fJU""ce7zJ，"， (L.)Ker-Gawl． クロユリ

Gcgecj"te"(L､)Ker-Gawl． キバナノアマナ

"eme7ocz""d弘加07･f227･ZZMorrenvar. esc“此れ"(Koidzumi)Kitamuraゼソテイカ（エ
ゾゼンテイカ，エゾカソゾウ）

"o"αγecf抽虎aNakai タチギポウシ

LZ彪払況加edeojoidesA・Gray クルマユリ

Maja冗"e加弘m‘枕j麺加 (Lindl.)F､W. Schmidt 上メマイヅルソゥ

〃"@7zt"e加秘加d""""77z (Wood.)Nels・ etMacbr． マイヅルソウ

P"･js tef7@pby〃αA・Gray ツクバネソウ

P"･is "eTtj"〃α"M、 v・Bieb・ クルマバツクバネソウ

Pojy907z"払加“加泌eFischer ヒメイズイ

Pりjygo7t,α"m odoγα如加 (Miller)Drucevar、 77zα錘zmo"fcz"(Fr・Schmidt)Koidzllmi
オオアマドコロ

T7･j"j拠加""fscんα〃c邸mPallas オオバナノエンレイソウ

Tγj〃j"mtsc加冗”ん認Maxim・ シロバナエソレイソウ（ミヤマエンレイソウ）

'ef･ctγ叫況“加況L・ subsp･ o"yJ,epGJwEHultenバイケイソウ

Iridaceae アヤメ科
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ji-dse7z""Thunb. var・ spo7ztα元e@(Makino)Nakai ノハナシヨウブ

I"ssefos@Pall・ ヒオウギアヤメ

Orchidaceae ラン科

Dcctyj""〃錘冗冗ge7zsReichb． f・ イチヨウラソ

Epipcctispzpt"oscFr・ etSav・ エゾスズラソ（アオスズラン）

G"t7odZce""Blumeオニノヤガラ

Goodyeγαγepe7M， (L､)R.Br・ ヒメミヤマウズラ

Hcbe犯αγ"sqgj〃ザeγαReichb． f・ ミズトンボ

ジガバチソウL叩αγz5， 〃γαmeTZFr・ et Sav.

Ljpαγ恋ルz4,m0腕γZ F・ Maekawa クモキリソウ

L"femco7･d"@(L.)R･ Br. フタバラン

Listeγa 7zjppo7zZc@Makino ﾐﾔﾏﾌﾀパﾗﾝ

0γ＠んおαγj蛇α"Fischer ハクサンチドリ

OTeO7･cん芯pqte7zs (Lindl．)Lindl・ コケイラン

PC"α伽#んeγαmα7z,dz7･j7zo7･z"zReichb． f・ var、 6γαcbyce7zf707@(Fr.etSav)KQidz.
ヤマサギソウ

PJ"a7ztheγα加etz"枕〃αF. Maekawaエゾチドリ

PJ"α刀#んeγα op"7･yddoZdesFr. Schm･ ｷｿﾁドﾘ

Pj"a泌世んeγα＄α＠んα彪祁e祁鈍sFr・ Schm． オオヤマサギソウ

Pj"@7z"eγα"pu,j"desLindleyホソバノキソチドリ

S〆γα冗"""7Ze7z"s (PerS.)Ames subsp. α""mjjs (R・Br.)Kimuraﾈジパﾅ

DICOTYLEDONEAE 双子葉植物綱

OHORIPETALAE 離弁花亜綱

Salicaceae ヤナギ科

Popu"smα錘jmoujjcz"Henry ドロヤナギ（ドロノキ）

Pop""s"ejojd"Miquel ヤマナラシ

Sα必錘ん払雌e7z"Floderus コウライバツコヤナギ(エゾノバツコヤナギウエゾノヤマネコヤナギ）

Sα〃錘加fe9γαThunberg イヌコリヤナギ

Sα〃毎sα＠ん弘加e7z"sFr・ Schmidt オノエヤナギ（ナガバヤナギ）

To"'Ls拠拠γ6αがα九a (Seemen)Kimuraオオバヤナギ

Myricaceae ヤマモモ科

MWcz"jeL・ var・ 加加e7ztosqO．DC・ ヤチヤナギ
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Juglandaceae クルミ科

ん“α7”加α刀“ん秘γjccMaxim・ subsp・ 死e60j"@7zc (Maxim.)Kitamuraオニグルミ

Betulaceae カバノキ科

丑j冗弘sc7･Zsp" (Aiton)Purshsubsp・ 加α"mo'"icz"(Call.)Hult. ミヤマ/､ソノキ

4加弘s"7･s""Turcz. ケヤマハンノキ

"",zu,,jbpo,zicc(Thunb.)Steud. ハンノキ（ヤチハンノキ）

Bet"j"eγ加α冗湿Cham. ダケカンバ

Be"jcpjctypby"@Sukatchevvar・ ノapo7zZec(Miq.)Hara シラカソバ

Fagaceae ブナ科

de7,,""Thunb. カシワ

m07zgo"cGFischerexTurcz. モンゴリナラ

77zo7zgo"ccFischerexTurcz・ Var． g7~osseseγγ“a

恋
心
”

祀
和
元

②
ｃ
ｃ

秘
秘
秘

Ｑ
Ｑ
Ｑ (Bl.)Rehderet

Wilson ミズナラ

UImaceae ニレ科

UjmzLsdaUjdZ@7zQPlanchonvar・ Japo7zic@ (Rehder)Nakai

Uj加弘J' ja""""(Trautv.)Mayr オヒヨウ

ハレニレ（アカダモ）

Moraceae クワ科

〃｡γzsaz"､Z7℃〃sPoiret ヤマグワ

Urticaceae イラクサ科

L@po7･teaj払"""@ (Sieb. etZucc.)Weddell ムカゴイラクサ

I/7-"cα〆ctyphy"αWedd. ｴゾｲﾗｸｻ

Polygonaceae タデ科

@"c"""eL・ ミチヤナギ

ルyd7･opjpeTL･ ﾔﾅギﾀデ

‘apa銃枕〃z"7zL・ subsp， 刀odos,zLm (Pers.)Kitam・ オオイヌタデ

jo7z9",etuJ7zDeBruyn イヌタデ

pojy7ze泌γ07zFr. et Sav. アキノミチヤナギ

sα＠んα"7ze7zseFr・Schmidt オオイタドリ

sα"""14"L･ var. "e加jdi (Meisn.)Maxim・ ｱｷﾉｳﾅギﾂｶ

se7z"co$zLm(Meisn.)Fr・ et Sav. ママコノシリヌグイ

Zate幽α脱α72,24”恥．Ito ナガバハマミチヤナギ

t“”e7yjZ Sieb・etZucc・ ミゾソバ
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RzLme錘αcetOSe〃αL、 ヒメスイバ

R"7zezc7･Zsp"L・ ナガバギシギシ

Rum〃o"“‘枕〃zLJL. エゾノギシギシ

Chenopodiaceae アカザ科

Mey. ホソバハマアカザ

Mey・ subsp． d""""(Franchet)Kitamuraハマアカザ
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シロザ

アッケシソウ

オカヒジキ

Oaryophyllaceaeナデシコ科

αγ""z"rccespjtost"7zGilib･ var． 』α7zf"eJ, (Williams) Ihra g

DZa花ｵ“s s"peγかﾙsL。 エゾカワラナデシコ

Ho7z"e7zycpepjoZdes (L･)Ehrh. subsp・ 加qjbr (Hook.)Hulten

"ひe"?.jlzg"j@fe7･jjZom(L.)Fenzl オオヤマフスマ

S嘩冗amazj"zGA.Grayハマツメクサ

Spe7y妙αγjα祝”･加a (L・)Griseb. シオツメクサ（ウシオツメクサ）

Sfe〃αγZαんibwIz"uscRottb． エゾハコベ

Sfe"α元α j･刀g娩彪aMuhl・ ナガバツメクサ

Sfe〃αγZα加e血a (L､)Villars ハコベ

Ste〃αγja 7也虚"7LsL． エゾォォャ･ﾏハコペ

ミナグサ

"、マク、コベ

Nymphaeaceae スイレン科

"z4""pu,加泌"DC. ネムロコウホネ

Ⅳy瓶pんaec fefγ画907zQGeorgi エゾノヒツジグサ（エゾヒツジグサ）

Oercidiphyllaceae カツラ科

CeTcZdjpんy"umj@po7zicu"zSieb・ etZucc. カツラ

Ranunculaceae キソポウケ科

4“冗鉱z"zyesog7M,eNakai エゾトリカブト

"c"ec eTy銃γoc(zrpcFischer アカミノルイヨウシヨウマ

“｡"#，α呪"γ…"Begel etRadde フクジュソウ

丑乃e〃07zede""$Fisch． ヒメイチケ

"7zemo7ze娩醜ot0maL． フタマタイチケ

Cbj銃apqj"frjJ， L・ エソコゥソゥ
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Cimicd戎惣a""pje"Wormsk･ サラシナシヨウマ（エゾシヨウマ）

Coが恋tγザb〃a (L､) Salisb・ ミツバオウレン

Ra凡秘冗cuj"3ノケ切乃蛾錐誕H・Boiss・ エゾキンポウケ（アイヌキソポウケ）

Ra九泌泌cuj"、 g7w7zd"，Hondavar． α必死γo〃'"･秘e7zs" (Tatew.)Haraシコタンキンポウケ

Ra冗泌兄､泌z"7.epe7zJ， L・ ハイキンポウケ

Ra刀払冗c""7･e〆α凡sL･ ｲﾄｷﾝポｳｹ

Rc7zz"zc""9zLeJpce7fe7z"$Nakai キツネノボタン（ヤマキツネノボタン）

Tんα〃“γu"z a9拠泌egijb"""zL・ var. j7zteγ泥e血泌加Nakai カラマツソウ

Tんα〃“γ2"7zmj7zu,J、 L・ var・ んypojgamz (Sied. etZucc.)Miq・ アキカラマツ

Magnoliaceaeモクレン科

〃ag乃0〃a obozj@"Thlmb・ ホオノキ

Schisandraceaeマツブサ科

Scんなα凡｡γα""e7z"$ (Turcz.)Baill． チョウセンゴミシ

Papaveraceae ケシ科

Cんe〃乱｡"z",znz"z",L. subsp．"""cumHara クサノオウ

Co7ydα〃sα加"gELGCham・ etSchl． エゾエンゴサク

CoTyd""ocfofe7z"sTurcz・ var． γαddeα祁α (Regel)Ohwi ナガミノツルキケマソ
（ツルキケマン）

Cruciferae アブラナ科

』γα玩ぶんjγ皿f@ (L.) Scop・ subsp."ppo7zicz (Franch.)Kitamura ヤマハタザオ

』γα〃J，"e"e"DO・ var・ ノapo"ic" (A・Gray)Fr・ Schmidt ハマハタザオ

C"pse〃α 6匹γ:3，α-p"toTZs (L､)Medic. ナズナ

Caγdα加"e jezLcα刀#んa (Tausch)O.E.Schulz コンロンソウ

Caγdα"@sczL""Thunb． オオバタネツケバナ

Ro7jpp@"j@7zdicc (Oeder)Boras スカシタゴポウ

Droseraceaeモウセンゴケ科

DT･oseγ江γotzL7zd枕彪αL・ モウセンゴケ

Orassulaceaeベンケイソウ科

Sed"77zpzL7ァ秘γeum (L､) Schult・ ムラサキベンケイソウ

Sed叫加 "effj"""umL． ミツバベンケイソウ

Saxifragaceae ユキノシタ科
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』s錘必e銃拠乃be7g" (Sieb・etZucc.)Miq・ var. co7zges"Boiss・ ﾄﾘｱｼｼｮｳﾏ

Cんγysos〆‘泥j泌況α〃‘γ乃批虎umL. var．“〃γicu,mSeringeエゾネコノメソウ

Cルァysospje冗虹汎んα沈むcんα“c払加Fischer チシマネコノメソウ

"ydγα7@ge@pq"""j"@Sieb.etZucc・ ノリウツギ（アジサイノリウツギ）

Hydγα冗9ecpe"ojαγ"， Sieb.etZucc・ ツルアジサイ（ゴトウヅル）

Pαγ73α3J,"pcj"t72J' L・ ウメバチソウ

RZ6"jat物彪哩"Janczewski エゾスグリ

Ribes sc"cjj7@e7zse (Fr・ Schmidt)Nakai トガスグリ

Rosaceaバラ科

且”疵｡”αp秘o"Ledeb・ キンミズヒキ

aγ払九c叫ぶdjojcz"、 (Walter)Fernaldvar. fe7zzWb"zLsHara ヤマブキショウマ（チ
シマヤ･マブキショウーマ）

C7･""e9"sc"""切"℃aMaxim・ クロミサソザシ

CmZzeg"s刀zα錘jmouﾉfcz"C、K･ Schneider アラケアカサソザシ

Fj"pe7zdujα〃αmtsc〃α堀cc (Pall.)Maxim. オニシモツケ

F泌加e7zd"@p秘γp必γecMaxim. ｷﾖｳガﾉｺ(ｴゾﾉｼﾓﾂｹｿｳ）

蹄勾αγ"7zZppo7zZcaMakinovar・ yezoe7zse (Hara)Kitam、 エゾクサイチゴ

Ge"7z @jepPZcumJacq･ オオダイコンソウ

Geunz jbpo,zicu"zThunb. ダイコンソウ

Get"7z加αc7℃p〃y〃""Willd・ カラフトダイコンソウ

Ⅲ＠J私J，伽cc@"Borkhausenvar・ 加α凡かん必γ2c@ (Maxim.)C.K． Schneiderエゾノ
コリソゴ

Majz"foT"go (Sieb.) Sieb， exVriese ズミ

"te7z"〃αα九“γz元a var･ gγa7z弘芯Ledebour エゾツルキンパイ

Pりte冗湿〃αノケ画9α冗oid"L. var・ 加aJbTMaxim. キジムシロ

ミツバツチグリ勘此冗湿〃αブγey7zdα刀aBornm.

"te冗混"@"ppo""Th・Wolf ヒロハノカワラサイコ

"te7z""α孔oγzﾉeyde@L。 ｴゾﾉﾐﾂﾓﾄｿｳ

Pote祁錘〃αpaj函t7･js (L､) Scopoli クロバナロウケ

Pofe沁錘〃as加jo7zj@γαLehm. ツルキジムシロ

Pr叫冗鮎Smα""oujjcz"Ruprecht ミヤマザクラ（シロザクラ）

Pr弘乃秘3 7zdppo"ccMatsumuravar．"7･jje7z"s (Miyabe)Wilsonチシマザクラ

Pγ皿冗払3 sαγye7zt"Rehder オオヤマザクラ（エゾヤマザクラ）

馳皿γ私go"Thunbergハマナス

Ro"s秘α""Willdenowオオタカネイバラ

R秘"us"q@tae9枕彪泌sBunge クマイチゴ

R"j"s ZdcezLsL・ subsp・加eja元o"""sFockeエゾイチゴ

R払如，pαγひ枕""sL・ ナワシロイチゴ
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SQ7z"""γba te7z"Zん〃αFisch・ form.α必α(Trautv.etMey.)Kitam・ナカポノシロワレ
モコウ（シロワレモコウ）

soγ6必ぷぶα刀zb"c枕彪α (Cham・ et Schltdl .)Roemer タカネナナカマド

soγ“，Sam“c枕虎α (Cham･ et Schltdl.)Roemer var. p""Q9γα""sO．K.
Schneider ミヤマナナカマド

SoT･jGT""T6沈彪αL. var． ，te〃や〃αMaxim. form. Z7zce7"(C.K・Schnei-
der)Kitagawa エゾホザキナナカマド

So7･6u,s @wze7･Zca氾aMarsh・ subsp･ ノapo"cc (maxim.)Kitamura ナナカマド

Spjγαgc 6et"j沈〃αPallas マルバシモツケ

Spjγα‘α”虎c枕〃αL. ホザキシモツケ

Leguminosae マメ科

』”p"2cuTpcez cdgeu'o7･""Benth・ Var． とγZspe7ma （Miq.）Ohwi ウスバヤブマメ

Lα銃yγ秘J， 刀zαγ鉱@mz"、 (L・)Bigel . ハマエンドウ

Lα銃yγ秘spc"J'tγおL・ subsp.p"os"s (Cham.)Hulten.

Lespedez@"coJoTTurcz・ ヤマハギ（エゾヤマハギ）

Tんe777zops"j"pd7Zoides (L.)Link センダイハギ

乃坑〃払加cα銅""27･cL・ クスダマツメクサ

乃枕〃秘"ん”γ”秘加L・ タチオランダケンケ

乃批虎叫汎Pγαfe7zseL. ムラサキツメクサ（アカツメクサ）

Tr抗彪拠況γepe7z､PL･ シロツメクサ

'2“αα泥oe7zcFisch. ツルフジバカマ

"2c"cγncccL． クサフジ

"d"αノapo7ziccA・Gray ヒロハクサフジ

"j"α秘7z""@A.Br・ ナンテソハギ（フタバハギ）

エゾノレンリソウ

Geraniaceae フウロソウ科

eγjα沌餓払加DC． チシマフウロ

t"7zje7y"Sieb・ etZucc・ ケソノショウコ（フウロソウ）

yesoe7zseFr・ et Sav. エゾフウロ

yesoe7zseFr・ et Sav.var． pse"do-p""st7･eNakai ハーマフウロ
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Oxalidaceae

0"""@cetose〃αL. コミヤマカタバミ

0"""co7･7z,ZczLj@"L、 カタバミ

カタバミ科

Rutaceae ミカン科

Pんe"ode7zd7･o冗α加叫γe7zseRuprecht キハダ（ヒロハノキハダ）
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Buxaceae ツケ科

P""ys@71dγα fe7沈加""Sieb.et Zucc・ フツキソウ

Anacardiaceae ウルシ科

Rんz"、 am"9zLGLavallee exDippel ツタウルシ

Aquifoliaceae モチノキ科

"2"cTe7z"cThunb・ var． p"udo"(Nakai)Hara ハイイヌツケ

〃e垂γ弘goscFr・ Schm・ ツルツケ

"e"s"gero"Maxim・ var. b7･g"pedu,"c"J@"(Maxim.)S、Y・Huアカミノイヌツケ

Oelastraceae ニシキギ科

｡γもZczLjctzLsThunb． ツルウメモドキ

07bZc"j""sThunb・ var. st7･j""osus (Nakai)Makinoイヌツルウメモド
キ（オニツルウメモドキ）

“α〃J (Thunb.) Sieb． ニシキギ

qj""s (Thunb.) Sieb・ form．“〃αto-de7ztctmLs (Fr・ etSav.）
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Hiyama コマユミ
加αc7．0〆eγz"､Rupr・ ﾋﾛﾊﾉﾂﾘバﾅ

⑥"yph"z"、Miq・ ツリバナ

"e60j"α冗拠sBlume マユミ

Aceraceae カエデ科

“冗冗ajGMaxim・ ｶﾗｺギｶｴデ

jcpo"cmjnzThunb. ハウチワカエデ

配07zoMaxim・ subsp・ 加｡凡o エゾイタヤ（イタヤカエデ）

弘ﾙ必γ弘7zdtLe7zseTrautv.etMeyer オガラバナ

γ
γ
γ
γ

②
２
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ｃ

ｃ
ｃ
ｃ
ｃ

４
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４
４

ツリフネソウ科Balsaminaceae

I瓶Pα“e7z3 7zo"-t@7zge7･eL． キツリフネ
ツリフネソウImp"Ze7zs te"to72Miq.

Vitaceae ブドウ科

477zpejopsis 67"jpedzL7zc"j"G (Maxim.)Trautv.

死塊s cDig7ze"zePulliat ヤマブドウ

ノブドウ

Tiliaceaeシナノキ科

Tj〃α jbpo'zicc (Miq.) Simonkai シナノキ
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Actinidiaceae マタタビ科

αγgut@ (Sieb・ et Zucc.)Planchon ex

"ojomj""(Maxim・ etBupr.)Maxim.

Miquel サルナシ（コクワ）

ミヤママタタビ

4c"7zddj@

丑c"7I,idic

Guttiferaeオトギリソウ科

"ype7jc払加ascyTO7z L・ トモエソウ

Hype7･jcumeTect""Thunb・ オトギリソウ

Hype72c払加psezLdope"ojα虹加R.Kellerサワオトギリ

Sαγ“んγα jα錘a (Blume)Y・Kimura コケオトギリ

TT-jaje7zu刀z ノapo7z""77z (Blume)Makino ミズオトギリ

Violaceae スミレ科

αc秘加配α"Ledeb． エゾノタチツポスミレ（エゾタチツボスミレ， イヌスミレ）

"@7zdce/b777z"Nakai･var.p"o"Hara ケウスバスミレ（チシマウスバスミレ）

grypocer"ApGrayform．Pz',besce7zs (Nakai)Mizushima ケタチツボスミレ

fus@7zo"7z@Makino オオタチツポスミレ（クサノスミレ）

jα”3do抗ZFischer var． cα“e“e泌夕Ging・ オオバタチツポスミレ

ma7zdsん秘γjmW.Becker スミレ

pct""DC・ シロバナスミレ

se"j枕湿Pursh ミヤマスミレ

"gγ“拠冗d@A・Gray ツポスミレ

"ef｡ecwzd@A・Grayvar． sem""祁α7"Maxim・ アギスミレ
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Lythraceae ミソハギ科

Ly銃γ叫加”〃carjaL・ エゾミソハギ

Onagraceae アカバナ科

｡γでaeaajp"αL・ ミヤマタニタデ

α7℃αec 77zo""， Sieb・ et Zucc、 ミズタマソウ

EP"o此秘加α冗gz"､#枕〃拠加L. ヤナギラソ

Ep"o6"'" ce"@jos鞠刀zGHausskn･ イワアカバナ

EP"06"加加o祁世α刀秘加L・ エゾアカバナ

Ep"06"77zp""stγeL. var． ‘α"α'zdz'Jce/b〃秘mLecoqetLamotte ホソバアカバナ

Oe7zotんeγα"e7wz"agg・ メマツヨイグサ（アレチーマツヨイグサ）

Araliaceae ウコギ科

忽祗〃α“γda"Thunb． ウド
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47通〃α ej"ZG (Miq.) Seemann タラノキ

KGLop@7za垂pict"3 (Thunb.)Nakai ハリギリ （センノキ）

Umbelliferae セリ科

忽冗ge"cc @7zO77z@j@Lallem． エゾノヨロイグサ

""c"ccge,z"je"cNutt・ オオバセンキュウ

型刀銃γ"cus J,yj""､27･"(L､)Hoffm・ subsp． αe加拠jc (Woron.)Kitam. シャク

B"pje秘γ弘mjo7zgjγα"""77zTurcz. form． “α宛zLsKoso-Polj． ホタルサイコ
CjczL""270"L， ドクゼリ

GJe""α虎雄07．α〃J， Fr･ Schm． ハマポウフウ

H@γαcJe秘加“冗唾秘加Michauxオオハナウド

Ligu,s"c"77z sco"c拠加L・ マルバトウキ

Oe7zo"e Jα"α九j"(Blume)DC・ セリ （ナガジラミ）

Osmo7力jza"･""t@ (Thunb.)Makino etYabeヤブニンジソ

Pj",γ“､peγ77z叫加α叫ぶtγjac叫加 （L､)Hoffm・ subsp， 秘γαJe7zse (Hoffm.)Somm・オ
サモチ（オニカサモ

Sα冗jc"jc cんj7ze7zJ,"Bunge ウマノミツバ

Sese""90e7zs"Koidz. イプキポウフウ

To7･Z〃，ノapo"e@(Houtt.)DC・ ヤブジラミ

Somm・オオカ

(オニカサモチ）

Oornaceae ミズキ科

L、 ゴゼンタチバナ

Hemsley ミズキ

エゾゴゼンタチバナ

３
３
３

秘
払
払

刀
祁
九

”
”
”

Ｃ
ｃ
ｃ

cα刀ade祁鈍J，

cO7ZZTO"eγ汐a

s"e"ccL．

SYMPETAI｣AE 合弁花亜綱

Pyrolaceae イチヤクソウ科

Cん”αpん弘。j@po"c"Miq. ウメガサソウ

"07zot7op"tγ腿況H・Andres ギンリヨウソウ

ベニバナイチヤクソウPy7･ojαα"7-jjb"｡Michx. var．p邸γ･pzL7･eJu (Bunge)Fern.

PyToja Japo7zZcuKlenze イチヤクソウ

Py7･ojα加j凡oγL・ エゾイチヤクソウ

PyToj@ secwzd@L． コイチヤクソウ

Ericaceae ツツジ科

且”γ077zedapo"/b〃αL. ヒメシヤクナケ

Cんαme@dcpﾙ泌e c"ycuj"@ (L､)Moench ヤチツツジ（ホロムイツツジ）
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Led叫加pα如"7eL. subsp. ｡"eが加泌oszLm (Nakai)Hara ｲｿﾂﾂジ（ｴゾｲｿﾂﾂジ）
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Empetraceae ガンコウラン科

ampctγ叫加"g7･u,mL. var． j@po7zic叫況K・Koch カソコウラソ

Primulaceaeサクラソウ科

GjctLzmα冗玩mGL. var． obft"､枕虎aFernald ウミ ミドリ

Ly"mqcんja tんyJ'jjZoγαL・ ヤナギトラノオ

クサレダマL郷macん”ひ吻αγ"L・ subsp. dα"uγjcG (Ledeb.)Tatew.

PTZmujα允γ"0J,GL. subsp． /czLTjqe (Franch.)Murataユキワリコザクラ

Pγj加払“ノ“0α”αMiq， subsp.pujesce7zs (Takeda)Kitam・ エゾオオサクラソウ

TTfe九tα〃S c叫γ℃paeaL。 ツマトリソウ

了冗e兄tα〃s e"7･Op@e@L・ Var． αγc錘c@ (Fisch.)Ledeb･ コツマトリソウ

モクセイ科

jbPo'ziccMaxim. ヤチダモ

，gγγz"(Nakai)Murata アオダモ
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Gentianaceae リンドウ科

Ge7z"α乃a tWzO7UPall . エゾリンドウ

Ge7z"@7z@zo"27zge7-j Fawc・ フデリソドウ

H"e7zicco7･7zdczLj"z (L､)Cornaz ハナイカリ

〃e冗y@7z""' trZjb〃αtaL・ ミツガシワ

Asclepiadaceae ガガイモ科

Cy泌α邦cん拠加cα私｡α"77z (Miq.)Maxim. イケマ

Polemoniaceaeハナシノブ科

Pojemo刀加加cαe7･"eIL77zL. subsp. j"r帆oγ払沈 (Regel) Ko・Itoform・paj"doJ,払加
Ko・ Ito クシロハナシノブ
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Boraginaceae ムラサキ科

"effe7z"α碗αγZ""2G (L､)S，F・Graysubsp・ a"α〃cGTakeda ハマベンケイソウ
■

Labiatae シソ科

C〃凡opodj"77z cんj7ze71,se (Benth.)O.Kuntze subsp． 〃γα“城oγ拠況 (Maxim.）
Haravar. p@7･〃帆oγ必加(Kudo)Hara クルマバナ

Dγα"cepんα雌況a7y払乃e7aseFisch， ムシャリソドウ

EJMo"z""〃a"(Thunb.)Hylander ナギナタコウジ1

G"eop“' 6城d@Boenn. チシマオドリコソウ

Lα泥越加α必umL・ var． ‘αγ""77z (Sieb. etZucc.)Fr・ et Sav. オドリコソウ

Lycop"3呪αα銃麺祁泌s (Maxim.)Makino ヒメシロネ

LycopzL・払乃帆｡γ必sMichx・ エゾシロネ

Pγ叫祁e"@ zJ"j9αγ"L・ subsp･ α死α湿"(Nakai)Hara ウツポグサ

Sc"e〃αγ"pe"7ze7z"$Maxim. var・ 秘妬拠γZe""s (Regel)Hand-Mzt・ エゾタツナ
ミソウ

SczLte"αγja3fγZgj“o皿Hemsl・ ナミキソウ

Sc"e"crZ@""9j"o"Hemsl・ Var・ yezo272s"(Kudo)Kitam・ エゾナミキソウ（オ

Stcchy駁…de7･jOhamissovar． #”t…ed"(Kudo)Kitam・ ｴゾｨ轆葦ｿｳ）

Solanaceaeナス科

Sojα泌叫加加α"jmouﾉ2czjjKoidz・ オオマルバノホロシ

Scrophulariaceae ゴマノハグサ科

E秘Pﾙγα“α、α垂jmo"tcz"Wettst・ var･ yezoe冗碗sHaraエゾコゴメグサ

厘泌αγjajapO7zicGMiq・ ウソラン

"""Z"j7afZcttb' (Miq.)Nakai ミゾホオズキ

Peddcu,j""TeszLP""@L・ シオガマギク

Pedic"j@7･むりg刀叫"@Schanginvar・ shmidt"T. ItOネムロシオガマ

Sc7･opん""""γαyα兄aMaxim・ エゾヒナノウスツポ

Phrymaceae ハエドクソウ科

Pんγy刀zc jeptos"cby@L･ ﾊｴドｸｿｳ

Plantaginaceaeオオバコ科

""""L、 オオバコ

c@mtscん"2ccCham． エゾオオバコ

ノapo7zdccFr・ et Sav. トウオオバコ

ノapo7zde@Fr， et Sav・ form・ yezo刀z"-Z"mc (Koidz.)Kitam・テリハオオ寺
〃、．

○
○
０
０

噸
叩
勾
四

ｔ
ｔ
世
ｔ

九
冗
乃
凡

ａ
α
ａ
α

〕
４
Ｊ
ｊ

Ｐ
Ｐ
Ｐ
Ｐ

－122－



Rubiaceae アカネ科

Gc"ILm tTM""zL. var. b7･e"jpe(f",zc,LjctumRegel ホソバノヨツバムグラ

Gα虎払加 tγ机｡γt/bγ77zeKomar・ オククルマムグラ

G"2"mUeγ叫加L， var."t"jc"wzNakai キバナカワラマツバ

G""”〃eγ払加L・ var． ＃1℃cんycαγPU,7zDO． エゾノカワラマツバ

Gqj池加〃eγ拠加L. var、 27江"yC"-PzL77ZDC・ form．"""Nakai チヨウセソカワラーマツバ

R""αノ“｡e九死s (Miq.)Miyabe etMiyake アカネムグラ

Carpifoliaceae スイカズラ科

LZ九7zα“伽γe@j"L、 リソネソウ

Lo"ceγα cjpjge九αL. var・ gjeb7zZi (Fr・Schm.)Nakai エゾヒョウタソポク

Lo"ceγα“αm"3072Bunge チシマヒョウタンポク

Lo"ceγα cα弘γ"jecL. var・ empんy"oczjy" (Maxim.)Nakai クロミノウグイスカグラ

LO7zjceγα ＠んγy3@7ztんaTutcz. ネムロブシダマ

Lo"ceγα刀zα錘jmoujicz" (Rupr.)Maxim. ベニバナヒョウタンポク

Sα加"zLc"3 7@cemoscL・ subsp．“e加jd"7z" (Miquel)Hara エゾニワトコ

"必秘γ祁叫"んγcct"mBlume オオカメノキ

"泌払γ凡払加opzLjz"、 L. var．"j"""7zs (Rehder)Hara カソポク

Adoxaceae レソプクソウ科

4do錘αmosc""e""αL. レンプクソウ

Valerianaceae オミナエシ科

PaZγ"もα・Ca尿oJ'ze/b虎aFisch. オミナエシ

Cucurubitaceae ウリ科

Sc"zopepC凡 67-yon,jα抗〃usMaxim・ ミヤマニカウリ

Campanulaceae キキョウ科

”鰐舞湘梁ｬ郷"de7zopん07c trdpんy〃a (Thunb.)A・DC. subsp． αpeγ･鰯ca

Loje"a JDew,泌枕〃α Lamb・ サワギキョウ

彫γαcα和αcaT7zosc (Wall.)H"k． f・ etThoms・ Var．“γ℃αeojd"， (Fr・Schm.）
Makino タニギキョウ

Compositaeキク科

ノコギリソウ

subsp． p"cん7@Kitam.

L、 セイヨウノコギリソウ

αj〆冗αL･

@jp"αL・

加j〃敏〃拠加
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アカバナエゾノコギリソウ
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4c脆〃eα〆αγ7""L・ subsp・加αc7.ocepんaj@Heim・ エゾﾉｺギﾘｿｳ

"de7zo""o7z脱加αj""LmEdgew・ ノブキ

4沁αPんα〃3 77z"yαγ"@c"(L､)Benth・ etHook． f・ ヤマハハコ

丑γfe刀"死α ノapo7zjcGThunb・ オトコヨモギ

丑γfemZ"αjapo7zicuThunb・ subsp．""o7-ZcojGKitam・ ハマオトコヨモギ

47･te""Zα んoidzt"7z"Nakai ヒロハゥラジロヨモギ

丑γtem",jα加07zt@7z@ (Nakai)Pamp・ オオョモギ（エゾヨモギ）

47･fe77z2死α"e"c7･jα泥aBess・ シロヨモギ

"sfe7･ J,cabeTThunb・ シラヤマギク

4蛇e7･ ZTjpO〃秘加L・ ウラギク（ハマシオソ）

Bide7zJ， γα娩"@Thuill ・ var.p""""d@ (Turcz.)Kitam・ エゾノタウコギ
BγeecsetoJu (Bieb.)Kitam・ エゾノキツネアザミ

““〃ααz"･zcuj@tcDO・ Var.K@77ztScﾙα堀ccMatsum・ ミミコウモリ

Cbc@"a んastata L・ subsp． 07-Ze7zf@"sKitam. ヨブスマソゥ（ウラケヨブスマソウ）

Ch7op"､加加tγ芯feMaxim、 ミヤマヤブタバコ（ミヤマガソクビソウ）

"7･ys""e漉払醜jeuca乃銃e加umL・ フラソスギク

αが趣加ルα刀zfscんα”c払加Ledeb・ チシーマアザミ （エゾアザミ）

αか趣加&α加tsc"a"c必mLedeb・ subsp． pec"7ze〃拠加(A・Gray)Kitam･ エゾノサワ
アザミ

α痴趣加砂拠町are (Savi)Tenore アメリカオイアザミ

ETZge7･07z a乃冗zL趾s (L､)Pers・ ヒメジヨオン

E"pato元払m＠ん"e7zseL・ subsp・ scc""7ze7zse (Fr・Schmidt)Kitamuraヨツバヒヨ
ドリ

E"p@fo7ZtL77z c"7ze7@seL・ Var･ '"p児cウb〃拠漉(Makino)Kitam. ヒヨドリバナ

G冗αpんα↓”疵秘〃9"@s拠加L. ヒメチチコグサ

Hieγα“拠加α秘7Wz錘αc秘況L・ コウリソタンポポ

Hfeγαc加加泌況"e""拠加L・ ヤナギタンポポ

Hypoc"067-Zsmdicc"L･ ブタナ

I7zzLj@s@""7zcL・ vaItcs迦湿@@Kitam・ カセンソウ

なe7-isde7ztc"(Thunb.)Nakaivar．αj"/ZomMakino)Nakai シロバナニガナ

恥eγ芯γepe7zs (L･)A・Grayハマニガナ

Lα嘩泌“γαddea兄aMaxim・ var、 ej"Q (Hemsl.)Kitam・ ヤマニガナ

"9"jαγZαんod9307ziHook． f・ トウケブキ（エゾタカラコウ）

班域冗“γjα加at7･jc@rjojdes (Less.)Porter コシカギク

Mcf流c哩冗α Z“7画o泥05，peγ加a (Fr.Schm.)Hara etKitam・ シカギク

Petc"tesjcPo7zdczLs (Sieb・etZucc.)Maxim・ subsp・ gi9α九蛇泌， (Fr・Schm.）
Kitam・ アキタブキ（オオプキ）

Pic7"んjemcdoZdesL. subsp・ Japo7zicc (Thunb.)Krylv・ コウゾリナ

R"dbec腕α“γtaL、 キヌガサギク（アラケハンゴンソウ）

R""ec""jgci7z""L. var・ ん07･te7z"sBailey ヤェザキオオハソゴソソウ

Se7@e"o"7wa@"ん彪払$Less. ハソゴンソウ
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物Ⅳ動

第1章哺 乳 類

近藤憲久

第1節研究小史

野付風蓮道立自然公園およびその周辺域における陸棲哺乳類調査は，過去に若干あるにすぎない。

北海道（1978）は，鳥獣保護員等の協力を得て道内に生息する中・大型哺乳類4種，エゾシカ

(Ce7.1)､‘S”””〃880‘”’8)，エゾヒグマ(I/?･8zjsαγCtO8yeSOe7'SiS),キタキツネ(j'Mpes妙秘加e8

8chγe他c") ,エゾタヌキ("ｼcte7･e@Ltesp70cyonoZdes)の聞き取り調査を行い， これらの分布図を作

成している。しかしながら，本分布図については,近藤（1985）にも指摘があるように，地域的に若干修

正が必要であり， これらの種については，現在，個々に生態調査が行われているのでそちらの結果を待

ちたい。

上記以外には，米田（1978）が野付半島で4哺乳類の調査を行っているほか，近藤（1984），阿部・

近藤（1985）が，同公園内の野付半島および春国岱で哺乳類調査を行っている。阿部・近藤（1985）は，

この中で，周辺部の哺乳類についても触れているため，報告例は少ないものの， これらによって同公園

地域の哺乳類相の概略は明らかになっていると見て良い。

翼手目については，服部（1971）が北海道産翼手目に関してまとめている中で触れているほか，近藤

（1986）が根室市内における若干の採集記録について述べている。通常，これらの調査にはカスミ網を

使用して夜間に行うため，従来の哺乳類の生息調査では省略されることが多く，他の哺乳類に比べて報

告書が少ないのが現状である。上記の報告も含め，この動物については，北海道内の実態すら明確にな

っていないと見てよく，北海道の陸棲哺乳類相を明らかにしていく上での課題と言える。

海獣類に関しては，同公園内に繁殖場所はなく，この地域内の海獣についての報告はない。しかし，

周辺域の千島列島および根室半島や知床半島における研究は数多くなされている。これらの中から主な

ものをあげれば，鰭脚類では, BEJIKI'IH(1966),伊藤ほか(1977),NAITO&NISHIWAKI

（1975），新妻ほか(1980),NISHIWAKI(1960),nEJIROB(1971),大泰司・斎藤(1981)

などがある。また，鯨類では，大隅（1972），河村（1981）がある。これらの研究は，同地域周辺にお

ける海獣類の分布および生態を明らかにしたものと言え，同地域周辺への回遊個体の可能性を示すもの

と考えられる。

第2節調査地点及び調査方法

野付風蓮道立自然公園は，標津・別海・根室の3市町に渡る海岸線にあり，野付半島・風蓮湖・温根

沼などの砂州およびそれによって形成される湖沼から成る。これらの地域は,その気候的特性のもとで特
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有の植生を生み， また，これに対応した動物相は，北海道西部や南部のものとは，明らかに異なった特

徴を有している。しかし， この地域は昭和30年代以降の大規模草地開発により，周辺部の環境が急速に

変化した所であり，この影響による動物相の変化も懸念されるところである。これらの地域の海岸およ

び湖岸は，砂浜と干潟から成りこれらに続く砂丘と段丘は植生から見て3つに大別される。すなわち，

野付半島・走古丹・春国岱第一砂丘などの砂州上に発達した海岸自然草原を主とする地域，風蓮湖北岸

のミズナラ(Q'4e'･cz4smowzgo"cd)を主体とした広葉樹二次林，春国岱第二・第三砂丘および風蓮湖南

岸から温根沼・長節湖にかけてのトドマツを主とした針過混交林である。

本調査は，これらの地域において，翼手目を除く陸棲哺孚願を中心に行い，調査方法は別記する二つ

の方法によった。調査を行えなかった種については，過去の文献などを参考にまとめた。なお，調査を

行うにあたり，野付漁業協同組合の職員の方々には多大なお世話になった。ここで厚くお礼を申し上げ

る次第である。

1． 痕跡及び目視調査

中・大型哺乳類は，短期間の調査における直接観察や捕獲の困難なものが多く，そのため糞・足跡・

食跡など痕跡による種類の判定を中心として生息調査を行った。無積雪期は痕跡の見つかりやすい河畔

や湖畔などで行い，積雪期は春国岱および温根沼林道で行った。無積雪期の調査は， 1986年5月から11

月の間に10日間行い，積雪期の調査は, 1986年12月から19"年1月までの間に2度行った。これら以外

に著者が過去に行っているデータも使用した。

また， 1986年11月2日から4日までの3日間，根室半島で行われたキタキツネのスポットライトセン

サスの結果も本報告に使用させていただいた。

2． トラップによる調査

ネズミ類・ トガリネズミ類の捕獲が目的でトラップを使用した調査を行った。調査は， 1986年9月8

日から12日まで5日間行った。

（1） ネズミ類

調査は，次の9地点（図1－1 ）において行った。 トラップはパンチュー式を用い，餌は生ピーナツ

を使用した。各地点とも， ワナは25個×3日間， 10m間隔5列格子状に配置した。

ワナの設置点とその附近の植生は次のとおりである。

A地点（標高lm) :野付崎先端のナカシベツ地区のハマナス（Ro8a ？･秘gO8q) , ハマニンニク

(EJ"""smo〃γ）の密な地帯で，一部，大潮の時は海水が侵入する。土質は，砂礫である。

B地点（標高3m） ：同じく，ナカシペツ地区のオオヨモギ（』γfe刀"“α呪o減α72a),オオハナウド

(H@7EcJeI",zdujce)の群落である。土質は粘土質で，腐植層は発達しない。

C地点（標高2wz) :野付半島先端近くの竜神崎の海岸自然草原で， 優占種はセンダイハギ

(Thefq''aOp848 I"if@O"e8),ツリガネニンジンMde70OPhOγatγ＃Pカツ"αVar."po7zic@)で,放牧馬によ

る影響が最も大きい地区である。腐植は発達せず，砂礫土である。

D地点（標高5m) :ナラワラ地区のミズナラ（Q泌eγC“77，0”o〃Ca）とダケカンバ(Be"!"

eγ"､α勉侮）帯で，林床はミヤコザサ（Sa8α“”o卸j”)が密生する。立木の被度は70妬であるが，林
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相は発達する。腐植層はわずかにあり，砂質である。

、
％

I 付崎

H

長節湖

図1－1 小哺乳類調査地点

E地点（標高3wz) :走古丹ルッチャルのハマナス・ガンコウラン(anpet7w"z7zjgn"'z), コケモ

モ(ybcc加加加""s-'dcec)帯で，一部，ススキ(MZsma""8"eftsi8)が群落を作る。 この一

帯は平均して20冊程度の裸地（砂地）がある。

F地点（標高1777') :風蓮湖西岸の湖岸段丘で，伐採跡地である。 ミヤコザサが密生し，所どころミズ

ナラ， ケヤマハンノキ("fubs"7wLzG)の潅木が点在する。火山灰地であり腐植層は発達しない。

G地点（標高17m） ：別当賀川河口の湖岸段丘の広葉樹天然林で，ハルニレ(Uj77zus血"jdjQ7zavar.

jbpontcn),エゾイタヤ(Abeγ加o7zosubsp.77zo7zo),オニグルミ （ノu9j…α秘αntん批虎α）が優占

する。被度は100筋で，林床は，ヤマドリゼンマイ(Osmu,"""""),コカラフトプシ("cowi如加

8αc“J伽””var.”?”,｡e”e）などが優占し，腐植層は発達する。
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H地点（標高29m) :別当賀川の河岸段丘上に発達するトドマツ("j"'"cha"7zg7zs")林で，林

床はスズタケ(S"cnzoγｱﾙα‘oγ“〃3)が密生する。 トドマツはほぼ純林を形成し，被度は100妬であ

る。

I地点（標高lom) :温根沼西岸の針広混交林で， トドマツ・ダケカンバが優占する。被度は100%

で，林床はミヤコザサが粗生する。腐植は発達する。

（2） トガリネズミ類

調査は，ネズミ類の調査地点8地点で行った。調査には墜落缶を使用し，各調査区とも5個10祝間隔

でライン状に設置した。ワナを設侭した環境はE地点を除いては同じであった。E地点は，ススキ．ガ

ンコウランに優占される地帯に設置した。

第3節調査結果及び考察

1． 翼手目(CHIROPTERA)

同公園および隣撰或において,過去に， 4属5種の翼手目が報告されている。服部（1971）は，根室市

内においてカグヤコウモリ（胸｡“s/う℃te7･A江伊zWe), ウサギコウモリ(PJecoft"､αzfritz"､ ) ,チ

チブコウモリ（恥γ6"te〃αjeucomej"),ニホンコテソグコウモリ(M"rj7zcqwzf@I"w"･je7"､ZJ,)

の4種を報告しているほか，近藤（1986）は，同公園内において鳥類標識凋査用のカスミ網にかかった

ウサギコウモリ ・ニホンコテングコウモリ ・モモジロコウモリ（〃.〃zacγ0．αctyj")の3種を報告し

ている。

また,著者はこれら以外に,調査期間中，別当賀川の河畔林で飛翔するウサギコウモリ.を三度目撃して

いる。

上記の報告および著者の観察例から見ると，同公園地域で最も生息数が多いのはウサギコウモリであ

ると見られる。本種は， 1930年代には根釧原野の原生林に大群をなしていたという報告（永田 1958）

もあり，道東域ではポピュラーな種と考えられるが，現在は草地造成のために古老木の伐採が進象，生

息数は以前ほどのレベルとは考えにくい。

ウサギコウモリ以外の種は，上記報告においても確認例は少ない。この地域においては，生息レベル

は低いと見られる。

北海道では，現在までに7属12種の翼手目が報告されている（今泉1957，服部1971)が，道東では

根室の例を含め，確認種はさほど多くない。これは，翼手目を対象とした本格的な調査が行われていな

いためで，調査次第では種はさらに増えるものと考えられる。

2． 食虫目(INSECTIVORA)

食虫類を捕獲する目的で，延べ135個の墜落缶による調査を行った結果， 1属3種52個体の食虫類が

捕護された（表1－1 ）。

これら3種のうち，オオアシトガリネズミ （soγg‘r2m“c14j“恋）は全道に分布する普通種で，ほぼ

全ての植生環境において優占種である（近藤1981 .1983,阿部1975)。この傾向は本調査結果にお
いても変らない。
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表1－1 墜落缶による小哺乳類の捕痩結果

エゾトガリ

ネズミ

エゾヤチネズミオオアシトガリ

ネズミ

カラフトヒメ

トガリネズミ

αeMT-207z0mys
γ処/bc@""

6edfoγ㎡jag
So7･ez

z"z9"QLj""、
S・
"""271J

S・

g7nct〃"”

Ａ
Ｂ
Ｃ
Ｄ
Ｅ
Ｆ
Ｇ
Ｈ
Ｉ

２
－
－
４
’
’
’
’
一

４
１
一
一
一
一
１
１
４

－
８
２
５
４
２
６
－
１

１

’
１
－
－
１
－
－
１
－

本調査では，春国岱地域において調査を行わなかったが，阿部・近藤（1985）は， 1983年に同地区で

墜落缶と紙コップを使用した調査を行い， 1属3衝2個体の食虫類を採集している。紙コップの場合，

大型の食虫類は捕痩されにくいので墜落缶との比較はできないが， この地区では，海岸自然草原でカラ

フトヒメトガリネズミ(S・gmej"Z77zzz"F)が優勢だったほか，アカエゾマツ(PZcezg7．e",zi)の純林

で多数のカラフトヒメトガリネズミを捕獲している。カラフトヒメトガリネズミは，道央や道南では極

めて限られた分布をする種であるが，高層湿原とか針葉樹林帯が平地に見られる道東では， このように

オオアシトガリネズミよりも優勢な地域が頻繁に見られるものと考えられる。

エゾトガリネズミ(S. czectie7ts)は，オオアシトガリネズミと同様に全道的に比較的良く捕獲さ

れる種であるが，後者に比べて生息数は少ない。本調査では， これに類似した一般的傾向を示したが，

阿部・近藤（1985）は，春国岱地区において本種が最優占種となる地区を報告している。ABE(1968)

は，オオアシトガリネズミが草原性，エゾトガリネズミが森林性で，後者は比較的乾燥した林地で捕獲

されやすいことを述べているが，春国岱における捕獲結果は，そのような傾向を示しているものと見ら

れる。

3． 曜噛目(RODENTIA)

（1） ネズミ科(Muridae)

ネズミ類を捕獲する目的で，延べ675個のパンチュートラツプによる調査を行った。その結果， 2属

5種153個体のネズミ類を得た(表1－2）。 また，墜落缶で1属1種6個体のネズミ類を得た（表1－

1）。

アカネズミ ("Me刀")属のネズミは北海道で3種確認されているが，本調査ではこれら全てが捕
狸された。

エゾアカネズミ（』．叩ecdostLs"7z")は,G・ I地点での象捕獲された。特に,G地点では最優占

種であった。G地点は，同公園地区では珍しく，オニグルミやハルニレを主体とする林であり，本来の

エゾアカネズミの優占環境（近藤1980)に類似した場所である。同様の環境は川口から東梅にかけて見
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られ，このような所では，本種の生息を裏付けるオニグルミの堅果の食痕が多数見られる。本調査では，

7調査区のうち2地区でしか捕獲されなかったが，これらの調査区外では，生息していても極少数と

見られ，過去の調査報告（米田1975，阿部・近藤1985，近藤1984）でも捕獲されていない。

表1－2パンチュートラップによる小哺乳類の捕獲結果

エゾアカネズミ カラフト ヒメネズミ エチヤチネズミ ミカドネズミ オオアシ
アカネズミ トガリネズミ

”
班
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０

８
．
２

伽
》
《

α"んγ#07zom"8
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zmguicuj@tus
4．
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gf〃αcus

4．

@7ye7zteus

諏
翠
６
２
３
４
４
１
５

Ａ
Ｂ
Ｃ
Ｄ
Ｅ
Ｆ
Ｇ
Ｈ
Ｉ

３
８
－
釦
５
－
２
４
２

－

1

’
’
’
’
一
一
一
６
２

－
４
－
５
－
１
一
一
一

’
’
一
一
一
吃
－
４

カラフトアカネズミ“.pe7z27zJIzjqe解〃αcz6s)は,通常,植林地や自然草原・潅木林等で捕獲され

るが生息数は多くない種である。この付近では過去に1頭の承報告があるだけであり（阿部･近藤1985)，

本調査においてもE地点で1頭捕獲されただけである。これらの捕痩された場所はいずれも海岸自然草

原であるが，知床半島部においても半島付根部の海岸自然草原や潅木林でし力捕獲されていない。この

ように本種は，生息域も限られ個体数も少ない。同公園内においては，さらに捕獲される可能性はある

が，いずれにしても，低密度と見られる。

ヒメネズミ（』．αγye7zteu.J')は,H・ I地区でのゑ捕獲された。本種は，知床半島では針過混交林に

なるにつれて個体数が多くなることが報告されている（近藤1981）ほか，阿部(1975)は，鯵閉度の高

い森林において優位な種であることを報告している。今回捕獲された場所も上記の報告に類似した所で，

針広混交林および針葉樹林であった。このような地域は，同公園の南部に限られ， これに相応して本種

の分布も限られていると見られる。なお,阿部･近藤（1985）は，春国岱地域において本種を採集してい

ない。

ヤチネズミ （αeM"･jo7zo77zys)属は, 2種捕獲された。

エゾヤチネズミ (C. 7z&/bca'関』J'6edib7㎡ice)は，全調査区で捕獲された。この中で，特に，野付半

島先端の調査区,AとBでは100TN数がそれぞれ49.3頭, 29.3頭で極めて高い値であった。通常本種

は，人工植林地や湿潤な草原では優勢な種であるが，野付半島のこれらの調査区では，湿潤な草原に加

えて，侵入する海水により，この時期に水没する地域があることが影響されたものと考えられる。

ミカドネズミ (C、 7TLt"z"､”ん皿0)は，鯵閉して下草の少ない森林で優勢な種である（阿部1975)

が， この地区において過去に調査をした阿部・近藤（1985）は，春国岱の林床がコケに覆われたアカエ
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ゾマツ林では， ミカドネズミが極めて優勢で，林縁部のキタヨシ原では，エゾヤチネズミが逆に優勢に

なることを報告している。本調査でこれに類似した環境は蘭区であるが，ここでは弱いながらも同様の

結果が得られている。ところがD地区は，先にも述べたように砂州上の広葉樹林で，林床にミヤコザサ

が密生した場所であるが，ここでは， ミカドネズミが100TNあたり263頭と極めて高い値であった。こ

のことは，阿部(1975)や近藤(1981)で述べられている本種の生息蕊寛とは異なる。しかしその理由

については，隣接する海岸自然草原や針広混交林のデータを持ち合せていないので， ここでは論究をさ

けたい。

本調査では，家ネズミの調査を目的とした捕獲は行わなかった。しかし，著者の手元のデータでは同

公園内には我国で報告されている家ネズミ3種が生息する。 ドプネズミ (""u.'7'o7･"egic'")は，風

蓮湖南岸の別当賀川船付場や人家周辺では，普通に見られる種である｡既存の資料も,家ネズミ対象の調

査を行っていないので捕獲はないが，人家番屋が点在する同公園内では,広く分布している種と見られる。

また， クマネズミ (R､7@"")とハツカネズミ (""7,zumFcJ")についても東梅地区で，著者が過去

に標本を得ている。これら2種については， ドブネズミほど野外生活は行わないが，人家や番屋などで

普通に見られる種と考えられる。

このように，ネズミ類については，道東各地で過去に得られている資料とさほど変化のない資料が得

られた。

（2） リス科(Sciuridae)

リス科は，北海道に生息する3属3種全て確認された（図1－2）。
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ネズミ類の調査を行った際，シャーマントラップを使用しなかったので， シマリス（Zhm”8

8繩#γ＃c”）の捕獲はなかった。しかし，本種は調査期間中，湖南のミズナラニ次林と長節湖の遊歩道で個

体を目撃した。このほか，隣接する根室半島部では，野ソの調査において過去3年間で4頭のシマリス

が採集されている。このように根室市内においては普通に生息する種と見られる。本種は，野付半島お

よび風蓮湖北岸での記録はないが，これは調査機会が少ないためと考えられ，本種の生息環境としては

むしろ， これらの地域の方が適していると見られる。

エゾリス(Scjひ…ひ吻α〃‘)は,風蓮湖南岸の針広混交林において,雪上で足跡が確認できた。本

種は，同公園南部の混交林帯では確認情報も多く，稀な種ではないと考えられるが，分布が森林帯に限

られるため，近年個体数の減少した動物の一つと考えられる。

エゾモモンカ(Pte7077zys, "oj@7z5, oT")も前種同様に，風蓮湖南岸の針広混交林において個体を目

撃しているが，森林の伐採等で個体数の減少した種の一つであろう。周辺域の調査においても報告は少

ない（近藤1981, 1983, 1985)。

4． 兎目(LAGOMORPHA)

兎目は北海道に2種生息するが，そのうちエゾユキウサギ(Lepz"､混加jdzLs)1種が確認できた。

今回の調査では，本種の個体数調査は行わなかったが，風蓮湖南岸および長節湖の針広混交林内で雪上

の足跡を多数見かけることができ（図1－2），ポピュラーな種であると判断できた。

同公園内の春国岱では，過去の調査（阿部・近藤1985）で生息確認はなかったが， これは夏期に調査

が行われたためで，今回，雪上で行われた調査では，わずかながら生息が見られた。このため，冬期の

調査を行わなかった野付半島の針広混交林においても生息は考えられる。

本種は，同公園に隣接する厚岸道立自然公園では，霧多布湿原を除き，周囲の針広混交林で生息の多

い種と報告されている（近藤1986）ことを考えると，同公園を含めた道東太平洋岸の針広混交林を中心

にして，普通に生息している種と見なして良いだろう。

5． 食肉目(CARNIVORA)

（1） イタチ科(Musteridae)

北海道に生息する陸棲のイタチ科の動物のうち，イタチ(""tej@)属3種を，今回の調査で確認す

ることができた。

ニホンイイズナ（〃・極りα〃s7zα”jy")は，シャーマントラップによる調査を行わなかったために

捕痩はなかったが，調査期間中に風蓮湖岸で死体を1頭得た。このほか調査期間中，隣接する根室半島

部において野ソ調麺際2頭のイイズナを捕獲している。本種は，他の調査報告においても確認例は多

く（近藤1981, 1983, 1985，阿部・近藤1985），また，生息環境も多岐にわたっている。このように，

本種は道東城全般に渡って普通に分布する種と見なせる。

ミンク(""tej@""o7z)およびホンドイタチ（肱蛇"7･jcG)については，北海道(1985)が主と

して根釧地区で調査を行っているのでその報告を引用する。これによると，野付半島では半島付根の茶

志骨川捕痩場でミンクの足跡が確認されているほかは，半島部において両種の確認はない。また，風蓮

湖北岸における調査は少ないため調査結果は少数のミンクの捕獲にとどまっているが， これに対して風
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蓮湖南岸および温根沼において精力的な調査が行われ，数頭のミンクおよびホンドイタチが捕狸されて

いる。また，足跡等の確認例も多い。これを根室管内についてゑると， ミンクは23ケ所で30頭捕痩され，

ホンドイタチは10ケ所で11頭捕獲されている。これら両者は， ともに在来種でなくホソドイタチは明治

時代， ミンクは昭和時代に入ってから北海道に棲ゑついた種である。現在の分布は前者がほぼ北海道全

域に及ぶのに対し，後者は飼育場が集中する道央以東に集中して見られる。道東域におけるこれら2種

の勢力は，水系付近においては約1 ： 3と見られ，同報告では別当賀川ではミンクの捕獲を行った後に，

ホンドイタチカ輔獲され，両種間に棲み分けがあることが示唆されている。近年このように生息数に変

化が見られるが，同公園内においては両種とも優位な種であり，調査期間中に著者は風蓮湖岸において，

ホンドイタチを2度目撃したほか，温根沼西一番沢においてミンクを1頭捕護している。なお， ミンク

の痕跡確認は図1－2のとおりである。

エゾクロテン（〃αγfes,zj此〃かα‘γα"y弘γα）は,本調査において確認はなかったが，阿部･近藤

（1985）は，別当賀の針葉樹林において本種の足跡を確認している。本種は，道東の針葉樹林において

は，現在でも普通に見られる種である（米田1981,近藤私信）ことから見て，風蓮湖南岸から長節湖に

かけての針葉樹林には，わずかながら生息していると見た。

（2） イヌ科(Canide)

この仲間では，キタキツネ(J'iLjp""ujpesscんγ‘凡c")およびエゾタヌキ("ycte7･eutesp7･ocy-

07@oid"､a必us)の2種を確認した。ノイヌ(C@"5,fcmj〃α〃s)については，米田(1978)の報告

にあるが，今回はリストから省いた。

エゾタヌキは，根室市酪陽で交通事故の死体を得た。このほか，著者の過去のデータでは，根室市川

口・長節で確認例があるが，いずれも針広混交林内である。本種は，北海道（1984）の動物分布調査報

告書においても情報が少なく，生息数は少ないと考えられる。

キタキツネは，同公園内においては最も普通で， 目撃例も多い哺乳類である。同公園内における本種

の営巣穴の確認は，図1－2のとおりであるが，調査が根室市内に限られているので，分布に偏りが

見られる。また，針葉樹林内では未調査の部分も多いので空白になる部分がある。営巣穴の分布とは別

に，本種の目撃および痕跡の確認は同公園内全域で普通である。この個体の確認は湖岸部分に限らず，

干潟や凍結面上においても頻繁である。調査期間中， これらの地域において9頭のキタキツネを目撃し，

個体の多さを物語るものと考えられる。

（3） ヒグマ科(Ursidea)

北海道(1984)の動物分布調査報告書においては，本種は同公園内では槍昔地区を除いては絶滅地域

となっている。しかし，数年”､ら風蓮湖南岸および温根沼域では， しばしばヒグマ(UTsI"｡c7℃加s

"eZOe祁恋）の情報が得られたが，これらの情報の中には誤認も多かった。これらの地域における本種

の情報は， 1986年については著者がその都度確認したが，その結果，現在少なくとも2頭のヒグマが生

息していることが確認できた。 1頭は，隣接域の別当賀地区で4月11日に足跡を確認した。この足跡は

同じ日に同じ場所で前年にも確認されており，足跡は落石方面から西へ向って途中から北の針葉樹林へ

向っている。その後， この個体の情鋼土得られていない。また， 8月上旬に川口地区に設置された養蜂

箱にヒグマが付いているという情報を得て確認したところ， この個体は先の個体とは足跡の大きさから

明らかに別個体であった。その後，この個体は湖南地区・鮭鱒捕獲場・国迩4号線で， 9～11月の間に
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確認されている。なお，槍昔地区では情報は得られなかった。このように同公園南部の針葉樹林帯を中

心に股低2頭のヒグマを確認した。

6． 海獣類

ここでは，食肉目鰭脚亜目(Pinnidedia)アシカ科(Otariidae)とアザラシ科(Phocidae)

に属する海獣類について報告する。

（1） アシカ科(Otariidae)

この科に属する動物のうち，この近海で見られるのはトド (E2Jmeto狐α8"6q")とオットセイ

(Co"oγhfm‘S,‘γ8‘ｳ"8）である。しかし，いずれも繁植はなK回遊個体である。同公園地区においては，

岩礁はなく一時的生息個体もない。著者のデータでは，春国岱地区でオットセイは1頭，野付半島でト

ドは3頭打上げ個体があるだけである。そのため生息個体には入れなかった。

（2） アザラシ科(Phocidae)

この地区で繁殖しているアザラシ類はいない。しかし，春から秋にかけて一時的生息個体が見られる。

先に示したように，同地区は岩礁がないために現在はゼニガタアザラシ(P・ル秘γ"ens")の繁殖はな

く，上陸個体として見られるのはゴマフアザラシ(P・ja7yんα）である。本種は，風蓮湖内の走古丹先

端の干潮時に現われる砂の瀬に夏期上陸しているのが見られた。常に20～30頭であるが，正確なカウン

トは行っていない。また,流氷が入る時期，沖合にゴマフアザラシとクラカケアザラシ("j8t"ophocC

jbscj"G)が姿を見せるが，上陸することはない。

7． 偶蹄目(ARTIODAOTYLA)

無積雪期および積雪期の調査において，エゾシカ(Ceγ"弘37zdppo'zyes,""")生息痕跡および個

体は数多く確認できた。確認場所は，同公園南部の針広混交林に集中していた。野付半島部においては，

近藤（1983）に3頭の迷い個体の報告があるが，今回の調査では確認されていない。また，春国岱地区

では，先の調査（阿部・近藤1985）では確認されていないが，本調査では若干頭と見られる足跡が確認

されている。両地域とも冬期は結氷して個体の出入りが自由になるため，定着個体はないと見られるが，

生息は不定期にあるものと見られる。本種は, 11月2日から4日のスポットライトセンサスで，温根沼

・別当賀林道において， 4．0頭／日見つかっている。この地区は，森林の中に牧草地が点在する地帯で，

本種の生息に適した地域である。今回の調査では，個体や痕跡の確認はこれらの地域に集中し，当然，

これらの地域に接する湖岸では多数生息が確認できた。このような結果からぶて，森林帯を中心として

多数のエゾシカが生息すると見られる。

8． まとめ

翼手目については，カスミ網による調査は行わなかったが，文献等により4属5種の生息が確認でき

た。

食虫目は， トウキョウトガリネズミを除く1属3種が捕獲された。

畷噛目は，道東地域で生息している2科7属11種全て力輔獲された。特に，野付半島先端では，エゾ

ヤチネズミが49.3頭/100TNと高かった。
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兎目はエゾユキウサギ1種が生息し，公園南部の森林帯では高密度に生息していた。

食肉目のうち，陸棲の種については，エゾヒグマをはじめほとんどの種が生息していたが，生息域は

植生環境の違いにより集中が見られた。また，これらの中では，キタキツネとミンクの生息密度が高い

と見られた。

海獣類については，ゴマフアザラシの一時的定着が見られたほかは，生息がなかった。

偶蹄目は，エゾシカ1種であるが，同公園南部の針広混交林帯を中心に多数生息していると見られた。

以上，結果から概観すると，野付風蓮道立自然公園地区は，南部の針広混交林帯において比較的良く

自然が残り， これにともない動物相も豊かであると見なせる。しかしながら，野付半島や走古丹の海岸

自然草原ならびに風蓮湖上岸帯においては，哺乳類相は大型獣を中心に貧弱と言わざるを得ない。
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第4節野付風蓮道立自然公園の哺乳類目録

CHIROPTERA翼手目

Vespertilionidae ヒナコウモリ科

"yo錘，方ate7-G.M.Allen カグヤコウモリ

〃・macγ0血cty""、 Temminck モモジロコウモリ

Ba油““〃α jezLco刀"j"Oretzchmar チチブコウモリ

Pjecofz"、 α秘γ"z"'"cγ"o泌混J, G．Allen ニホンウサギコウモリ

"mγ加αα秘γ"c"stw･je7zs"Ognev ニホンコテングコウモリ

。
■
■
申
●

１
２
３
４
５

INSECTIVORA食虫目

Soricidae トガリネズミ科

So7ezglccZ"277zzLFThomas ｶﾗﾌﾄﾋﾒﾄガﾘﾈズﾐ

S・ c@ec"27zJ, Thomas エゾトガリネズミ

S・弘7zg"c"j""Dobson オオアシトガリネズミ

６
７
８

RODENTIA囑噛目

Muridae ネズミ科

α“ん7･207zo77zys 7･""z4s""doThomas ミカドネズミ

C.γ城cα邦"6ed/b7･(ZjqeThomas エゾヤチネズミ

4podem"、 a7ye7zfezLsTemminck ヒメネズミ

ｑ
■
⑦

９
０
１
１
１
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』.pe冗j魎泌J@e gZ彪aczLsTemminck ｶﾗﾌﾄｱｶﾈズﾐ

』．やecjOJw"、 α加泌Temminck エゾアカネズミ

usm"czLjusLinn6 ハツカネズミ

Rat友"､”γ"egic"Berkenhout ドブﾈズﾐ

R.γα雄"J, Linn6 クマネズミ

●
●
●
○
申

２
３
４
５
６

１
１
１
１
１

Sciuridae リ ス科

Siebold シマリス

Linnも エゾリス

｡γ趣Linnも エゾモモンカ

”
↑
称
恋

．
”
ａ
α

γ
９
Ｊ

〃
“
”

・
Ｚ
ひ

３

３

３
廼
珂

α
γ
０

．
２
秘
γ

加
・
Ｚ
ｅ

”
玩
庇

17

18

19

LAGOMORPHA兎 目

Leporidae ウサギ科

20･ Lepus""duJ、 α加払Barrett-Hamilton エゾユキウサギ

OARNIVORA食肉目

Ursidae ヒグマ科

21． 【ﾉ海T4sαγcfos yesoe7zsdJ， Lydekker エゾヒグマ

Canidae イ ヌ科

J'iLjpej, "ujpes s"Te7ackiKishida キタキツネ

Mcte7･e""p7･ocyo7@ojd"、 α必zdJBeard エゾタヌキ

22

23

Mustelidae イタチ科

"usfej@ zJiso7z Schreber ミンク

M・ S,鋤Z河c@ Z"",j TemmincketSahlgel ホンドイタチ

〃．掘りα〃s邦α加jyejKuroda ニホンイイズナ

〃αγfes zMe〃"α ‘γαcﾙy秘γαTemminck エゾクロテン

４
ａ
６
Ｚ

２
２
２
２

Phocidae アザラシ科

ゴマファザラシ28．脇0c@ ja7yんaPallas

ARTIODACTYLA偶蹄目

Oervidae シ カ科

29. Ceγ"z"､"ppo7z yesoc7zs･"Heude エゾシカ
9

－138－



第2章鳥 類

高 田 勝

第1節研究小史

野付風蓮道立自然公園内の鳥類に関する調査研究は，野付半島及び風蓮湖については充実しているが，

温根沼及び長節湖についてはまことに乏しい。したがって，公園全域の同時調査も皆無といってよい。

昭和37年当地域が公園指定を受ける際の基礎資料となった調査報告書に，わずか1べージながら，当

地域の鳥類に触れているが， これが公式に発表された資料として最初ではないかと思われる。それ以前

にも，当地域に関わる地域での観察記録が日本野鳥の会々誌「野鳥」や日本鳥学会誌「鳥」に発表され

たことがあるが，旅行記的なものや特定の鳥種に限ったものが多く，鳥類相全般にわたってはいない。

しかしながら，前述の報告書はあまりに短かい上に， コジュリン，キセキレイ， カワガラス，オオル

リ， コノハズクなど，近年の調査ではまったく出現しないか，生息の可能性の考えにくいもの，あるい

は迷行に待つしかない種名の記載が多く，資料としては疑問が残る。

しかし， 25年以前の諸条件の中では止むを得ぬ側面もあったであろうし，いずれにせよその後の観察

者の増加や調査の充実で， この地域の鳥類相はかなり明確になってきており，北海道のみならず日本で

も有数の野鳥に恵まれた公園， という実体にゆるぎはない。

前述の如く，当公園全域を同時に調査した資料は見当らないし，公園指定後かなりの間鳥類相解明に

つながる調査は行なわれていなかった。しかし，個々の種については断片的に発表されてきた。たとえ

ば，周はじめ（1954）が風蓮湖周辺のタンチョウについて日本鳥学会誌｢鳥｣に報告1-勺芳賀良一(1957）

が根室半島に於るオジロワシの繁殖状況調査の中で，温根沼湖岸のものについて同誌で触れており， ま

た立正大学探険部が1974年「第一次野付半島白鳥調査報告書」を発表し，当該区域のオオハクチョウ

の数および分布について述べている。

その他， 日本野鳥の会々誌「野鳥」にも短報の形で当公園内に於る鳥類についての報告がいくつか見

られるが，主に珍鳥に限定されており，全般にわたるものではない。

鳥類相全般にわたる組織的な調査は，当地域が道立自然公園に指定されて10年を経た1972年の「自

然生態調査」 （北海道庁が北海道自然保護協会に委託）が最初と思われるが，調査地域は風蓮湖に限定

され，調査方法も地元自然愛好者からの聞き取りが主となっているため，充分な結果を得ていない。

同年，芳賀は風蓮湖東岸に建設の話が持ち上がったゴルフ場問題に関連して根室市教育委員会の行な

った同湖の学術調査に参加し，湖周辺の4カ所に調査区を設定して，主にライン・セソサス法によって

調査を行なった。これが，当公園地域に於る鳥類相全般にわたる，実質的には最初の科学的調査であっ

たといえる。この結果は「風蓮湖周辺自然環境総合調査報告」にまとめられたが，同報告書は公刊され

ていない。しかし，鳥類に関しては芳賀は独自に北方林業296号に「風蓮湖の野鳥と自然保護」と題し

て発表した（1972）。

1973年からは， 日本野鳥の会による全国干潟生息鳥類調査（その後， シギ・チドリ類全国一斉調査
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と改称）が1985年まで，毎年春秋の2回（1985年は4月のみ）行なわれ，同会根室支部（当初は支

部が設立されておらず，根室グループとして三浦二郎，松尾武芳，高田らが参加）が野付半島から温根

沼に至る地域の干潟を担当した。 このデータは同会の「干潟に生息する鳥類の全国一斉調査報告書」 1

～4， 「シギ・チドリ類全国一斉調査結果報告」 1978～1980,｢Strix｣Vol、 1～4に掲峨されている。

高田（1973）は個人資料として「日本産鳥類目録及び根室地方を中心とする観察鳥類」をまとめ， こ

れをもとに同年松尾と共に「根室支庁管内観察鳥類リスト」を作成， 「根室自然保護教育研究会49年集

録」に発表した。この中で両者は，当公園内において従来記録のなかった種を数多く発表し， とくに北

海道全般に記録の少なかったシギ・チドリ類の記録を充実させた。

1977年から，当公園地域の鳥類調査はにわかに活発となった。まず同年，根室自然保護教育研究会

はWWFJの助成を受けて，野付半島総合調査を行なった。三浦はこの中で鳥類を担当し，同会誌「52

年集録」に発表している。さらに同「53年集録」において三浦，高田は「野付半島観察鳥類リスト」を

発表した。

同じく1977年, 日本野鳥の会は環境庁の委託を受け， 「自然環境保全基礎調査」の鳥類を担当し，

同会根室支部が当公園地域を含めて調査にあたった。結果は「動物分布調査報告書鳴類）環境庁1979」

に集録されている。これは，繁殖期に於る集中調査としては初のものであった。

翌1978年，正富宏之，三浦，松尾，高田は北海道庁の「ラムサール条約登録予定湿地鳥類等生息調

査報告書」で「風蓮湖の鳥類相」を発表したが， これら一連の調査によって，当公園地域の鳥類相解明

はかなり前進した。

さらに， これに重ねて， 1977年と1978年の2年間にわたり，北海道庁が北海道自然保護協会に委託

した「野鳥生息環境実態調査」の一環として風蓮湖の調査が行なわれ，当該地域の鳥類相調査は一層の

充実をゑた。その結果は同調査報告書に正富他により「風蓮湖およびその周辺の水・渉禽類ならびに陸

鳥類調査」として発表された。

一方，環境庁は1977年に日本野鳥の会に委託して，特定鳥類等調査を行なったが，その中で，特定

地域調査として野付半島の調査を行なった。これはアカアシシギを中心とした生息鳥類調査である。結

果は同報告書に塚本洋三が「特定地域調査野付半島」として発表した。

また1982年，根室市は風蓮湖春国岱地域に野鳥公園構想をたて，それに関する調査を日本野鳥の会

に委託した。同会はそれを受けて同地域の調査を行ない，黒沢信道が「野鳥公園基本構想策定業務報告

書」の中で発表した。

これら諸調査と，当地域を訪れる野鳥観察者の増加により，記録は一昔前とは比較にはならないほど

飛躍的な充実をみた。とくに，野付半島と風蓮湖という，当公園中核地域の鳥類相については，ほぼ実

体は明らかにされたとみてよいと思われる。しかし，環境変化に伴う相の変化など，今後も継続的な調

査は望まれるし，温根沼・長節湖両地域についてはより多くの資料の集積，集中的な調査が必要である。

第2節調査方法及び調査地点

第1節で述べたように，当公園内の鳥類については，野付半島と風蓮湖の記録が充実しているのに比

べ，温根沼，長節湖の両地域の資料はほとんど無いといってよい。
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したがって，今回調査ではこの両地域の資料充実につとめた。とはいえ，諸般の事情から調査は筆者

一人で行なわねばならなかったため，回数も少なく充分とはいえない。

調査区域及び調査方法については次のようにした。

温根沼は西一番沢河口付近と東一番沢河口付近および温根別川河口付近の三カ所に設定した。しかし，

湖畔に沿う道は皆無（林道網があるが， これは公園地域から外れる）のため， ライン・センサス法は行

なえず，定点法に限らざるを得なかった。

長節湖は湖畔一周遊歩道があり，距離も一周4町と手頃なため， この一周遊歩道をライン・セソサス

法で調査した。

風蓮湖では，白鳥台の遊歩道（一周900m)をライン・センサス法で，同じく白鳥台から定点法で湖

面をカウントした。また，春国岱（入口から歩道を4m地点まで) ,厚床沼川河口（白鳥橋…定点) ,

走古丹（砂噴付根より先端部まで）については，時間的な関係もあってセンサスは行なわず，出現鳥類

の記録にとどめた。

野付半島・尾岱沼両地域も同様の事情により，センサスは行なえなかったが，風蓮湖とともに， これ

までの調査結果とは明らかに変化の出ていると思われる点に重点を置き，できるだけ広範囲に観察する

ようにした。すなわち，野付半島では入口のポンノウシから先端部まで，尾岱沼ではトピカリ川から当

幌川までである。

ただし，春別川河口の白鳥台対岸については， これまで資料が無いので，繁殖期に一度1Mにわたっ

てライン・センサスを行なった。

また，調査日程については，調査回数が多くとれないため， これまでの知見によって，当該地域でも

っとも種類の増加すると思われる時期…どの地域でもおおむね6月～7月と9月～10月にあたるように

した。すなわち以下の通りである。

温根沼西一番沢…7月7日, 11月25日。温根沼東一番沢…7月7日, 11月25日。温根別川河口…7月

7日, 10月15日。長節湖…7月15日, 9月7日。風蓮湖白鳥台…7月24日, 9月10日, 12月18日。同春

国岱…7月4日， 8月30日。厚床沼川河口…8月30日, 10月14日。同走古丹…9月10日, 11月14日。野

付半島…7月10日， 9月6日。尾岱沼…7月10日, 9月6日。春別川河口…6月27日。

尚，調査にあたっては， 日本野鳥の会根室支部に御協力いただいた。とくに藤井薫氏には野付半島

の資料を提供していただいた。厚く御礼申し上げる。

第3節調査結果及び考察

調査結果は表にして， この節の後にまとめる。各調査地の結果を概説すると，以下のとおりである。
（1）温根沼西一番沢

この地点は温根沼国有林の入口にあたり，国道44号線から300mほど林道を入った所である。湖岸は

ヒラギシスケやシバナを主とする泥湿地で，一部キタヨシ群落がある。またハンノキの薄い群落が後背

にあり，それは段丘を経て， トドマツ，ダケカンバ， ミズナラを主とする比較的壮齢の自然林につなが
っている。

このような環境から，調査結果表2－1にゑられるように，水鳥，草原性の鳥，森林性の鳥と，かな
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り幅広い鳥類がゑられる。

しかし，各環境とも，公園指定内にかぎれば面積が狭く， したがって個体数も少ない。

ただ，干潮時に広がる干潟はタンチョウをはじめ，シギ・チドリ類， カモメ類，ハクセキレイなどの

餌場となり，オオハクチョウの採餌・休息地としても貴重である。

（2）温根沼東一番沢

この地点は，西一番沢のほぼ対岸にあたっている。しかし，環境はやや異っている。すなわち，湖岸

及び沢沿いにはキタヨシ群落が広がり， ヒラギシスケ・シバナ群落は少ない。また，後背地がすぐに急

な段丘になっているせいかハンノキ群落もわずかしかない。また，段丘の林相も，湖の西側に比べると

貧弱で厚致もない。しかし根室湾側にはトドマツやダケカソバの大径木が残っている。

鳥相としては，夏期は西一番沢と大差はないが，林が明るく，奥行きのないせいか， コマドリやミソ

サザイはみられない。しかし，冬期は表2－2にみられるように，オオハクチョウや各種カモ類の群集

がみられる。とくにオオハクチヨウの優占度は約44冊と圧倒的であり，水鳥だけで92筋を占める。これ

は，調査水面をおおむね1血以内にしての結果であり， これを外れる水面にもなお，多数の水鳥類が見

られた。

これは， この地域が地元の一部にしか知られておらず，人間による撹乱の少ないことや，湖面の潮切

りが遠くて，いわゆる遠浅である上にアマモの密生地であるところから，採餌・休息地として絶好なた

めと思われる。漁船，遊漁船による撹乱の心配もなく，水鳥生息地としては第一級であろう。

（3）温根別川河口

温根別川は，温根沼の最奥部から流入する， この湖最大の河川である。また，その河口部にはヒラギ

シスケ・シバナ・ウミ ミドリ群落，キタヨシ群落からなる広大な泥湿地があり， とくに西岸部ではこの

泥湿地草原にアカエゾマツの枯木が立ち並び，後背段丘に続いて特異な景観を見せている。段丘から奥

はアカエゾマツを主とした針葉樹林となるが，壮齢木の多いこの樹林もまたみごとである。林床は苔に

覆われている所が多い。

ここでもまた，鳥相は水性から森林性まで幅広い。送電線の下の伐開地にはノビタキやベニマシコな

ど，草原性の鳥も見られる。またアカアシシギも観察されたが，その行動や環境から，繁殖も充分考え

られた。

クマケラは，温根沼周辺の森林に周年生息しているが， とくにこの地域での観察例が多い。コマドリ，

ルリビタキといった糾癖林性の鳥が水鳥と同時に観察されるのも，温根沼地域の特徴であろう。

なお，今回の秋の調査では時期的にやや早かったのでオオハクチョウの数が少ないが， 11月から12月

初めにかけての最盛期には，東一番沢を上まわる群が入りこむことが確認されている。また，冬期，氷

結した湖上や湖畔のアカエゾマツ枯木上にオジロワシ，オオワシの群が集まることがあり，地元の中に

はここをワシ岬と呼ぶ人もいる。また， この区域では15年以前オジロワシの繁殖が確認されていた。

（4） 長節湖

この湖は温根沼の真東にあり，両湖の一番近い所は1町しか離れていない。面積の小さな湖ではある

が，環境は多様にわたり， また， まとまりの良さという点でも公園区域内では屈指である。

昭和5年，湖周に新西国三十三番観音及び番外十二番が創建され， この道がその後整備されて，現在

では根室市民の絶好のハイキング・コースになっている。
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湖周のほとんどは針広混交林で大木が多く，すぐ脇が海とは信じられぬほどである。この森林内に

は小さな沢が数多くあり，沢沿いはミズバショウなどの多い湿地となっている。西側の湿地はやや広く

開け，キタヨシやホザキシモツケ群落となって， とくにコヨシキリの絶好の生息環境を提供している。

また湖の北西端は湿原と乾草原がある。このため， この地域に生息する鳥は多く，表2－4にみられ

るように，夏期には50種近くが記録されている。

陸性小鳥類が中心で， とくに興味を引くのは，湖の東側に記録されるコマドリと，西側に記録される

ウグイスであろう。これは，東側が下生えの多い暗い林相であるのに対し，西側は当地方では少ないス

ズタケが林床に密生し，林相も比較的明るいことが影響していると思われる。また，各沢ごとにミソサ

ザイが出現するものも興味深い。

反面，淡水湖のこの湖は，従来から水鳥が少ない。これは，水草の少ないことや魚の少ないことと関

係していると思われる。

ただ，表からもわかるようにオオセグロカモメが圧倒的に多いが， これは近くにユルリ，モユルリ両

島の大コロニーがあり，結氷期以外は絶えず水飲みや水浴びにやってくるからである。なお，北西にあ

る土崖には以前シヨウドウツバメの大コロニーがあったが，今は見られず，わずかに海岸沿いの崖にゑ

られるのふである。

いずれにせよ， これまで資料の乏しいこの地域が，公園内でも有数の野鳥生息地であるということは，

はっきりしたと思う。

（5）風蓮湖白鳥台

風蓮湖南東端に近く，国道44号線沿いにあるこの区域は，泥湿地，湿原，針広混交林を持ち，やは

り幅広い鳥相を持つ。

とくに，湖に流入する第2東梅川の河口付近はガン・カモ・ハクチヨウ類の一大集結地となっており，

総数が五千羽近くなることも稀ではない。対岸の春国岱側の泥湿地も， こうした水鳥類の休息地となっ

ており， また小型シギ類が千羽単位で動くことはよく知られているが，距離が遠くて種名を特定するこ

とは難しく， これまでも調査の泣き所となっている。

この近辺はまた，繁殖しないタンチョウの集まる所としても知られ，多い時には30羽に達することも

ある。これも， この区域の環境の優秀さの表われであろう。

なお，最近根室支庁の手によってこの区域の林内に一周900mの遊歩道が設けられた。これによって，

森林性の小鳥も楽しめることになったのだが，距離の短かいせ↓､か，林相の割に鳥種は少ない。しかし，

散策を兼ねての野鳥観察，樹木観察には格好である。

（6）春国岱

当道立自然公園内ではもっとも多様な環境を持ち，面積も広いので，鳥種ももっとも多く記録されている。

黒沢（1982）によれば， これまでこの地域で記録された鳥種は213種に及ぶが， これは公園全域で記録

された鳥種（次節の目録参照）の80冊にあたる。また，高田の個人資料によれば， これまで根室支庁管

内で記録された鳥種は1986年末現在で320種であるが，春国岱だけでその67％を記録しており，いか

にこの区域の鳥相が豊かであるかを物語っている。

今回の調査では，森林内に入ることができず， 数量的な調査も行なわなかったが，視認したかぎり

では，同一コースにおける鳥相，密度に大きな変化は認められなかった。
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ただ，大きな相違が見られたのは，夏期におけるアカアシシギの生息数の激減である。 1970年代に

は， この区域でアカアシシギを見ることは容易であった。たとえば1978年の記録では， 7月15日26羽，

7月20日33羽となっている。しかし，今回調査では，わずかに2羽を観察したのみであった。記録もれ

があったにしても， この差は歴然としている。

また， シギ・チドリ類渡来のピーク時である8月30日の調査では， この仲間がわずか7種しか記録さ

れていない。この区域で従来記録されているシギ・チドリ類は49種であり，やはり1970年代には, 1

日に釦種から30種が観察されることも珍しくなかったことを考えると，激減といわざるを得ない。

上述のことは，今回調査結果の象から判断するのではなく， ここ4～5年来観察者の等しく指摘する

ところである。

（7）厚床沼川河口

この地域は，地元で湖南と呼ばれる辺りに位置している。泥湿地とキタヨシ群落があり，ハンノキ林

と段丘上にミズナラ， ダケカンバの疎林がある。しかしこの林は規模が小さく二次林的で，一部伐採も

されているため，森林性の鳥に乏しい。

しかし， この区域は風蓮湖でもっとも早くヒシクイとオオハクチョウのやって来る所であり，その集

結地として重要な位置を占めている。また，湖面中央部付近はカモ類の大集結地で，万を越えることも

珍しくない。

シギ・チドリ生息地としても好適な場所で，それは表2－7からもうかがえるが，数はそれほど多く

ない。

（8）走古丹

ここは，今回の調査地ではもっとも単純な環境である。すなわち，砂職であり，その付根に泥質干潟

がわずかにある他は，湖側に砂質干潟と海岸に砂浜があるのみで，陸上部は大部分ハマニンニク群落の

優占する砂地である。

したがって，陸鳥はハクセキレイ， ヒバリの二種が多い他は種数も密度も低い。

しかし，湖面や付根の泥質干潟はガン・カモ・ハクチョウ類及びシギ・チドリ類の良質の生息地とな

っている。先端部の，根室湾との開口部はこの湖でもっとも水深がある上に流れが速く，ほとんど結氷

しないので，冬期コオリガモやクロガモなどの純然たる海ガモが入ることがある。

また，同じく冬期，湖側の氷上にはオオワシ，オジロワシが多く，時には百羽近くを数えることもあ

る。同じく冬期のハマニソニク群落は， この地方でのユキホオジロの主要生息地である。

なお，本調査地から少し離れるが，走古丹の集落の奥の湿原ではタンチョウが繁殖する。

（9）野付半島

この地域は，春国岱に匹敵する環境の多様性を持ち， しかも面積的にも広く，鳥類の面からはまさし

く両地域がこの公園の核ということができよう。

ここでは，藤井（1986）の資料によれば， これまでにちょうど200種が観察されており，やはり日本

でも屈指の野鳥生息地であることを裏づけている。

ここではまた，乾草原の面積が大きいために，オオジシギ， ヒバリ， ノビタキ，シマセンニユウ，オ

オジュリンなどの生息密度は春国岱より高い。

アカアシシギの日本での繁殖が最初に確認されたのがこの地域である（1972年）が，その数は近年や
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や減少傾向が見られるものの，春国岱ほど急激な落ち込みではなく，今回の9月6日調査の時には50羽

を少し越えるものが数えられた。

なお， この地域の中間野付湾に展開する樹林帯は，広葉樹を主とした大径木の森で，春国岱とはやや

樹相を異にするものの，同じく砂上にこれほどの森林が存在することには驚かざるを得ない。

この林内ではキビタキが多く， またヤマシギ，ハリオアマツバメの多いことも注目に値する。

半島先端部の草原はオオジュリンの優占度が高く， また湿原では夏期のチュウヒの観察例がいくつか

あり，繁殖の可能性も考えられる。

⑩尾岱沼

この調査地は，尾岱沼の集落を北に抜けた所のトビカリ川から当幌川までの道路沿いであるが，公園

地域は湾側のごく狭いベルト状の地帯が大部分を占める。

ここは，ヤチダモ林にその枯木がまじり，狭い面積ながら， ニュウナイスズメやコムクドリなどの樹

洞営巣型の鳥が多いようであった。しかし，夏期は鳥種も少なく，数も少ない。秋に小鳥類の記録が増

加しているが， これは移動の途中と考えられ，定着際殖）ではないと思われる。なお， トビカリ川で

は夏期，時折カワセミが観察されており， この種の公園地域唯一の繁殖地の可能性もある。

⑪春別川河口

この地域は，冬期オオハクチョウの越冬で知られている。しかし，夏期は環境的にみても鳥相は白鳥

台側は貧弱である。

しかし，今回調査した対岸は，狭いながらも興味ある環境で，繁殖種もそれなりに多く， まとまりの

ある所といえる。

すなわち， ミズナラ，ハリギリなどの比較的大径の樹林と，狭いベルト状の乾草原，それに泥湿地と

砂浜を持つ。そして，立ち枯れや倒木が多く，林床は馬の放牧によって芝生状になっており，独特の景

観を持つ。

ここは，アリスイ， コケラ， ニュウナイスズメ， コムクドリ， ムクドリなど樹洞営巣性の鳥には絶好

の繁殖場所である。

なお，表2－11ではカワアイサの優占度が高いが， これはヒナ連れの一家族を観察したためである。

⑫調査区域全域にわたる考察

当公園区域の鳥類の記録として， これまでまとまった資料の乏しい温根沼，長節湖両地域は今回の調

査及びこれまでの知見からみて，かなり豊富な鳥相を有しているといえる。

また，純森林性の鳥が多いのが特色ともいえるが，温根沼地域では森林に占める公園面積が狭く， こ

れの拡大が望まれるところである。

野付半島・風蓮湖両地域の鳥相は一部を除いて大きな変化は認められず，安定しているようであった。

一部とは，春国岱のシギ・チドリ類の激減である。これについては， これまでもっともそれらの種の多

かった内陸干潟の水位の上昇，水質変化による底生動物等の変化が考えられるが，今後の調査のまたれ

るところである。
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温根沼西一番沢表2－1

－146－

,

86． 7． 7
，

86. 11． 25

種 名 個体数 優占度 種 名 個体数 優占度

マ ガ モ 1 1．26 ア オ サギ 6 2．84

ト ビ 2 2．53 ヒ シ ク イ 4 1．90

タ ンチ ヨ ウ 2 2．53 オオ′、クチョウ 66 31.28

オオセグロカモメ 23士 29.11 マ ガ モ 14 6．64

キ ジ バ ト 1 1．26 コ ガ モ 4 1.90

ア オ バ ト 1 1．26 ヒ ド リ ガモ 12 5．69

ツ ツ ド リ 1 1.26 オナガガモ 25 11.85

ア カ ゲ ラ 1 1．26 ハシビロガモ 4 1.90

コ ゲ ラ 1 1.26 ウ ミ アイサ 1 0．47

ハクセキレイ 12 15．19 ト ビ 3 1．42

ミ ソサザイ 1 1．26 オジ ロ ワ シ 1 0.47

ド リコ マ 1 1.26 ハ ーマ シ ギ 2 0．95

ノ ビ タ キ 1 1.記 オオセグロカモメ 36＋ 17.“

ア カ ノ、 ラ 1 1.記 シ ロ カ モ メ 4 1．90

エゾセンニュウ 1 1.26 ウ ミ ネ コ 2 0．95

マキノセンニュウ 1 1．26 ア カ ゲ ラ 1 0．47

コ ヨ シキ リ 3 3．80 コ ゲ ラ 1 0．47

キ ビ タ キ 1 1．26 ハクセキレイ 1 0．47

ハシブトガ ラ 2 2.53 カ ワ ラ ヒ ワ 2 0．95

ヒ ガ ラ 3 3．80 カ ケ ス 1 0．47

ゴジユゥヵ ラ 1 1．26 ハシポソガラス 4 1．90

ア オ ジ 4 5．06 ハシブトガラス 17士 8．06

オオジュ リン 1 1．26

カ ワ ラ ヒ ワ 4 5.肥

ベ二マシ ． 1 1．26

ハシブトガラス 8 10.13

個 体 数計 79 100 個 体 数計 211 100

種 類 数計 26 種類 数計 22
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，

86. 7． 7
，

86. 11． 25

種 名 個体数 優占度 種 名 個体数 優占度

-マ ガ モ 12 16．44 ア オ サギ 3 0．25

ス ズ ガ モ 5 6.85 オオグ、クチョウ 526士 43.94

エゾ ラ イチョウ 1 1．37 ガーマ モ 7 0.58

キアシシギ 1 1.37 コ ガ モ 22 1.84

ヤ マ シ ギ 1 1．37 ヨ シ ガ モ 4 0．33

オオセグロカモメ 4 5.48 ヒ ド リ ガモ 136十 11.36

シ ロ カ モ メ 1 1．37 オナガガモ 317＋ 26.48

キ ジ パ ト 2 2.74 '、シビロガモ 18 1．50

カ ツ コ ウ 1 1.37 ホシ 〃、 ジ ロ 12 1.00

ツ ツ ド リ 1 1.37 ス ズ ガ モ 54＋ 4.51

アマツバ メ 3 4．11 カ ワ アイサ 4 0.33

コ ゲ
一

フ 1 1．37 ト ビ 2 0.17

ショウドウツバメ 12+ 16.44 タ ンチ ヨ ウ 2 0．17

ハクセキレイ 7 9.59 オオセグロカモメ 32＋ 2．67

ピ ン ズ イ 1 1.37 シ ロ カモ メ 6 0.50

ノ ゴ マ 1 1．37 ウ ミ ネ コ 13＋ 1．09

ウ グ イ ス 1 1．37 ア カ ゲ
一

フ 1 0.08

エゾセンニュウ 1 1.37 ハクセキレイ 2 0.17

マキノセンニュウ 1 1．37 キクイタダキ 2 0．17

コ ヨ シキ リ 2 2.74 エ ナ ガ 8 0.67

センダイムシクイ 1 1.37 ハシブトガ ラ 4 0．33

ヒ ガ ラ 2 2.74 ヒ ガ ラ 10＋ 0.84

シジユウ力 ラ 1 1．37 シジユウ力 ラ 2 0．17

ア オ ジ 4 5.48 ゴジユゥヵ ラ 2 0.17

ハシブトガラス 6 8.22 ハシブトガラス 8 0.67

個 体 数計 73 100 個体 数計 1.197 100

種 類 数計 25 種 類 数計 25



表2－3温根別川河口
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8

86. 7． 7
，

86. 10． 15

種 名 個体数 優占度 種 名 個体数 優占度

ガーマ モ 4 7．27 ア マ サギ 1 0．11

アヵァシシギ 4 7．27 ア オ サギ 37＋ 4.24

オオセグロカモメ 2 3．64 ヒ シ ク イ 128＋ 14.68

シ シ ド リ 1 1．82 オオハクチョウ 6 0．69

ク マ ゲ ラ 1 1．82 -マ ガ モ 53＋ 6．08

ア カ ゲ ラ 1 1．82 コ ガ モ 23 2．64

コ ゲ ラ 2 3．64 ヨ シ ガモ 8 0．92

ハクセキレイ 7 12.73 ヒ ド リ ガモ 66＋ 7．57

ミ ソサザイ 2 3．64 オナガガモ 326＋ 37.39

ド リコ マ 1 1．82 カ ワ ア イサ 6 0．69

ル リ ビタキ 2 3．64 メダイチドリ 4 0．46

ノ ビ タ キ 2 3．64 ム ナ グ ロ 2 0．23

卜 ラ ツ グ ミ 1 1．82 ト ウ ネ ソ 63＋ 7，22

ア カ 〃、 ラ 3 5．45 ヒバ リ シギ 5＋ 0．57

コ ヨ シキ リ 4 7．27 ハ マ シ ギ 12＋ 1.38

ヒ ガ ラ 2 3．64 タ カブシギ 3 0.34

ア オ ジ 6 10.91 キアシシギ 28＋ 3．21

-マ ヒ ワ 3 5．45 ウ ミ ネ コ 3 0．34

ベ二マシ． 2 3．64 ア ジ サ シ 6 0．69

ム ク ド リ 2 3．64 キ ジ バ ト 2 0．23

ハシブトガラス 3 5．45 アマ ツバメ 6 0.69

ハクセキレイ 22＋ 2．52

タ ヒ バ リ 6 0.69

ア オ ジ 18 2.09

ハシポソガラス 12 1．38

ハシブトガラス 26＋ 2.98

個 体 数計 55 100 個体 数計 872 100

種類 数計 21 種類数計 26



湖節長表2－4

ｌ
屋
の
Ｉ

86. 7． 15
，

閉． 9． 7

種 名 個体数 優占度 租 名 個体数 優占度 穂 名 個体数 優占度 種 名 個体数 優占度

カ イ ツ ブ リ 1 0．20 ウ グ イ ス 4 0．81 ア オ サギ 2 0．34 ヒ ガ ラ 32＋ 5.48

キソクロハジロ 13＋ 2．65 エゾセンニュウ 6 1．22 マ ガ モ 16 2．74 シジユウカ ラ 6＋ 1．02

ト ビ 3 0．61 シマセソニュウ 2 0．40 ヒ ド リ ガモ 18 3．08 ゴジユウカラ 8 1.37

エゾライチョウ 2 0．40 マキノセンニュウ 1 0.20 オナガガモ 6 1．02 ア オ ジ 23 3.94

ヤ マ シギ 1 0．20 コ ヨ シキ リ 10 2.例 キンクログ、ジロ 28 4．80 オオジュ リソ 1 0．17

オオジシギ 2 0.40 エゾムシクイ 5 1.02 ト ビ 3 0．51 カ ワ ラ ヒ ワ 6 1．02

オオセグロカモメ 200＋ 40．81 センダイムシクイ 7 1.42 オジ ロ ワ シ 1 0．17 マ ヒ ワ 14＋ 2.40

キ ジ バ ト 2 0.40 キ ビ タ キ 1 0.20 エゾライチョウ 1 0.17 "く ニマシコ 4 0．68

ア オ バ ト 4 0．81 コサメビタキ 3 0．61 オオセグロカモメ 260＋ “､59 ス ズ メ 8 1,37

カ ツ コ ウ 3 0．61 ハシブ トガラ 17＋ 3.46 ウ ミ ネ コ 30＋ 5．14 ム ク ド リ 20士 3.43

ツ ツ ド リ 4 0．81 ヒ ガ ラ 14＋ 2.85 ア カ ゲ ラ 4 0．68 ハシポソガラス 2 0.弘

◆

アマ ツ 少、 メ 2 0．40 シジユウ力 ラ 6 1．22 コ ゲ ラ 2 0．34 ハシプトガラス 5 0．85

ア リ ス イ 1 0.20 ゴジユウ力
一

フ 10 2．04 ヒ バ リ 1 0．17

ア カ ゲ ラ 6 1．22 シマアオジ 2 0．40 ショウドウッバメ 16＋ 2.74

． ・ゲ ラ 5 1.蛇 ア オ ジ 24＋ 4.89 ハクセキレイ 8 1．37

ヒ バ リ 3 0．61 オオジユ リン 3 0．61 タ ヒ バ リ 6 1．02

ショウドウツバメ 46＋ 9．38 カ ワ ラ ヒ ワ 6＋ 1．22 ミ ソサザイ 3 0．51

ハクセキレイ 12＋ 2．44 べ二 －マ シコ 8 1．63 ノ ピ タ キ 1 0．17

ピ ン ズ イ 7 1．42 ウ ソ 2 0．40 ア カ 夕、 ラ 6 1.蛇

ミ ソサザイ 8 1．63 ニュウナイスズメ 1 0．20 コ ヨ シキ リ 2 0．34

コ マ ド リ 3 0．61 ム ク ド リ 3 0．61 キクイタダキ 2 0．34

ノ ゴ 寺 4 0．81 ハシポソガラス 1 0.釦 コサメ ビタキ 3 ・ 0．51

ル リ ビタキ 5 1．02 ハシプトガラス 7 1．42 エ ナ ガ 13＋ 2.22

ト ラ ツグ ミ 1 0.20 個 体 数計 490 100 ハシブト ガラ 18＋ 3．08 個 体 数計 583 100

ア カ ′、 フ 9 1．83 租類 数計 48 コ ガ ラ 4 0．68 種 頚 数計 37



表2－5 風 蓮 湖 白 鳥 台

Ｉ
扇
Ｃ
ｌ

，

86. 7． 24 86． 9． 10
、

86. 12． 18

甑 名 個体数 優占度 甑 名 個体数 優占度 極 名 個体数 優占度 甑 名 個体数 優占度

マ ガ モ 2 2．98 ア オ サギ 12＋ 0．52 ア ジ サ シ 2 0．08 オ オ ／、 ム 1 0．19

ス ズ ガ モ 23＋ 34.32 ヒ シ ク イ 32＋ 1．38 キ ジ バ ト 1 0.“ コ ク ガ ン 3 0．58

ト ビ 3 4．47 マ ガ モ 38＋ 1．64 ア オ バ ト 2 0.“ オオハクチョウ 156 30．52

タ ンチ ヨ ウ 2 2.98 コ ガ モ 120＋ 5．20 '、リオアマッバメ 3 0．13 ヒ ド リ ガ．モ 66＋ 12．91

オオセグロカモメ 4 5．97 ヨ シ ガ モ 16＋ 0．69 ア カ ゲ ラ 1 0.“ オナガガモ 138＋ 27.00

カ ツ コ ウ 2 2.98 ヒ ド リ ガモ 560＋ 24.27 コ ゲ ラ 2 0．08 キンクロハジロ 6 1．17

コ ゲ ラ 2 2.98 オナガガモ 730＋ 31.64 ショウドウッバメ 13＋ 0．56 ウ ミ ア イサ 12 2.34

ハクセキレイ 4 5．98 ハシピロガモ 84＋ 3．64 ハクセキレイ 16＋ 0．69 カ ワ ア イサ 2 0．39

ミ ソサザイ I 1．49 ホシ ′、 ジロ 37＋ 1．60 '、シブトガラ 6 0．26 ト ビ 18 3．52

ア カ 〃、 ラ 2 2．98 キンクロハジロ 122＋ 5.認 ヒ ガ ラ 4 0．17 オジ ロ ワ シ 1 0．19

エゾセンニュウ 1 1．49 ス ズ ガ モ 53＋ 2.勢 シジユウカラ 1 0．04 ハ ーマ シ ギ 20＋ 3．91

コ ヨ シキ リ 2 2．98 ウ ミ ア イサ 28＋ 1．21 ゴジユウカラ 3 0．13 オオセグロカモメ 3 0．58

ハシプトガラ 4 5．98 ト ビ 14 0．60 ア オ ジ 8 0．34 セグロカモメ 6 1．17

ゴジユウ力 ラ 2 2.98 タ ンチ ヨ ウ 16 0．69 ベ二マシ． 1 0.04 ウ ミ ネ コ 1 0．19

ア オ ジ 4 5．98 コ チ ド リ 2 0.08 ス ズ メ 6 0．26 ア カ ゲ ラ 3 0．58

ペ二マシ ． 1 1．49 メダイチドリ 6 0.26 ム ク ド リ 12 0．52 コ ゲ ラ 2 0．39

ム ク ド リ 2 2.98 ム ナ グ ロ 4 0．17 ハシポソガラス 8 0.34 ミ ソサザイ 1 0．19

ハシプトガラス 6 8．95 キョウジョシギ 24 1.“ '、シプトガラス 16＋ 0．69 エ ナ ガ 6 1．17

ト ウ ネ ソ 36＋ 1．56 "、シプトガラ 12 2.34

ハ マ シ ギ 250＋ 10．83 コ ガ ラ 3 0.58

アオアシシギ 3 0.13 ヒ ガ ラ 16 3.13

タ カプシギ 1 0.04 シジユウカラ 2 0．39

キアシシギ 8 0．34 ハシプトガラス 33＋ 6．45

個 体 数計 67 1” オオセグロカモメ 2 0.肥 個 体数計 2,307 l” 個 体 数計 511 100

甑 頚 数計 18 ウ ミ ネ コ 4 0.17 甑 類 数計 43 秘 類 数計 23



15

，

86． 8． 30
，

86． 10． 14

マ ガ モ アカエリカイツブリ

コ ガ モ ア オ サ ギ

ヨ シ ガ モ コ ク ガ ン

ヒ ド リ ガモ ヒ シ ク イ

オナガガモ オオ〃、クチョウ

ハシビロガモ マ ガ モ

ス ズ ガ モ ガコ モ

カ ワ アイサ ヒ ド リ ガモ

ト ビ オナガガモ

タ ンチ ヨ ウ ハシビロガモ

コ チ ド リ ホシ ／、 ジ ロ

メダイチドリ キソクロハジロ

ム ナ グ ロ ス ズ ガ モ

キョウジョシギ ウ ミ アイ サ

ト ウ ネ ソ ト ビ

ヒバ リ シギ オジ ロ ワ シ

ハ マ シ ギ タ ンチ ヨ ウ

オ バ シ ギ ム ナ グ ロ

アオアシシギ ト ウ ネ ン

タ カブシギ ハ マ シ ギ

キアシシギ キアシシギ

ソ リハシシギ セグロカモメ

オオソリハシシギ オオセグロカモメ

チュウシャクシギ ウ ミ ネ コ

オオセグロカモメ シ ロ カ モ メ

キ ジ バ ト ハクセキレイ

アマツバメ タ ヒ バ リ

ショウドウツバメ ア オ ジ

ハクセキレイ ハシブトガラス

キ ビ タ キ

コ ヨ シキ リ

ア オ ジ

オオジュ リン

ベニ －マ シコ

ハシブトガラス

計 35 種 計 29 種

，

86． 7． 4
’

86． 8． 30

キンクロ′、ジロ ア オ サギ

ス ズ ガ モ マ ガ モ

ト ビ ヒ ド リ ガモ

チゴハヤブサ オナガガモ

タ ンチ ヨ ウ キンクロ′、ジロ

アヵアシシギ ス ズ ガ モ

キアシシギ ト ビ

オオセグロカモメ タ ンチ ヨ ウ

シ ロ カモメ メダイチドリ

キ ジ バ ト ム ナ グ ロ

カ ツ コ ウ ト ウ ネ ン

ツ ツ ド リ ミ ユビシギ

アマツバメ タ カブシギ

ア リ ス イ キアシシギ

ク マ ゲ ラ オオジシギ

ア カ ゲ ラ オオセグロカモメ

●

上 〃、 リ ウ ミ ネ コ

ショウドウツバメ キ ジ バ ト

ハクセキレイ ヒ バ リ

ノ ゴ －マ ハクセキレイ

ル リ ビタキ ノ ゴ マ

ノ ピ タ キ シマセンニュウ

･ア カ ノ、 ラ コ ヨ シキ リ

シマセソニュウ ゴジユゥヵ
ー

フ

マキノセンニュウ シマアオジ

ヒ ガ ラ オオジュ リン

ゴジユゥカ ラ カ ワ ラ ヒ ワ

シマアオジ ベ二マシ．

ア オ ジ ム ク ド リ

オオジュ リン ハシポソガラス

カ ワ ラ ヒ ワ ハシブトガラス

ベ二マシ。

ニュウナイスズメ

コ ム ク ド リ

ハシポソガラス

'、シブトガラス

計 36 種 計 31 種



152－

，

86． 9． 10
，

86. 11． 14

アカエリカイツブリ オ オ ′、 ム

ア オ サギ ア オ サギ

ヒ シ ク イ コ ク ガ ン

マ ガ モ ヒ シ ク イ

コ ガ モ オオハクチョウ

ヨ シ ガモ マ ガ モ

ヒ ド リ ガモ コ ガ モ

オナガガモ ヒ ド リ ガモ

ハシビロガモ オナガガモ

ホシハジ ロ '、シビロガモ

ス ズ ガモ ス ズ ガモ

ウ ミ アイサ ウ ミ アイサ

カ ワ アイサ カ ワ アイサ

ト ビ ト ビ

メダイチドリ ハ マ シ ギ

ト ウ ネ ソ キアシシギ

ハ マ シギ セグロカモメ

キアシシギ オオセグロカモメ

チュウシャクシギ シ ロ カモ メ

セグロカモメ ウ ミ ネ コ

オオセグロカモメ ハクセキレイ

シ ロ カモ メ カ ワ ラ ヒ ワ

ウ ミ ネ コ ム ク ド リ

ア ジ サ シ ハシポソガラス

ヒ バ リ ハシブトガラス

ハクセキレイ

タ ヒ バ リ

カ ワ ラ ヒ ワ

ベ二マシ．

ム ク ド リ

ハシポソガラス

'、シブトガラス

計 33 種 計 25 種

，

86. 7. 10
，

86． 9． 6

ト ビ アカエリカイツブリ

チゴハヤブサ ウ ミ ウ

タ ンチ ヨ ウ マ ガ モ

アカアシシギ ス ズ ガ モ

ヤ マ シ ギ ク ロ ガ モ

オオジシギ タ ンチ ヨ ウ

オオセグロカモメ メダイチドリ

キ ジ バ ト ダ イ ゼ ソ

カ ツ コ ウ
寺

オ ハ シ ギ

'、リオアマツバメ アカアシシギ

ヒ バ リ キアシシギ

ハクセキレイ オグ ロ シギ

ノ ゴ マ オオソリハシシギ

ノ ビ タ キ アカエリヒレアシシギ

シマセンニュウ オオセグロカモメ

コ ヨ シキ リ ヒ バ リ

センダイムシクイ ハクセキレイ

キ ビ タ キ ノ ゴ マ

ハシブトガラ ノ ビ タ キ

シマアオジ コ ヨ シキ リ

ア オ ジ ハシブトガラ

オオジュ リン ア オ ジ

カ ワ ラ ヒ ワ オオジュ リン

ベ二マシ． カ ワ ラ ヒ ワ

ニュウナイスズメ ス ズ メ

ス ズ メ '、シポソガラス

コ ム ク ド リ ハシブトガラス

ム ク ド リ

ハシポソガラス

ハシブトガラス

計 30 種 計 27 種



表2－11春別川河口

－153－

，

86. 6． 27

種 名 個体数 優占度

マ ガ モ 6 9.23

カ ワ アイサ 15 23.08

チゴハヤブサ 1 1．54

アカァシシギ 2 3．08

イ ソ シ ギ 2 3.08

オオセグロカモメ 3 4．62

ア リ ス イ 1 1．54

コ ゲ ラ 1 1．54

ショウドウツバメ 4 6.15

ハクセキレイ 2 3．08

ピ ン ズ イ 1 1.54

コ ヨ シキ リ 2 3.08

シマアオジ 1 1．54

ア オ ジ 3 4．62

オオジュ リン 1 1．54

カ ワ ラ ヒ ワ 6 9.23

ベ二マシ． 1 1.54

ニュウナイスズメ 3 4.62

コ ム ク ド リ 6 9.23

ム ク ド リ 2 3.08

ハシブトガラス 2 3.08

個 体 数計 65 100

種類 数計 21

，

86． 7． 10
，
86． 9． 6

マ ガ モ オナガガモ

ト ビ キソクロハジロ

タ ンチ ヨ ウ ス ズ ガ モ

オオセグロカモメ ト ビ

コ ヨ シキ リ オジ ロ ワ シ

センダイムシクイ タ ンチ ヨ ウ

'、シブトガ ラ メダイチドリ

シジユウ力 ラ キヨウジョシギ

ア オ ジ キアシシギ

カ ワ ラ ヒ ワ チュウシャクシギ

ベ二 ‐マ シコ アカエリヒレアシシギ

ニュウナイスズメ オオセグロカモメ

コ ム ク ド リ キ ジ バ ト

ム ク ド リ ア カ ゲ ラ

ハシブトガラス コ ゲ ラ

ハクセキレイ

コ ヨ シキ リ

ハシブトガラ

ア オ ジ

オオジュ リン

カ ワ ラ ヒ ワ

ベ二マシ．

ス ズ メ

ム ク ド リ

ハシブトガラス

計 15 種 計 25 種



第4節野付風蓮道立自然公園の鳥類目録

この目録には， これまで当公園区域内で記録されたものをすべて集録した。総計49科270種である。な

お，今回の調査で記録したもの(105")は数字に芙印を付けてある。

アビ科Gaviidae

アビGα"@J'te"@"

オオハムG、 αγDficc

シロエリオオハムGPa抗cα

ハシジロアビGadamsjj

１
２
３
４

器

カイツブリ科Podicipedidae

カイツブリ Podicc〆γ"2coj〃・

ハジロカイツブリ R7"g7-jco""

ミ ミカイツブリ Razl,7･jftl,s

アカエリカイツブリRmscge元α

カンムリカイツブリRcTistc"3

５
６
７
８
９

昔
詩

ウミツバメ科Hydrobatidae

ハイイロウミツバメ Oce""odγり加＠んγ℃atα

コシジロウミツバメ 0. jeu,coγん0α

クロコシジロウミツバメ0. c@st7･o

10.

11.

12.

ウ科Phalacrocoracidae

Pん“αcγocom勿允jα加e7ztoszLS .

Rpej""

ウ
ウ

、
『
、
〃
兵
ダ

ウ
上

●
ウ

３
４
１
１

美

グソカソドリ科Fregatidae

15・ コグンカソドリ舟e9"ααγtej

サギ科Ardeidae

ゴイサギⅣyc"coγα"7zyo"coγα錘

アカガシラサギ泓祗eojaムαc""s

アマサギBzL"Jc"j"8

ダイサギ助γe〃αα必α

チュウサギ且j7ate777zed"

16

17

美18

19

釦
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コサギE・ ga7ze雄α

カラシラサギE. eILjOp"ot"

アオサギ"Tdec"7De7･ec

21．

22．

そ23．

コウノトリ科Ciconiidae

24． ナベコウαco7zz@ 7zz9γα
■ ■

AnatidaeＡ

ａ
・
恋

、

潅
〃
し

必
．
ｚ

》
皿
・
皿
姉

科
冗

韮
》
函
恋
麺
・
》
た
如
恥
恥
ｍ
ｅ
・
》
吻
唾
恥

迦
》
鋸
》
．
”
〃
α
γ
α

》
袖
》
妙
》
一
岬
一
一
一
一
》
畢
趣
４
唖
酔
“
》
梨
小
郵
》
鉦
》

ガ
が
ａ
９
・
Ｚ

。
α
》
伽
恥
α
ｙ
ｚ

皿
。
ｚ
“
８
４
唖
》

ｅ

ｅ

ｆ

Ｃ

Ｂ
ソ
“
・
・
・
ゥ

γ

″

ガ
イ
ン
ガ
ク
ガ
ハ
ク
ッ
シ
ド
モ
ガ
モ
エ
ガ
ョ
リ
リ
ガ
ア
ビ
ハ
ホ
ハ
ク
ガ
タ
ガ

ク
イ
ガ
リ
シ
ク
オ
ハ
カ
ク
シ
ガ
ル
ガ
モ
シ
カ
ド
メ
ナ
マ
シ
シ
オ
カ
ソ
ズ
ワ
ロ

コ
ハ
マ
カ
ヒ
ハ
オ
コ
ア
ツ
オ
マ
カ
コ
ト
ヨ
オ
ヒ
ア
オ
シ
ハ
ホ
オ
ア
キ
ス
ケ
ク

。
●
。
■
●
●
、
●
●
●
ｃ
Ｑ
Ｑ
■
●
●
ｅ
●
申
■
ゆ
●
岳
●
Ｂ
Ｇ
由
申
●

あ
ぉ
”
錫
調
鋤
釦
犯
詔
弘
弱
鏥
諏
巽
調
如
虹
妃
娼
“
妬
妬
幻
妃
⑲
卵
副
死
弱

共
共
芙
そ
器
芙
苦
芙
苦
共
共
壬
共
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ビロードキンクロ〃・戎"c翅

シノリガモHf""07zjc"s"""07zic"3

コオリガモαa"駅Ljaんye刀zα〃5，

ホオジロカモB"e城αjα“α吻城α

ヒメハジロ B.c"eojq

ミコアイサル7yus"jg〃私s

ウミアイサ〃． J'ewwfO7"

カワアイサ〃・加er""e7

●
■
●
●
。
。
、
◆

４
５
６
７
８
９
０
１

５
５
５
５
５
５
６
６
壬
そ

ワシタカ科Accipitridae

ミサゴ彫7td加冗んα〃Gefus

トビ雌j"t"、加"γα冗s

オジロワシBa〃αeetus""""@

オオワシH.pzjqZct"

ｵｵﾀｶ』“加雄er9e72,t""

ツミ4． 9uj"P"

ハイタカ』． 7z”拠J

ケアシノスリ B"feo J@9op"3

ノスリ B・ ル“”

クマタカ Sp@"""， 祁加αje7z"s

ハイイロチユウヒαγc"s Cya冗e秘s

チユウヒ C.ceγugz"oszLs

■
●
●
●
。
●
、
■
◆
●
Ｇ
号

２
３
４
５
６
７
８
９
０
１
２
３

６
６
６
６
６
６
６
６
７
７
７
７

美
茶

ハヤブサ科Falconidae

シロハヤブサFbjco γ秘"Zcojus

ハヤブサRpg7･69"祁泌＄

チゴハヤブサRJ,"j6uteo

コチョウケソポウRcoj"77z"γ趣3

チョウケソポウEt加乃叫施cILJt"

アカアシチヨウケソポウE@""･e7""

74．

75．

美76．

77．

78．

79．

ライチョウ科Tetraonidae

80. エゾライチョウ Tetγα"""07zqs"

キジ科Phasianidae

81. ウズラ Cof払γ･泌乙錘cof秘γ刀j錘
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ツル科Gruidae

昔82． タンチヨウGγ243 ノa"7zefz"s
●

83． ソデグロヅルGje"cOgeγa7z秘s

クイナ科Rallidae

クイナRa“秘s吻秘@tZcus

ヒクイナPo7･zα九α九死α

ツルクイナGzj"cTe""7ze7･e@

84

85

86

ミヤコドリ科Haematopodidae

87． ミヤコドリ H"刀z"opzLs osZγαjegz"、

チドリ科Charadriidae

ハジロコチドリ Cんαγ“γZ"s""Zcujq

コチドリ C.d""s

シロチドリ C"e"@72dTj7z"s

メダイチドリ C. 77zO7z90j"3

オオメダイチドリ Cj"c"e刀α払雌泥

ムナグロ Pj""@"sdo77zj7zic@

ダイゼンR珂払“αγo“

タケリ 〃也冗e〃弘s 〃α泥e〃弘3

８
９
０
１
２
３
４
５

８
８
９
９
９
９
９
９

芥
美
共
そ

ｅａ
１
ｑ

●
●
■
■

Ｃ
Ｓ

ａｐ

皿
唖

０
３

皿
冗

②
３

１

，
〆
３
・
Ｚ
．
広り

”
函

Ｓ
”
虎
・
Ｚ
”
ａ

ｔ
ｊ

銑
α
９
α

銅
》
伽
必
》
秘
呼
嘩
・
Ｚ
・
恋
必
《
幽

冗

函
錘
唖
．
皿
”
碑

。
刀

シ
・
唖
γ
嘩
彰
地
Ｃ
・
《
《
や
《
癖
》
州
恥

獅
坤
・
》
ｃ
ｃ
ギ
唾
ｐ

●

●

シ

４
．
２
・
・
産
α
”

ギ
“
ｃ
ソ
キ
ラ
ｃ
ｃ

シ
Ｃ
ネ
シ
ズ
ｃ
ギ
ｃ
Ｅ
ギ

ヨ

ギ
ウ
ラ
ウ
ギ
シ
ギ
ギ
シ

ジ
ソ
シ
ト
ズ
カ
シ
ギ
マ
シ
ギ
シ
ギ
キ

ウ
ネ
リ
ロ
ウ
リ
ラ
シ
ハ
バ
シ
ビ
シ
マ

ョ
ウ
バ
ジ
メ
メ
ズ
マ
ル
オ
バ
ユ
ラ
リ

キ
ト
ヒ
オ
ヒ
ア
ウ
ハ
サ
コ
オ
ミ
ヘ
エ

汁96，

壬97．

そ98．

99．

1叩．

101.

102．

･汁103．

1“、

105．

美106．

芸107．

108．

109．
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ｍ
３

ｇ
・
３

＄
３
冗

３
ａ
Ｓ
ｃ

弘
．
ｚ
・
Ｚ
玩

轆
ｓ
α
皿
＄
脱
α
０
”

γ

３
加池
加
叩
．
ｚ
α
ん
”
”
皿
・
唖
呵
・
諏
幽
麺
．
恋
冗
．
、

“
和
・
恋
皿

，
し
，
α
函
払
払
錘
“
“
”
．
”

》
》
》
》
》
》
梱
・
》
Ｚ
”
袖
・
》
《
・
》
恥
卿
・
》
《
麺
諏
《
》
仙
碗
虹
恋、

シ
祁

泌
シ
α
Ｚ
Ｚ
Ｍ
》
恥
”
”
柳
睡
・
》
》
《
》
『
一
》
》
》
》
》
》

麺
シ
”
皿
Ｚ

恥
奉
恥
ギ
シ
ギ
シ
ギ
オ
Ｚ
Ｚ
ギ
Ｇ
”

ギ
ギ
ア
Ｚ
Ｚ
Ｌ
シ
ギ
シ
ウ

オ
シ
シ
シ
シ
シ
ア
ギ
ギ
シ
ギ
ハ
ク
シ
ャ
チ
シ
Ｇ
ギ
Ｌ

イ
ア
ギ
シ
ア
シ
ア
シ
ト
ギ
シ
シ
ギ
シ
シ
リ
ャ
ク
シ
モ
ク
ギ
シ
ギ

ア
リ
シ
ア
オ
ア
キ
ア
ブ
シ
ブ
シ
シ
ハ
ロ
ソ
シ
ロ
ウ
モ
ャ
シ
ギ
ジ
シ
ギ

リ
・
ヘ
ル
カ
ア
オ
オ
キ
ラ
サ
カ
ア
ソ
リ
グ
オ
イ
ウ
ュ
リ
シ
マ
シ
オ
オ
シ

キ
シ
シ
ア
コ
ア
オ
コ
カ
ク
タ
キ
イ
ソ
オ
オ
ダ
ホ
チ
ハ
コ
ヤ
タ
オ
ア
．

3cm加

110.

111．

112．

鶚113．

114．

番115．

116．

117．

118．

119．

120.

121.

升122.

番123．

芸124．

器125.

126.

127．

美128.

129.

130.

131.

132．

そ133.

134,

135‘

ajmatz"､

セイタカシギ科Recurvirostridae

l36・ セイタカシギ匪況α凡fopt"、膨加a7ztopt"

ヒレアシシギ科Phalaropodidae

l37・ ハイイロヒレアシシギ郎弘α””ふん〃c⑰γも秘'

共138． アカエリヒレアシシギRj06""s

ツバメチドリ科Glareolidae

l39・ ツバメチドリ Gjαγeojam"d"αγu,加
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Stercorariidaeトウゾクカモメ科St

トウゾクカモメ Steγ℃oγ配rd"spo加αγz7z秘s

クロトウゾクカモメ S.pαγα""cIL$

シロハラトウゾクカモメ S. jo7zgZ""ILs

140.

141.

142.

”ｆ

ｅ
ｐ
ａ
ｏ

舟
ｕ
Ｃ

ウ
●
■
凸

拠

ｒ
３
＄
ｅ

ａ
弘
ｅ
Ｆ
４

ｏ
》

Ｌ
＄
砂
湿
α

α

秘
α
誰
》
》
》
岬
〉
伽
伽

掛
《
》
一
ｓ
唖
ム
メ
ジ
γ
Ｓ
“

＠
・
ｚｏ
Ｅ
α
馳
唾
＄

価
鋺
ム
シ

。
ｚ

●
，
ｎ
》

モ
“
“
《
画
メ
涯
弄
》
“
》
シ
Ｓ

妙
Ｌ
メメ
カ
Ｌ
モ
ド
ハ
ジ
Ｓ
ジ
サ

メ
モ
ロ
メ
メ
Ｌ
カ
ン
ロ
ア
ア
ジ
シ

モ
カ
グ
モ
モ
コ
ビ
ラ
ク
ラ
シ
ロ
ア
サ

カ
ロ
セ
カ
カ
メ
ネ
ユ
ス
ロ
ハ
サ
ジ
ロ
ジ

リ
グ
オ
シ
ロ
モ
ミ
ッ
イ
ジ
ロ
ジ
シ
グ
ア

ユ
セ
オ
ワ
シ
カ
ウ
ミ
ア
ハ
ク
ア
コ
セ
．

143．

粥144．

升145．

146．

笑147．

148．

芸149．

150.

151．

152．

153．

升154．

155．

1弱．

157．

ウミスズメ科Alcidae

ウミカラス ［ﾉｹ･jaaajye

ケイマフリ Cepp"sm7･jo

マダラウミスズメ BTacんyγαm""3 77zc777zoT@ttLs

ウミスズメ Sy7z"彪加γα”pん必＄α冗湿卯払s

コウミスズメ "e""ptL錘〃a

158.

159.

160.

161.

162.

ハト科Columbidae

St7･eptope"α oγZe7zfqj"

Sphe元払γ弘s"gjojd"

ト
ト

寺
、
ｆ
、

〃
グ
ジ
オ
キ
ア

、
申

３
４
６
６
１
１
美
そ

ホトトギス科Cuculidae

ジュウイチC叫c弘j叫ぶか“錘

カッコウC. ca泥oγ必s

ツツドリ C. sctuγat秘s

ホトトギスc・ po"ocepbcj払'

165．

そ166．

芸167．

168．

フクロウ科Strigidae

シロフクロウⅣycte@ scu71,djq"

シマフクロウKef"p@"α&芯#07zZ

トラフズク ""o ot"3

169.

170.

171.
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コミ ミズク 』．ノzα刀2m“'

オオコノハズク OZzLs如雌m7zoe7zα

フクロウ StTj""7@je7z"s

172.

173.

174.

アマツバメ科Apodidae

共175．ハリオアマツバメ C協α鉱払γα ccz"lzc"f@

茶176． アマツバメ "pibspcc"c"'

カワセミ科Alcedinidae

“9“γ”

“銃恋

177． ヤマセミ Ce7yje

178， カワセミ 4jcedo

ｅａ
，
ｑｃ

●
ｑ
■
＆Ｐ

３
”

科
、
池
・
ノ

キ
α

碗
呼
妬

ツ
Ｊ
＠
。
芯

ッ
泌
母
醜
３
０

キ
砕
一
》
》
・
》
鋤

ｔ

ゲ
う
り

イ
ラ
ラ
ラ
カ
ゲ

ス
ゲ
ゲ
ゲ
ア
カ
ラ

リ
マ
マ
カ
オ
ア
ゲ

ア
ヤ
ク
ア
オ
コ
コ

壬179.

180．

詩181．

器182.

183.

184．

詩185.

ヒバリ科Alaudidae

ヒメコウテソシCaja冗｡γe〃α錘冗eγeα

ヒバリ "jα弘｡αα7．zﾉe7zs"

186．

芸187．

ツバメ科Hirundinidae

ｼｮｳドｳﾂバﾒ R"α”αγjp"･j@

ツバメ厩γ拠7zdoγ払蛇Zea

コシアカツバメH、。αuγZea

イワツバメ De彪餉070 拠紡"@

そ188

189

190

191

ｅａ
０
ｑ

●
■
■
＆

一
■
■
■
ユ

ｇ
■
■
凸

◆
●
■
＆Ｃａｔ

Ｏ
α
洲
伽

■
心
ロ
レ

イ
‐
α
し
″
・
西
元
掘
卿

●

の

ロ

レ

キ

唾

皿

α

γ

Ｃ

ａ
，
α

セ
伽
》
“
胸
“

●
つ
ユ
》

んｔ

し
″
イ
冗

キ
イ
レ
４

セ
イ
レ
キ

ガ
レ
キ
セ
イ

ナ
キ
セ
ロ
ズ

メ
セ
ク
グ
ソ

ッ
キ
ハ
セ
ビ

192.

193．

そ194.

195.

芸196‘
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197． セジロタヒバリ 』. 9"st@"

共198． タヒバリ ". J7)Z7zojeがa

サンショウクイ科Campephagidae

l99、サソショウクイ Pe7･jcTocot"sdZひαγZ"tus

ヒヨドリ科Pycnonotidae

200、 ヒヨドリ "yp"pefesamα私γot"，

モズ科Laniidae

20'・モズLα丸jzLsjucep"""

202． オオモズ L. e"c""07･

レンジャク科Bombycillidae

203・ キレソジヤク Bomby"〃α""T"j"3

Troglodytidaeミソサザイ科T1

共204． ミソサザイ T7･ogjodytes t7･Q9jodyteJ,

イワヒバリ科Prunellidae

205、 カヤクグリ Pγ払泌g"αγ幼Zd@

ヒタキ科Muscicapidae

コマドリ Eγ錘んαcus @""ge

ノゴマE・ Ca〃jope

コルリ E・ cya刀e

ルリビタキTαγ3We7. cya冗zLγ秘s

ジョウビタキPんoe7zdmjγ叫sα弘γ＠γe必s

ノビタキ Sc"jcoj@ to7･9""@

イソヒヨドリ 〃o冗湿coj@soj""･ZzLs

トラツグミ T秘γd"sdα払加α

クロツグミ 皿cαγd"

アカハラ 正cルァysojα秘s

マミチャジナイ T. o""払γ皿3

ツグミメT. 凡α払況α泥7zd

ヤブサメ Cef湿α幻'ﾙα沈eiceps

ウグイス Cdjpん0冗e

●
■
●
●
ｃ
ｅ
ｅ
●
●
①
●
。
●
●

妬
Ｗ
肥
的
叩
皿
廻
過
皿
嘔
蛎
Ⅳ
氾
四

２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２

芸
共
美
共
共
器
苦
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エゾセンニュウ Loc"ste"αブ@scjo4@f@

シマセンニュウ L・ oc"ote冗錘s

マキノセソニュウ L. jc7zceoj"@

コヨシキリ "cTocepん幽払‘，〆叡tγMcep'

メボソムシクイ Pんy"oscopu,3 6o7･e""，

ｴゾﾑｼｸｲ P・ te7ze"jpes

センダイムシクイ P． occjp"""

キクイタダキReg"j"37eg"jI"，

キビタキ庇ced私α凡α7℃2J,"7za

オジロビタキF.pαγ"α

サメビタキ〃""c@pα晃郎元cα

コサメビタキ肱jα堀”32γ芯

■
■
■
。
■
◆
弓
●
■
●
●
●

加
劃
翠
認
型
溺
妬
”
羽
調
釦
瓢

２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２

壬
共
美
美
共
芙
器
芙
芙

エナガ科Aegithalidae

茶232．エナガ"eg鉱んzjoscα皿“弘＄

シジュウカラ科Paridae

ハシブトガラ P"･tLspaj1』Jtγjs

コガラ P.mo7zfα祁払s

ヒガラ P."ef-

シジュウカラ P. inqjo7．

３
４
５
６

３
３
３
３

２
２
２
２

芸
そ
粥
そ

ゴジュウカラ科Sittidae

妾237． ゴジュウカラ S鉱ta e秘γop@e@

キバシリ科Certhiidae

238，キバシリ CeTt"α九m"mr"

メジロ科Zosteropidae

239・ メジロ Zo""ops"po""
■

ｅａ
０
．

９
．
■
＆ＺｒｅｍＥ科ロ

函

＄

ジ
ｄ

乃

オ
城
α

ホ
・
“
地
・
哩
的
地

・
ｚ
ｏ
Ｅ
ｅ
”

。
》
”
碑
且
函

ｇ恥
Ｅ
Ｅ
ｐ
Ｅ
ジ

カ
カ
オ
ジ

ロ
ア
ダ
ホ
オ

ジ
オ
ラ
マ
ア

オ
ホ
シ
ヤ
マ

ホ
コ
カ
ミ
シ

240.

241.

242.

243．

美244.
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ｱｵジE・ Jbpodocep""@

クロジE. ひαγmb""

シベリアジユリンE、pα〃“2

オオジュリンE.""oc"cj"s

ツメナガホオジp CGJcaγ趣s j@ppo7ztctLs

ユキホオジロ PJect7-opんe7zm""""

ﾐﾔﾏｼﾄドZO7zotγjcん"jezLcop"7yJ･

●
●
●
●
。
●
●

妬
妬
幻
妃
娼
卵
団

２
２
２
２
２
２
２

芸
美

アトリ科Fringillidae

アトリ F7･j7zgZ"α”o刀世峨肩Z7z扉〃α

カワラヒワ Caγd秘e呪s"7zZc"

-ﾏﾋﾜ C･ $が冗拠s

ベニヒワ A""#"お〃α加加eα

コベニヒワ 4・ん”元e泥α祁極

ハギーマシコ Leuco"jcfe αγ℃to@

ギンザンマシコ Pj""jc e7zzLcJeqtor

イスカ Lo"jcc"7･""蛇γ江

ﾅｷｲｽｶ L.jeu"pfeγ泌

ベニマシコ〃γαgzLs""7･ZezL$

ウソ Py7､γん泌彪pyγγん秘jα

シメ Cb““ん7m"､fes coccofﾙ7，4蛇”

●
●
●
●
●
●
●
Ｇ
Ｇ
Ｇ
Ｇ
■

２
３
４
５
６
７
８
９
０
１
２
３

溺
溺
躯
溺
弱
泌
溺
溺
記
溺
妬
妬

芙
芙
妥
美

L

ハタオリドリ科PIoceidae

美264． ニユウナイスズメ P@sseγγ私f秘α刀＄

壬265． スズメ R加o刀tα乃拠3

ムクドリ科Stumidae

コムクドリ st弘γ冗払spん秘jppe祁，”

ムクドリ acj7ze7mcet"，

６
冗
６
６
２
２
妾
外

カラス科Corvidae

ｶｹｽGαγγ"J"sgj@7zdαγj秘s

ハシポソガラスCo""s co7･07ze

ハシブトガラスC.刀zacγoγ力"cbos

申
０
◆

８
９
０

６
６
７

２
２
２

美
美
装
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第3章昆 虫 類

遠藤雅広

第1節研究小史

野付風蓮道立自然公園全域を対象とした昆虫類についての調査は， まだ行われた事はないが，小地域

での調査はこの10年以内に数回行われている。

根室自然保護教育研究会（1979）によれば， 1977～1978年の2年間にわたって野付半島総合調査が実

施されている。この調査では，根室地方の昆虫相という表題で，北嶋直之氏によって報告されているが，

内容は別海町の蝋こついて書かれたもので， 6奉朽4種の蝶が記録されている。この内，野付風蓮道立自

然公園内の野付半島で記録確認されたものは， 6科14種の蝶であった。

次いで，根室市によって実施された東梅別海間道路環境概況調査（1982）がある。この調査は，風蓮

湖周辺地域が調査対象とされ，春国岱・槍昔・走古丹などで調査が行われた。この調査で記録確認され

た昆虫は, 70科440種であった。なかでも，国の天然記念物に指定されているカラフトルリシジミ

(Vacc加湿､α噸泌etedqjSetsuza7zGMatsumura)が平地で発見されたことは大きなニュースであっ

た。大雪山系では標高1,500m～･2,000m,日高山脈では標高1,600汎～2,000WZ,その他の地域でも標高

500m～1,600祁ぐらいの所に棲む高山蝶とされていた。しかし， この風蓮湖周辺の標高O～数Wzの所

での発見により高山蝶には含められなくなった。また， この発見により周辺地域での生息が注目される

ことになったが道立公園内からは野付半島より生息が確認された（遠藤未発表）。

根室市春国岱では，根室市の委託で，財団法人日本野鳥の会の手によって春国岱原生野鳥公園基本計

画の調査（1984）が実施された。この年は稀に見る低温冷夏であったこと，調査時期が遅かったことも

あって， 8目79科354種を記録したにとどまったが， この調査で新たに148種が発見記録された。

他に，釧路市博物館が実施した道東海岸線総合調査（1977～1981年）の中で， 6種の昆虫が，道立公

園内の根室市長節より記録されている。

第2節調査方法及び調査地点

今回の調査は，鱗翅目を中心に行った。調査地点は記録の少ない野付半島及び尾岱沼を中心に行い，

槍昔・春国岱・温根沼・長節湖などでも採集調査を行った。

野付半島では先端部の野付崎の高層湿原及び草原で， 日中は見つけ取り，夜間は灯火採集を行った。

また，野付半島の中間地点にあるナラワラの森林（広葉樹・針葉樹の混合林）においても同様の調査を

行った。

尾岱沼では小学校（別海町立野付小学校）の前にある水銀灯及び白鳥台にある水銀灯において，蛾の

採集調査を行った。

槍昔・春国岱・温根沼では日中の見つけ取りによって採集調査し，長節湖では夜間の灯火採集を行った。
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なお，今回の調査で資料その他でお世話をいただいた根室市教育委員会学芸員の近藤憲久氏及び蛾の

採集で協力いただいた島田裕文氏に篤くお礼申し上げます。

第3節調査結果及び考察

1． 調査結果

調査は，昭和61年6月1日から8月30日までの間，現地を踏査し，確認，採集を行った。調査区域お

よび日程は，別海野付半島部は6月1日， 6月7日， 7月26日， 7月28日， 8月9日， 8月11日およ

び8月30日，根室槍昔は6月9日，根室春国岱は6月18日， 7月31日， 8月3日および8月4日，根室

長節は8月24日，根室温根沼は8月3日および8月4日である。

今回の調査で採集および記録した昆虫類を以下に示す。今回の調査によって83種が新たに記録され，

全体として蜻蛉目5種，鞘翅目5種，毛翅目1種，鱗翅目（蝶類）30種，鱗翅目（蛾類） 136種の計

177種を記録することができた。

蜻 蛉 目

イト トンポ科

トンボ野付半島野付崎(以下「野付崎」という）

ルリイトトソポ 野付崎

Ooenagrionidae

jα”“｡‘α〃疵(Selys)エゾイト

6oTe@je ci7弓cILjα血沈 Selys

”
ａ

・
恥
伽

九
“
“
兀
Ｃ
Ｅ

Lestidae アオイト トンポ科

Lestes spo7z" (Hansemann) アオイトトソポ野付崎

Libellulibae トンボ科

L必e"zLj@ 9zL(zdrimcc翅afa“αん加" Schmidt ヨツポシトンポ 野付崎・根室市槍昔

（以下「槍昔」という）

Sｼmp"、'”〃”‘ojz"'z〃α"eojz"" (Linnaeus) エゾアカネ 野付崎

鞘 翅 目

Carabidae オサムシ科

Procmsfe， ルo""(Roeschke)アイヌキソオサムシ

馳加α蛇eγ"qpfoides 7Wdp""J， Motschulsky

根室市春国岱（以下「春国岱」という）

エゾマイマイカブリ 春国岱

Lucanidae クワガタムシ科

L必cα泌函〃zzczLj娩加07.afus ejega7zs Planet ミヤマクワガタ 別海町尾岱沼（以下「尾

岱沼」という） ・野付半島ナラワラ（以下「ナラワラ」という）
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P7･osOpoco""Z7zc"7zafusMotschulsky ノコギリクワガタ 尾岱沼

Lampyridae ホタル科

DJcjo""teγ江虎sMotschulsky ヘイケポタル 尾岱沼

毛 翅 目

Limnophilidae エグリトビケラ科

"@77zotauji"皿"zo7w"MacLachlan エグリトピケラ 野付崎

鱗翅目（蝶類）

Papilionidae アケハチヨウ科

恥mas""""c""sButler ウスバシロチヨウナラワラ･根室市温根沼(以下｢温根問という）

Hpd"o刀zac"｡〃んZppocmfesO.&B.Felder キアケハ 野付崎・尾岱沼・春国岱

Hpj"o“α7zo7･ Oramer カラスアケハ 尾岱沼

Hpj"o”ααc〃湿如faTMJFenton ﾐﾔﾏｶﾗｽｱｹﾊ 尾岱沼

Pieridae シロチョウ科

Le〆越eα加oTs,ef Fenton エゾヒメシロチョウ ナラワラ・尾岱沼・槍昔

Cb""eT"epo"09γαp"8 Motschulskyモソキチヨウ 尾岱沼

Pje7-is7zqpZ 7zes"Fruhstorfer エゾスジグロシロチヨウ 尾岱沼

Pje7･"mp@e c7TLcZzjo7MzBoisduval モンシロチヨウ 尾岱沼

シジミチョウ科Lycaenidae

bcce7tcp〃αgqsLinnaeus ベニシジミ ナラワラ・尾岱沼・春国岱・温根沼

』んctLjj7zec tej"z4J og払加aeMatsumura 野付崎・ナラワラ・尾岱沼・春国ゴマシジミ

岱・温根沼

CeJαstTZ7zaa7yjoj"Ladonidesde l'Orza ルリシジミ ナラワラ

&’‘γ“a7yjode'〃〃｡“α鵬n6tri&s ツバメシジミ 槍昔
カラフトルリシジミ 春国岱・野付崎リノaCCj7Zjj7ZC Opt"et2 dC""JZLZα凡aMatsumura

Nymphalidae タテハチヨウ科

Bγe減脱sdapAJze iz""ens"Okano ヒョウモソチヨウ 野付崎・ナラワラ・尾岱沼・春

国岱・温根沼

』γ双yra'zome j@odjce jbpo7zica鵬ndtri&s ウラギンスジヒヨウモン 尾岱沼

447W7wzo77ze…jα凡αjysjppeJanson オオウラギンスジヒヨウモン 尾岱沼
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F""cjα刀αmftppe p@"e"e7zsButler ウラギンヒヨウモン ナラワラ・尾岱沼・春国

岱・温根沼

Mp"3 7-Z"zLj""Scopoli フタスジチヨウ 春国岱

I7zacんおjo 9""Stichel クジヤクチヨウ ナラワラ・尾岱沼

4j"'w.""e co""e"<zButler コヒオドシ 尾岱沼・春国岱

C'y7z""ca7･dUj Linnaeus ヒメアカタテハ 尾岱沼

Satyridae ジヤノメチヨウ科

ypt"''zaa7y"Butler ヒメウラナミジヤノメ ナラワラ・尾岱沼・春国岱・温根沼

Mi7Io23drWs“pz"zet""Motschulsky ジヤノメチヨウ 尾岱沼

LoPjn9z""7ze jezoe7@･葱Matsumura ウラジヤノメ ナラワラ・春国岱・温根沼

止銃e血の"Butler クロヒカケ ナラワラ・尾岱沼・春国岱・温根沼

Hesperiidae セセリチヨウ科

E7ymdsmo7zm7z"sBraner ミヤマセセリ 槍昔

睦〆弘如α拠"cojo7･ BrenEr&Grey ギンイチモンジセセリ 春国岱

CbrferpcepAajzdsSyj"Zcoj@"s”ん”Matsumura カラフトタカネキマダラセセリ

ナラワラ・着桓岱

Tho7･gJ,皿〃αγ"Murray コチヤバネセセリ ナラワラ・尾岱沼

Mj"es "e7zz"fe7でzLJezButler コキマダラセセリ ナラワラ・尾岱沼・春国岱・温根

沼

鱗翅目（蛾類）

Limacodidae イラガ科

L"0""""(Moore) クロシタアオイラカ 尾岱沼

Pyralidae メイガ科

aja77zot7Upb@p""c〃αPw･e"@ (Leech) シロツトガ 尾岱沼

凸迩加bz"んumZde"zzJZeller ギンスジツトガ ナラワラ

Pje"mpt"7TL7也"s (Scopoli ) ウコンノメイカ 尾岱沼

PJe"7･opfyn quad7-j刀，αcujQj"(Kollar),comb．n． ヨツメノメイカ 尾岱沼

α""0cZ"， 9zzadrj疵acuja虎J， (Bremer&Grey) ヨツポシノメイガ 尾岱沼

U7-"加膨"j"e帆泌zEjjs, (Mutuura),comb．n． キノメイガ ナラワラ

"om"， ""Op鉦α〃J，Motschulsky ホシオビホソノメイガ 野付崎・尾岱沼

RTn"jmz""､w"-jα〃J， (Bremer) フチグロノメイガ 野付崎・ナラワラ

O鉈γz7zz@ smp翅a"sp@cjjZccMutuura&Munroe フキノメイガ ナラワラ
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〔ﾉacq jt49zめ7浬〃s (Leech) ウスマルセンノメイガナラワラ・根室市長節(以下隈節｣という）

彫物o'ziod""ppo7De""(Ragonot),comb．n． トビスジマダラメイカ ナラワラ

Drepanidae カギパガ科

“〃趣γep…pα〃eojc (Motschulsky),sp.rev・ ウスイロカギバ 尾岱沼

Thyatiridae トガリバガ科

Z洲y@"7c 6ct"(Linnaeus) モントカリバ 尾岱沼

Te"eαα泥pjjct@ (Butler) オオバトカリバ 尾岱沼

Te""""co""αノロpo7z""Werny マエジロトカリ（ 尾岱沼

Geometridae シャクガ科

恥弘”芯〃etChe"Inoue ウスバフユシヤク 尾岱沼

か孔γo"'z",zosc (Inoue) ウスモンフユシヤク 尾岱沼

Geo"z@tmp""onαγzα ，拠6γZ”a （Prout） オオシロオビアオシャク ナラワラ・尾岱沼

Geo77zet7迩成ec&m""Graeser カギシロスジアオシャク ナラワラ・尾岱沼

Hem鉱んeαα25，"""｡"(Hiibner) キバラヒメアオシャク 尾岱沼

ScopzLj@p"Zcw-j@ (Motschulsky) クロスジシロヒメシャク 尾岱沼

αα趾COγ和‘ 拠冗｡"雄7Wもa (Motschulsky) シラナミナミシャク 長節

及叩ルyjα拠冗α”9zLjata (Haworth) フタテンツマジロナミシャク 野付崎

m"osmc67℃"αJ, eひa7zesce7" bo7･eαγ"(Inoue),comb.n． マルモンシロナミシヤク

ナラワラ・尾岱沼・長節

馳〃銃恋‘錘‘γc罪か秘7Qbα泌α (Prout) ウストビモンナミシャク ナラワラ

G@7zdαγj錘，α97z"/@st"αγ” (Ohristoph) キガシラオオナミシャク ナラワラ

"877呼γjαγujjginGtaJ叩o7zicz lnoue トビモンシロナミシャク ナラワラ

のeγひp"emb7･umct@ (Linnaeus) ナミスジフユナミシャク 尾岱沼

Pe7-Zzo皿ascdzez4,,z (Wileman),sp・ rev・ ヒメカバスジナミシャク ナラワラ

弘和露α$九加加掘玩aWehrli ﾋﾒﾏダﾗｴダｼﾔｸ 尾岱沼

Chbeγαp皿γ叫3 (Butler) コスジシロエダシャク ナラワラ

Semjot""cjα銃γα“ん弘γ"ct@Bryk ヒメアミメエダシャク 尾岱沼

4γj“α施兀α加弘α祁αγjαかαfeγ泥a (Butler) キシタエダシヤク 野付崎・ナラワラ・尾

岱沼

CJeoT@ Z7aFo〃ta (Butler) ルリモンエダシヤク ナラワラ

""J･ ptcct@ (Butler) シロシタオピエダシャク ナラワラ・長節

"Jc芯メ必afamej@7ZmZOf@PrOUt コケエダシャク ナラワラ

De"epte7zjαγ鋤g"" (Clerck) マツオオエダシャク ナラワラ
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H､f‘7通777zZc coJ,"PzL7zctαγZG (Leech) ﾏｴﾓﾝｷｴダｼﾔｸ 長節

m"o7z 6ef越α元apaγzﾉz"、 Leech オオシモフリエダシャク 尾岱沼

"7zge7･o7@cpγ弘祁α”α"γ6a"Prout スモモエダシヤク 野付崎

“αγZcjW""jb777zos""(Eversmann) ギンスジエダシヤク 野付崎．ナラワラ．尾

岱沼

諏
識

●

●

沼
沼
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岱
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尾

●

●

沼
ワ
ワ

沼

一
フ
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岱
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。

、〃

ハ
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加
胴
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蜘
吟
へ
咋
斗

恥
加
狐
”
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ｅ

ａ
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・
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ｏ
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〃
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Saturniidae ヤママユガ科

"c"""7zo疵ama7zdPcんt"ricz (Staudinger) オナカミズアオ 尾岱沼

Sphingidae スズメガ科

Spん"‘℃〃gust72Linnaeus コエピカラスズメ 尾岱沼

Do必加α趣冗c7-ei Staudinger サザナミスズメ 尾岱沼

H@加αγ"jibc枕γ刀Z"qff@冗芯(Bremer) クロスキバホウジヤク 春国岱

De"epん秘a ejpe7zoT je'""" (Butler) ベニスズメ 野付崎・尾岱沼

Notodontidae シャチホコガ科

R""Ljα麺ji"'z(zf@ (Staudinger),comb.n. ホシナカグロモクメシャチホコ 野付崎・

ナラワラ・尾岱沼

Hn"pyZcu,,zb7u"(Staudinger),comb.n. ギンシャチホコ 尾岱沼

馳此aj@c7･"""(Butler),comb・ rev， セダカシヤチホコ 尾岱沼

j也此αjαやje7zd麺a (Oberthiir) ,comb．n． アオセダカシャチホコ 尾岱沼

"bfodc7zfa s“g加α〃"Matsumura トビスジシヤチホコ 尾岱沼

"ofodo7zf@de加加I"＄ん認Oberthlir ウチキシャチホコ 尾岱沼

"otodo7雄α toγ"α皿gZt@'z"Matsumura トビマダラシャチホコ 尾岱沼

Pe7･ddecgiga刀t"Butler ナカキシャチホコ 尾岱沼

Peγ趣e(z ob""ILeTj (Staudinger) ルリモンシャチホコ 尾岱沼

Peγ虹eα，γαese7･j (Staudiriger) イシダシャチホ． 尾岱沼

FI4JZpte7yzj@ddsj" (Oberthiir) シロスジエグリシャチホコ 尾岱沼

Spqf""doe7･7･je"Graeser ウスイロギンモンシャチホコ 尾岱沼
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Lymantridae ドクガ科

J_7zigTz"7z zLssw･jcumBytinski-Salz エルモンドクガ

dZap"p7･@efe7･ezKardakoff マイマイガ 尾岱沼

鈍加泌"(Fuessly) モンシロドクカ 尾岱沼

尾岱沼型47℃towz"

Lyma7zt7･jq

及叩γoc錘'

Arctiidae ヒトリガ科

Pejo"αγα加秘jc (Staudinger) クロミヤクホソ（ 野付崎

EMe77zcgrZ'eojααggγ℃"(Butler) キシタホソバ ナラワラ・尾岱沼

C""ep""g7･jcos,t@ (Leech) マエグロホソバ 尾岱沼

雌〃0"7･jJ,ta abeγγα恋αJ叱oJde7zs"， (Oberthiir) ハガタペニコケガ ナラワラ

雌〃o“γ2J,fapaj〃dc (Bremer) ハガタキコケガ ナラワラ

雌〃｡chTistcpujchemButler ゴマダラベニコケガ 尾岱沼

郎γa"7za加戊αα瓶I‘γe7zs"Seitz アマヒトリ 尾岱沼

Spjjosomq se7･jctop"7@c""Motschulsky スジモンヒトリ 尾岱沼

Spjjosom(z pwzct""(Stoll) アカハラゴマダラヒトリ 尾岱沼

Pe7･jca〃j@maf7･o泌払a sα“α"7ze7IJ"Draudt ジョウザソヒトリ 温根沼

Ctenuchidae カノコガ科

4mctα九γt払冗" (Orza) カノコカ 尾岱沼

Noctuidae ヤガ科

"7zQc7℃7zictα施鉱"@ (Butler) ウスペリケンモン 尾岱沼

』〃αcγ｡元jcf@pjumbeq. (Butler) ナマリケンモン 尾岱沼

Mo刀zaajpjz"'z (Osbeck) ゴマケンモン 尾岱沼

ztro7zjc"7〃αjb7･ Bremer オオケンモン 尾岱沼

乃jα‘祁a ct"p"(Hubner) オオホソバケンモン 尾岱沼

Hyjo'zyc"cnfocujoj血(Graeser),comb.n． キシタケンモン 尾岱沼

"γｱｶ"u"zbTc (Hufnagel ) キタバコカ 尾岱沼

Oc〃γOpjeu,γαp7通“o”〃αひo”aczLjc"(Graeser) ホソアオバヤカ 野付崎・ナラワラ

αんγ叩Je"7@z p7nect"T･cns (Staudinger) オオホソアオバヤガ 尾岱沼

He777z""皿αγe7zosQ (Butler) ホシポシヤカ ナラワラ・尾岱沼・長節

S""9mpんe erzLs"(Butler) カバスジヤカ ナラワラ

S27zezLymphe diS97zoJ,"(Boursin) ｳｽｲﾛｶﾊﾞｽジﾔガ ﾅﾗﾜﾗ

ααγ汐jadaん"2 (Hiibner) エゾオオバコヤカ ナラワラ

αα”jadeuﾉ雄zZ (Graeser) モンキヤガ 長節

X"趣αditmpezjzzJ,z o7･Ze7zf""(Strand) タンポヤガ 野付崎・尾岱沼

"7tapjectofdes zﾉzγe72s (Butler) オオアオバヤガ 尾岱沼
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"〃α刀gjzLjo皿αskojdz(Oberthiir) オオシラホシヨトウ 尾岱沼

MMmzcんγnpe",jcaγ"e (Linnaeus) シラホシヨトウ 尾岱沼

““,"〃α“αjαJ,“7mco7zfγ江32α"(Bryk) ミヤーマヨトウ 尾岱沼

α7E77zZ"が鈍"I"o7"j, (Matsumura) マメヨトウ 野付崎

胸銃j刀IJzc tw･"(Linnaeus) ブタオビキヨトウ 尾岱沼

"yf膨刀"cgrmzdiJ, Butler オオフタオビキヨトウ 野付崎・ナラワラ・尾岱沼・長節

〃y銃加祁αd"27ye7zsButler ナカフタオビキヨトウ 尾岱沼

繩e〃α cc7zigeγa (Denis&Schiffermiiller) シロテンキヨトウ ナラワラ・尾

・長節

｣j""p(z"e72s (Linnaeus) タンポキヨトウ 野付崎・ナラワラ・尾岱沼・長節

"jefZc j77zpz4γa (Hiibner) ヨシノキヨトウ ナラワラ・長節

"jcttα〃α"@stig77@α死噸泌α"･"(Butler) マダラキヨトウ 尾岱沼

Se7ztα〃α加加"(Ourtis) ナカスジキヨトウ ナラワラ

〃αmec jeteTZ“a (Hufnaegl ) オオアカヨトウ 野付崎・尾岱沼

〃α､‘αんamPJwzj Sugi ネスジシラクモヨトウ 尾岱沼

伽amea 3"jOpzc"α鈍必"TzL7z7zec (Warren) セスジヨトウ 長節

O""/bd"ze (Oberthiir),comb.n. セアカヨトウ 長節

’4碗pん加ecusstLTfe7zs"(Petersen) ｼﾖｳﾌﾞﾖﾄｳ ﾅﾗﾜﾗ

Amp"jpo"jucc7Is (Freyer) エゾシヨウブヨトウ 野付崎

Cej…α jcucos"g77zz (Hiibner) シヨウプオオヨトウ 野付崎・ナラワラ

Aγ℃M7m7種"a7y@,z"(Esper) キスジウスキヨトウ ナラワラ

Cog7z0〃α oTje7zt""Sugi,sp．n． テンスジウスキヨトウ 尾岱沼

lWzed7･@ JzLfo"(Hiibner) ヨシヨトウ ナラワラ

TTjp"e7zop"s c27zeTesce7zsButler ウスキシタヨトウ 野付崎・ナラワラ・尾岱沼

Tγ城"71op"spos帆αひa (Leech) ナカジロキシタヨトウ ナラワラ

"""p"7･js (Linnaeus) モクメヨトウ ナラワラ・尾岱沼

T7nMeα狐ejmzoや秘aKollar ヒメシロテソアオヨトウ 尾岱沼

伽pん加yr@sch7wzc〃配Mdndtri&s ツマジロカラスヨトウ 尾岱沼

Pseudo細允"α泥a (Fabricius) アオスジアオリンカ 尾岱沼

LZ"ccod"j7zL7z,zec (Leech) トビモンコヤガ 尾岱沼

L鉱んacoddα〃皿(Butler) スジシロコヤカ 尾岱沼

PJ"jd"""γα凡2虎(Tauscher) ムラサキウワバ ナラナワ・尾岱沼

丑”叩γαpんα“刀zmc (Linnaeus) ガマキンウワバ 長節

Dj@cんγ”α九αdejb (Oberthiir) コヒサゴキンウワバ 尾岱沼

aacん?ys,"ste'zocbrWs (Warren) オオヒサゴキンウワバ 尾岱沼・長節

Dj"んγ"(z zo"7,zi (Hiibner) シロスジキンウワバ 野付崎

Lyyepん秘α フ"α唖刀IG (Bremer) クピグロクチバ ナラワラ

ナラワラ・尾岱沼
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2． 考 察

今回の調査で採集及び記録した昆虫類は，前のリストにあるように，蜻蛉目5種，鞘翅目5種，毛翅

目1種，鱗翅目（蝶類）30種，鱗翅目（蛾類） 136種の計177種であった。このうち，今回の調査で新

たに発見記録した種は83種であった。これに本地域からすでに記録されている昆虫588種と，未発表記

録（尾岱沼で採集されているヒオドシチョウ・シロオビヒメヒカケ）の2種を加えると，本地域の昆虫

類は総計673種となる。北海道内でも昆虫類の記録の少ない根室地方において， これだけの種が記録さ

れたことは，非常に価値のあることである。しかし，動物の中でも最も多くの種類をもつ昆虫類では，

地域昆虫相としては多い方ではなく，今後の調査の必要性も残している。

分布上興味のある種が何種か記録されているが，なかでもカラフトルリシジミが生息していることは

特筆される。研究小史の中でもふれているが，本地域で発見される以前は高山蝶とされ，標高500~

2､000mの所だけに生息すると考えられていた。サハリン・千島などの国外では，低地にも生息してい

ることが知られているが，特にサハリンなどでは，ごく普通に平地で見られると言う。本地域でも，産

地は限られるものの個体数は他の蝶よりも多い。また，形体面からは最も近い産地である知床山系の

個体群が，裏面の黒点が発達し，全体的に黒ずんだ感じをあたえるのに対し，本地域の個体群は，裏面

の黒点の発達が弱く，全体的に白っぽく見える。これは大雪山系の個体群についてもいえるが，本地域

の個体群よりは黒点の発達が強いようである。むしろ，サハリンや千島の個体に極めて良く似ている。

以上のように，ただ単に天然記念物の蝶が平地から発見されただけでなく，形体的な面なども含め極

めて重要な発見である。また，調査の遅れている生態面についても，今後の調査が期待される。

他の蝶類では，シロオビヒメヒカケが尾岱沼の海岸近くの草原で筆者によって発見されている。今回

の調査では確認しなかったが，毎年確実に発生している。この蝶は道東では個体数も多く珍しい蝶では

ないが，本公園内では尾岱沼からしか発見されておらず，野付半島及び春国岱では精力的に捜したにも

かかわらず発見できなかったことから，生息していないものと考えられる。

オオイチモンジは，槍昔で記録されているが，根室管内ではここでしか確認されていない。過去には，

根釧原野でも生息していた可能性もあるが，牧場などの開拓のために生息地がなくなったものと思われ

る。

カラフトタカネキマダラセセリは道東だけに生息しているが，今まで本公園内からは春国岱からのみ

知られていたが，野付半島で今回初めて記録することが出来た。

春の調査が行われていなかったために，春に出現するミヤマセセリは今回が初めての記録となった。

蝶類については，本公園内に山地がないため，山地性の種は生息していないが，他の種については一

通り見ることが出来る。

蛾類については，今回の調査で野付半島野付崎の高層湿原で，キシタエダシヤクが多数見られた。
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また，湿原性の蛾も何種か得られている。ただ，蛾類は非常に種類が多いため，今回のわずかな調査

での考察はひかえることにするが，特殊な自然条件下にある本公園では，貴重な種も発見される可能性

も多く，今後の継続的な調査が期待される。

第4節野付風蓮道立自然公園の昆虫類目録

ODONATA 蜻蛉 目

Ooenagrionidae イト トンポ科

1. Coe7Mzg7･jo7z j(z'aceoj"u''z (Selys) エゾイトトンポ

2.Bzq""疵α加γe@je"7cujctz"7z Selys ルリイトトンポ

Lestidae アオイト トソポ科

(Hansemann) アオイトトンポ

Kirby エゾアオイトトンボ
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Corduriidae エゾトンポ科

αγで趣"Zetterstedt ホソミモリトンポ

Jbpo'zjcuMatsumura コエゾトンポ

"TZdice7ze(z"7･jdjce7zeqSelys エゾトンポ

キバネモリトンポ9γαese7･j auγeoj@Oguma

uc"dd"Foerster タカネトンポ
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14

15

16

ORTHOPTERA直 翅 目

ヒシバッタ科Tetrigidae

l・ ノ化γydiumjbpo,zicz",zDeHaan ヒシバツタ
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Tettigoniidae キリギリス科

G迩加pJ'ocjeisusst"de7zs"Adelung ハネナガキリギリス

"も錘･〆‘γα岬o7zZccBolivar イブキヒメギス

Duce"(z"ppo7･e7zs"MatsumuraetShiraki エゾツユムシ

Cり7zocep""tLs cん加e7@s"Redtenbacher ウスイロササキリ

６
７
８
９

HEMIPTERA半 翅 目

Plataspidae マルカメムシ科．

1. Coptos,0瓶α尻g""zLjl"7zMotschulsky ﾋﾒﾏﾙｶﾒﾑｼ

Pantatomidae カメムシ科

"jo77ze九αα吻ujos@Motschulsky エゾアオカメムシ

Q"ァoco7zspl"ｧ"ejpemz"DeGeer ムラサキカメムシ
ブチヒケカメムシDojyCoT"j@ccGjw7zLinnaeus

２
３
４

Acanthosomatidae ツノカメムシ科

Ejqsmoste"1』風' ん,"zeγα〃sJakovlev ペニモソヵメムシ

Ejqs7m4cA@p"o7Bj Scott ヒメツノカメムシ

５
６

Ooreidae ヘリカメムシ科

CoTe"77zq7y""unF oTientαγ"Kritschenko ヘリカメムシ

S"ctopjgzLγ恋cms"co77z"Linnaeus ブチヒケヘリカメムシ

７
８

Gerridae アメンポ科

9. Ge7-7･js泓伽cILtejjqt"ge7zZ""J'Miyamoto セアカアメンポ

Oicadidae セミ科

Tj"ce7z〃んα77@ct"Motschulsky コエゾゼミ

Tbrp7zo"@ 7zjgTicoJ,fGMotschulsky エゾハルゼミ

雌jampsm〃αyezoe7zsiJ,Matsumura エゾチツチゼミ

10.

ll.

12‘
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Cercopidae アワフキムシ科

s"cttc@Matsumura ホシアワフキ

/zα〃o刀zacuj"@Matsumura モンキアワフキ

加αγj趣刀"Matsumura ハマベアワフキ

cojeOpt""@Linnaeus マルアワフキ

"uphoγα

y@zOp伽γα

PetZpんoγα

Lepyγ”ja

13．

14．

15．

16．

Brrhomenellidae フトヨコバイ科

17. BQ"yJwzatop"07z"j加冗α次dorZZ Ishihara ｷﾀﾖｺバｲ

Delphacidae ウンカ科

18. L@odejph@""""e"zLsFallen ヒメトビウンカ

DIPTERA双 翅 目

Culicidae 力 科

"""sWiedemann スジアシイエカ

Tu6e""SasaetTakahasi エゾウスヵ

fogoZTheobald トウゴウヤプカ

do7芯迩〃5， Meigen セスジヤブカ

ezcTTLc"7zsWalker アカソヤブカ

esoc7zs"Yamada エゾャブカ

｡j〃

mj"

"edes

"edes

"edes

"edes

守
口
●
●
申
。

１
２
３
４
５
６

Simulidae プユ科

HModo7z 7mLj"cazLjZsPopov ハイイロオオブユ

Pmsimujjumjezo7zicumMatsumura オオプユ

P7･0"77zzLjjz"yezoe7zse Shiraki キアシオオブユ

Q"銃α皿力co""I"7zTakahasi オタルッノマュブュ

SimujZz"7z Jbpo7zjct"7zMatsumura アシマダラブユ

●
早
●
ｅ
今

７
８
９
０
１
１
１

ケバエ科

上メセアカケバエ

Blbionidae

12. Pe7z"et7･jαノ"o7zjcuWiedemann

Tabanidae アブ科

HMom"7@d""""e冗血Verrall キバラアブ

7bj"z"んj"277zedioZdesShiraki キスジアブ

""77zatopof@ t7"f"Bigot ゴマフアブ

13

14

15
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Empididae オドリバエ科

18. anp2sjZ"obq"j"Matsumura ネウスオドリバエ

Syrphidae ハナアプ科

'oJuce〃α ta6q7zoidesMotschulsky シロスジペッコウハナアプ

E7･j死α〃＄“γeα〃sFabricius シマハナアブ

ETZ"α〃3 ルatoi Shiraki カトウハナアブ

IMj72g"j""'"@Loew ハナダカハナアブ

HbjOpん泌心sα”γe恋恋Matsumura キベリアシブトハナアブ

"et"y7p""7z"e7zsZetterstedt ナミホシヒラタアブ

Ze〃刀2αs"poToe7zs"Shiraki モモアカナガハナアブ

CWe"os,jα九Jwzfe@mzaShiraki ジョウザンクロヒラタアプ
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Chloropidae キモグリバエ科

邸αcんj〆eγαノロpo""Nishijima ホソヒケブトキモグリバエ

邸αcんj〆eγα""g7zjJ, Thomson ﾋｹブﾄｷﾓグﾘバｴ

PJ"yeepんqj@ JusceNartshuk クロヒラタキモグリパエ

雌γomyza沁jppo7ze7zs"Nishijima クロアシブトキモグリバエ

CWjo7･ops s""Nartshuk ササキモグリバエ

●
●
■
■
由

９
０
１
２
３

２
３
３
３
３

ミギワバエ科

(和名なし）

(和名なし）

Ephydridae

Hyde7･"jα〃tomj"Miyagi

Ⅳo錘加泌a ezoc7zsjsMiyagi

34

35

Muscidae イエバエ科

Oγtん‘〃j@pccijZc@Zimin エゾタカネミドリバエ

雌岱錘冗α""7""JFallen セアカクロバエ

MLsc"αα7Igusfヴケリ7zJ' Loew モモグロオオイエバエ

36

37

38
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Calliphoridae クロバエ科

Ch"jp“γ･q jctcOoquillett オオクロバエ

Pγ“op伽γm"feγγαe7zo""R.-D. ルリキンバエ

９
０
３
４

Conopidae メバエ科

41． フタオレバエの1種

Sarcophagidae

42. P@7wJⅦγでOpん“α cγ江J'"PcjpZsMacquart

ニクパエ科

シリアカニクバエ

Scatophagidae フンバエ科

43． S"2opん“α蛇e7で07ETjqLinnaeus ヒメフンバェ

Tachinidae ヤドリバエ科

44. "Gc7℃ze72,泌彪α"I"7zd'e7zdj Baranoff クロツヤハリバェ

HYMENOPTERA膜 翅 目

Siricidae キバチ科

l. ひ7.oce7z"､ .j"07zzczムダ Smith ニホンキバチ

Xiphydriidae クビナガキバチ科

2. X加勿〃jα"77zejz"' Linnaeus クビナカキバチ

Tenthredinidae ハバチ科

Co九αや越Zα〃α"加"Smith アシキイロハバチ

､ﾉb7･mα〃jaJ必j7･Ze@Kriechbaumer フタオピハバチ

MCcγopﾙyazpicc玩ぶSmith ツマジロクロハバチ

Te7z銃γedojZc"pect"Matsumura キムネコシポソハバチ

３
４
風
６

Pompilidae ベツコウハバチ科

7. Prjoc'zem"jbponiczGussakovskii クモリ トケアシベッコウ

Andrenidae ヒメハナバチ科

Hirashima イシハラヒメハナバチ

Hirashima ヒロズキバナヒメハナバチ

・
Ｚ
α

、
“

ａ
．
ｚ

り
ん
γ

・
Ｚ
ｇ

蛾
ｊ

・
Ｚ
”

ａ
α
刀
丸
９
ｇ
磁
磁
丑
４

●

。

８
９
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Apidae ミツバチ科

"pds "ze〃娘γ唾Linnaeus セイヨウミツバチ

励刀zjz"、 Aypoc7･"a・qppo7-e7zs"Cockerell オオマルハナバチ

励刀zb必， s醜γe枕j α必jdoplem"迩彪J' Skorikov シュレンクマルハナバチ

励加b”d“teγ07W””Schulz ハイイロマルハナバチ

Ｇ
ｅ
ウ
●

０
１
２
３

１
１
１
１

COLEOPTERA鞘 翅 目

Cicindelidae ハンミョウ科

”cんα〃27zJ,"Morawitz ミヤマハンミョウ

ノbpの"Motschulsky ニワハンミョウ

α
α

３
４
〃
し

９
ｅ
“
皿

，
Ｚ
・
ｚ

ｃ
＠

．
３
・
ｚ

Ｃ
Ｃ

Ｌ
２

Carabidae オサムシ科

αj､”刀2α 27z9zあむ鉱o7･ Cy"zesce7@s'Motschulsky アオカタビロオサムシ

Cbmj”…α九de7･ p<zj""G6hin セスジアカカネオサムシ

Cb7u"zLF cO72ci""oγ加雌"de7zs"Lapouge コブスジアカガネオサムシ

Cb7njz"、 97mzuj"zLsyezoe7zs"Bates エゾアカガネオサムシ

Cbmbus OpqczLJuJPutzeys ビメクロオサムシ

Cb7ub"、 c7･jo7･2usLewis エゾクロナガオサムシ

P7℃crzbnfes to"ed"'zo (Rost) アイヌキンオサムシ

D《zmasteγ“αptojdes 7泌加e7wz"Motschulsky エゾマイマイカブリ

■
ゆ
●
●
●
●
０
０

３
４
５
６
７
８
９
０１

Harpalidae ゴミムシ科

A7wzafo""em"、 yo"oんama Bates キバナガミズギワゴミムシ

凡gc"""e7wjesce7zsLinnaeus キンナガゴミムシ

Ptc70J,"cん,"、 pγoojo7W@tusMorawitz オオクロナガゴミムシ

Pte7os"銚幽adst7･jctuJ、 Eschscholtz エゾマルガタナガゴミムシ

"j7za7a e7､7n""Duftschmid クロヒケマルガタゴミムシ

"7z"0dqctyjzLF fTjcI"PZ血友"Morawitz ヒメゴミムシ

4｡m",z j",pγ“‘"”Panzer セポシヒラタゴミムシ

CWjae7""、 pα"jp"Gebler アオゴミムシ

"""""F刀"fmL血jHabu エゾホソアトキリゴミムシ

11

12

13

14

15

16

17

18

19

Dytiscidae ケソゴロウ科

Dy"scuscze恋膨Z Zaitzev ケンゴロウモドキ

Gm"･odyfe' ノロpo7zicusSharp マメケンゴロウ

●
●

０
１
２
２
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Catopidae チピシデムシ科

22. ScdoCj7･epoid"fumct"Spence カバイロコチピシデムシ

シ一
一
》

ゴ
プ
ロ
科
卒
抱
一
跨
冠

帥
酔
越
函
皿
止
血

・
１
Ｓ

シ
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》
毒
聖
グ
ブ
シ
シ

ｈ
ｉ
”
匪
・
Ⅶ
雌

ｄ ｅａ

呼
郵
鄙
オ
診
如

３８

瞳
巾
、

睡
姻
Ｐ
恥
皿

ノ
モ
ム
タ

ツ
モ
｝
プ
ラ

オ
シ
ヒ

ｅ
ｒ
ｅ

ヒ

シ

一
一
》
》

雌
雄
雌
雄
銃
恥

唖
呼
呼
秘
刎
呼

ｄ
ｑ
ｑ
■
ｃ
０

３
４
５
６
７
８

２
２
２
２
２
２

Staphylinidae ハネカクシ科

medeγ私'/"cjpesCurtis アオバアリカタハネカクシ

P"uco62""77zuj"07･ Sharp ウミベアカハネカクシ

郎泌o7z#んusCyq7ziPe""J, Fabricius ルリコガシラハネカクシ

９
０
Ｌ

２
３
３

Lucanidae クワガタムシ科

LzLcα元幽加αc“枕加oγαtus eJegc7"Planet ミヤマクワカタ

Pγ℃sOpoco""j7tc"7tct"MotsChulsky ノコギリクワガタ

32

33

Geotrupidae センチコガネ科

34. GeotTTLpes jce"J,f72""Motschulsky センチコガネ

Scarabaeidae コガネムシ科

〃ん｡｡j函冗j，‘7V･z沈幽Waterhouse ヌバタママグソコガネ

Ec"7zohep〃α流"pesMotschulsky カバイロアシナガコガネ

Se7･2"z""c""7ze7zs"Matsumura カラフトチャイロコガネ

S27･jcmzd@ s加叫a"Nomura エゾチャイロコガネ

〃p泌彪αjbpoiziccNewmann マメコガネ

47zo77zcjc cwf"･e@Hope ドウガネブイブイ

4”刀z(z"Wbc@叩γecMotschulsky ヒメコガネ

P7･02"趣αムγe""αγずむLewis シラホシハナムグリ

35

36

37

38

39

40

41

42

ターマムシ科

クロナガタマムシ

Buprestidae

43･ 49γ秘z""α犯eo7zjgef- E・Saunders

Elateridae コメツキムシ科
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Ag7yp7zI"・ ‘和o政Lj1”Motschulsky サビキコリ

Sejatosomuspwzc"co""Motschulsky コガネコメツキ

"77@pedl"、 α加払Lewis アイヌアカコメツキ

477zpedus sma"7zojeJzfus Schrank クロモンアカコメッキ

』gTiotespe""""Lewis オオカバイロコメッキ

44

45

46

47

48

Pyrochroidae アカハネムシ科

49． Pぷ‘I‘dopyγOGんγoα 〃“ｵ択迦,aLewis アカハネムシ

ホタル科

オバポタル

ヘイケポタル

.Lampyridae

50. Lucidinc 6jpj""t@Motschulsky

51. LucjolQ jctemj"Motschulsky

Cantharidae ジョウカイポソ科

JMqgo7Wchα Jbpo,zjc@Kiesenwetter ヒメジョウカイ

R"9o7zyc"Q cQ7u"Pic クロヒメジヨウカイ

Cb7z#んαγ恋zﾉzLj""Lewis ホッカイジョウカイ

到銃emzLF mLft"．e""Motschulsky ジヨウカイポン

がem"cy@7zjpe7wz"Motschulsky アオジヨウカイ

●
●
ｐ
■
命

２
３
４
５
６

５
５
５
５
５

Melyridae ジヨウカイモドキ科

D"yt"U妙g@7･jJ, Nakane ケソジヨウカイモドキ

L""sp・ オビジヨウカイモドキの1種

●
●

７
８
５
５

Nitidulidae ケシキスイムシ科

59. EpI"neq je7ye7･j Sj6berg カクアシヒラタケシキスイ

Cocoinellidae テントウムシ科

HCT77zo7zdαα電y7･jd"Pallas テントウムシ

α“加e〃α J,eptempzMIc"t(zLinnaeus ﾅﾅﾎｼﾃﾝﾄｳ
。
①
●
■
●

０
１
２
３
４

６
６
６
６
６

Hyppodz"(z t7･edecj刀pwzef(z"Linnaeus ジユウサソホシテントウ

4””$玩彰α〃obe7zJ,fJ' Lewis ジユウクホシテントウ

Coccj7ze"αα加拠Lewis ジュウイチホシテントウ

Endomychidae テソトウダマシ科

65. Lycope7･d"(zduzGorham フチトリツヤテソトウダマシ
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Tenebrionidae ゴミムシダマシ科

77zypJ江7浬 7-jede7fFaldermannホネゴミムシダマシ

〃j死α 07･7z,z"Pascoe ハマヒョウタンゴミムシダマシ

Go7tocepんα馳加γ“〃co"eMotschulsky カクスナゴミムシダマシ

既α此γomej@"めん叫疵emj"Marseul コホネゴミムシダマシ

Ste7zOpん””7TLbγjp“”JMarseul ホソクピキマワリ

Pje"opん銚"77z""97･ocyqnez"Motschulsky キマワリ

●
●
●
●
●
●

６
７
８
９
０
１

６
６
６
６
７
７

Lagriidae ハムシダマシ科

72. L"7Zα九Z97･Zco""Hope ハムシダマシ

Mordellidae ハナノミ科

がγj"K6no ｵｵｼﾗﾎｼﾊﾅﾉﾐ

Pe7･jctaSulzer シラホシハナノミ

α
α

●
○
ケ
し
●
つ
し

加
加
加
”
ａ
α
凡
凡
ａ
α

，
九
Ｂ
〃

■
○
グ
ロ
ー
●
ぬ
ケ
ュ
》

跳
効
励
励●

３
４
７
７

Oedemeridae カミキリモドキ科

75． 』夕cjem"g7･0cyqne@Lewis アオグロカミキリモドキ
●

Cerambycidae カミキリムシ科

P7-jo7zzlJ j7LFzdJT"Motschulsky ノコギリカミキリ

Pfdo7zjαα加e"g"Bates セスジヒメハナカミキリ

Co7y77zb"JwccedcyzecLewis アカハナカミキリ

JzLdo〃α comefesBates マルガタハナカミキリ

Leptl"切 o"γαceqMc""Motschulsky ヨツスジハナカミキリ

Lep#2"狸αet"OpsPoda クロ〃､ナカミキリ

Lept"狸αγc拠at@Panzer ヤツポシ'､ナカミキリ

Leptw･α幼omcjcGOreutzer オオクロハナカミキリ

Leptwwjbnzom"S， Motschulsky カタキハナカミキリ

SZ7顕､α〃αα〃e7z"@"Linnaeus ヨスジホソハナカミキリ

CWjo7･jdo馳加"TZde Thomson ミドリカミキリ

CMjoγ℃pんo7TL' jnpo7zdcnOhevrolat エグリトラカミキリ

cjyt"， 加ejq7zeusBates シラケトラカミキリ

のγtocjyf"c@pToidesBates キスジトラカミキリ

"y77zqtOdeJ, 刀廻αﾙZKraatz アカネカミキリ

""zo"α刀z“、 9γa7zd"Waterhouse ヒケナガカミキリ

"qpmz""d(ztw･jc@Ganglbauer ケマダラカミキリ

＆随t7npんα醜7ysocんjoTfJ， Bates ハンノアオカミキリ

■
ｇ
ｏ
。
●
ｅ
●
●
早
■
●
●
●
ゆ
由
■
●
●
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Chrysomelidae ハムシ科

C7yptocep""z"、 zppmz@mctusBaly バラルリツツハムシ

B""e〆α“jyjHarold ﾁｬｲﾛｻﾙﾊﾑｼ

"?yso"72α〃a7zfんe77z"jcGWiedemann ハツカハムシ

"jemcw "Zc27zaSolsky アザミオオハムシ

T7j"ojocﾙmaeaルo7zZ鋺混Kimoto ウスイロタデハムシ

Py7,7加雌αルo7zZ弛苑Kimoto コニシケブカハムシ

PyT7力α雌αﾉｶﾑ,cjpe7z九”Jacoby イタヤハムシ

Gα死γo"7,ape"ojde@Gegler ミヤマヒラタハムシ

』Zγ江cbyα加27zet7･je"Faldermann ウリハムシモドキ

C"J,j血冗eﾑ"o"Linnaeus カメノコノ、ムシ

94．

95．

96．

97．

98．

99．

100.

101.

102.

103.

Attelabidae オトシブミ科

"pOdeTz"、 J.cteJ"Roelofs オトシプミ

脇ym"qpode7Y"、 pαひe7"Voss ヒメコブオトシプミ

104

105

Ourculionidae ゾウムシ科

彫y〃o""ptcjpesMotschulsky コブヒケポソゾウムシ

"""oTTwhy71c"", 9拠eγe7zdz4s Sharp ｼﾗﾌﾋﾖｳﾀﾝゾｳﾑｼ

Lifrus imP7-"""e7zt7･jJ,Roelofs カツオゾウムシ

』冗銚o7zo7m"、 γec"To"7"Linnaeus オビモソハナゾウムシ

T7-j鋤ajOp"zLF Qjbo7zot@fusMotschulsky ヨホシゾウムシ

的j｡〃tej"h"ojdj Faust マツアナアキゾウムシ

"jO6"ej"pd…ｵ元Gyllenhal チビマツアナアキゾウムシ

""odescembγαcMotschulsky トドキポシゾウムシ

Mpんad"， 〃αγjeg@tzzJRoelofs クロコブゾウムシ

ル”γ芯scrZpi (Fabricius) キポシイネゾウムシ

R"77zpん廼I"&""Hustache リンゴノミゾウムシ

106.

107.

108.

109.

110.

111.

112．

113．

114．

115．

116､

Rhynchpphoridae オサゾウムシ科

117. Sjpc"7z""""Fabricius オオゾウムシ
■

NEUROPTERA脈 翅 目

Sialidae セソブリ科

l. Sjqj""仇γj"MacLachlan セソブリ
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ヒロバカケロウ科

ウスモンヒロバカゲロウ

Osmylidae

2. Os77zyj"fessej""MacLachlan

Hemerobiidae ヒメカケロウ科

3･ DTepc7zopfe7y"pcj@e7zojd", Linnaeus ｴグﾘﾋﾒｶｹﾛｳ

Myrmeleonidae ウスバカケロウ科

4．脚γ7"ej'o7z jb77'zimTZ"Linnaeus コウスバカケロウ

IIEPIDOPTERA鱗翅目（蝶類）
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Pieridae シロチョウ科

Lepfideα加07s,"Fenton エゾヒメシロチョウ

C＠座αs e7江tepo"qWW“sMotschulskyモンキチヨウ

4po7-"cm"egjα必②妨@J Fruhstorfer エゾシロチヨウ

PZeTP"冗ap2 7ze"sFruhStorfer エゾスジグロシロチョウ

Pje"smp"cTuc"omBoisduval モンシロチヨウ

申
■
命
●
●

５
６
７
８
９

Lycaenidae シジミチヨウ科

ノapo7zZcc JzLtecHewitson アカシジミ

4乃範""""jeTZ Fenton ｳｽｲﾛｵﾅガｼジﾐ

"eozephy7-"""泌αγegZ7z@Butler ミドリシジミ

"7y'ozepby7'ﾑJ' J77zemgdZ7z"Bremer メスアカミドリシジミ

駈りo7zjz"、 ノ'zoe7Is"，Matsumura エゾミドリシジミ

駈りo7zZ"oTZ27z""JMurray オオミドリシジミ

凡"o7zi"ujfγα”α冗冗ILsFixsen ハヤシミドリシジミ

R"ja amfaBremer トラフシジミ

Lycaencp"""血Z加加Seitz ベニシジミ

〃αα"27zec tejgjt"、 og秘mae Matsumura ゴマシジミ

Cej"tγ"αa7ydoj"、 jcdp7zideJ, de l'Orza ルリシジミ

E"‘γe，α7y"desん‘〃｡〃aMさn&tri&s ツバメシジミ

●
■
●
■
●
■
●
申
●
。
。
■

０
１
２
３
４
５
６
７
８
９
０
１

１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
２
２
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"'αccZ7z"7tc Opf"efe血"ets"zα刀aMatsumura カラフトルリシジミ

PJe6eﾉ”a7yz"' pseuWego7zButler ヒメシジミ

Lycceid"， J'"""Jα刀α j“γze7”zJ， Butler アサマシジミ

２
３
４

２
２
２

Nymphalidae タテハチョウ科

Bγ27z,""， 。αpん花e Zz""e7zs"， Okano ヒョウモンチョウ

忍γyy7･o72o77ze jcodjce japo,ziccM6ndtri&s ウラギンスジヒョウモン

』γyy7.o7zome γ秘"a凡a jy"ppe Janson オオウラギンスジヒョウモン

ｑ
ｑ
●
。
。
●
●
。
●
■
●
●
●
●
●
■
●
ｅ
●
●
Ｏ
●
●

５
６
７
８
９
０
１
２
３
４
５
６
７
８
９
０
１
２
３
４
５
６
７

２
２
２
２
２
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
４
４
４
４
４
４
４
４

Damoγα sqga祁α泌o7z@Fruhstorfer メスグロヒョウモン

47yy祁乃なpqpん"""娩aHemming ミドリヒョウモソ

Speyeγzα勾勿α ‘αsc"sMatsumura ギンポシヒョウモン

ルj7･2cZmzaa娩捜pep@""ce7zJButler ウラギンヒョウモン

哩加e7z""cα疵j"α jqp｡,"c@M6n&tri&s イチモンジチョウ

亜me7z""poWj jezoe7"､"Matsumura オオイチモンジ

MP"' S､appんo yessoe7""Fruhstorfer コミスジ

恥〆"， γj"翅αγ芯α"o Shir6zu フタスジチョウ

47"c九刀"61"-eJa7za J,fffgo"Butler サカノ､チチョウ

4msch7z"jezﾉα祁a obs""江Fenton アカマダラ

Pり伽o7z"c-cjbtmんα加加7@Butler シータテハ

NympんαJ"ひα弘一α‘加加，α加叫γαZ Fruhstorfer エルタテハ

"ympんα"J, "α"んomej"j"o"czStichel ヒオドシチョウ
◆

〃y刀Zpんα〃sα冗趣｡p@Qsop"， Fruhstorfer キベリタテ′、

逓減鮴a cwzcce jqpo"cw7z von Siebold ルリタテハ

んα“恋加ggjM@Stichel クジャクチョウ

』9彪恋zL7""e co7z7zeｪaButler コヒオドシ

Cy冗銃jα"Td"Linnaeus ヒメアカタテハ

脆冗ew,@mdj"Herbst アカタテハ

"pa虹γα況e"J' subs〃""Butler コムラサキ

Satyridae ジャノメチョウ科

yp"Z加aa7y"Butler ヒメウラナミジャノメ

"f7zo"d7y,zJ"pWicf@fu.,Motschulsky ジャノメチョウ

Lopmgα αcん"e jezoen"J，Matsumura ウラジャノメ

Hbf･j刀zc cu"ZpteγおButler ﾋﾒｷﾏダﾗﾋｶｹ

Le"e dZa兄aButler クロヒカゲ

"eope 7zjp"07zd"Butler ヤマキマダラヒカケ

jV@Ope yosc"e""ch"M6ndtriさs サトキマダラヒカゲ

●
①
命
Ｇ
Ｏ
●
●

８
９
０
１
２
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55. Cbe7zo7zympんαんe70 jα"九scZcf@Matsumura シロオビヒメヒカケ

Hesperiidae セセリチヨウ科

ETy冗冗な加⑨7z"7zz"、 Bremer ミヤマセセリ

Leptα〃九α叫刀jcojo7- Bremer&Grey ギンイチモンジセセリ

Ch7･te7-ocepんαJILF Jyj"Zcojαお死膨ZMatsumura カラフトタカネキマダラセセリ

４
０
ｂ
ｅ
●
⑦

６
７
８
９
０
１

５
５
５
５
６
６

TWo7･e"翅 〃αγ"Murray コチヤバネセセリ

OMjodeJ, "27I,"αん27℃zLJeQButler コキマダラセセリ

Pojyt7･277z"， pe"uct血Murray オオチヤバネセセリ

LEPIDOPTERA鱗翅目（蛾類）

Heliozelidae ツヤコガ科

1． 乃7jozejqpo7ｱﾙy7･ogo7zcMeyrick ムラサキツヤコガ

Tortricidae ハマキガ科

"7zdem"co7･yja凡a (Fabricius) ウスアミメトビハマキ

"7zde加芯c加九amo加eα九a (Treitschke) アカトビハマキ

"7zde77zZs chjoγo"7nptaMeyrick ウストビハマキ

』γ"ZpsQzL血錘Razowski アトキハマキ

刻γ℃力加s"""'zu.' (Ohristoph) オオアトキハマキ

乱γ“やぶ opo7z7zz"､ (Linnaeus) マツアトキハマキ

』γ醜2psZyj",fe@7zzLs (Linnaeus) カクモンハマキ

』γ℃〃細jiﾑs'cocupTeα元"Walsingham ミダレカクモンハマキ

C""cccoccic jqjb"7yα刀a (Ragonot) ウスキカクモンハマキ

Ptychojo77zc j77zZZ(zto7･ (Walsingham) アミメキイロハマキ

4Tyy7･of@e7zjαα叩z"､""7ze@"(Walsingham) コホソスジハマキ

GTo7･js77zo7zez"7n77z",oto刀zc (Yasuda) トビモンハマキ

＆‘』Zα加加j蛇γa,zc (Linnaeus) ポカシハマキ

Eα九αα'y”Zα泥a (Clerck) ギンムジハマキ

Scjicjpmpc ccんαγ"(Butler) ヤナギサザナミヒメハマキ

A,ezLdo3"qpん秘a "7wzde7jα沁α (Linnaeus) ドロヒメハマキ

"edyα 〃jc師α〃a (Ragonot) シラフオオヒメハマキ

Jfpofonz"beZzJJef@7zc (Haworth) ツマジロヒメハマキ

RzLddsoc2αγja U“嘩加α (Walsingham) クリオビクロヒメハマキ

E7IcTmo7zjα刀zα)b7 (Walsingham) ギンポシキヒメハマキ

R伽Fmjo"j"jqscZ"α九a (Christoph) サザナミキヒメハマキ
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Ep27zofZα…t7ETjα刀a (Christoph) ﾐﾂｼﾛﾓﾝﾋﾒﾊﾏｷ

Ze@mpんeγαde77z"""(Walsingham) シロマルモソヒメハマキ

匪冗decc7Beu"･@ ZmpαγWalsingham オオツマキクロヒメ′、マキ

EpZ"'''zcjbe〃〃a (Linnaeus) ヨモギネムシガ

３
４
５
６

２
２
２
２

Tineidae ヒロズコガ科

27. 7t7zea tγα7zJ｡jzLee7"Meyrick イガ

28．M07zop"， ？”7zacんe〃a (Hiibner) マエモンクロヒロズコガ

Gracillariidae ホソガ科

29. Cbjy"teJ, Zsog7･qptc (Meyrick),comb．n． タデキポシホソカ

Yponomeutidae スカ科

Ypono"zet6tα刀zaj釦e"zJJ, Zeller リンゴスガ

（シロモンヒメシンクイ）

（ギンバネコガ）

Ｑ
Ｌ
２

３
３
３

Glyphipterigidae ホソハマキモドキガ科

33. GJypんj〆eγ趣b@s沈'"α"Issiki シロオビホソハマキモドキ

Oecophoridae マルハキバガ科

34． （エルモンマルハキバガ）

35． （カクジロマルハキバガ）

Oosmopterigidae カザリバガ科

36．彫冗cα〃α"Jojん認Matsumura ギンモンマイコモドキ

Gelechiidae キバガ科

Geje"jaaca凡f伽p"Meyrick ソバカスキバガ

G”γ乙加“cﾙe加α“a7z“α和a (Meyrick) クロマダラコキバガ

Pりjyhym7zo o‘〃9zL@"(Matsumura) カギツマシマキバガ

〃γo“γe呪αα冗銃yj"de"(z (Hubner) クロチビキバガ

37

38

39

40

Limacodidae イラガ科

醗"7zojα叫九czLjq (Staudinger) -マダライラガ

"usf7wpod@"tobeα凡a (Matsumura),sp. reW

"ustγaPod(z de7@"t@ (Oberthiir),comb．、．

rev

41.

42.

43‘

.,comb．、． ムラサキイラガ

ウスムラサキイラガ
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44. L"o"J,Z7I,Zc@ (Moore) クロシタアオイラガ
■ ■

Pyralidae メイガ科

Scopαγz@ 7zzppo九α〃s lnoue,sp．n． オオヤマメイカ

Cujamot7･opんapcj"de"cpuγe〃a (Leech) シロツトガ

Cんγysofeu,cん"djp伽γα加加α (Zeller) ｳｽｸﾛｽジﾂﾄガ

"7ysoteILch"psezMio(ftpjqgγα､加a (Okano) ｳｽｷバﾈﾂﾄガ

Cﾂｰα加jt"' ん秘mjde〃秘J， Zeller ギンスジツトガ

Cγα加bz"， pe7je""(Scopoli) ウスギンツトガ

Cj"pe@s'o刀z@ cj7z"g"7,z (Warren) ウスムラサキスジノメイガ

､秘｡psei』＄趣5， pe7227"迩虎J, (Walker) ｴグﾘﾉﾒｲガ

H@dyjep"tTZ"流α〃， (Bremer) シロアシクロノメイガ

PJe弘γ℃ptyαγ秘γα〃s (Scopoli ) ウコンノメイカ

PJeIL7･opty@"CTjo7･ (Hampson),comb.n. コヨツメノメイカ

Pje必γqpty@ 9弘α〔jγ"αczLjα〃‘， (Kollar),comb．n． ヨツメノメイカ

Gjypんodes 9ILQcj7･Z77zcct4jc"s, (Bremer&Grey) ヨツポシノメイガ

S鉱o“γoα ひeγ趣cα〃J， (Linnaeus) クロミャクノメイガ

い“刎虻α j"eqjz拠"α"J, (Mutuura),comb.n. キノメイガ

ScJe70"祁aaczLfe〃a (Eversmann) タテシマノメイガ

"077z"α必叩edα〃5， Motschulsky ホシオビホソノメイガ

"jgedp7zjαんc“α〃J， (Hiibner) ヨツメクロノメイガ

"jyc"e7B"coTo九atoZdes' Inoue,comb．n． クロマダラキノメイガ

Pe7-Z7zepんgjc jα九“α〃J, pjye7･jMunroe&Mutuura キイロノメイガ

比γα虹jα九tau,”秘γZ"" (Bremer) フチグロノメイガ

OJ,tγ”α九m,αcα"j, (Guende) アワノメイカ

OJ'tγ‘…scqpujα玩ぶpac城c@Mutuura&Munroe フキノメイガ

〔ﾉa"J,伽mafzj"， (Wileman) チャモンノメイガ

皿eα物“γα"s (Leech) ｳｽﾏﾙﾓﾝﾉﾒｲｶ

ⅣαJ,“α“〃α〃J，如加at"Munroe&Mutuura スジモンカバノメイガ

Py7@秘，fα彪加""(Butler) トモンノメイガ

雌c70J,fegaノ""ca (Butler) ウスオビキノメイガ

〃んom"zg""t (Joannis) オオツヅリガ

〃ん077zi@ sqpozん泌Mo"Z (Krulikowski ) フタテンツヅリガ

Pyrcj"729@j"Denis&Schiffermiiller ギンモンシマノメイガ

4J,"γα血,zeTe"z (Ragonot) マエジロクロマダラメイガ

Euzopheγα的e〃a (Zeller) フタモンマダラメイカ

Pjo血α Z7z,te?WEL71,cte〃a (Hiibner) ノシメマダラメイガ

■
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"ctegretds t7･""夕払‘〃αRagonot サンカクマダラメイガ

"Zqpo"o(j"､ 7zjppo7ae""(Ragonot),comb．n． トビスジマダラメイガ

P"yc"odes sz4jc7･ef@ce"us (Ragonot) マエジロホソマダラメイガ

"epん｡pteγ趣αdejpんe〃a (Fischer vonR6slerstamm) ヒメアカーマダラメイカ

ｂ
ｅ
Ｃ
Ｏ
◆
ｅ
ｑ
●
Ｏ
Ｇ
●
●
●
白

酒
印
釦
醒
銅
拠
妬
妬
師
配
的
卯
虹
蛇

SQJeb7･Z@ semZT･"6e〃a (Scopoli ) アカマダラメイガ

DZoTyct冗α”ん"f7･e"@ (Retzeburg) マツノシンマダラメイカ

Djo7yc#冗α"fefe〃a (Denis&Schiffermiiller) マツノマダラメイカ

EzLThodOpeん0〃α7zde〃αRagonot トビネマダラメイガ

PyJα九scc (Haworth) ウスグロマダラメイカ

Pyjaノqpc7zic@ Inoue クロマダラメイカ

Pyj@,"cog""@ (Ragonot),comb.n. フタスジクロマダラメイカ

Ceγ･p7epeJ, Op雌んαj77zice"@ (Christoph) ウスアカモンクロマダラメイカ

E"e""des czLγひe〃必sShibuya ナシハマキマダラメイガ

az加αん“γa ge7zJw7zc"s South オオマエジロホソメイガ

Drepanidae カギバガ科

ﾉV0γdst"""9Tiseaγj(z (Staudinger) エゾカギバ

Sajγαんαや“ujc o〃"αcec (Inoue) ウスオピカギバ

D7･epα九α c秘γひ"zLjaac拠"Butler オビカギバ

""ddrepa邦apa"eoj@ (Motschulsky), sp. rev. ウスイロカギバ

■
●
●
●

３
４
５
６

９
９
９
９

Thyatiridae トガリバガ科

かyα〃γα jα錘s JapmzZcuWerny モントガリバ

γ“んea oγαﾙα凡e7""(Matsumura) アカントガリバ

Tetんeαα刀,p"(zt(z (Butler) オオバトガリバ

Tefんeaaj""J,"".ﾉqpo7z""Werny マエジロトガリ（

Tet"e@cO7"j加泌な(Warren) オオマエベニトガリバ

0“γりpα＠んαd叩jαγ芯(Linnaeus) フタテントガリ（

恥γαpscJ'"J， a7ye刀feOpj“a （Oberthiir） ギンモントガリ（

彫γαpsc""， 払加力γo"(Wileman) ウスジロトガリ（

坤加ses"spe70γ冗"@ Inoue ウスムラサキトガリバ

97．

98｡

99.

100.

101.

102.

103.

104‘

105.

Geometridae シャクガ科

I冗拠γoな〃et"e7-j lnoue ウスバフユシヤク

I7z叫γ℃"，允加｡,a (mloue) ウスモンフユシヤク

GeometγαpCpj"onm･j@ s"7･j"(z (Prout) オオシロオビアオシヤク

Geo加鉱γα"07zsαγ"(Bremer) シロオビアオシヤク

106.

107.

108.

109.
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110.Geomefγaddecんma7z"Graeser カギシロスジァオシャク

111.殿況詑んeαα”〃"α冗α (Inibner) キバラヒメアオシャク

112.M城αo恥α"@pjα凡a (Wileman) チビムジアオシヤク

Prout ウラナミヒメシヤク113. Scoptbjc coγγ”αjαγ"eccjeticq

114. Scopujcpudicαγ" (Motschulsky) クロスジシロヒメシャク

115. ScopzLja fe7z"so""、 Inoue アメイロヒメシヤク

116. Scopuja j97zob""， (Warren) ウスキ〃ロテンヒメシャク

117．〃αea te和乃αγ"(Prout) クロオビキヒメシャク

118．〃αeα”"dctc (Herrich-Sch証fer) ウスキヒカリヒメシャク

119.〃αcapγomzsc拠αγ"(Leech) ウスジロヒカリヒメシャク

120．〃αec 6"ej@ZG (Hufnagel) ウスキヒメシヤク

121. Leptosteg元α fe7ze7""Ohristoph アオナミシャク

122．乃pjOpteγα ‘‘〃a (Butler) ホソバナミシャク

123.BTcjjγααγtemZdeγa (Oberthiir) キリバネホソナミシャク

124.恥，錘冗α ‘､"Mcaγ"(Christoph) ハガタチビナミシャク

125.X@7ztん07foe"γ"j"α a7zgzzjαγ"(Leech) ナカシロスジナミシャク

126.池”んoγ加e (J"29冗atαγec"7ztemedja花a (Wehrli), stat.n. トピスジコナミシャク

127.CoJ'tcc072"e"α caeや鉱αγj@ (Christoph) ウスイロトビスジナミシャク

128.αα必cO7Woe 弘九.越娩γαγ"(Motschulsky) シラナミナミシヤク

129.EzLpん”α私7zc7VzLJQ"9γαc秘αγ"(Bang-Haas) フタテンツマジロナミシャク

130.EJecf7qpんaes co7yj"cgγa7z雄α〃5， (Butler) キンオビナミシャク

131．邸ect7.Opんα"' 7-ece7zs lnoue,sp.n． ヒメキンオピナミシャク

132."2γγんog J･"pe7y7･""(Butler) フタシロスジナミシャク

133.E7ztep"7-Zaa刀ap"coJ'"Inoue ｼﾛﾃﾝｻザﾅﾐﾅﾐｼｬｸ

134.mofoscofo“α@Z70"7･j9"c (Bremer) ネグロウスペニナミシャク

135.Ezl,coSm"γα‘、‘’ ezﾉα'"“‘冗J， jo7･eαγ"(Inoue),comb．n． マルモンシロナミシャク

136.E叫虎銃芯jede727･j j7z払妨α凡a (Prout) ウストビモンナミシャク

137.G@7zdα冗錘’叩”'加Z"α”a （Ohristoph） キガシラオオナミシャク

138. Lcmp7℃pte7y"加加九α (Butler) アトクロナミシヤク

139.Ecjjptopeγα"jqcect@ jezLcQ (Djakonov) ヒメハガタナミシャク

140.E必死γo加ααeγひ"" (Butler) キアミメナミシヤク

141．EI"､tγ℃mamejα九c〃o〃c払刀z (Butler) ハガタナミシヤク

142."e刀zy7･jαγzLjjg"atαノzPO7ZdCC lnOUe トビモンシロナミシャク

143.Dy"f770ma 27Wsc@"s""Jα秘cc lnoue ウスキナカジロナミシャク

144.Dy"､tTTo加α“fγ“α吻加o7z" (Matsumura) ツマキナカジロナミシャク
◆

145.Xe7zoγ銃o〃銃αP7℃pZ7zg""@s弘α"afa (Christoph) フタクロテンナミシャク

146.0PeγoPﾙｫ‘γα ‘γ払加"c (Linnaeus) ナミスジフユナミシャク
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147.Hyd"-e"Q d.y↓"a"(Denis&Schiffermiiller) キスジハイイロナミシャク

148.Hyd7-e"@jZα刀zmeojαγZQ (Hufnagel ) キヒメナミシャク

149."J，銃e九a 7zympんaea"(Staudinger) ムスジシロナミシャク

150． La"7z60deJ, de7zdgγαZz"、 秘”24γze7zj,"， Prout セジロナミシヤク

151.Pe7･jzomq J,α"ezL77z (Wileman),sp・ rev・ ヒメカバスジナミシャク

152.Pe7･Zzo祝α加加j醜a"(Staudinger) キオビカバスジナミシャク

153.E"p錘んeciccbietαγ"dejγ哩冗7ze@"Staudinger オオクロテンカバナミシャク

154．Eupj"ec""""tん""(Olerck) ホソチピナミシャク

155.E吻誕んec"t@7Z""ojdes lnOUe マダラカバスジナミシヤク

156.E吻鉱ん‘“α ，私〃zLsc@"uss,拠γje7""Dietze キナミウスグロナミシャク

157.46γα"⑫J, 邦jpho7z""Wehrli ﾋﾒﾏダﾗｴダｼｬｸ

158.鋤γα"αs j"W'c""Warren ヒトスジマダラエダシャク

159. Lom"p""， ma7y加afaα加払γe邦"s (Hedemann) シロオビヒメエダシヤク

160． Lo77zogγ“んa fe刀ze7･c"(Denis&Schiffermtiller) バラシロエダシャク

161･ Lomogγαpんα 5，“や”m"(Wehrli ) ウスフタスジシロエダシャク

162.脚γfetα叫"o (OberthUr) ミスジシロエダシャク

163. Chbcγα〃α”#んe沈q"j7zJwjq"Inoue ミスジコナフエダシャク

164. Chbeγα”γ必s (Butler) コスジシロエダシャク

165.P極γa6qptαα“んeγmta (Graeser) フタスジウスキエダシャク

166. Scmjotん"@虎如γ“αpγoe”αγ"(Christoph) チャオビオエダシャク

167. SemiotんZ皿“α銃γ“α〃払"J"@Bryk ヒメアミメエダシャク

168.Ectepんγ伽α ‘､e加jjutecp7．私a7zosαγ"(Bremer) アカエダシヤク

169.47･2cんα冗71,α加弘α泥αγjα介"e77z@ (Butler) キシタエダシヤク

キタルリモンエダシャク170.α“γα c"“αγzα J'zLpeγ払加"Q Inoue

171.CJ"γα"”〃虹(Butler) ルリモンエダシヤク

172.Aj“‘， α7zguj枕γa (Butler) ナカウスエダシャク

173.""spicq"(Butler) シロシタオビエダシヤク

174."jc"， p7yeγα向a (Leech) オオナカホシエダシャク

175.4Jc"， j“atα況弘α花･祁o"Prout コケエダシャク

176.De"epte7ziαγ鋤e@"(Clerck) マツオオエダシャク

177.Mjcrocα〃＠んα 307･dd血(Butler) シタクモエダシヤク

178.mγαdαγ"@ cO7zso7zαγ"(Hiibner) シナトビスジエダシャク

179. CILs”↓α蛇”麺γ"(Oberthiir) セブトエダシヤク

180.Ecf7･o"e"ce"e7zs (Butler) オオトビスジエダシャク

181.Hetemγ瓶"cost加払7zctαγ"(Leech) マエモンキエダシヤク
シロモンキエダシャク182．比γect70p"， e錘蛇がαγzαノapo7zj"Sato

ウスグロ183.筋α“γo伽γ""7ze@7"noc""ojc7ts (Butler),comb.n. ウスグロナミエダシャク
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4“んαj恥γα凡a7zαγ" (Staudinger) チピトビスジエダシヤク

4e銃αj叫γα jg72o""s (Butler) ハンノトビスジエダシャク

Scjo7zo77zZcpαγα3加秘o"Inoue, sp.n． コツマキウスグロエダシヤク

B"fo7z bet"αγjapaγ"usLeech オオシモフリエダシヤク

47zge7℃7zqpγ秘72αγja t叫抽｡"Prout スモモエダシャク

"g7zopんγα e､αγ"(Bremer) エゾウスクモエダシャク

Mb7mop"γα"72""， (Butler) ウスクモエダシヤク

“αγjαや泌唾”んγ刀Z｡“γjc (Eversmann) ギンスジエダシヤク

Ephojcααγe7zo"(Butler) サラサエダシヤク

E7wzom""4如刀、αγjamte7med"Inoue キリバエダシャク

Zetんe7zjαα必orofαγ"""otisWehrli モンシロツマキリエダシヤク

Ze"e7zjαγ“んsce7zf@7･j@Motschulsky ミスジツマキリエダシヤク

ZC7zc"d"testcce@ (Butler) キマダラツマキリエダシヤク

Pj"od"dojcjγαγ"(Linnaeus) ナカキエダシヤク

Pzq9od"p"J"eγαγj“たzoe7@s"(Inoue) コフキエダシャク

H'〃γひjocbc j@mj沁αγZα 5，24tscf@7@s"@Wehrli ヒメウラベニエダシャク

184,

185.

186.

187.

188.

189.

190．

191.

192.

193.

194.

195.

196.

197．

198.

199.

200.

201.

2吃．

Ce""sadひe7zαγ"(Hiibner) アトポシエダシヤク

p"γopんoγα cMoTo""(Scopoli) シダエダシヤク

Sp"opeγαdej""(Butler) "-マトピシロエダシャク

Lasiocampidae カレハガ科

G"#70pcc"pOp皿"ん〃αα"""pe7,,"J,Walker ホシカレノ、

G"f7･opQcんα o7･Ze7zf@"sSheljuzhko カレ'、ガ

""QcoJ,o加α“拠死γ"fest<zee@ (Motschulsky) オビカレハ

”んa7zeamZy@"eZ (Wileman) ミヤケカレハ

De7zd70"mzLs su,peγα72s (Butler) ツカカレハ

脇』んdo7-j@ Qj加加acujq"jqpo7zic@Lajonquibre タケカレ"、

恥泌払do7･"po"to"α加』んαdo (Bryk) ヨシカレハ

203.

204.

205.

206.

207.

208.

209.

Saturniidae ヤママユガ科

9加加α加a7zds醜秘γjcQ (Staudinger) オナガミズアオ

αγtem" (Bremer&Grey) オオミズアオ

ォα秘Japo7ziccLeech エゾヨツメ

・
心
．
必
・
皿

ｔ
ｔ
ｊ

Ｃ
Ｃ
ａ
》

丑
４
Ａ

210.

211.

212.

Sphingidae スズメガ科

co7Is,t7-Zc"Butler コエビガラスズメ

Staudinger サザナミスズメ

213･ Spん加""9"､Zγz
■

214.D0必加a fa九cγ“
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"j""cんγ"top"(Staudinger) ヒサゴスズメ

Smeγ加鋤"s ccec",M6n6teri6s ヒメウチスズメ

He加αγ芯九c枕γ77z"αが加"(Bremer) クロスキバホウジヤク

De"epん秘a ejpe7zoγ je,""" (Butler) ベニスズメ

215.

216‘

217．

218．

Notodontidae シャチホコガ科

219.F"7c"c j7y泌加α"(Staudinger),comb.n． ホシナカグロモクメ

220.Q"@d7･jccjcαγ枕γαp7ye7-j (Leech) プライヤアオシヤチホコ

221.Hamyja払加j7℃JYz (Staudinger),comb．n． ギンシャチホコ

222.Fe7zfo7zi(z ocypefe (Bremer) ホソバシヤチホコ

223.R""j@ c?-"""(Butler),comb・ rev・ セダカシャチホコ

224.RQ6t"αやje7zdidc (Oberthtir),comb．n． アオセダカシヤチホコ

225."Znzopydn@pqj""(Butler) ウスキシャチホコ

226."eo"@/"枕γ7"芯(Matsumura) シロジマシヤチホコ

227．恥todo7z""29772α趣c@Matsumura トビスジシャチホコ

228.Ⅳbfodo7zt@dem加uﾉ挑湿Oberthiir ウチキシャチホコ

229.Mtodo7zta オoγ"αsug"α冗誕Matsumura トビマダラシャチホコ

230.Pe7･Zde@ j"加泌"(Wileman) アカネシャチホコ

231.Pe7･jde@gj9@7zfe(zButler ナカキシャチホコ

232．Pe7-Zde@ obeγ銚拠eγ』 （Staudinger） ルリモンシャチホコ

233.Pe7-idecgγα”eγ6 （Staudinger） イシダシャチホコ

234. Lg,bcodolz""cojo7･"(Linnaeus) モンキシロシャチホコ

235.Micγりpんajgγα97･jse@Butler ハイイロシヤチホコ

236."勾吻te7y"zd77zj7"""， (Staudinger) ハガタエグリシヤチホコ

237.P"jodo7z Tobus" (Matsumura) エグリシャチホコ

238.F"Zpfe7y"jcddsjci (Oberthiir) シロスジエグリシャチホコ
ウスイロギンモンシャチホコ239.Sp"α〃αdocTTje"Graeser

240.y@m"0@ c加祁amo加e@ (Leech) ギンポシシャチホコ

241.Go7zocjosteγα"mo7zioγ必,,z (Bremer) クワゴモドキシャチホコ

242.Cjosteγα c弘γtzjjojdes (Erschoff) ニセツマアカシャチホコ

ホシナカグロモクメシャチホコ

Lymantriidae ドクガ科

α““函a7ye7zt@"(Butler),comb. rev・ スギドクガα
ａ
α

γ
γ
γ
３
．
皿

ａ
α
ａ
・
Ｚ
γ

蛇
蛇
雄
和
ｆ

必
必
沙
秘
》

Ｃ
ｃ
ｃ
Ａ
Ｌ

243

244

245

246

247

pILdZ"7zdapsetL(hz"e"sButler,comb・ reV・ リソゴドクガ
jwzzLjq"(Butler),comb．n． アカヒケドクカ

j_"97･umusstw･jct"7zBytinski-Salz エルモンドクガ

di噸αγpγαeteTe@Kardakoff マイマイガ
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248.E"p7oct""77zd“3 (Fuessly) モンシロドクガ

249.E"γoct"， p加eγ鉱aOberthiir ｷドｸガ

Arctiidae ヒトリガ科

Pejo"αγα呪osujQ (Staudinger) クロミャクホソ（

EMemag72J､gojq@eg70"(Butler) キシタホソバ

E秘g刀tc o"7zo2 1noue ミヤマキベリホソバ

E"e刀zadepja孔apa〃esce7IG (Butler) ムジホソバ

E"emcc7-Zb7･"Q (Staudinger ) ヒメキホソバ

4gy"αgigc7zte@ (Oberthiir) ｷべﾘﾈズﾐﾎｿバ

Co,z"ep""97･jcost(z (Leech) マエグロホソバ

〃j〃o醜冗J,""eγγa7zsaJ北0jde7"" (OberthUr) ハカタベニ

〃秘to"γ芯tα加加j"α γり皿γ"Butler ベ二．、リコケガ

〃j"ocんγ""p@"jdQ (Bremer) ハガタキコケガ

〃"focﾙγjJ,"PILJcheγαButler ゴマダラベニコケガ

恥γqy77zafo腕α”7z秘γc7zJ,"， Seitz アマヒトリ

Sp"oso加a se7･"topzL7Ic""Motschulsky スジモンヒトリ

Sp"o'｡刀zcpzL7zctαγ"(Stoll ) アカハラゴマダラヒトリ

Sp"osomc juj7･jcjpedq (Linnaeus) キハラゴマダラヒトリ

Sp"oso'7@c""e"m (M6n6tri&s) シロヒトリ

PcTj""2α刀zatγ072,zjjq"cんqjj7ze7"､"Draudt ジョウザンヒトリ

"、ガタベニ

250.

251.

252.

253.

254.

255.

256．

257.

258.

259.

260.

261.

262.

263．

264.

265.

266.

コケガ

Otenuchidae カノコガ科

267. zmcta九γ虹7ze2 (Orza) カノコカ

Noctuidae ヤガ科

47zac7℃7zjc"""dc (Butler) ウスベリケンモン

"7z"γ℃7zdofgpj",zbe@ (Butler) ナマリケンモン

TT-j""e@ cんα刀Zp@ (Moore) キバラケンモン

”冗銃e@ coe7"""ZdCe Bryk カラフトゴマケンモン

"m(z"p",,z (Osbeck) ゴマケンモン

"b加α/i'j"Zco""(Lattin) キクビゴマケンモン

ac7℃"ict@ jgpo7･j九a jepo7･e〃α Staudinger シロケンモン

4"℃7zdctα加αﾉb7Bremer オオケンモン

Hｼﾑ･加aad@z,c"(Warren),comb.n. サクラケンモン

乃屑"e7zα"te7･med"(Warren),comb．n． リンゴケンモン

T7-jce7z@ cusp"(Hiibner) オオホソバケンモン

268.

269.

270.

271.

272.

273.

274．

275.

276.

277.

278.
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279.7元ae7zq jczzcocusp"， sqppoTe7zJ"(Matsumura),stat.、.,comb.n．

280.Hyjo7zyc"cctoc"joidz (Graeser),comb.n. キシタケンモン

281. Ste7@OjOjc cjαγa (Leech) ウスアオキノコヨトウ

282･Pyγ胡jα払加jγa (Hufnagel ) キタバコガ

283."'7ot"ezejα刀zα錘o7zis eWb77""Leech センモンヤカ

284.0醜γりpje拠γa tγ""""αγ恋Moore コキマエヤガ

285.0cfropje弘γαpγαecozjzαひo加αc弘a"(Graeser) ホソアオバヤガ

286.QhTopje秘γαpγαec秘γγe7zs (Staudinger) オオホソアオバヤガ

287.0"7℃p4e秘γαpjec"9ja乱“加αczLj@ (Graeser) マエジロヤカ

288.Hb7･77zo7z"皿αγe7zo"(Butler) ホシポシヤガ

289. S27ze叩γqp"e e"z"､"(Butler) カバスジヤカ

290. SZ7ze'』9γqP"e d籾7""@ (Boursin) ウスイロカバスジヤカ

291,比γαdja7:s,"pzL7zicez (Hiibner) ナカオビチャイロヤガ

292.DjαγJ,"dep@7℃a (Butler) コウスチャヤガ

293.DjαγJ,jα血ん〃j (Hiibner) エゾオオバコヤカ

294.Djαγ“α cα九"ce," (Butler) オオバコヤカ

295.Dja応"dez""zZ (Graeser) モンキヤガ

296.Djaがjα祁ZPpo7zdcaOgata ヤマトウスチャヤガ

297.ααγ"αγ城cα叫血(Warren) ウスイロアカフヤカ

298.ms堀αd誰γ《Zpezjz",z･ 07･227zt""(Strand) タンポヤガ

299.X""c c-"g714"z (Linnaeus) シロモンヤカ

300･471,qpjecto""、 p7(zJ,"@ (Denis&SchiffermUller) アオバヤカ

301.47zqpJectojdes"7e7zd， (Butler) オオアオバヤカ

302.Po〃a 7ze"zLJo"""ojdq (Oberthiir) オオシラホシヨトウ

303.Pり〃αmoγ虹a (Staudinger) クロヨトウ

304.〃ej@71cんγαpe7s,tcαγ"e (Linnaeus) シラホシヨトウ

305. Lcc@7@o"α銃Qjcs"7z@ co7z#γα死a"(Bryk) ミヤマヨトウ

306.Laccnobiα”je,zde7zs (Hiibner) エゾチャイロヨトウ

307.Ceγαmic@pZ"7EyZz"o"J， (Matsumura) マメヨトウ

308.My"2"mα"γ" (Linnaeus) フタオビキヨトウ

309.My""冗α，γα凡d"Butler オオフタオピキヨトウ

310.My銃加兀adZ"27ye7zsButler ナガフタオビキヨトウ

311.4Je"α…柳γa (Denis&Schiffermiiller) シロテソキヨトウ

312.4Jet"p@"e7zJ' (Linnaeus) タンポキヨトウ

313."je趣a Z77zp弘γa (Hiibner) ヨシノキヨトウ

314.4j“虹〃α"os"97"α""泌αγ"(Butler) マダラキヨトウ

315.4je錘αγαd""(Bremer) フタテンキヨトウ

キ'、ダケンモン
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LezLcG7z"Z7zas,cc泌虹Wlker ノヒラキヨトウ

Se7ztα〃α､泥ec (Curtis) ナカスジキヨトウ

BJep"γ鉱α j"ん87zs"(Lutzau) ミヤ･マハカタヨトウ

丑pameacγe郡@"(Hufnagel) カドモンヨトウ

4pa加皿蛇γja"Haruta スジアカヨトウ

〃αmeαα”秘α 07-Ze7zs (Warren) ｱｶﾓｸﾒﾖﾄｳ

"pα加ec J"e7･j錘a (Hufnaegl ) オオアカヨトウ

4pameaんamPso7zZ Sugi ネスジシラクモヨトウ

〃αme@ scojOpQc"α 5，必‘γ拠7z7te@ (Warren) ｾｽジﾖﾄｳ

O〃”α九."ae (Oberthiir),comb．n． セアカヨトウ

477Zpんjpoec l"wJ，趾γZe'z"s (Petersen) ショウブヨトウ

zf"pん加oec juce7"､ (Freyer) エゾショウブヨトウ

Cejqe,zz jet,,coJ,"g772c (Hiibner) シヨウブオオヨトウ

4γ℃んa7zαγα叩αγyα冗湿 (Esper) キスジウスキヨトウ

Cog7zo〃α orie7z#α〃J， Sugi, sp．n． テンスジウスキヨトウ

Rんjzedγα j"o"(Hiibner) ヨシヨトウ

T7-jp"e7zopJ,""7ze7･esce7zsButler ウスキシタヨトウ

Tγj”α87"p”，p“班α"a (Leech) ナカジロキシタヨトウ

E"Pjezjq jILcやαγa (Linnaeus) アカカネヨトウ

Eupje錘α Z"z"tγα"Graeser シラオピアカガネヨトウ

4"y〃αputT"(Linnaeus) モクメヨトウ

T7･@Meaat"p"c"97tomaButler シロスジアオヨトウ

Tγαcんgα加el@7zo叩泌aKollar ヒメシロテンアオヨトウ

錐んet"jep2907ze j"e,zs (Staudinger) コウスイロヨトウ

“ん‘〃‘， sIめa7ye7zfec (Oaradja) エゾウスイロヨトウ

“んe"s (zjjjW7z@"(OberthUr) シロテンウスグロヨトウ

伽pん籾γα J,"7･e7zc〃虚M6ndtri&s :>'-マジロカラスヨトウ

Cosm"zI,冗jcojo7･ (Staudinger) ミヤマキリカ

Cosj7z"e"Zg,bc (Butler) イタヤキリカ

"d77zoやんZc",77@jα ひαγiegctc (Oberthiir),comb.n. マダラ〃Z加oやんZc",､zα ひαγiegctc (Oberthiir),comb.n. マダラキ

316．

317．

318．

319．

320．

321．

322．

323.

324.

325.

326.

327.

328.

329.

330.

331.

332．

333．

334．

335．

336．

337．

338.

339.

340.

341.

342.

343.

344.

345．

346.

347.

348.

349.

350.

351.

352.

ポシキリガ

E凡a7yicpcje@cec (Esper) ウスシタキリカ

""77zi7'odeJ, pJ'ez"Z(z"o7zite7IJ, Sugi ムジギンガ

"yto"""bO7zota"(Staudinger) ネグロヨトウ

0"go7zダェ〃zLj7ze7･"c (Butler),comb.n. ベニモンヨトウ

EzLcαγtα ""o (Treitschke) ウスムラサキヨトウ

Ch"OptJ,tγzaa7yy7･os"ctc (Butler) ギンツマキリヨトウ

Spんγ叩沈γα町j〃@"(M6n6tri6s) マルモンシロカ
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Nbja銃γjpq jcctαγ"(Graeser) コマバシロキノカワガ

隆γαjcdecZpZe7zs (Butler) ﾊﾈﾓﾝﾘﾝガ

P'eudojpsjh9a冗α (Fabricius) アオスジアオリンカ

De"ofe"7z""7zaa,,z2L7-zLjQ (Staudinger) フタスジコヤカ

E”tγo“α叫九czL"(Clerck) スジコヤカ

"α〃α錘んα 〃Zα〃J， (Moore) ネジロコヤカ

L誰んαcod"j7-u,7z7ze@ (Leech) トピモンコヤカ

L虻んαcodZα花zLm@s77zQ (Staudinger) キモンコヤガ

〃#んacod"py9Q?y@ (Hufnagel) シロフコヤカ

〃銃αcod"s,tygiodes (Sugi),comb．n． ニセシロフコヤガ

L苑んαcodiαたんa (Butler) スジシロコヤカ

血銃acod"/enfo7zZ (Butler) シロモンコヤカ

Lα加p7.of"、”んαd"a (Butler) シーモンキンウワバ

Pん"d"cheiγa7zf"(Tauscher) ムラサキウワバ

"zLfogγαpんαgα加加α (Linnaeus) ガマキンウワバ

』唾0gγαpんα”，γj"72, （Walker） タマナギンウワバ

Pjus"f""cce (Linnaeus) イネキンウワバ

αα"7yJ,jα九adej" (OberthUr) コヒサゴキンウワバ

Dj"んγysja蛇e7zocんTy“5， (Warren) オオヒサゴキンウワバ

macf7y"<z zo""(Hiibner) シロスジキソウワバ

EzJc〃ぬade減a"Staudinger ツメクサキシタ（

Lygepん秘α、α錘j瓶a (Bremer) クビグロクチバ

Lygepb泌αp@st加拠” (Treitschke) エゾクピグロクチバ

"jy〆γa tんα〃ctTi (Borkhausen) ウスエグリバ

"jy〆γα伽たんαjdQ (Wileman) キタエグリバ

LOpho刀"〃α〃α"jpJQgc (Warren) ミカドアツバ

L"ｧeyrt@/ZezzLj@ (Denis&SchiffermUller) カギアツバ

的(j7･j"odeJ' 7ept4"元α"s (Walker) ソトウスグロアツバ

的dTZ"od"ん“γα〃JWarren ヒロオピウスグロアツバ

ルγαco'α錘qj"7to""(Butler),comb．n． シロモンアツバ

彫γαcojα毎t冗歴7zez"s (Bremer) ミスジアツバ

Zα祁cjo97z"""”α〃s (Scopoli ) コブヒケアツバ

Zα祁cjo97zctんαgTZsejdz (Butler) ツマオビアツバ

Zα乃弘｡g泥at"fumo"(Butler) ウスグロアツバ

3弱．

354.

355.

356.

357.

358.

359.

360.

361.

362.

363.

364.

365.

366.

367．

368.

369.

370.

371.

372.

373.

羽4.

375.

376.

377.

378.

379.

380.

381．

382.

383.

384.

385.

386.

387．

錫8.

389.

390.

Zα祁cjog""(z o6"9"@Staudinger, comb. rev. ハスオビアッバ

Zα乃cjog7z"んa faγs加e7wz""(Treitschke) ヒメコブヒケアツバ
アミメアツバZα乃cjq祁at"Te"cuj""(Leech),comb.n.

クロミッポシアシバS"…〃αノapo7zjcc (Butler),comb.n.
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TRICHOPTERA毛 翅 目

Limnophilidae エグリトビケラ科

1．恥加“αu,""、 αd加07susMacLachlan エグリトビケラ
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V 自然環境保全上の所見

第1 章 地形・地質

岡崎由夫
1． 注目すべき地形・地質

本道立自然公園の地形・地質については，上述したように，地質的には注目すべきものはない。しか

し，地形的にはその雄大さ，その形態の特異さ，あるいはそれぞれが独特の形成過程でできた点などで

注目される。これらは地形学の教科書的な存在であり，海と陸地とが一体化した，水平的で広大な造形

景観を展開する。

野付崎は延長26町のわが国最大の規模と， 日本で例をみない典型的な鈎状の分岐砂礫職である。景観

的にも，雄大な弧形と荒涼のトド原に，人びとを魅きつける。その形成は海水面（もしくは地盤）の上

下の動きに対応して，間欠的な砂礫の堆積と侵食を繰り返した結果である。

風蓮湖は，佐呂間湖に次ぐ20mの狭長で平滑な砂州に抱かれた，道内3位の大きな潟湖で，湖には澪

筋を有し，その成因は海湾からの海退の過程で砂州を形成して内海をとじこめ，更に沈降でできた湖で

ある。

温根沼と長節湖については，前者が根室湾の海に連なるおぼれ谷地形の潟湖であり，背中合せの長節

湖は太平洋に面する離岸の淡水湖で，対照対な存在である。両湖沼のできかたは， ともに氷河期の河谷

を源とする点で共通するが，その後「南高北低」型の地盤運動によって，違った姿を現わしたもので，

特色ある存在である。

2． 環境保全について

野付崎の砂輯と風蓮湖の砂州は，漂砂の堆積で形成されたが， これは海水準位と砂礫の供給が一定の

バランスの下で行なわれたもので，そのバランスが失われたとき侵食が働く。このような堆積と侵食の

作用は3,000年という長い過程からもたらされたものである。

海水面の上昇は外海側の砂職，砂州を侵食するが， これは地盤の沈下でもおこり， また，一時的な高

潮などでも同様におこる。一方，漂砂の堆積には，沿岸流による砂（礫）の十分な供給が必要である。

他方，供給量が減少すればむしろ侵食が働くが， これは地盤の沈降によっても，砂の相対的な減少をも

たらすことになる。

風蓮湖付近から野付崎にかけては，現在年に4～6”の割合で沈降し続けている（図3－19） 。これ

は侵食的な働きが継続して行なわれていることを意味するものである。

この沈降によるとみられる侵食と浸水を，野付崎でみると，内湾ではトド原を中心とする地域の浸水

域が拡大の傾向をみせ，外海側では竜神崎付近を侵食し，最先端(i尖岬）では付加的な堆積をしてい

る。 i尖岬では実際に前進し肥大化を示している。風蓮湖の砂州では，内海側ではほぼ全域にわたって，

この沈降による浸水によって砂州が縮小しており，外海側では侵食が，特に湖口付近で著しく， また，

－198－



春国岱橘の外海側と湖口でも見られる。

現在， この海岸での工事をふると，野付崎ではつけ根からトド原までの間で， ところどころで消波堤

工事が行なわれている。風蓮湖では，半島状砂州で本別海から中央開口部までの間に砂付けの突堤が随

所に設定され，春国岱では春国岱橋から1血ほどの間の海岸で，護岸堤が設けられている。

このような海岸の工事は，部分的にせよ， 目に見える侵食が確実におこっていることを示している。

海岸における砂職，砂州の侵食は，上述の沈降現象のほか，春国岱では砂の供給量が十分でないとの

指摘もある。これは知床，標津地方の河川の砂防工事や海岸の護岸工事で，内陸や海岸から運搬される

土砂が減少したことや,サケ定置網の設定によって砂を運搬する力を弱めるのがその理由にあげられている。

このような場合におけるテトラポットを用いた海岸工事については，次のような指摘がある。 『テトラ

ポットは砂が十分に供給されるときは有効であるが，その供給が不十分なときは，テトラポットが砂州

を安定せしむるか否かは疑問である。現に走古丹では護岸用テトヲポットと砂州の間に，新たに侵食に

よる間隙が広がりつつあるのが観察される。従って，テトラポットによる護岸工事に慎重な検討が肝要

で，場合によっては逆の効果を生じるおそれも考えられる』 （八木・吉元， 1984） 。

いずれにせよ， この海岸の砂の供給量についてはまだ把握が十分でない現状から， まず砂の供給状態

についての調査，検討を進める必要があり，それまではテトラポットによる海岸工事には慎重な配慮が

望まれる。

外海に面する地形を保全維持することは， きわめて難しいことは言うまでもない。局部的な自然の侵

食破壊に対しては速やかに補修して，その拡大を防ぐ必要がある。更に侵触や破壊をもたらすような人

為的な行為一採砂，地形変更，構築物など一は十分注意する必要がある。

春国岱は， 自然環境が比較的よく保全されているといえよう。これは現在一般車の出入りを禁止して

いる（根室湾中部漁業協同組合による管理）ことがあずかっていると思われる。これによって，一般の

人の入地が少ないことが理由と考えられる。この点は温根沼と長節湖についても同様で，比較的環境が

保たれている。両湖沼のまわりには人家がなく，車道は長節湖の一部にあるが，温根沼にはなく， こう

したことが原因にあげられる。車の出入りを制限することは環境保全上，望ましいものである。

野付崎と風蓮湖では，内外海側，半島状砂州に人家がある。従って， ここでの車道は，環境の維持に

配慮するような，必要最小にとどめるべきであろう。

なお，風蓮湖，温根沼，長節湖の3湖沼の水質については将来的に懸念がある。これはまわりの農牧

地や泥炭地を流れてくる注入川による影響が大きい。特に比較的面積が小さい湖沼ほど栄養化が進みつ

つあり，その対策の検討も必要である。

第2章植 物
辻井達一

（1）調査対象地域が全体として亜寒帯的要素とそれらが造り上げる景観に富むことは先に述べたとお

りである。その特徴は北海道のゑならず全国的なレベルにおいて貴重なものと考えられる。すなわち，

北海道の植生は温帯から亜寒帯への移行帯として位置づけられるものであるが，そのもっとも亜寒帯に

近い部分として， この地域の植物群落とその組成が標式的にも保全されなければならない。

（2）保全の対象としての植物群落のスケールはできるだけ大きく採られることが望ましい。それには
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大きく分けて四つの意味がある。

第一は植物群落それ自体の問題として，あまりにも小さい単位では維持が困難であるということだ。

植物群落は一般に北に向かって単純になって行き，それにともなって単位は大きくなる傾向が強い。そ

れは小刻みに多様な植物が集まって形成されるものではないから，大きな単位でなければ標式的にも意

味が薄れる。森林にあってはことに小さな林分ではその特徴の存続さへ危ぶまれる。

第二に，湖や砂州など特徴的な地形，地質，水質などの環境資質の良好な保全のためにも主体ならび

に周辺の構成要素としての植生が大きな，幅広いスケールで保全され，その効果をよく発揮できること

が望ましい。

第三は野生生物の環境としての意義である。その一部は第二の項にも含まれるが，直接的にも生息環

境として大きな単位での保全が望ましい。

第四は景観上の要素としての問題である。亜寒帯的景観は，やはりそのスケールの大きいことが重要

であるから， ことにこの地域にあっては景観上の観点が重視されなければならない。将来的にゑても自

然を主体とする各種のレクリエーションへの需要は高まるとゑるべきであろう。また，北海道としては

とくにそれらへの積極的方策を検討せざるを得まい。それを先取りすることが必要であるが，その効果

的かつ適切な推進のためにもスケール感に富む自然植生の確保が考慮されなければならない。

(3)では，どのような植生が重要であるか。この地域の植生はそれぞれに特徴に富み，重要でない植生

を仕分けすることは本来出来ないが，中でも重要と考えられるものを幾つか挙げてみると以下のごとく

である。

第一は砂丘系アカエゾマツ林を含む春国岱の植生である。これには海岸の草原植生，塩湿地や砂原の

植生も加えて考えなければならない。

第二は風蓮川河口の湿原植生である。これは釧路湿原とはまた異なった組成と景観を持つものとして

注目される存在である。

第三は野付半島の森林群落ことに風と潮の影響を受けて特異な景観をかたちづくる点が注目される。

また，その遷移の様態にも興味深いものがある。

第四は同じく野付半島の海岸草原とこれに連接する塩生植物群落である。これはことに観光客の入り

込ゑに対処する方策において考慮しなければならない。

（4） 周辺地域の植生と植物についても考慮が必要である。いわゆる東北海道ことにここに取り上げた

根室とその周辺の植生には，群落としては類似した様相を呈するものがあるが，それらは必ずしも同じ

性質のものではない。調査対象となった野付風蓮道立自然公園の中には確かにその標式的なものが相当

数含まれてはいるが，現公園の．周辺地域に，類似はするが性質の異なるもので注目すべきものがなお存

在する。

たとえば風蓮湖に接する温根沼と， これに流入するオソネベツ川流域の湿原系アカエゾマツ林，落石

岬の海岸段丘上に発達する湿原とアカエゾマツ林などは，同じアカエゾマツ林であっても異なったもの

として考慮されるべきであり， もちろん公園区域内の前述の春国岱のものとは異なる。

湿原としてはさらに根室半島の海岸段丘上に見られる一連のツンドラ・タイプのものも面積は小さい

が注目すべき存在であろう。このように現公園内にあると思われるタイプでも周辺地域におけるものの

特徴に留意して充分な比較検討が行われることが望ましい。
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（5） 周辺地域での特殊な植物についても配慮が必要である。調査対象地域を含めて， この地方の気候

的あるいは植物地理的特徴については再三述べたとおりであるが，その例として挙げた西別川沿いの湿

原にあるヤチカンバ（トカチカンバ）は，北海道では先に天然記念物に指定を受けている十勝の上更別

における産地に次ぐ第二のものである。現在，別海町の文化財指定を受けてはいるが，その指定による

保護面積はごく限られたもので，周辺の草地整備の進行にともなう影響が心配される。

落石岬の段丘上の湿原は，天然記念物に指定されていて，現在のところ保全状態は悪くはないが，な

お湿原構成植物の盗採が時に行われており，特にこの湿原にの柔分布が見られるサカイツツジのそれが

憂慮される。また，いわゆるシンパクすなわちミヤマビャクシンも盗採の対象となることが多い。何ら

かの強力な対策が望ましい。

落石岬から花咲， ノサップに到る海岸段丘に見られるトモシリソウなどの特殊な植物も保護の対象と

すべき存在である。

以上，幾つかの項目に分けて野付風蓮道立自然公園とその周辺地域の自然環境保全について述べた。

これを要するに，現在の公園区域ではなお十分な特徴的植生の包含にいたっていないこと，現区域内の

植生にはタイプとしてもスケールとしても不十分なものがあること，周辺地域を含めて植生と植物とを

見直し，できれば公園区域内に含めるなどの考感が望ましいこと，それはこの自然公園をさらに特徴づ

けることに役立つであろうことと考えられる。

第3章動 物

第1節哺乳類
近藤憲久

1． 全般的な評価

野付風蓮道立自然公園の哺乳類相は，公園内の植生によって，分布に片寄りが見られた。結果的には，

針広混交林の良く残っている，公園南部において，哺乳類相が豊かで，風蓮湖北部や野付半島において

は，大型獣を中心として貧弱であった。しかしながら，全体的に見て，道東で生息が予想される陸棲哺

乳類のほぼ全てにあたる， 9科28種が確認されたことは，近隣の自然公園に比べて何ら劣るものでない。

特に，公園域の標高が20呪にも満たない地域であることを考えると，非常に価値があるものと見なして

良いだろう。

2． 特に貴重な区域

哺乳類の生息が多かった地域は，風蓮湖南岸から温根沼岸，長節湖岸にかけて，針葉樹林や針広混交

林の良く残っている地域である。哺乳類相にとって， これらの地域はもちろん重要であるが， このほか，

あまり豊かではないが，小哺乳類の分布に顕著な特徴が見られる春国岱地域を重要な地域として挙げた

い。以上は，陸棲哺乳類についてであるが海獣類については，繁殖は認められず， これと言った場所は

ない。
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3． 保全上の所見

当公園は，湖沼群を中心に指定された自然公園であり，指定面積に比較して，森林面積は極めて少な

い。指定地域内では，春国岱が良く森林の残った地域であるが， この地域は過去の調査でも明らかにさ

れているように，哺乳類相は豊かとは言えない。当地域は，面積が約5004壗度で，環境収容力が低く

大型獣の生息が厳しい。このことを考えると，今回確認された哺乳類も大型獣については，指定地域は

従な生息地と象なした方が良く，指定地域内の森林が彼らにとって重要な役割を果しているとは考えに

くい。

哺乳類相の保全を考える場合，特に大型獣については，生息地の面積がある程度必要なことは， ここ

で論議するまでもないが，当公園内は先にも述べたように哺乳類の環境収容力は低いと見ざるを得ない。

しかし，全般的な評価の項でも述べたように，同公園南部域においては，豊かな哺乳類相が見られ，是

非これらの主生息地も含めた公園地域の指定が望まれるところである。すなわち，主生息地とは別当賀

川下流域，温根別川流域,西六番沢流域を含めた針広混交林である。これらの地域は，大部分が国有林で

あり，現在も施業が行なわれている地域である。現在は比較的，哺乳類にとって健全な森林が残ってい

るように見えるが， これらの混交林が人工造林地に置き換えられていくことによって，哺乳類相に変化

が起ることは言うまでもない。

第2節鳥類
高田 勝

北海道には，天然記念物指定を受けた鳥が8種類いる。すなわちマガン， ヒシクイ， コクガン， タン

チョウ，オオワシ，オジロワシ， シマフクロウ， クマゲラである。

野付風蓮道立自然公園は， この8種すべての生息地という点で極めて重要な地域であるといえる。

8種の中で，マガソの渡来数が少ない他は，いずれの種にとっても道内屈指の渡来地もしくは繁殖地と

なっている。

このうち， 目下もっとも保護の急を要するのはシマフクロウである。大木と魚の多い川を必要とする

のに，両者共急速に失われつつあるからである。

北海道でも， この鳥が低地帯に生息するのはこの地域だけと考えられているが，それだけに環境は破

壊されやすい。

早急に森林と河川の保護が必要であり，そのためにも公園指定区域の拡大が望まれる。

また，近年大規模酪農村事業などの影響で河川の流量の変化が大きくなったことや，汚染が拡大して

いると指摘されている。とくに風蓮湖の汚染が著しいといわれる。

これらは漁業などへの影響を伴うばかりでなく， 日本屈指の水鳥飛来地である当公園の価値を大きく

損うものであろう。

因果関係の調査も含め，影響評価を出来るだけ早く行ない，対策がたてられるべきであろう。

また，別海町バラサン沼周辺はタンチョウの繁殖地で，現在も良質な湿原を持ち，鳥類も豊富な地域

なので， ここも公園区域にすることが望まれる。
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第3節昆虫類
遠藤雅広

野付風蓮道立自然公園の自然環境は，特殊な条件下にあるため，一般的な昆虫類よりもむしろ特殊な

昆虫類の好生息地となっている。特に寒地性の昆虫類は，一般に山地及び高地に生息していることが多

いが，本地域では平地で見ることが出来る。

その代表的な種がアイヌキンオサムシや国の天然記念物に指定されているカラフトルリシジミである。

本地域には，高層湿原がかなり見られ，そのような環境がカラフトルリシジミの好生息地になってい

る。したがって，高層湿原の保存が， カラフトルリシジミの保全につながっている。また，高層湿原の

周囲には低層湿原が広がっていることが多く，安易に高層湿原には人が近づけない。このようなことか

ら， カラフトルリシジミが最近まで発見されなかった理由であり，今まで生息を続けてこれた要因なの

かもしれない。

現時点での保全には特に問題は感じられないが，今後湿原の乾燥化，森林の皆伐など大きな環境変化

をうけないことが，昆虫相を保全していくためには，最も必要なことである。
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